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　空に月はなく、満天を埋うめるのは星だけ。

　紗しやがかかったような春の夜。

　その薄うすい一枚の闇やみに、くるまれるように、かのうは消えた。

　途と端たんに、世界が一段明るさを落として、朧おぼろな闇はひどく暗い、漆しつ黒こくへと変じてしまった。

　実際は和かのう邸ていの中庭には外灯も設置されているから、そんなことが起こるはずがないのに。

「かのうっ、かのうっ！」

　耳の奥から連環わの音と、その声の残ざん響きようが全すべて消えてしまう前に、俺はあいつの名前を叫さけび、暗闇の中で目を凝こらした。朧に霞かすんでいた姿を懸けん命めいに探す。

「かのうっ！」

　いつもならば、かのうが消えた位で俺は慌あわてたりしない。神しん出しゆつ鬼き没ぼつこそがかのうが得意とするところなのだから。

「けど、さっきのは……いつもと違ちがう」

　勝手に口をついて出た呟つぶやきは、乾かわいた噴ふん水すいの中に落ちていく。でも、それは確かな事実だ。

　そう、いままでかのうは何もないところから不意に現れ、不意に消えた。けれどその折に、姿が霞んで見えたことなど無かった。実体ではないとわかっていても、嫌いやになるほどその存在感ははっきりとしていた、いつだって。

　そして──こちらの胸まで摑つかまれるような、苦しげな表情かおを晒さらしたりしなかった。いつも上から俺を見下ろしているばかりで。

　さっき目にしたばかりの苦く悶もんの残像が、再び脳のう裏りを掠かすめて、俺はその画えを払はらうために頭を振ふった。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。かのうはそんなに柔やわじゃない」

　自分に言い聞かせるためだけにそう言って、今度は近くの繁しげみを探さぐった。しかし、昼よりも濃こい緑の中にもかのうはいない。胸の中の不安を拭ぬぐい去ることが出来ない。

「かのうっ！　悪ふざけのつもりならもう十分だ。早く出てこい」

　中空に向かって呼びかけてみたが、こだまの一つも返ってこなくて。染しみのように黒い不安が胸の中に更さらに広がっていく。

「くそっ」

　これまでに感じたことのない種類の動どう悸きはただただ苦しくて、それを紛まぎらわす為ためにも俺はかのうを探すしかなかった。




　けれど、いくら周囲を探しても、名前を何度叫んでも、その姿を見つけ出すことは出来なかった。

　もう、近くに探せる場所も無くなって、とうとう俺は座り込んだ。

　もしかしたら、そんなに焦あせる状じよう況きようではないのかもしれない。そう告げる自分もいるのに、何度も何度も最後の表情が瞼まぶたの裏で再生される。

　それが、自分を冷静からはほど遠い状態に置いているのだと、わかっていても、どうしようもなかった。

　それでも、身体からだを動かすことをやめてみれば、その分思考に血が回り始めて、頭の回転数は上がる。

　その頭で、順を追って考え直す。

　かのうの現れ方は、いつもと同じだった。姿も常と変わらなかった。それから少し話をして、声もいつもと同じに聞こえた。いつもより少しだけ優やさしかったように思う。そして、消えた。その消え方はいつもと違っていた。

　では逆に、いつものかのうはどう現れてどう消えるのか。現れるのは〝気まぐれ〟或あるいは和彩いろ波はに呼ばれた時だ。でも消えるタイミングはどちらの場合もかのうの意思だったはずだ。

　だから、あんな風にどこか慌てていて、苦しげな〝消失〟はかのうにとっても予想外だったはずだ──あれが演技でなければ。

　ならば、なぜそうなったか。なぜ、いつもと違うことが起こったのか？

「いつもと違うこと？……〝かのう様〟の方に何かあった、のか？」

　まだ目にもしていない、けれど今回の騒そう動どうの中心にあるソレにようやく思い至って、俺は思わず声にしていた。

　そう考えた場合、あの偶ぐう像ぞうはかのうにとって、俺が考えていた以上の意味を持つ物だったということになる。そして、俺はその〝護まもるべきもの〟を護れなかったのだろうか。

　だから、かのうは目の前から消えてしまったのだろうか。俺はかのうも、それに彩波も〝黒くろ猫ねこ〟に奪うばわれてしまったの、か？

　もう、すべて、手て遅おくれなのか？

　そこまで考えて、俺はこのろくでもない思考を頭の中から追い出した。

「……しっかりしろ。まだだ。まだ、ゲームオーバーじゃない」

　そうだ、諦あきらめる前に俺の優ゆう秀しゆうな頭脳はもっとまともなことを考えられるはずだ。奥歯を嚙かみしめて、俺は思し索さくを続ける。

　黒猫が〝かのう様〟に何かをした可能性は高い。だが、それ以前に彼らは彩波を誘ゆう拐かいしているのだ。かのうの憑より坐ましである彩波を。両者の間には深い繫つながりがある。ならば問題は二人が離はなれたことにあるのだろうか？

「いや……違う」

　俺は即そく座ざに自分の考えを却きやつ下かした。距きよ離りが離れることに問題があるのならば、彩波は海外旅行はおろか学校にも通えなくなってしまう。それにその場合、かのうは最初から現れることも出来なかったはずだ。

　だとすると、あまり想像したくはないが、誘拐された後、彩波の身に何か問題が起こった可能性はある。彩波から〝参の間〟の所在を聞き出して〝かのう様〟が黒猫の手に渡わたったということは、あり得うる。

　そう仮定した場合、もう俺に出来ることはないのか？

「いや、そんなことはない」

　まだ、間に合うはずだ。黒猫の手から彩波を取り戻もどせれば。〝かのう様〟を取り戻すことが出来れば、きっと、もう一度かのうに会えるはずだ。

　だったら、俺は立ち上がって、黒猫の許もとへ向かわなければならない。それがいま俺のすべきことだと、定めて。

　ゆっくりと、足に力を込こめて立ち上がろうとして、けれど、もう一人の顔が目の前を掠めた気がして、俺の足は力を失い再びその場にしゃがみ込む。

　忘れていたわけではない。でも、頭の隅すみに懸けん命めいに追いやっていたのは事実だ。

　羽は黒ぐろ花か南なんの存在かおを。

　生徒会の臨時採用で、叶野かのう学園高校の一年二組の生徒で、そして俺の友人だった──黒猫のことを。

　羽黒花南が黒猫だということは、認にん識しきしている。でもそれを再び意識すると同時に、また頭を鈍どん器きで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきに襲おそわれる。

　黒猫の仮面が外れ、現れた顔は確かに羽黒だった。俺は自分の目で見たものしか基本的に信じないけれど、この目で見たのが間ま違ちがいでないなら。

　俺は、信じていた羽黒に裏切られた。

　文章にすればたった一行で済む現実。けれど、受けた衝撃はそれだけでは済まなかった。

　羽黒花南を信じていたからだ。何の根こん拠きよもなく。でもそんなものはいらないはずだった。

　羽黒はいつも俺達と一いつ緒しよにいて、鈴すず木きやかのうの持ち込む面めん倒どうに一緒に顔を突つっ込んで、悩なやんで、同じようなことを考えていると信じていたから。

　でも、違った。羽黒が考えていたのは〝かのう様かみを奪うこと〟で、俺達と行動を共にしていたのもその為ためで。

　そうしたら、羽黒花南がわからなくなってしまった。全部わからなくなってしまった。

　人を、誰だれかを、信じるということまでも。

　どこかにその答えが都合良く転がってはいないかと、俺は周囲に目をやった。でも近くには花の一つも咲さいていない。ただ刻々と深まる春の夜が横たわっているだけだった。

　俺は、とりとめのない思考を整理するために目を閉じた。

　彩波を取り戻して、かのうにもう一度会うためには、黒猫と対たい峙じしなければならず、その黒猫の中には確実に羽黒花南がいるということ。いまわかっているのは、それだけだ。

　そして、もう、羽黒花南が黒猫だという事実は自分の中でも動かせないと知る。

「……でも、立ち上がるしかないだろうが」

　答えは何一つ出ていないけれど、動かなければならないという、それだけは、はっきりとしている。本当はもっとゆっくり考えたいが、いまその時間は無い。

　あと、十数えたら立ち上がろう──そう決めて俺は深呼吸を繰くり返した。

　と、その途と中ちゆうで、少し硬かたい芝生しばふを踏ふみしめる二つの足音に気付いて顔を上げれば、そこには、見慣れた二人の姿があった。

「やっと、見つけた。……探したよ」

　外灯に照らされた尾お田だの顔には疲つかれと、僅わずかな怒いかりが浮うかんでいた。でも勝まさっていたのはやはり疲ひ労ろうで、尾田はそれだけ言い終えると同時にその場にしゃがみ込んでしまう。

　探した、という言葉通り、二人とも靴くつが汚よごれていた。

　桑くわ田たはまだどこか呆ぼう然ぜんとした表情のまま、俺に数秒視線を注いだ後、尾田に倣ならうように芝生に腰こしを下ろすと膝ひざを抱かかえた。その目め尻じりは赤く腫はれていて、胸が痛んだ。

　そして、腹が立った──桑田を泣かせた自分に。そのまま置き去りにした自分に。

「……悪かったな」

　でも、まだちゃんと二人の顔を見ることは出来ない。八つ当たりのように投げつけてしまった言葉はまだ魚の骨のように喉のどにひっかかっていて、棘とげのように胸に刺ささったままだから。

「誰が信じてやるんだ……か」

　その台詞せりふをあえて繰り返したのは尾田だった。それに反応して桑田の肩かたが震ふるえた。

「……答え、でた？」

「……いや」

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいの後、正直に答えれば、やっぱり尾田も俺の目を見ずにただ頷うなずいた。桑田の目は下に向けられたまま、何も映していないように見える。

　屋外にいるのに妙みように息苦しい雰ふん囲い気きに追い打ちを掛かけるように、沈ちん黙もくが落ちる。

　鈴木も羽黒もいない、以前の三人に戻ったというのに、前よりぎこちなく、バランスのとり方を三人共忘れていた。

　でも、このまま沈黙を続けていても、事態が動き出さないことはわかっていたから、それに少しでもいつもの自分を取り戻したくて、俺は口を開いた。

「あの後、邸てい内ないはどうなっている？」

　とりあえず、いま和邸内の状じよう況きようがどうなっているのかを把は握あくしたくて俺が問えば、

「……うん。彩波さんを取り戻すって、もうメイドさん達は動き始めている頃ころかな。でも、他ほかにも入り込んだ黒くろ猫ねこがたくさんいて、それにも応戦しているから、いま敷しき地ち内はサバイバル状態だよ。ここは奥の方だからまだ静かだけど」

　必要な情報だけを尾田は俺に伝えてくれた。ただ〝黒猫〟という単語だけはひどく言いにくそうにした。桑田の耳にもそれは届いたはずだが、唇くちびるを結んだまま、やはりまだ声を発しない。

　でもそれは、自分の殻からに閉じこもっているのではなくて、考えているからだろう。俺がぶつけた問いの答えを。俺も尾田もまだ知らないその答えを。

「他に……何か、奪うばわれたモノは？」

　回答によってはかのうの消失については、俺一人の胸に留とどめておくつもりで、俺は尾田に次の問いを向けた。

「ない。彩波さん、だけだ」

「そう……か。他に奪われたモノはない、のか」

　それは、無意識の内に覚かく悟ごしていた最悪の答えではなかった。俺は予想以上に安あん堵どしている自分を自覚しながらも、かのうの件は自分の胸に納めておくことを決めた。

　まだ〝かのう様〟が無事ならば、こちらにも目はあるはずだ。絶対に、あるはずだ。

「なら……目的の物を手に入れていない以上、黒猫はまだ屋や敷しきから出ない、出られないか」

「うん。ここまで騒さわぎになっている以上、出直してくる可能性も低そうだけど」

　俺と尾田はそれぞれの考えを述べて、ぎこちなくだが一瞬、視線を交かわした。いまは、全すべてが暗くら闇やみの中にあるように手て探さぐりだ。

「……戻もどってくる気も、ないのかしら？」

　そんな中、ようやく桑田が発した声は、とても小さかった。いつも真まっ直すぐに伸のびている背中が丸まっていて、だから大きな声が出ないのは当たり前で。それだけ言うと再び俯うつむいてしまい、また泣きそうに見えたその横顔は、すぐに髪かみが隠かくしてしまう。

　桑田が誰のことを問うたのか、聞き直す必要もなく、俺と尾田は顔を見合わせた。と同時に目が合って、今度はどちらも逸そらさなかった。

「羽黒花南は黒猫だったんだ」

　何度も心の中で自分に言い聞かせた事実を、もう一度だけ言葉こえにする。けれど、尾田と桑田の肩はまた震えた。そして、尾田だけが頷く。

「これは、事実だ」

　俺達全員がどうしても向き合わなければならないことだ。

「……だから、もう彼女は戻って来ない？」

　俺の先を読んだというよりは、先走って尾田が言う。どこか苛いら立だちを含ふくんだ声で。

「それは、わからない……わからないことばかり増えていて、思考が追いつかない」

　俺は正直な気持ちを告げた。

「そうだね。僕達にはわからないことだらけだ。……彼女が黒猫だってこともわからなかった位だから」

　尾田の声はきつく、目元は険しい。怒おこっているのだ。羽黒に、黒猫に、自分に。

　皮肉とも自じ嘲ちようともつかない尾田の台詞を受けて、桑田の両目にはまた涙なみだの粒つぶが浮かんでいた。それでも唇を結んで嗚お咽えつを堪こらえている。

　尾田の怒りも、桑田の泣く程の混乱もよくわかる。俺の胸にもそれはあって、多分かのうのことが無ければ同じように怒って、叫さけんでいたはずだ。

　でも、二人を見ていて気付く。怒っていても、泣いていても二人は、わからないままにすまいと考えて、感情こころを動かしていた。なのに俺はこのまま、わからないままで終わらせようとしていた。

　まったくもってらしくない、腹立たしいまでにやる気のない自分に、かなりムカついて。

「あ──────っ！」

　すっくと立ち上がると、俺は一声だけ咆ほえた。空に向かって。

　尾田と桑田は俺の声に驚おどろいて、半身を引きながら、怖こわ々ごわと視線を送ってくる。

「あー……でかい声出してごめん。うん、でも一つ決めた」

「決めた？」

「わかった、じゃなくて？」

　尾田と桑田は仲良く首を傾かしげて、俺を見つめる。まだ驚きに満ちた目でもって。

「わからないなら、わかるまで確かめる」

　裏切られたことへの怒いかりや、悲しみを抑おさえ込んででも、俺は知りたい。

　なぜ、羽黒花南は黒猫であることを隠していたか。どうして、〝かのう様〟を求めるのか。

　結論を得るためには情報が必要だ。それが、物事の基本。それなしで、答えは出ないし、仮に出せたとしても満足のいくものではあり得ない。

　そして、俺は羽黒花南の何を信じていたのか、知りたい。確かめたい。

「確かめて、それから、どうするの……？」

「僕達が、彼女に騙だまされていた、裏切られた事実はそれでも変わらないだろ」

　縋すがるような桑田の声に、やはりきつい尾田の声が続く。でも、何も感じていないよりはいい。

「そうだな。過去は変えられない。でも、もう一度確かめて、答えを探すことは出来る。それで、場合によっては思う存分怒らせてもらう」

　固めた拳こぶしを自分の左手で受け止めながら、俺はそう宣言した。

　まず、何をするか決める──こういうことだろう、かのう。いま、この場にいないあいつにも胸の中で告げて。

「それは、羽黒さんにチャンスを与あたえるってこと？　寛かん大だいだね、多た加か良ら。僕はまだ、裏切られて怒りたいのか悔くやしいのかもよくわからないのに」

　言いながら、尾田は額に手を当てて俯き、俺から表情を隠してしまう。

「それは……違ちがうと思うわ」

　代わりに顔を上げたのは桑田だった。まだ赤い目を擦こすって、それからしっかりと見開いて俺を見る。いつもよりまだ頼たよりないけれど、さっきまでとは違う光がその双そう眸ぼうには宿りつつある。

「チャンスを与えられるのは……私達の方、よね。私は……花南ちゃんとたくさん話をしたわ。したと思っていた。でも、いま思えば聞いて貰もらってばかりで」

　そこで桑田は声を詰つまらせ口元に軽く手を添そえた。俺は黙だまって桑田が再び口を開くのを待った。

「私は花南ちゃんのことをまだ、少ししか知らないの。不思議な力があって、でもドジで、優やさしい……その優しさを噓うそだと思いたくないから、花南ちゃんのことを知りたい」

　だから、いま知ろうとすることは自分に与えられたチャンスだと桑田は言うのだ。羽黒花南の真意を知るための。

「……信じるとかそういうのは、その後に考えることにするわ」

　そう宣言すると、桑田はゆっくりと足に力を込こめて立ち上がった。それから、スカートについた芝しばと土を払はらう。その横顔は、さっきまでよりほんの少し強かった。

「桑田さんが彼女のことを知らないって言うなら、僕だってそうだ」

　さっきから、頑かたくななまでに尾田は羽黒を名前で呼ばない。尾田は人見知りとは少し違うが、他人を自分の領域に入れるまでには時間がかかる。でも、そうやって時間をかけて内側に入れた人間に対しては優しい。

　だから、その分だけ余計に羽黒の裏切りに傷ついている。

「……けど、これから知ってもそれは〝黒くろ猫ねこ〟の彼女でしかないと思う」

「そうだろうな。でも、それが俺達の知らなかった羽黒なら仕方ない。それに……噓つきだって羽黒は自分で言った。だったらそれも噓かもしれないだろう？」

「なにそれ。クレタ人は噓つきだとクレタ人が言った、みたいだね」

　俺がそう言えば、暗い方へと向けられていた尾田の顔がようやくこっちを向く。

「その、パラドックスは答えが出ないよ」

「でも、こっちは答えがあるかもしれないでしょう？」

　桑田が尾田の視線を捉とらえて言えば、尾田は悩なやむように唇くちびるを嚙かんだ。

「……彼女は噓つきだ」

「ああ。でも、噓は隠かくし事がある証しよう拠こだ」

「そんなの、偶像かのうさまが欲しいからだよ」

「じゃあ、どうして欲しいのかしら？」

「わからないよっ！　ああもうっ！」

　俺と桑田に何度も問いを重ねられて、とうとう尾田は半ギレして、頭を抱かかえる。

「わかった、付き合うよ。犯行の動機を探さぐる……っていうのはミステリ的だから……だけどね」

　それから、根負けしたという顔で、尾田は観念して、やっと少し頰ほおを緩ゆるめた。俺と桑田はコンビネーション技わざを決めた気分でその笑えみを受け止めた。

「でも、多分、僕はもう信じられないよ」

　そのすぐ後に、自じ嘲ちようする言葉が続いたけれど、それは仕方がないと思う。全員がまだ、胸の中で葛かつ藤とうを続けているのだから。

「俺だって、その先はわからない。でも、だから動いてみるんだ」

「そう、か。わかった」

　俺が言えば、頷うなずきながらも、尾田は軽く目を伏ふせた。

「それで、まずはどうする？」

　目的ははっきりしたが、果たしてどこから手を付けるべきかを桑田に訊きかれて、今度は俺は迷わなかった。

「まずは、彩波だな。あいつが向こうの手の中にいる内はゆっくり話も出来ない」

〝かのう様〟が奪うばわれていないなら、優先されるのは彩波だ。それに、彩波が呼びかければ、きっとかのうは応こたえるはずだから──でも、それは隠して俺はそう提案した。

「確かに、最初は彩波さんだね。メイドさん達もかなり血相変えていたし」

　尾田はメイド達の様子を思い出したのか、難しい顔をして頷いた。

「……騒さわがしい人がいないと寂さびしいものね。そんなにひどいことはされていなくても、今いま頃ごろ泣いているかもしれないもの……ね」

　やはり二人は喧けん嘩かするほど仲がいい、というやつなのだろうか。桑田の口をついてでたのは、いつもは睨にらみ合っている時間の方が長い彩波を気き遣づかうそれだった。多少その言葉が遠回りであってもまあ、問題はない。

「黒猫側が彩波さんを交こう渉しようの材料にしてくる可能性もある？」

「そうだな。あり得うる。ただここで金を要求するわけがないから求めてくるのは別の物だ」

　額を突つき合わせて、密談のように俺達は夜の庭で話を続ける。

「それはやっぱり〝かのう様〟か」

「〝参の間〟の場所だろうな」

　桑田の言葉の続きを引き取って俺が言えば、尾田も賛成して頷く。

「でも〝かのう様〟があるんだから確実に目指してくるのは、〝参の間〟だろう」

　眼鏡めがねのフレームに軽く触ふれながら、俺は二人の顔を交こう互ごに見た。

「そうね、なら〝参の間〟で待ち伏せっていうのが一番効率的ではありそうだけど……」

「問題は、例によって場所がわからないことか」

　桑田と尾田の言う通り、問題は〝参の間〟の所在だ。この和邸ていのどこかにあるのは確かだが、この件に関して和家の口は非常に堅かたい。

　しかし、状じよう況きようは動いている。何よりも彩波が黒猫の手に落ちたのは大きいはずだ。

「けど、さすがに彩波さんの身の安全と天てん秤びんにかければ教えてくれないかしら？」

　頰に手を添そえながら同じような思考をたどったらしい桑田が小首を傾かしげる。

「そうだね。ダメもとでもう一回メイドさん達に訊いてみるのも手か」

　尾田もそれに賛同すれば、俺も反対する理由はない。どのみち出来ることは全すべて試ためしてみるつもりなのだから。

「よし、とにかく〝参の間〟探しから始めるぞ！」

　軽く拳こぶしを振ふり上げながら、俺は空を見上げた。

　月のない星の夜。星はきらめいていて、まだ夜明けは遠いようだった。
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　わたしには、春の訪おとずれを誰だれよりも先に、その香かおりでわかる鼻はありません。

　わたしには、夏の海を遠く遠くまで見通せる瞳ひとみはありません。

　わたしには、遠くの人が秋を告げる声を聞く耳はありません。

　わたしには、冬の深い深い雪の下から、花を咲さかせる力はありません。

　わたしに出来るのは、ほんの少しだけ、不思議なモノを見て、その声に耳を澄すます、それだけです。それでも、普ふ通つうの人間ひとからすれば、不思議な能力ではあるのでしょう。

　昔々、羽黒という名を持つ人々は、その不思議な能力故ゆえに虐しいたげられたといいます。肩かたを寄せ合い、暗くら闇やみに身を潜ひそめたのだそうです。

　でも、ある時、権力者にこの不思議な能力を見み出いだされ、それからは、誰かの影かげに寄り添って生きていくようになりました。それは日の当たらない場所で、夜の世界でした。

　必要ならば噓うそも吐つくし、人も傷つける、いまも、そういう風に生きています。生きていく為ために。生きていく場所を確保するために。

　日々は穏おだやかではないけれど、生きていく場所がいまはあります。でも、それでも、その世界に足りないものがあるといいます。月の光も星の光もあるけれど、足りないものがあるといいます。私達が夜の世界で、星のように月のように輝かがやくために足りないもの、それは。

　何でも願いを聞いてくれる神様。昼の光を与あたえてくれる神様。

　ほしいほしい。誰より先に春を知る人も、誰より遠くを見る人も、秋の声を聞く人も、みんな神様が欲しいと言います。羽黒という名前の人間はずっとずっと神様を欲しがっています。

　それがみんなの願いなら、私は神様を欲しいと思いました。わたしに季節を教えてくれた人達に、神様をあげたいと思いました。

　だから、神様をください。ほんの少し、夜を押し上げる力をください。その代わり、もう二度と私に朝が来なくても構いません。







　これまでに訪問した、或あるいは侵しん入にゆうしたどの権力者おかねもち達の邸てい宅たくにも劣おとらず、広すぎる和邸には、その分だけ隠かくれる場所もたくさんあった。

　もちろん、優ゆう秀しゆうな使用人兼けん番人のことは考こう慮りよに入れて細心の注意は払はらったが、一度隠れてしまえればしばらくは問題ない。また、凜り音おんと共に邸内に侵入した黒くろ猫ねこ達もうまくかく乱してくれているようだ。

　当面の隠れ場所に決めた部屋には現在自分も含ふくめて三人。羽黒花南はわずかに首を動かして、残る二人を見た。黒猫の仮面の目の穴から見える二人にはさっきから殆ほとんど動きがない。

　対たい峙じする二人の内一人は花南と同じように黒猫の仮面をつけている。こちらは羽黒の上司なかまで、姉である羽黒凜音だ。そしてもう一人はツインテールの髪かみがトレードマークの少女──和彩波だった。

　誘ゆう拐かいする際に少々気を失って貰もらった彩波は、つい先刻目覚めたところだ。寝ねぼけ眼まなこの彩波に気付け薬代わりにと花南は仮面を外し、素す顔がおを晒さらして見せたが、彩波は一いつ瞬しゆん息を吞のんだだけで、声を上げることはなかった。

　その後、凜音による尋じん問もんが開始されたのだが、現在に至るまで彩波は一言も発していない。故に、彩波が語り出せば外すつもりだった口元のガムテープもそのままだ。

「……喋しやべる気になれば、外しますが？」

　仮面の口元──一応それらしきものが描えがかれている──を叩たたきながら花南はもう一度提案してみたが、彩波は首を振り続けた。ツインテールがその動作を追うように動くのも、もう問いと同じ数だけ見ている。

「強ごう情じようだな。やはり、無理矢理口をこじ開けられたいのか？」

　苛いら立だちを滲にじませて、かなり本気の度合いが高い脅おどしを凜音は彩波にかける。それに彩波はびくりと身体からだを震ふるわせて、近くの壁かべ際ぎわまで後あと退ずさろうとする。しかし、手足を拘こう束そくされていてはそれもままならなかった。

「嫌いやなら答えろ。〝参の間〟というのはどこだ？　そして〝かのう様〟は？」

　先程から何度も繰くり返している台詞に勘かん気きを加えて、凜音はもう一度彩波に問いを向ける。部屋の灯あかりは小さなろうそくだけだったけれど、彩波が青ざめているのはよくわかった。
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　それでも、彼女は首を横に振り続けるばかりだった。

「どこだ？」

　硬こう質しつのアルトの声の鋭するどさに、花南は反射的に背筋が伸のびる。そして、答える素振りの無い彩波を前に、凜音の腕うでがすっと持ち上がり──

　ぱぁんっ！

　次の瞬間にはその掌てのひらは、彩波の頰ほおを打っていた。打たれた彩波は何が起こったのかわからないまま呆ぼう然ぜんと目を見開いている。その白い頰がみるみる赤く染まっていく。

「姉ねえ様さま。差し出口ですが、この娘むすめは憑より坐ましです。憑坐を傷つけたとあっては、神も黙だまってはいないと思うのですが」

　姉の怒いかりを煽あおらないよう、なるべく抑おさえた口調で花南はそう述べた。下手をすればその怒りは再び彩波の頰を打つだろうから。

「……本当に、差し出口だ」

　仮面の向こうからでもわかる鋭い眼光を凜音は花南に投げつけながらも、ゆっくりとその腕は元の位置へと戻もどった。そのまま、彩波から距きよ離りを置く。

　すると彩波は今いま更さらのように身をよじって、凜音から出来る限り離はなれた。目には涙なみだが浮うかんでいたが、まだ心は折れていないようだ。

「この娘はあくまで神との架かけ橋はしに過ぎないとわかっていたが、それにしても期待はずれだな。神が現れないどころか、その上娘は強情で何ひとつ喋らない」

　仮面の額を指先でコツコツと叩きながら、凜音は室内をゆっくりと歩く。そして、立ち止まるのと同時に口を噤つぐむ。

　おそらく、次に打つべき手を考えているのだろう。

　仲間の黒猫が邸内を混乱させているとはいえ、それにもやはり限界はある。時間が経たてば不利になるのは自分達だ。

　彩波を攫さらうと決めた時点で凜音には勝算があるはずだと思っていたのだが……どうもそれは怪あやしい。やはり、あの時、彼女にしては性急だと感じたのは間ま違ちがっていなかったようだ。

　思い返せば、今回は最初から凜音は急いでいた。もう少し、この町、この地の神について探さぐってから計画は実行に移されるはずだったのに、祭りが始まると聞いて予定は早まった。

　だが、それでも凜音ならば何とかするだろう。単なる年の差だけでなく、いつも花南の十歩も百歩も先を行き、能力においても一族で一、二を争う彼女は〝羽黒家〟に生まれるべくして生まれたのだから。

　組織としての〝羽黒〟を統とう括かつするのは〝羽黒家〟の血族だ。異能、或いは霊れい能のうと言われる力を持って生まれる者が多かった血筋が羽黒家で、そこに同じような力を持つ者が集つどい始めて出来上がったのが〝羽黒〟という組織になる。その形が出来上がったのが数百年前。組織としての羽黒は、最盛期には千人近かったと言うが、今は百人に満たない。その中で多くの者がいわゆる諜ちよう報ほう活動に携たずさわっている。

　以前、多加良達に語ったような霊能を駆く使しする仕事を行うのは実際のところ一部の能力に秀ひいでた者に限られている。

　一方〝羽黒家〟の歴史はそれより更さらに遡さかのぼり千年以上続いている。そして、ずっと組織を束ねてきたから、〝羽黒家〟に生まれた者は常に優すぐれた能力を求められるのだ。組織は実力主義だがその上に立つのは羽黒家の者でなければならないという暗あん黙もくの了りよう解かいをふまえて。

　だから、突とつ出しゆつした能力を持つ羽黒凜音は〝羽黒家〟にふさわしい存在であり、二十歳になったばかりだというのに、既すでに組織のナンバー３スリーという地位にいる。能力において格段に劣おとる羽黒花南とは違って、彼女は生まれた時から特別だった。

　それでも、花南も仮面を貰もらうことが出来た。

　黒くろ猫ねこの仮面──それは〝羽黒〟という組織の一員であると認められた時に授さずけられる。

　生まれた時から、〝羽黒家〟の羽黒花南ではあったけれど、黒猫の仮面を手にして、決めたのだ。

　一族のために、組織のために生きることを。その覚かく悟ごを。

　仮面を着けた自分は弱くて、役に立たない存在ではなくて、強く、一族の為ために力を尽つくす自分に生まれ変わると、決めた。

　仮面は、その為に与あたえられたのだから。

　そんな風に、凜音とは別の思考に入っていた花南が我に返っても、まだ彼女は思案中だった。どうやら、未いまだ妙みよう案あんが浮かばないらしい凜音と、先程打たれた頰が更に赤みを増した彩波を見比べて、花南は一つ提案してみることにした。

「姉様。〝参の間〟の見当はついているのですよね？　ならば、ひとまず私が見て参ります」

　自分より能力に優れた凜音でも、この叶野市では鈍にぶるらしい。しかし、凜音ならばその能力の半分でもかなりのものだから、彼女があげる候補はかなり確実な情報だと花南は信じている。

「いま、下手に動く必要は無いと思うが？」

「でも、いまの状じよう況きよう次し第だいでは、そちらの方の気が変わるかもしれません」

　そのまま黒猫の瞳ひとみを凜音から彩波へと移せば、彩波は怯ひるまずに見返してきた。頰は相当痛むはずなのに。

　この強さは〝神〟を持っているからだろうか。もしそうならば、やはり手に入れたいと思う。

「それに、万が一ですが……神が自らその所在を明かしていないとも限りません」

「神が、か？　疑わしい話だな」

　訝いぶかしげな声の凜音に対して、花南は黙もくしたまま頷うなずきだけを返した。

　凜音はまだ、かのう様と直接面識がないから、想像するのは難しいはずだ。

「この地の神は、大層気まぐれですから……」

　月光を紡つむいだような銀糸の髪かみと、太陽の光を集めたような金色の双そう眸ぼうに、強大な力を備えた存在を思い出しながら花南は事実を告げた。

　本当に、かのう様というのは気まぐれ、なのだから。ただし、この〝祭り〟の間はどうも自由に動けないようだ。ならば、まだ勝負を諦あきらめるには早い。

〝かのう様〟を先に手に入れた方が勝ちだ。

「ともかく、色々確かめて参りますので……候補はあの館やかたですよね？」

「ああ、音が聞こえたのは、そこだが。本当にお前に任せていいものか……」

　思わせ振ぶりな会話をしながら、花南も凜音も仮面の中から彩波の様子を窺うかがう。

　常と比べれば、その表情はかなり抑おさえ込まれていたが〝館〟という単語に、彩波は反応した。互たがいにそれを確かめれば、もう凜音も反対しなかった。

「……まあ、いい。行ってみろ」

「はい」

　短いやりとりの後、すぐに花南が踵きびすを返せば、慌あわてたように彩波は動いて、物音を立てた。

「……あまり動かれると、更にきつく縛しばり上げることになりますよ」

　振り向くことはせず、冷たい声だけを残して、花南は部屋を後にした。それは、つい先刻まで花南が閉じ込められていた部屋だった。







「あれ？」

　本館を目指して俺は夜の中庭を歩んでいたはずなのだが、邪じや魔まな生いけ垣がきをかき分けたその先にあったのは、

「これは、本館じゃなくて橡つるばみ館だよね」

　ため息交じりに尾田が言う通りの建物だった。

「きっと、夜だから方向感覚が狂くるったんだな」

「そ、そうね。方向音おん痴ちだからじゃないわね」

　俺がそう言えば、桑田も賛成してくれたから、その方向で間ま違ちがいない。いや、まあ、道は間違えたが……。

「中庭なんて、もともと道はないんだからな、うん問題ない」

「まあ、いいけど……」

　どこか呆あきれた顔をしながら、尾田は周りに目をやった。橡館から漏もれる光でさっきよりも広範囲がよく見えるはずだ。

　俺も尾田に倣ならって首を巡めぐらせて、橡館の姿を改めて確かく認にんする。

　他ほかの二つより一回り大きい橡館だが、やはり縹はなだ館、蘇す芳おう館と同じように八角形の屋根をもっていた。使用人用の建物ということで、茶色の屋根に落ち着いた色の外がい壁へきは、寮りようの雰ふん囲い気きだった。

　だが、その割に近くにメイド達の姿は少ない。恐おそらく、黒猫に対応するために前庭と本館に人数が割さかれているのだろう。

　俺は夜空を見上げて、それから腕うでの時計を見た。午前二時をとうに回っていた。

　それでも、みんな眠ねむってなどいられないのだ。やるべきことがあって、眠ねむ気けが襲おそってくる余地もない。

「……〝参の間〟が橡館にあったら、ちょっといやだね」

　俺が橡館を見ている間に、尾田もまた別の観点から見ていたらしい。我に返ると同時に俺はその可能性について考えてみる。

　頭の中にしっかり入っている邸てい内ない図では、橡館は全室すべて番号で振り分けられて、空き室は無かった。それに不ふ審しんな空間も無かったはずだ。

「確か……四十室以上あるのよね」

　俺と同じように記き憶おくを探さぐっていたらしい桑田が言う。

「四十もあれば、一つくらい変な部屋があっても逆に気にならない、か？」

　あり得ない話ではないと、俺も頷く。

「そうだな、ワカナに聞いても答えが返ってこなかった場合は調べるか」

　俺の提案に、墓穴を掘ほった形になった尾田は、少々辟へき易えきとした顔をして、それから肩かたを落とした。

「こういう探しものが得意なのは、花南ちゃんなのにね……」

　頰ほお杖づえをつくように手を頰に押し当てながら、ふいに桑田が呟つぶやいて、俺と尾田は何の反応も返せなかった。

　あまりに自然にその名が、桑田の口をついて出たから、逆にどうしていいかわからなかった。

　それに、応こたえる者はいないから──いない、はずだったから。

　屋根の形に合わせて削けずられた、その壁かべの向こうから、黒くろ猫ねこが現れなければ。

　その仮面が稲いな妻ずまのような銀色の線が中央に走ったものでなければ。

「っ！　羽黒かっ？」

　衝しよう突とつを避さけるために身体からだを引きながら俺が呼びかけると、同じようにその黒猫も一歩後退した。闇やみに紛まぎれる黒い装しよう束ぞくと、俊しゆん敏びんな動きに、やはり人違いだろうかと戸と惑まどいながらも向かい合う。

「まだ、うろうろしていたんですか」

　そして、発せられた声は聞き慣れたソプラノで、聞き間違えるはずのない、羽黒花南の声だった。

「そっちこそ、夜なのに散歩か？」

　だから、まるで何事も無かったかのように、俺は会話を続けてしまった。

「黒猫ねこは夜行性だと知らないんですか？」

　でも、余りにもスムーズな切り返しに、俺は次の瞬しゆん間かんには言葉を失う。さりげなく俺の脇わきに立った二人も、驚おどろきを隠かくせていなかった。

「……ここで、何を？」

　一度は詰つまらせた声を絞しぼり出して、桑田が問えば、つるりとした黒猫の仮面かおが今度はそちらに向けられた。視野が狭せまいからだろう、首の動きは大きい。けれど、その仮面を羽黒が外す気配はない。

「探している、以外に何が？」

　数時間前まで確かにあった親しさを、感情をまったく感じさせない声に困って、桑田はそのまま俯うつむいた。

「……わたしはわたしの仕事がありますが、あなた方は？　早く帰ればいいのに、何をぐずぐずしているんですか？　夜は黒猫の時間です。人間は布ふ団とんにくるまって眠ればいい……朝が来るまでね」

　言葉は抑よく揚ようは少ないのに、饒じよう舌ぜつで。

「俺がいつ寝ねて、いつ起きようと俺の勝手だ。自分で決める」

　無機質な黒猫の仮面に阻はばまれて、羽黒の顔を見ることが出来ず、俺は苛いら立だった。そして苛立ちを抑おさえ込めば結局、硬かたい声こわ音ねで応じるしかなくなる。

「そうですね。お互たがい別々の道を行けばいいだけのこと。では、失礼」

　俺の言葉を勝手に解かい釈しやくすると、羽黒はさっさとその場を後にしようとする。

「待てよ！」

　戸惑いの中に置いていかれそうだった俺の代わりに、羽黒に制止をかけたのは尾田だった。

　穏おだやかな目元がいまはきつく、羽黒を睨にらむように見み据すえていた。そんな尾田を見て、桑田の表情が微かすかな不安に曇くもる。

「待てと言われて待つ理由はもうないので」

　だが、羽黒も動じずにそのまま行こうとする。肩に伸のばされた尾田の手もかわして、走り出そうとする。

　だから、尾田の代わりに俺は羽黒の進路に立ちはだかり、行き先を塞ふさいだ。

「待てよっ！　説明くらいしたらどうなんだよっ!!　僕達を裏切った理由を!!」

　その背中に、激げつ昂こうした尾田の声がぶつけられる。久し振ぶりに聞く大声だった。羽黒の肩かた越ごしに見た尾田の目は険しい。

「理由があれば良いとでも言うつもりですか？」

　けれど、羽黒の声は乾かわいたままだった。それでも、歩みは止めてゆっくりと身体ごと振り向く。それに合わせて、俺も羽黒の前へ回った。

　そうしたところで見えるのは変わらない黒猫の仮面。でも、仮面の中からはどんな風に俺達が見えるのかと、ふと思う。

　別世界の住人のように見えるのだろうか。

「理由があっても、許せないものは許せない。僕が言いたいのは、僕達には理由を知る権利があるってことだ。騙だまされて……友達ごっこをさせられていた僕らには」

　尾田は正直な思いをそのまま羽黒にぶつける。俺と桑田が戸惑うくらいストレートな言葉を。

　仮面はその感情さえもはね返してしまいそうに冷たいけれど。

　それでも、怯ひるまずに答えを待とうと俺は思った。そして、しばし俺達三人の眼まな差ざしは羽黒花南にのみ注がれる。

「神様が、祀まつるべき神が欲しいだけです」

「それは聞いた」

「わたし達一族の為ためだけに存在する神が欲しいだけです。歴史の表舞ぶ台たいに立つために。それが、一族の願いだから、私は神を奪うばう。その為なら噓うそも方便、そういうこと。だから……早くこの噓つきのことは忘れればいい」

　俺達の眼差しから逃にげずに、羽黒が寄よ越こした理由はそれだけ、だった。言い訳ではなく、理由だけを。

「謝ったり、そういう気は、ないんだ」

「ええ」

「……花南ちゃんはもう、元の組織ばしよに戻もどったっていうこと？」

「ええ、そうです。もう、羽黒花南はいないものとしてください」

「ふざけんなっ！　そこにいるのにそんなこと思えるかっ！」

「ここにいるのは、黒くろ猫ねこです」

　尾田が、桑田が、俺が、それぞれに語りかけても、問いかけても、叫さけんでも、羽黒の声は静かだった。

　そして、羽黒は黒猫の仮面に手をやり、更さらに顔に密着させた。

　俺は、その顔をじっと見据えた。せめて、羽黒の瞳ひとみだけでも見えないかと思って。

　黒猫の仮面に穿うがたれた二つの穴は、とてつもなく深く、飲み込まれそうになる。だけど、確かにそこには羽黒花南の二つの瞳ひとみがあって、俺のそれとぶつかって。

　その、刹せつ那な。

　俺の両の眼めに痛みが生まれた。既すでにある眼がん窩かに更にまた深い穴を開けようとするような、目をえぐり取られるような痛み。

「ぐ……ぅあ」

　声を抑おさえることはおろか、立っていることも出来なくなって、俺はその場に膝ひざをつく。

「秋あき庭ばくんっ！」

「多加良っ!!」

　桑田と尾田が傍かたわらで支えてくれる。けれど、どうしようもない痛みは息を吐はく暇ひまさえ与あたえず続く。なのに、生理的な涙なみだが頰ほおを流れていく感覚はそれとは別に伝わって。

　両手で押さえつけていた目の隙すき間まから、その滴しずくが地面に落ちると、痛みは唐とう突とつに消えた。

　すっかり馴な染じみの、この発ほつ作さのような痛みは〝願いの植物はな〟が発芽する時のものだ。わかってはいるが歓かん迎げい出来るものではない。

　でも、今日だけは少し違ちがった。

　誰だれかが発芽した合図として俺の目は痛む。〝願いの植物〟を百咲さかせて摘つむ、そのゲームのコールサイン。

　それが送られて来たのだから、まだ俺とかのうの〝ゲーム〟は続いている──そう考えていいはずだ。

　そして、きっとかのうは大だい丈じよう夫ぶだと、俺はこの痛みに確信していた。

「秋葉君？　大丈夫？」

「……ああ、もうおさまった」

　痛みがひいて、思考が一段クリアになった気がする。

「今回は、かなり痛そうだったけど？」

「痛かったけど、大丈夫だ」

　地面に手をついて、足に力が入ることを確かめてから俺はゆっくりと立ち上がった。

　視界の隅すみに羽黒の黒い靴くつが見えた。まだ、立ち去っていなかった。羽黒が逃げるには丁ちよう度どいいタイミングで俺の目は痛みに襲おそわれたというのに、羽黒はまだ、そこにいる。

　一度目を閉じて、俺はそのまま顔を上げた。

　なぜか、羽黒の胸に願いの植物があればいいと、思った──。あるような気がした。

　瞼まぶたを上げれば、まだ仮面を顔に押し当てたままの羽黒が映る。

　そして、その胸には小さな小さな、緑色の双ふた葉ばが存在していた。ついさっきまでは無かった、たったいま発芽したばかりの願いの植物はな。

　夜の中に沈しずみそうで、それでいて沈まずにいる、小さな芽。

「ただでさえ忙いそがしいのに、この上発芽だなんて、ほんとにあの人は何を考えてるのかしら？」

「僕達を困らせたいのは確かだよ」

　さすがに二人は愚ぐ痴ちるけれど、俺の動きが止まっていることに気付くと口を噤つぐんだ。それから羽黒がまだそこにいることに、気付いて驚おどろき、改めて俺の視線を辿たどる。

「……もしかして？」

　上うわ擦ずる声で先に口を開いたのは桑田だった。

「そんな、発芽、なんて」

　内心の動どう揺ようそのままに呟つぶやいたのは尾田で。

「……噓です」

　仮面の中で、俺の視線を追ってみたのだろう羽黒がそう言い。

　それで、この場の全員が、誰に願いの植物が芽生えたのかを理解した。

「どうして、いま」

「花南ちゃん、なの？」

　尾田の困こん惑わくも、桑田の戸と惑まどいももっともだ。羽黒の胸に咲いていたらいいと思っていた俺でさえ、確かく認にんした後はどうしたらいいのかわからなくなっている。

　けれど、もっとも驚きよう愕がくしているのは、当の羽黒花南だろう。

　仮面の口元を押さえる手が、震ふるえていた。初めて、仮面の向こうに羽黒の顔が見えた気がした。

「わたしが、発芽？　冗じよう談だんはやめてください。……それとも、私がついた噓への仕返し、ですか？」

「事実、だ」

　震える声で訊きかれても、俺に返せる言葉はそれしかなかった。

「わたしが発芽するはず、ないっ！」

　けれど、羽黒はまるで絞しぼり出すように、言い捨てると、そのまま走り出した。

　止める間もなく、俺の脇わきを風のように抜ぬけて、転びもせずに再び夜の中に姿を消した。

　身体からだを半回転させれば、まだその背中は見えたけれど、俺は追いかけなかった。

　再び混乱した頭が、身体を動かしてくれなかった。まだ、だめだった。

　後あとを追わなかったのは、桑田と尾田も同じだった。羽黒の発芽という事実を受け入れるので二人もまた手て一いつ杯ぱいだった。

「花南ちゃんが、発芽」

　どこか心ここにあらず、という声で桑田が再度繰くり返した。その視線はいま、近くの植物に落とされている。

「それは……彼女にも願いがあるって、ことだけど」

　尾田は呟いて、以前自分の植物があった場所むねに手を置いた。そうしても、いまも昔も尾田に感じ取れるのは自身の鼓こ動どうだけだろうが、その表情はなんだか苦いものを嚙かみしめているようだった。

　そして俺は、考えていた。

　まだ、何もわからない、わかっていない。だから、追うことが出来なかった、あの背中を。

　仮面に阻はばまれて何も知ることは出来なかった──いや、本当に、そうだろうか？

　それでも、羽黒の胸から植物は芽を出した。そう、羽黒の中には願いがある。少なくともそれだけは確かめられた。

　その胸に植物があるのならば、俺の声はまだ羽黒に届くかもしれない。

　まだ、出来ることはあって、立ち止まらなければ、進めるはずだ。

「羽黒花南の、一番の願いは、なんだろう？」

　思考はそのまま声になり、尾田と桑田の耳にも届き、二人は弾はじかれたように俺を見た。

「……なに、かしら？」

　桑田は俺の中に答えを見み出いだそうとするようにこちらを見て──それを恥はじるようにすぐに顔を逸そらした。

　誰だれが、羽黒花南を信じてやるんだ？

　まだ、俺の発した言葉が桑田の心の中に残っているのだと思うと、心苦しい。けれど、撤てつ回かいは出来ない。

　それぞれが、答えを出さなければならないから。

「もしも、彼女の願いがわかったら、叶かなえてあげるわけ？」

　低い声で、そう問うたのは尾田だった。まだ、羽黒の願いもわかっていないのに尋たずねてくるその目は、ひどく真しん剣けんだった。

「俺は……それが誰であろうと植物を摘つむ。これが、俺のゲームだ」

　だから俺も、真剣に答えた。それだけが事実だ。

「そう……か。じゃあ、桑田さんは？」

　俺の言葉を受けて、単純に怒いかりだけではない、色々な感情がないまぜになった瞳ひとみを、尾田は今度は桑田に向けた。尾田は、考えるために情報を集めているのだから、俺はその問いを止めない。

　桑田は軽く唇くちびるを嚙み、答えをそこに探すように中空に視線を彷徨さまよわせて、それから唇を開いた。

「……もしも、花南ちゃんの願いが〝かのう様〟を手に入れることだったら、あんなに驚おどろかなかったと思うわ」

　尾田の問いからは少しずれていたが、尾田がそれを咎とがめることはなく、桑田はそのまま言葉を続けた。

「だから、少なくとも花南ちゃんの願いはそれじゃないのよ、ね」

　そこで桑田は俺と尾田の様子を窺うかがうように見た。俺はその推論に賛成の意味を込こめて頷うなずいた。

「あれは、黒くろ猫ねこ達の願いであって、羽黒個人のものじゃない」

　更さらに言い足せば、尾田も小さく頷いた。

「……私がいま考えられたのは、それだけ。だから私は、願いを叶えるよりも今は、花南ちゃんの願いを知りたいの」

　自分はまだ道の途と中ちゆうにいるのだと告げて、それは少しも恥じる必要はないのに、目を伏ふせて自分のつま先を見る。

　そんな桑田の仕草が誰かの姿と重なった──力を十分に使えないことを、ふがいないと、何の役にも立てないと悲しむ少女の姿と。

　羽黒花南の姿と。

　そして、あることに気付く。

「なあ、羽黒が自分のために頑がん張ばったことって、あったか？」

　唐とう突とつともいえる俺の質問に、桑田と尾田は揃そろって首を傾かしげ、それから、軽く目を見開いた。

「……無い気がする」

「ええ」

　二人の答えを受けて、俺はここ数ヶ月間の羽黒について思い出してみた。こういう時こそ、俺の抜ばつ群ぐんの記き憶おく力は役に立つ。

「振ふり返ってみる限り、無いな」

　いつだって、羽黒花南は他人の為ために動いていた。その初めての恋こいさえも、そうだったかもしれない。

「……でも、作戦の為に動いていたなら、それだって噓うそかもしれない」

　首を下げて自分の胸を見るような姿勢で、尾田は言った。少しくぐもった声だった。その言葉が感情のままに口をついて出たのか、それとも考えた末の言葉なのか、俺にはわからない。

「尾田、いい加減にしろっ！」

　けれど、俺の許容範はん囲いを超こえたことだけは確かだ。三歩で距きよ離りを詰つめると、俺は尾田の襟えり首くびを摑つかみ上げた。

「何を、いい加減にしろっ、て？」

「疑い続けるだけじゃ、だめだって、わからないのか？」

　俺と尾田の身長差はほとんど無いが、少し力を入れれば尾田の身体からだは浮ういて、つま先立ちの状態になる。

　でも、俺は尾田を睨にらみつけて、その襟を摑む手の力を緩ゆるめない。

「秋庭君、尾田君っ！」

　桑田が俺を止めようとするが、俺は尾田ごと背を向けてそれを拒こばんだ。冷静な話し合いの状態で無いことはわかっている。でも、下手な理性は枷かせと変わらない。

「多加良、だってもう、彼女のことを信じちゃいないだ、ろっ！　だったら、僕と、同じ、だっ」

　俺の指を外すことを試みながら、尾田は言い返す。しかも、俺の痛いところを確実に突ついてくる。だからといって、怯ひるむ俺ではないと、尾田はわかっているだろうが。

「ああ、信じては、いない。けどな、疑っているだけじゃ、答えにはたどり着けないっつーんだよ！」

　嚙かみつくような勢いで叫さけび、それから尾田の背中を壁かべに押しつける。尾田は深く息を吸い込んだ。

「秋庭君、もう、手を離はなしてっ！　尾田君も、冷静になって！」

　柳りゆう眉びを逆立てて、いよいよ桑田が割り込んでくる。俺の腕うでを両手で摑むと、無理矢理引きはがした。

「冷静に、話し合ってちょうだい」

　静かだが冷たい声と共に、まごう事なき殺気が桑田の細い身体から発せられて──さすがの俺も心臓が凍こおるような錯さつ覚かくを覚えた。ついでに、頭も多少冷えた。

　尾田の方も桑田に冷たく一いち瞥べつされて、青ざめたところで、俺達は改めて向かい合った。

　ただ、どちらも謝ったりはしない。それは必要のないものだ。少なくともいまは。

「答えなんて、あると思ってる？」

　まだ憮ぶ然ぜんとした色を残しながらも、尾田は俺に声を投げてきた。真まっ直すぐな問いを。

「……無いかも、な。だからこそ、せめて〝本当の願い〟を知りたいと、思わないか？」

「その一番の願いが、すごくくだらなくても？　僕達が望むような綺き麗れいなものじゃなくても、多加良は知りたいわけ？」

　積み木を積み上げるように俺達は互たがいに問いを重ねた。二人とも、いま目の前にいる相手の気持ちさえよくわからないから、それ以外の手段がなかった。

「ああ、知りたい。どんな願いでも羽黒のものならば、知りたい」

　いま、多少なりとも信じられるものがあるとしたら、自分の心の中から出てくる言葉だけだったから、逃にげずに俺は尾田に告げた。

「私も……私は知りたい」

　そうして、桑田も尾田に告げる。

「……そう。二人とも潔いさぎよいね。僕はさっき決めたことさえ忘れて、すぐに迷うのに」

　自じ嘲ちようを唇くちびるの端はしに浮かべて、尾田は今いま更さらながら乱れた襟を直す。何度も引っ張り、何度も襟を立ててはまた寝ねかして。それはまた、乱れた自分の心を直す動作のようにも見えた。

　俺と桑田はそれを見つめ続けた。尾田が襟を直し終わるまで。

「……僕も、知る覚かく悟ごは決めた」

　そうして、襟から手を離した時、尾田は少しだけ、さっきよりも少しだけすっきりとした顔をしていた。それを見て、俺も気持ちを切り替かえる。

　迷いながらでも、少しでも前に進みたい気持ちは、俺も尾田も同じなのだから。

「よし。じゃあ、〝参の間〟で羽黒を待ち伏ぶせといくか」

　わざと明るい調子で、俺は改めて、そう言って二人の顔を見た。

「その前に、今度はちゃんと本館にたどり着こうよね」

　尾田は若じやつ干かん呆あきれた口調で、そう言いながら、俺の顔を見返した。

「なら……先頭は尾田君ね」

　そこで、桑田が俺の名を呼ばなかったのは、大変に不可解だったが、俺は異を唱えなかった。




　俺達が黒くろ猫ねこ対策本部に戻もどった時、時間は既すでに午前三時に近かった。

　扉とびらの隙すき間まから漏もれている灯あかりを不ふ審しんに思いながら、そっと開ければそこには先客がいた。

　中には二人。一人は着ている物でメイドだとはわかるが、俺達に背を向けているため、顔がわからなかった。けれど、もう一人、ソファに横たわっているのがワカナだとわかれば、俺達は遠えん慮りよせずに室内に足を踏み入れた。

「おや、皆みな様さまようやくお戻りになりましたねぇ」

　俺達の足音に気付いて振ふり向いたメイドのその顔にはやはり覚えがなかった。ウェーブも色も天然物であろう赤毛を大きなリボンで束ねている彼女は背せ丈たけが俺の胸の辺りまでと低く、また少女然とした外見をしていた。

　多分、可愛かわいらしい部類に入れていい顔立ちをしているのだが、少々粘ねん着ちやく質しつなしゃべり方がどうも顔立ちとそぐわない。

　彼女は俺達が近付いていくと、テーブルの上に広げてあった館内図らしきものを、少々わざとらしく片付けた。

「……やな感じだな」

　俺は小さく呟つぶやいたが、それは相手には届かなかった。

「……申し訳ないが、名前を教えて貰もらえるか？」

　先刻の黒猫の襲しゆう撃げきでまだ具合の悪そうなワカナに話しかけるのも何だと思って、俺は代表して、彼女に名を尋たずねた。

「……ああ、人に名前を尋ねる時は自分から、とか言いたいところですけどねぇ。ワタシの方は皆みなさんの名前を知っていますからねぇ。いいでしょうねぇ。ワタシは竹隊隊長の笹ささ世よですねぇ。よろしくお願い……しなくてもいいですかねぇ？」

　ふざけているのか本気なのかわからない物言いで、それでも一応笹世──竹隊隊長にあまりに相応ふさわしい名前だから、もしかすると偽ぎ名めいかコードネームなのかもしれない──は俺の質問に答えた。

「竹隊隊長……あなたがですか？」

　俺の次に思わず、という感じで尋ねたのは桑田だった。和家のメイドを束ねる隊長だと、本人が名乗ったはいいが、桑田のイメージしていた人物像とは大いに異なっていたのだろう。

「ああ、これでも見た目よりは年喰くってますからねぇ。それと、登とう生い様に隊長を任されたからには実力もあるつもりですけどねぇ」

　正直なのか、謙けん遜そんを知らないのかわからない笹世の受け答えに、桑田は戸と惑まどったように一歩退いた。

「まあ、適当に座ったらいいですねぇ」

　笹世はそう言うと、空いているソファを指で示した。

「どうも」

　頷うなずきながらも、俺はソファにかけなかった。

　そんな俺を横目に見ながら、けれど笹世はそれ以上椅い子すを勧すすめなかった。

「それで、二人してここに集まって何の相談だ？」

　ソファに横たわるワカナの額には濡ぬれたタオルがあてられていて、休養中にしか見えなかったが、俺は敢あえてそう訊きいた。

「それは、彩波様をお助けする相談、しかないですよねぇ」

　かのうの消失を知らない以上、彼女達の目的はたった一つだとわかっていたが、やはりその通りだった。

「彩波のことか……」

　俺は名前を呟いた拍ひよう子しに、いまここにいないその顔を思い出して、そうすれば急に心配が増した。黒猫たちにとって彩波が有益な人質である以上、粗そ略りやくに扱あつかわれる可能性は無いはずだが、心細い想おもいはしているだろう。

「彩波を助けに行くなら、俺達も協力する」

　やることはたくさんあるが、彩波の奪だつ還かんもまたその一つだ。俺は当然のこととして申し出た。

「必要ありません」

　だが、きっぱりと拒きよ絶ぜつされた。その声のした方へと顔を向ければ、ソファから半身を起こしたワカナと目があった。

「ワカナさん、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「……不覚を取りましたが、もう問題ありません」

　尾田が気き遣づかえば、気丈な声が返ってきたが、頭に巻かれた包帯は未いまだ痛々しい。

「んー、必要ないって言えばワカナもなんだけどねぇ。ああ、だから相談はしてなかったんだよねぇ」

「っっ！　確かに彩波様をお守り出来ませんでしたが、必ず無事にお助けしますっ！」

「いや、怪け我がしてるなら休んでて欲しいんだよねぇ。邪じや魔まだから」

　笹世の声に失態を責める響ひびきこそなかったが、告げられた台詞せりふは容よう赦しやがなかった。そして、直属の上司にそこまで言われてしまえば、ワカナは口を噤つぐみ、俯うつむくしかない。

「でねぇ、やっぱりあなた達も不要ですねぇ」

　ワカナが黙だまると、笹世は次に俺達に声を向ける。しかし、それはさっきワカナが言い、またワカナが言われたのと同じ内容だった。

「あとはワタシと梅と松の隊長でなんとかしますからねぇ。しつけのなっていない黒猫ねこは残らず捕つかまえて、しっかりお仕置きしてあげますからねぇ」

　お仕置き、という単語を殊こと更さら楽しそうに言うと、笹世は唇くちびるを歪ゆがめて、にたりと笑った。背筋が寒くなるようなその笑えみからは顔を背そむけたくなったが、俺は逆にその目を見返した。

　いまここで、引き下がるわけにはいかない。

「俺達が不要っていうのは、どういう意味だ？」

「そのままの意味ですねぇ。秋庭様達はいない方がいいんですよねぇ。邪魔になるだろうからねぇ」

　ウェーブヘアの毛先を弄もてあそびながら、悪びれることなく、だがはっきりと俺達を邪魔者だと笹世は言ってくれた。

「かのうと……彩波を護まもるよう理事長に言われたのは俺達だ。あんたに指図されるいわれはないな」

　完全にこの俺をなめているという事実に、固く拳こぶしを握にぎりしめ、強い反意を込こめて俺は笹世を睨にらむように見た。

「ふーん、でもねぇ。ワタシは登生様から屋や敷しきの事を任されているんですよねぇ」

「ちょっと、多加良、険悪にならないでよ」

　が、眼まな差ざしに更さらに力を込めようとして、尾田に止められた。

「どうして止めるの？」

　俺の心の声を桑田がそのまま代弁して尋たずねると、尾田は心底呆あきれた、という表情で俺達を交こう互ごに見た。

「まだ、〝参の間〟のことを聞いてないからだよ。聞き出した後なら、いくらでも怒おこっていいけどさ」

　冷静と思いきや、尾田も怒ってはいるらしい。余りにも不ふ愉ゆ快かいだったが、確かに情報を得るためには多少の譲じよう歩ほが必要だ。

「ワタシに任せて、皆みなさんはぁ、寝ねていればいいですねぇ。起きていたって子どもは役立たずですからねぇ」

　多分、これを聞かなければ、俺も我が慢まん出来たと思う。このさんざんな言われ様に、腹が立たなかったら俺はサイボーグ並みの神経を持っているということだ。が、残念ながら堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたので、俺の神経は人間だった。

「はん、お前に俺達を馬ば鹿かにする資格があると思っているのか？　邸てい内ないに侵しん入にゆうを許したのはお前達だろうが？」

　ついでに俺は売られた喧けん嘩かは買う主義で、やると決めたことは最後までやる主義だ。

「そうよね、人のことを言う前に、自分の姿を省かえりみたらどうかしら？」

　微かすかに、本当になんとかそれとわかる小さな笑みを唇にはいて、桑田も一歩進み出る。

　だが、右みぎ腕うでを軽く引かれて、顔を動かせばそこには浅く俯いた尾田がいる。

　言いたいことはわかっている。我慢しろって、な。うん、でもな、尾田。俺の堪忍袋の緒は既すでに切れているんだな、これが。

「大体数だけはいるのに、それで黒猫の侵入を許すなんて、あなた達メイド隊こそ烏う合ごうの衆しゆう、ってやつじゃないですか？」

　が、珍めずらしく俺の読みは外れ、顔を上げた尾田の眉まゆはつり上がり気味だった。そして、尾田の台詞を受けて、さすがに笹世の顔色も変わる。

　口元だけはまだ笑っていたが、笹世の身体からだから放たれる空気は剣けん吞のんなそれへと変じていた。

「こちらは礼をつくしたつもりなんですがねぇ。あなた方は無礼ですねぇ」

　結局、一対三で睨み合うことになる。ぴりぴりとした雰ふん囲い気きにワカナが気付いてソファから立ち上がったが、そこから踏ふみ出してくることはない。

「じゃあ、言いますけどねぇ。内部に……あなた方の中に裏切り者がいたんですからねぇ、どれだけ防ごうと意味はなかったんですよねぇ、そういえば」

　よりにもよって、笹世は羽黒を引き合いに出した。

「……それは」

　そこを突つかれれば俺達が口を閉とざすしかないとわかっていて、敢あえて言った笹世は、そうして得た機会に言葉を続ける。

「それにねぇ、和邸ていは入るよりも出る方が難しく作ってあるんだから、入られても出さなきゃいいんですよねぇ」

　言いながら、笹世は近くにあったペンを手に取った。そして、スクリーンにそのままだった見取り図に何を思ってか、背せ伸のびをすると、一気に十以上の穴を穿うがち、

「こんな感じでねぇ、たくさん穴があるからねぇ」

　ペンの先せん端たんを俺達の方に向けながらそう言って、片頰ほおだけを器用に持ち上げてみせた。

『穴？』

　対して、俺達三人の声は見事に重なった。

「はっぴーあいすくりーむ」

　と同時に、笹世がわけのわからないことを呟つぶやいたが、これはそのまま頭の中から削さく除じよする。

「……穴っていうのは、なんだ？」

　だが、こちらはわからないままでいるには不愉快で、俺は出来るだけさらりと尋ねた。

「はっぴーあいすくりーむを知らないとは、ジェネレーションギャップかねぇ。……穴は穴、ですけどねぇ。説明くらいはしておかないと、あなた達まで穴に落ちたら困るかもねぇ」

　嫌いや味みらしきものを織り交ぜつつ、しかし笹世は問いに応じる。

「普ふ段だんはちゃんと埋うめてあるけどねぇ。非常時にのみ和邸のあちこちに仕し掛かけられた穴を開放することが許されているんだよねぇ。この穴は、早い話が侵入者用の罠わなだねぇ。この穴に落ちたら簡単には出られないねぇ。ただの穴じゃないからねぇ」

　笹世は悦えつに入ったように説明をしながら、スクリーンに更に穴を穿っていく。

「そしてねぇ、これを使ってワタシ達はネズミならぬ黒くろ猫ねこを退治するんだよねぇ。黒猫ホイホイとも言うねぇ。だからねぇ、和邸には入れても出られないんだねぇ」

　笹世は、さも自信ありげに頷うなずいて、そこで一度話を切った。ここまで言うからには、実際にその罠は大した物なのだろう。なんと言ってもここは和邸なのだから。

「で、ワタシ達は彩波様を無事に取り戻もどすんだねぇ。もうすぐ作動するからねぇ。あなた達はもう外に出ずに、ワタシ達が事を収めるのを待っていればいいんですよねぇ」

　説明と共に余よ裕ゆうを取り戻し笹世は最後に例の怪あやしい笑え顔がおでもって話を締しめ括くくろうとした。

「なるほど……確かに、それで黒猫は捕つかまえられるだろうな」

　俺は一つ頷いて見せた。

「秋庭君？」

「まさか、納なつ得とくしてないよね？」

　笹世の長い説明の間に若じやつ干かん頭が冷えた二人が不安げに俺の顔を覗のぞいてくるが、それは杞き憂ゆうというものだ。というか、頭が冷えたのは俺も同じで、そうなれば回転数は自おのずと上がる。まあ、ようするに、ここからが俺の交こう渉しよう術の見せ所だ。

　俺は笹世にはわからないように、二人にそっと目配せして見せた──が、俺の悪人顔では睨にらんだように見えたのか、桑田が数秒硬こう直ちよくする。

　ああ、ごめん、桑田。これから頑がん張ばるから、それで勘かん弁べんしてくれ。

　とにかく、俺はしっかりと笹世に視線を合わせると口を開いた。

「だけど、仮に残らず黒猫を捕まえられたとして……どれだけ時間がかかる？」

「それは、はっきりとは言えませんけどねぇ、出来るだけ早く決着はつけますよねぇ」

　動どう揺ようとまではいかないが、俺の問いに笹世は初めて奥歯に物の挟はさまったような言い方で答えた。

「いいか、黒猫の目的は彩波を誘ゆう拐かいして身代金を得ようってのとは違ちがう」

「そんなことはわかっているんですけどねぇ」

「そうか？　まあ、最終的には黒猫も外に出ようとするだろうが、あいつらには明確な目的がある」

「〝かのう様〟の奪だつ取しゆっていう目的ね」

　いいタイミングで桑田の合の手が入り、

「ああ、だからその目的を達するまでは、外に出ようとしない」

　俺はスムーズに次の言葉に繫つなげることが出来た。

「確かにそうかもねぇ。でも穴は屋や敷しきの中にもあるんですよねぇ」

　髪かみを束ねる大きなリボンに触ふれながら、さして興味もなさそうに笹世が呟く。

　なら、俺はもう一押しするだけだ。

「じゃあ、もう一つ。彩波が連れて行かれたのはなぜだ？」

「それは……情報、ですかねぇ？」

　笹世の答えに俺は大きく頷いた。

「多分……いや、確実にそうだ。黒猫には彩波から聞き出したいことがあって、それは──〝かのう様〟の在あり処かだ。そして……羽黒花南があちら側にいるなら、向こうは〝参の間〟に的を絞しぼってくるはずだ」

「確かに、そうも考えられますねぇ」

　尾田と桑田にも一度披ひ露ろうした考えは、笹世の興味を引くことにも成功しつつある。

「だったら、参の間で待ち伏ぶせる方が、黒猫を早く確実に捕とらえられる。それも……彩波をさらった〝本隊〟の方を」

「〝本隊〟って、ようするに、ボス猫のことですよねぇ」

「けど、いま派手に動き回っているのは陽動部隊だ。捕まえても大した情報は持っていないだろうし、吐はかないだろう。だから──」

　笹世の目、そしてワカナの目もいま俺に注がれているのを意識しながら、俺は、深く息を吸った。

「あくまで〝かのう様〟の為ために連れ去られた彩波は、この件を解消しない限り帰ってこない。向こうは意地でも彩波を帰さないだろう」

　縛しばり上げられた彩波の姿がふと脳のう裏りをよぎって、俺は軽く唇くちびるを嚙かんだ。

「そうです。彩波様の為にも、ここはより早い事態の解決を選ぶべきです。彩波様は待っておられるのですっ！」

　思わぬ応おう援えんがワカナから発せられた。昂こう然ぜんと笹世を見み据すえる顔には、彩波を心配する気持ちが強く表れていた。

「屋敷の警備やなんかは、確かにあんた達の仕事だ。でも……〝かのう様〟を護まもるのは俺達の仕事だ」

　ワカナの想おもいにも煽あおられるようにして、俺はきっぱりと告げた。

　そうすれば、向けられる笹世の表情は明らかに真しん剣けんなものへと変じていて、俺はそれを受け止めるために、しっかりと背筋を伸のばした。ここで顔を背そむけたら負けだから。

「……それに、急がないと祭りの開始に間に合わないんじゃないか？」

　あまり効果は期待していなかったが、俺は最後のもう一押しにそう告げた。だが、この台詞せりふは予想以上の効果を発揮した。笹世は一いつ瞬しゆん目を瞠みはり、その後思案顔になると、俺達に背を向け、ワカナを自分の傍そばへと招き寄せると、相談を始めた。

「かなり押せたみたいだけど、どうかな？」

「九割いける、な」

　尾田が小声で尋たずねてくるのに、俺は自信を持って返した。

「仮に一割の方が出たって、他ほかの方法を考えればいいのよね」

　そして、桑田が少々いたずらっぽく、下から見上げてくれば、頷うなずいて。

「そうだね」

　更さらに尾田がその台詞に応じたところで、笹世は振ふり向くと、先程まであった笑えみをどこかに置き忘れたまま、俺達の正面に立った。

「結局、秋庭様達は大人しくしている気はないんですよねぇ。そして〝参の間〟の場所を教えろと、ワタシにおっしゃっているのですねぇ？」

「ああ、そうだ。俺達も彩波を助けたいんだ」

　その過程でもう一度羽黒花南に向き合わなくてはいけないけれど、そこから逃にげるつもりはない。

　そして、彩波も早く助け出してやりたい。絶対に心細い思いをしているだろうから。

「……仕方がないですねぇ。まあ、ある程度は、登生様も了りよう解かいしていると思いますしねぇ。ワタシが黒くろ猫ねこと遊べればいいですかねぇ」

　笹世は自分の都合をぶつぶつと呟つぶやきながら、何度か小さく頷き、

「わかりましたねぇ。〝参の間〟の方はあなた達におまかせしましょうねぇ」

　最終回答を出した。にたり、という感じの笑みを添そえることは忘れずに。

「ああ、任された。それで、〝参の間〟はどこにある？」

　笹世に見えない様に、小さくガッツポーズをきめながら、俺は勢い込んで尋ねた。

「私達の暮らす、橡館に〝参の間〟はあるそうです」

　俺の問いに答えたのはワカナだった。俺達三人の耳じ目もくは一気にワカナに集中する。

「橡館、か」

　さっきそこで羽黒に遭そう遇ぐうしたのは、どうやらただの偶ぐう然ぜんではなかったらしい。

「多加良、さっき……」

「尾田君」

　同じことを考えて、尾田が口を開こうとしたのを桑田が腕うでを引いて止めた。そう、それはいま、言わない方がいい。

　出来れば敷しき地ち内にいる陽動部隊の黒猫はメイド達に任せて、本隊と──羽黒と対たい峙じするのが俺達であるためには。

「……それで、橡館のどこに〝参の間〟はある？」

　俺は尾田の声が聞こえなかった振りをして、ワカナに続きを促うながす。

「場所が橡館というのはわかっています。でも、そのどこにあるか、はわからないのです」

「なっ、わからない、のか？」

　渋しぶった割に返ってきた答えがそれで、一瞬膝ひざから力が抜ぬける。

「だからワタシは、待ち伏せって案を考えなかったわけですねぇ」

　したり顔で笹世はそう言い、俺の顔を見ながらにたにたと笑う。

「でも、確かに橡館にあるのね？」

　と、凜りんとした声が隣となりから聞こえて、俺は思わずそっちに顔を向けた。

　その声の主は桑田だった。ほんの数時間前に丸まっていた背中は、しっかりと伸びて、二ふた重えのくっきりした目はワカナと笹世をちゃんと見据えていた。

「ある、という話です。どの部屋かはわからないけれど、参の間に続くようになっている部屋があるそうです。ただし〝参の間〟に入ったことがあるというメイドの話も聞きませんが」

　申し訳なさそうにワカナが答えるのに対して、桑田は満足げに頷き返し、

「だったら、考えてそこを見つければいいわね」

　そして、俺と尾田を見て穏おだやかに笑って見せた。

「ああ、そうだ。桑田……調子が出てきたみたいだ、な」

「そうだね」

　俺と一いつ緒しよに桑田の笑顔を見た尾田の、その横顔も心なしか柔やわらかくなっていて。

　俺は、安心した。これならば、みんな羽黒を許せるかもしれない、そんな風に考えて。

「じゃあ頑がん張ばってちょうだいねぇ。でも、各部屋には鍵かぎがかかっているからねぇ。このマスターキーが無いと開けられないんですねぇ」

　そこに、笹世が再び割って入ってきた。手には……眼球に裸ら体たいという某ぼうオヤジ──多分原寸大リアルサイズだ──のキーホルダーとどこか古めかしい鍵。

「マスターキーは登生様とワタシしか持っていないんですけどねぇ。今回は特別にお貸ししますけど……メイドの私物には必要以上に触さわらないでくださいねぇ？　例えば下着ですとかねぇ？」

　笹世は某オヤジの頭部──いや、そこも体なのか？──撫なで回しながら、そんなことを言ってくれやがった。

「……あのな」

「多加良、抑おさえてっ！　せめてその鍵を借りるまでは我が慢まんっ!!」

　今度こそ一線を越こえて切れそうになった俺を、尾田が後ろから羽は交がい締じめにして必死に止める。

「そんな下品なことはしませんから、鍵を貸してください」

　次の瞬しゆん間かん、俺達が見たのは氷よりも冷たい声と空気を発しながら、それでも口角を無理矢理持ち上げようとしている桑田で──とても怖こわかった。もとの顔立ちが整っているだけに怖かった。更さらにそこから一歩踏ふみ出せば、

「はいはいはいっ！　とっとと貸すわねぇ。だってまだ命は惜おしいものねぇッ！」

　笹世もまた軽く動どう揺ようし、鍵を弄もてあそぶのを止やめた。それ程に桑田は怖かった。

　そして笹世は眼前に差し出された桑田の掌てのひらにマスターキーを落とした。

「でも、くれぐれも無くさないでくださいねぇ」

「わかっています。お借りします」

　そして、桑田は鍵ごと手を握にぎりしめた。

「さ、行きましょう」

　鍵を手に入れて、振ふり向いた時にはいつもの、冷静そのものの表情に戻もどっていたが、やっぱり俺達の中で最強なのは桑田だという認にん識しきを新たにしていた。

「あ……ああ。頼たよりにしている」

　その認識のまま声をかけると、桑田は半分嬉うれしいような、半分困ったような、珍めずらしく複雑な表情を浮うかべながらも頷いて。

「かなり、調子が出てきていると思うよ」

　尾田は、微かすかに震ふるえながら呟つぶやいた。

「〝参の間〟はお任せしましたけどねぇ。ワタシ達の方が先に黒くろ猫ねこを退治してしまった時には早い者勝ちということでねぇ、よろしく」

　立ち直りの早さはさすがで、笹世は目を細めて、

「穴あな埋うめゲーム、楽しみなんですよねぇ」

　にたにたという擬ぎ音おんがつきそうな顔で、そう言った。

「ゲームなら、勝つのは俺達だ」

　でも、俺は真っ向からそれを受け止めて、拳こぶしに力を込こめた。

「では、それぞれ動きましょうかねぇ」

　俺の反応がおもしろくなかったのか、笹世は軽く肩かたを竦すくめると、俺達を促した。

「あ……そういえば、初葉いちはさんは？」

　が、そこでふと、思い出したように尾田が、あの高飛車な少女の名を口にすれば、

「初葉様、ねぇ？」

　その名を聞いた瞬間、笹世だけでなくワカナも反応を見せる。ただし、二人の顔に浮かんだのは、冷れい笑しように近いそれだった。特にワカナの表情は殆ほとんど嘲ちよう笑しようだ。

「もしも……彩波様が戻らなかった場合は、次の憑より坐ましは自分だなどとおっしゃって、危険なこの屋や敷しきには一刻もいられないんだそうで……お帰りになりましたよ」

「今いま頃ごろお家のお布ふ団とんで、おねしょでもしているかもねぇ」

　ようするに、和邸ていのメイドの逆げき鱗りんに触ふれる言葉を残して、自宅に帰ったというわけだった。

「あ、ああ、そうですか」

　自分が地じ雷らいを踏んだことに気付いた尾田は、それでもうこの話を終えようとしたのだが、ワカナは更に言葉を紡つむいだ。

「どうあがいても、かのう様には選ばれないということが、十年以上生きてまだおわかりにならないとは、愚おろかです」

　和彩波という少女を守ってきたワカナの声は低く、そして重かった。

　彩波が憑坐であり、また和家の嫡ちやく子しであるということの重さを感じさせる言葉だった。

「そうか……。それで、ワカナはやっぱり待機か？」

　俺が改めて尋たずねると、ワカナは縋すがるように笹世を見た。

「ああもう、仕方ないねぇ。もう少し休んだ後なら黒猫退治にでも、〝参の間〟探しにでも加わっていいけどねぇ」

「ありがとうございますっ！」

　笹世から許可が出て、ワカナの頰ほおに心なしか赤みが射さす。

「では……それぞれの健けん闘とうを祈いのっておきますかねぇ、一応」

　笹世の微び妙みような台詞せりふでとにかく、この場はお開きとなった。

　時計を見れば、時間はまた朝へと近付いていた。
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　仮面を着ければ、いつだって夜が訪おとずれて、心を煩わずらわせるものすべてから、感覚は遠くなる。

　そして、羽黒一族にふさわしい、とても冷たい心に支配される。

　その筈はずなのに、なぜいま自分の心が乱れているのか、羽黒花南にはわからなかった。

　夜の帳とばりがかかったままの世界を、走りながら、仮面がそこにあることを確かめる。つるりと滑なめらかな感かん触しよくが指先に伝わり、ちゃんとあるべき場所にあることを確認すれば、心は落ち着き、夜の世界に還かえっていく──そのはずだった。

　なのに、ふいに指先にすべらかなそれとは違ちがう感触が伝わり、指の動きを阻はばんだ。

「あ……」

　それが割れた仮面を修復した痕あとであることに思い至って、花南はそこから手をどけた。

　半年と少し前、一生に一つしか与あたえられないこの仮面が、事故によって割れた折、花南は恐きよう慌こうを通り越こして、動くことさえ出来なかった。

　いっそ見事と言いたい位に真っ二つに割れた仮面を見つめ続けるしかなかった。

　だから、時間がかかっても仮面は直ると請うけ負って貰もらえた時は心の底から安あん堵どした。

　そうして、いま、手元に仮面はある。これは喜ぶべきことだ。これで一族の中にちゃんと戻れるのだから。

　たとえ、能力で劣おとっていても、仮面があれば大だい丈じよう夫ぶなのだから。

「そう……大丈夫だ」

　自分に言い聞かせるように呟き、仮面の顔を上げて、花南は再加速した。長い三つ編みが、空中で泳ぐ。

「わたしの胸には、何もない」

　膝ひざから崩くずれ、痛みに苦しむ彼の姿が一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎったが、すぐに振ふり払はらう。

「わたしの胸には、植物はななど咲さかない」

　それでいいのだ。願いなど自分にはない。

「わたしが叶かなえる願いは、一族の願いだけなんだから」

　自分に聞かせる以上の音量で、わざわざ声にしてみる。でも、それは春の闇やみの中にすぐに消えていった。







　何度かメイドに見つかりそうになりながらも、無事に部屋に戻もどれば、彩波も凜音も花南が出て行った時と変わらぬ場所にいた。

　相変わらず情報は聞き出せず、歩み寄りさえも無かったということだろう。いや、互たがいに背中を見せ合っているところから察するに、話し合いは完全に頓とん挫ざしているようだ。

　花南は小さく小さくため息を吐ついた。けれど、それすらも姉にはしっかりと届いたようで、

「どうだった？」

　花南が声をかける前に、凜音は傷一つ無い仮面の顔で振り向いた。花南は頷うなずき返しながら、

「可能性は高いと思います。一見したところ建物の警備は手て薄うすですが、周囲を囲む気配はそれなりに揃そろっていました」

　凜音が求める報告を行った。ただ、多加良達に遭そう遇ぐうしたことは伝えなかった。それは、凜音には必要のない情報だと判断して。

「人の気配以外に何か感じたんだな？」

「ほんの少し……ですが」

「少し……？　お前の言うことだからな、どうも不安だ。でも、仮に能力の劣るお前でも感じ取れるものがあるのならば、私の耳に間違いはないな」

「はい」

　自分を侮あなどる凜音の台詞に、だが花南が反発したり、否定することはない。彼女が能力において姉に劣ることは間違いのない事実だとわかっているから。

　羽黒という組織における現在の自分の地位が、実力に見合わないこともわかっている。花南のそれは羽黒家の血によって与えられた地位に過ぎない。

　末まつ端たんにいる黒くろ猫ねこよりは確かに潜せん在ざい能力は高いし、見ることも感じることも出来る。けれど、羽黒家という血筋に生まれた者として、組織の上に立つ一族の者としての花南の能力は不十分、なのだ。

　突とつ出しゆつした部分がない──それは、羽黒家に生まれた者としては、役立たずに等しい。

　だから、花南は少しでも凜音の役に立とうとしている。凜音の役に立つのは、ひいては一族の、〝羽黒〟の役に立つことだから。逆らう必要はないから、従うのだ。

　数ヶ月前、叶野市に羽黒が遣つかわされることになった時も、そうだった。

〝神様の隠れんぼゲーム〟のルールにふさわしい者が花南しかおらず、力不足は承知の上で派は遣けんされた。

　だが、そのゲームが終わった時、凜音も含ふくめてその一件の記き憶おくが完全に残っていたのは花南だけで、独断行動の嫌けん疑ぎの弁明も兼かねて、一族の査問会で説明する事態になった。

　結果、表向きはゲームの解決に殆ほとんど尽じん力りよくできなかったことの責任追つい及きゆう及および懲ちよう罰ばつという形で、羽黒花南は引き続き叶野市にとどまり、叶野学園に通い続けることになった。

　そして、裏の事情は〝かのう様について探さぐる〟という新しい任務。

　花南の報告を受けて、一族が興味を持ったのはやはり神だったのだ。ただし、鈴木朔はじめという人間の名を得た神ではなく、〝かのう様〟という人の願いを叶える神にのみ焦しよう点てんは絞しぼられた。

　ようするに、かのう様の方が、羽黒家の求める神に近い──自らの氏神を持たぬが故ゆえに、長きにわたりさすらい、不ふ遇ぐうであった自分達に相応ふさわしいと、そう考えたのだ。

　羽黒家がいわゆる〝歴史の表舞ぶ台たい〟に立ったことはない。いつも蔭かげから、裏側から、光の当たる世界を覗のぞいている、そんな一族であり、それはいまも変わらない。

　表舞台に立つことを望まなかったわけではない。だが、機会に恵めぐまれなかった。どうしても、日のあたる場所には立てなかった。

　なぜなのか、その祖先といわれる人々は考えた。そして、その答えは──神を持たない一族だから。

　その結論に至って、当然羽黒家も、代わりの神を据すえたり、あらゆる手段を講じた。それでも、羽黒という一族はいつも歴史の裏側にいた。

　だから、いつしか一族の悲願は神を得ることとなり、それはまた組織としての羽黒の悲願にもなった。

　その数百年にわたる、たくさんの人々の願いを背負って、花南と十数名の黒猫は叶野市に潜せん入にゆうしたのだ。

　そう、初めから多加良達が「信じてもいい羽黒花南」などいなかった、それだけのことだ。

「……花南、花南！」

「え、あ、はい」

　知らず思考に没ぼつ入にゆうしていたらしい。凜音の少々強い呼びかけで我に返れば、眼前には仮面を外した彼女の素す顔がおが迫せまっていて、花南は思わず後あと退ずさりして、背中を壁かべにぶつけた。

「余計な音を立てるな」

　夜空のような黒い双そう眸ぼうに、刹せつ那な苛いら立だちが宿ったのを見て、

「すみません」

　花南は深く頭を下げた。そして、ゆっくりと顔を上げながら、凜音の姿を改めて窺うかがう。

　日に焼けていない白い肌はだ。長く真まっ直すぐな黒くろ髪かみは頭の上の方で一つに束ねられていて、凜音のしなやかな動きに合わせて揺ゆれる。傍はた目めには似た顔に見えることもあるようだが、花南は自分と姉が似ているとは思わない。それは四つの年の差のせいではなく、名前の通り姉の容よう貌ぼうは凜りんと美しく、甘さの欠片かけらも見つけられないからで、そんな人に自分が似ているとは思えなかった。

　凜音の姿はいつもと変わりない。ただ、彼女が任務中に仮面を外しているのは正直珍めずらしかった。黒猫の仮面は常に携けい帯たいを義務づけられているといっても、状じよう況きようによって顔への着ちやく脱だつは自由となっている。それでも、凜音は滅めつ多たに任務中には仮面を取らなかった。

「……この地の神は、本当に願いを叶かなえるんだな？」

　しかし、いまは素顔で問いかけてくる。でもそれを不思議に思っても、花南は追及しようとは思わなかった。それよりも、凜音の問いに答えなければならないと、口を開く。

「いままで、わたしが見てきた限りでは」

「どんな願いも、か？」

「おそらくは」

「そう……か。どんな願いもか。ならば、やはり私が手に入れるのが当然だな」

　薄うす闇やみの中で、凜音の双眸はひどく真しん剣けんな光を宿して光る。

「〝かのう様〟を手に入れることが出来たら、きっとみんな喜びますね」

　それでも話を広げようと、花南が言えば凜音は頷き返した。

「ああ、必ず私がやり遂とげる──組織をこれからも導いていくのは私だからな」

　それは、凜音らしい強い言葉だった。長おさと共に〝羽黒〟の上に立つ者に相応しい。誰だれにも寄りかからず、どんな時でも決然と顔を上げている強い人の言葉だった。

　そうに違ちがいないはずなのに、一いつ瞬しゆん、花南は違い和わ感かんを覚えてしまった。首を傾かしげて、その理由を探してみれば、簡単に見つかった。

　それは、凜音の視線が「前」ではなく「黒くろ猫ねこの仮面」にじっと注がれていたからだった。

「姉様、仮面がどうかしましたか？」

　花南の問いに、凜音は顔を上げると、何度か瞬まばたきをして彼女を見返した。

　それを、凜音の動どう揺ようだと花南は思った。凜音のそんな姿を見るのは初めてだったけれど。ほんの束つかの間ましか、確かく認にんすることは出来なかったけれど、なぜか確信していた。

「……別に、何でもない」

　だが、凜音の答えはあくまで素っ気なかった。いつも通り、自分の心情など誰にも見せない、凜音の姿しかそこにはもうなくて。そうすれば、花南にはもう何も言えなかった。

「くだらないことを聞くな。我々は神を手に入れる。そして、我々の力を、存在を世の中に認めさせる。いまはそのことだけ考えていればいい」

「……申し訳ありません」

　悪意は無かったが、結果的に凜音に不快感を与あたえたのは事実だったので、花南は凜音に再び頭を下げた。

「……相変わらず、お前は謝ることしか出来ないのだな」

　半分呆あきれたような言葉を向けられても、花南は顔を上げなかった。

　これもまた、事実だから。出来ることよりも出来ないことの方が多かった花南は、失敗する度たびに頭を下げるしかなかった。

　そして、いつだって凜音を見上げるばかりだったのだから。遠くから見つめるだけだったのだから。それは多分、これから先も変わらない。

　立派な姉についていきさえすればいい。従っていればいい。

　羽黒花南自身が考える必要はないのだ。

　だから、意見を求められて、混乱して、それでも答えを求められることなど……もう、ない。

　そう思った時に、胸のどこかが痛んだのは気のせいだ。そうだと決めて。花南は仮面を撫なでた。その指先が震ふるえているのに、凜音は気付かなかったけれど。

「……〝参の間〟に向かう前に、瞑めい想そうしてくる。その間、娘むすめの見張りは任せるぞ」

　命じられた花南が頷うなずき返すのを確かめもせずに、凜音は扉とびらに手をかけるとごく自然に外に出ていった。

　花南とは違い、凜音は注意せずとも捕つかまることはないだろう。

　花南は凜音が部屋を後にしても、しばらく立ちつくしていた。凜音が出ていった扉をぼうっと見つめていたら、

「んーん、んんんんーん」

　微び妙みように節のついたうめき声が、自分を呼んだような気がして、振ふり向けば彩波が訴うつたえかけるような眼まな差ざしで花南を見ていた。

「口のガムテープ、外して欲しいですか？」

　仮面越ごしに、抑よく揚ようを抑おさえて問えば、彩波はさっきと一転して、首を何度も縦に振った。

　その素直さを、もっと早く見せてくれればと思ったものの、人質を粗そ雑ざつに扱あつかうのは本意ではない。

「水、飲みたいですか？」

　加えて、そろそろ水分補給が必要だろうと判断して尋たずねれば、彩波は更さらに深く大きく頷いた。

「では、ガムテープを外します。でも、声を上げることは禁じます。その場合は水は無しです」

　冷たい声を心がけながら、淡たん々たんと告げれば、彩波は今度は一度だけ頷いた。

「ぷはーっ！」

　テープを剝はがすと、彩波は大きく息はついたが、約束通り大声を上げることはしなかった。なので手の拘こう束そくも一度解き、約束通り部屋に用意してあった水を渡わたした。

　彩波はペットボトルを受け取ると、一口二口と飲んで、また小さく息を吐はいた。そして、そこでペットボトルにキャップをしてしまう。喉のどはまだ渇かわいているはずだが、もしかして、後のことを考えてそこで止めたのだろうか。

「……無む邪じや気きで明るいだけかと思っていましたが、意外と聡そう明めいなのですか？」

　感じたままに尋ねれば、

「んん？　褒ほめてくれたのかな？　彩波はいつも花丸元気なだけだよ！」

　こんな状じよう況きようだというのに彩波は口を開けて笑う。凜音に見せていたのとはあまりに違う落ち着いた様子に、彩波はまだ花南の正体についてちゃんと認識していないのだろうか、ならば先程の評価は買い被かぶりすぎであったかと、再評価を下そうとした次の瞬間、

「でも、花南ちゃんは黒猫さんだったんだね」

　一転して、彩波の頰ほおには憂うれいの蔭かげが射さした。花南は束の間、虚きよを突つかれて停止した。

　次いで、仮面を外さないでおいて良かったと思う。これ位の小さな動揺は隠かくしてくれる。

「ええ、黒猫です」

　そうして、何事もなかったかのように肯こう定ていし、彩波の隣となりに腰こしを下ろす。何も敷しかれていない床ゆかは少々冷たい。

「彩波はさっき寝ねちゃってたからわからないんだけど、多加良ちゃん達ももう知ってるの？」

「知っているどころか、自ら明かしました」

「そうかぁ」

　一言呟つぶやくと、彩波は口を噤つぐんだ。泣きも叫さけびもしない、ただ淡々とそれを受け入れてしまったような感じで。実じつ年ねん齢れいよりも多分に幼さを残した横顔に、思わず花南は見入ってしまう。

「……彩波さんは、わたしを責めたりしませんね。でも、わたしはあなたから神様を奪うばう者、ですよ」

　ろうそくに照らされた顔が、余りに静かだったからだろうか、思わず花南は挑ちよう発はつ的な台詞せりふを口にしていた。

「かのう様を連れていかれるのは嫌いやだよ。ほんとにそうなったら、お祭りも途と中ちゆうで終わっちゃうし」

　しかし、それにも彩波は乗ってこない。これが、神を持つ者の、その神と繫つながることが出来る者の余よ裕ゆうだろうかと、またも思わされる。

　憑より坐まし──かのう様の言葉を、時にその姿を伝える存在。花南達、先発潜せん入にゆう隊たいの黒くろ猫ねこの調べでは、和家の歴史は──あまり詳くわしいことはわからなかったが──江え戸ど時代まで遡さかのぼれた。

　そして憑坐はほぼその頃ころからいたようだ。かのう様の憑坐は、その代だい替がわりの際になるべく一族の直系の中から幼い子どもが選ばれるが、あとはその幼い子どもがある程度成長するまで務めを続けるらしい。だが、霊れい能のう力りよく的なものは殆ほとんど求められず、その面では当代の憑坐を務める彩波も至って普ふ通つうの子どもだといえる。

　故ゆえに花南達にとって重要なのは憑坐自体ではなく、叶野市の外においては、憑坐の力を発揮出来ないという情報だった。そうであるならば、彩波を攫さらっても神は得られない。

　だからこそ黒猫の興味は〝御ご神しん体たい〟へと向かい、それを羽黒家に移せれば神は自分達のものになるかもしれないという推論を立てたのだ──そこから実行までは、凜音主導でどんどん進んだ。

「……御神体を奪うだけでは、あなた方とかのう様の繫がりは切れないとでも？」

　ふと、不安を覚え、敢あえて潰つぶしてきた可能性を、改めて問えば、

「彩波にはわからないよ」

　曖あい昧まいな笑えみでもってかわされる。

「でも、花南ちゃん達がかのう様をとっても欲しがっているのはわかったよ」

「ええ。わたし達の一族はずっと自分達の神を探してきましたから」

「ええと、彩波達のかのう様だけどね」

　花南のその言葉にはさすがに訂てい正せいを入れたが、やはりそこに責める響ひびきはない。まるで、自分だけはみんなと違ちがうと主張されているような気がしてくる。

　憑坐として一族の中からただ一人選ばれるということは、それだけで特別だとは思うが、あの初葉という少女が彩波に突っかかる理由が花南には、いまよくわかった。

「それでね、かのう様が欲しいのは……願いを叶えてくれるから？」

「そうです」

　迷いなく花南が答えれば、彩波はほんの少し目を細めた。笑ったのではなく、何か複雑な表情だった。こんな顔が出来たのかと、驚おどろくほどに。

「そうかぁ。でもね、花南ちゃん。彩波達は罪つみ人びとなんだって、ひいおじいさまは言っていたよ？　彩波達からかのう様を奪っていったら、花南ちゃんもそうなるんだよ？　それでも……かのう様が欲しい？」

　ひどく真しん剣けんな眼まな差ざしで見上げられて、花南は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。どんなに懸けん命めいに見つめたところで、仮面はすべてをはね返すだけだというのに、それでも見つめる瞳に。

「……罪人、とはどういうことです？」

「ええとね、彩波達とかのう様を繫いでいるのはね〝罪という絆きずな〟なんだって。彩波には難しくてどういうことなのかよくわからないけど……それでもかのう様が、欲しい？」

　よくわからない、などと言いながら彩波は何かを悟さとった人間の顔で再度、花南に問うた。

「……ええ、欲しいです。それにたくさんの噓うそを重ねてきたわたしはもうとっくに、罪人なので、脅おどすつもりならば今いま更さら、です」

　そう、羽黒花南は噓つきの黒猫だ。それを忘れるつもりはない。仮面を自分の顔に押し当てながら花南はその中から彩波を見返した。

「そうなんだ。でも彩波は、黒猫になっても優やさしい花南ちゃんは……多加良ちゃんには勝てないと思うよ」

　それでも彩波は、なんのてらいもなくそう言うと、笑った。

「わたしは優しくありません。噓つきなだけです。それに、秋庭さん達と勝負をすることはないと思います」

「そうなの？　でも〝参の間〟に行けばきっと会うと思うよ。それでね、噓つきさんには負けないよ、絶対に。多加良ちゃんは絶対に〝参の間〟を守ってくれるよっ！　ついでに彩波のこといっぱい心配してくれてるといいなっ！」

　強がりではなく、心の底からそう思っているのだろう。はしゃぎ始めた彩波はいつものように無む邪じや気きに秋庭多加良を信じていた。

　夜が明ければ彼女は戻もどれると信じているのだ。明るい世界に。そう、いずれ間違いなく彩波は戻れる。

「そう、たとえかのう様を奪うばわれても、あなたには秋庭さん達がいる……」

　花南の暗い声に、彩波が僅わずかに目を見開く。

「ならば、わたしは必ず〝かのう様〟を奪います」

　仮面の小さな眼がん窩かから彩波を見み据すえて、花南は宣言した。彩波は何か言いかけたが、花南はその上から言葉を被かぶせた。

「わたしは負けません。……優しくなんてないので、あなたが泣いても、神を奪います」

　言い終えると同時に、花南は彩波の手をもう一度縛しばり上げ、それからガムテープで口を塞ふさいだ。

「お喋しやべりは、終わりです」

　そして、まるでそのタイミングを計ったかのように凜音が部屋に戻ってきた。無言のまま懐ふところから仮面を出して顔に付け直し、

「行くぞ、〝参の間〟へ。神を奪いにな」

　何の迷いもない声で告げられれば、

「はい」

　花南もまた、従うことに躊ちゆう躇ちよはなかった。




　　　　＊＊＊




　窓越ごしに振ふり仰あおいだ空はまだ暗い。真冬に比べれば、夜明けは大分早くなっているが、それでもいまはまだ夜だった。

　その夜の中を、俺達は橡館を目指して足早に歩いていた。今度は外からではなく室内を経由してそこを目指している。

　ただ動くと決めたところから、いまは〝羽黒花南の願いを知る〟こと、〝参の間を黒くろ猫ねこから護まもる〟こと〝彩波を助けること〟まで決まった。

　でもまだこの夜の終わりは見えない。そこにが答えゴールがあるかどうかもわからないし、見えない。

　だからこそ、俺達はまだ動くことを止やめないし、止められないわけだ。ちなみに俺の最長徹てつ夜や記録は三日。それも最近の記録で原因は鈴木だ。

　しまった、思った時には既すでに遅おそく、あの折の怒いかりと共にあいつの能天気な顔を思い出してしまい、俺はどっぷりとため息を吐ついた。

　予定では明日の夕方にはご帰き還かん遊ばすそうだが、出来れば帰ってこないことを望む俺だ。

「あれ、多加良も？　なんか、お腹なか空すいたよね」

　だが、俺のため息の原因を尾田は空腹と判断したようだ。しかしながら、眠ねむらずに動き続けていたために尾田が訴うつたえた通り、空腹になってきたのも事実だった。

「とりあえずいまは飴あめくらいしか持っていないんだけど、それでもいいかしら？」

　言いながら桑田はジャージのポケットから飴を取り出した。この後相当動き回ることを想定して、桑田はさっき着き替がえを済ましてきたのだが、ポケットから取り出した飴の量は、通常それに収まる量を激しく超ちよう過かしていた。

「あ、ありがとう……そうか、四次元的なのはポケットもなんだ……ね」

　カラフルな紙に包まれた飴を受け取りながら、尾田は遠い目をした。

「ありがたくいただく」

　ああ、そうだな尾田。でも多分ここは突つっ込んだりしたら負けなんだ。

「〝参の間〟ですることが全部終わったら、何か作ってもらおう」

　飴を口に放り込みながら俺が提案すれば、桑田も尾田も頷うなずいた。そして、飴玉をカラコロと口の中で転がしながら俺達はしばらく無言で歩き続けた。

「……来るかな」

「来るだろう」

「もしかしたら、もう来ているかもしれないわね」

　主語のない会話だったけれど、それは必要がないからだ。あえて入れるならば「羽黒」の一言。

「とにかく、最初は〝参の間〟を見つけることだ。黒猫より先に……」

　場合によっては羽黒と一戦交えなければならないかもしれない。だが、そのことに足が重くなる前に俺達は橡館にたどり着いた。

「さて、改めて到とう着ちやく、だ」

　橡館はさっきと全まつたく変わらずそこにあったが、中に〝参の間〟があると思うとほんの少しだけ威い容ようを増したように感じる。

　先程は通らなかった正面入口に向かうと、そこには門番よろしく黒服が二人。既に通達があったのか、事情を説明するまでもなく道を空けてくれた。

「開けるぞ」

　尾田と桑田の顔を交こう互ごに見ながら俺は入口に手をかけた。

「今度はさすがに別世界になってないわよね」

「そうじゃないことを祈いのる」

　桑田の台詞せりふに昼間の縹館を思い出し、若じやつ干かん顔をひきつらせながらも俺は扉とびらを押し開けた。

　そして、俺達はしばし沈ちん黙もくした。目の前に広がった橡館の内部に。

「…………これはこれで壮そう観かん？」

　沈黙を破ったのは尾田だった。ただし口元が若干歪ゆがみ、ジャケットのポケットからその手は出たり入ったりと忙いそがしかった。

「ミラーハウスみたいに半分は鏡に映った虚きよ像ぞうとかいう落ちは……ないか」

「無いと思うわ」

　桑田の冷静な宣告に、俺はため息で返すしかなかった。

　廊ろう下かは広く、天てん井じようは高く作られていた本館と違ちがい、橡館の内部は少しくらい圧あつ迫ぱく感かんを与あたえても、全体の部屋数を多く取ることを選んだように見える──というかそう見て間違いない。

　橡館に入って俺達が目にしたのは遠近法を駆く使しした絵のごとく奥まで続くたくさんの扉だった。

「三階建ての建物に部屋数四十五って、こういうことなんだな」

　頭の中では簡単に処理出来そうな数字だったのだが、見せつけられた現実に俺は軽い頭痛を覚えた。

　笹世の挑ちよう発はつ的な態度の意味が今いま更さらながらわかった。

　しかし、それは俺のエンジンを動かすためのガソリンだ。ああ、そうだ、俺に不可能はない。

「何にしろ、当たりは一つだ。最初の部屋でってこともある」

「あー、それ最高」

「とにかく、始めましょう」

　それぞれ橡館の衝しよう撃げきから立ち直り、そうして俺達は〝参の間〟探しに取りかかることにした。

　笹世の話では、いま自室にいるメイドはおらず、鍵かぎは全室にかかっている。彩波が黒くろ猫ねこの手中にある現状で休んでいるような使用人にんげんは和家にはいないということだ。いまのところ橡館の周辺は静かだが、じきにここにも喧けん騒そうは届くだろう。

「それで、具体的にはどう探す？」

「探すのは、参の間に続くような仕し掛かけか、或あるいは目印だな」

　手の中でマスターキーを弄もてあそびながら、俺達が１０１というプレートが出た部屋の前に立った時だった。

「なるほど」

　硬こう質しつなアルトの声が耳に届き、俺は反射的にマスターキーを握にぎり締しめ、後ろを振ふり返った。

　一度しか聞いたことがなくても、強い印象と結びついたその声の主は、予想通り黒猫。顔はわからないが羽黒よりも少し背が高く、スレンダーな肢し体たいを黒い衣い裳しように包み込み、傲ごう岸がん不ふ遜そんの体ていで立っていた。

　ほんの数秒前まで、何の気配もなかったその場所に、いまは溢あふれる存在感がある。

「一人？」

　三メートル程の間合いきよりを詰つめられないように警けい戒かいしながら、桑田が問う。

　だが、黒猫が答えを発する前に、正面入口の外で小さな喧騒が起こり、転がるようにしてもう一人、黒猫が中に入ってきた。

　そして、間かん髪はつを容いれず見慣れたメイド姿が扉を押し開けて入ってくる。

　銀色の線が入った仮面の黒猫は羽黒、メイドはワカナ。

　羽黒が立ち上がると同時に、ワカナは捕とらえようと手を伸のばす。しかし、速さには欠けたものの、うまく身体からだをさばいて羽黒はその手をかわす。

「それ以上近付くな」

　羽黒が自分の隣となりに収まると、もう一匹ぴきの黒猫は命令し慣れた者の声で──いささか大きな声で告げる。

「彩波様はどこです？　言いなさい！」

　だが、仕えるべき者をただ一人に定めたワカナはその声に従うはずがない。

「〝参の間〟の場所をいっこうに吐はかないから、置いてきた」

　しかし比べれば、より落ち着いているのは黒猫の方だ。

「それでも、交こう渉しよう材料にはなるか？　いますぐ〝参の間〟の正確な位置を教えるか、〝かのう様〟を差し出せば返してやらないこともないが」

　自分が誘ゆう拐かい犯はんであり、不法侵しん入にゆう者しやであるという自覚がまるでない黒猫に、ワカナは冷たい眼まな差ざしを向ける。

「彩波様がおっしゃらなかったことを私が言うことはあり得ません。……つべこべ言わず、彩波様を返しなさいっ！」

　交渉は始まりもせずに決けつ裂れつし、ワカナは黒猫に突とつ進しんしていく。

「ふん、さっきよりは手て応ごたえがあるか？」

「先程は、卑ひ怯きようにも背後を襲おそわれましたが、もう不覚は取りません……私は私の力で彩波様をお救いするっ！」

　ワカナと黒猫の拳こぶしが一度交こう錯さくすれば、達人級の二人の争いに俺達が割って入ることはもう不可能だった。

「こっちに」

　桑田の声に促うながされて、とにかく打ち合う二人から距離を置けば、その先で同じ様に離はなれて見守る黒猫に──羽黒に出会う。

　黒猫の仮面に黒装しよう束ぞくの羽黒に。

「羽黒……」

「花南ちゃん」

　俺と桑田は半分無意識にその名前を呼んでしまったが、尾田はやはり頑かたくなに口を閉じていた。

　呼びかけに応じてこちらを向いた羽黒の胸の植物はなが、既すでに葉を繁しげらせた状態であることを確かく認にんして、俺は唇くちびるを嚙かんだ。

「あれ？　まだ、わたしを覚えているんですか？」

　仮面を通しているのに不思議と鮮せん明めいな声は、おどけているような、けれど皮肉めいた言葉を紡つむいでみせた。

「ああ、さっき会ったのを忘れているような羽黒に比べたら、俺の記き憶おく力は格段にいいんでな」

　俺が同じように皮肉で応じれば、羽黒は肩かたをすくめるというジェスチャーで無難に返す。俺の知っている羽黒にはひどく不似合いな仕草だった。でも黒猫の羽黒にとっては慣れた動作なのだろうか？

「花南ちゃん、彩波さんは？」

　近くで続いているワカナともう一人の黒猫の戦いを気にしながらも桑田が問う。昨日までとまるで変わらない風を、多分意識しながら話しかけたのに。

「聞いて答えるとでも？　わたしはもう生徒会の臨時採用てつだいではなくて黒猫なんですが」

　羽黒は、呆あきれたと言う様に大げさに首を傾かしげ、その親密さを拒こばんだ。

「そんなのはわかってる」

　胸を突つかれたように声を詰まらせた桑田に代わって尾田が答え、

「けど、聞いたら答えてくれそうな人間に尋たずねるのは当たり前だろ」

　俺が続きを引き取りそう言えば、羽黒はまた肩をすくめた。その動きに合わせて黒猫の仮面が揺ゆれるが、それでも落ちて外れることはない。

「……本当にわかっているんですか？　噓うそつきに物を尋ねるなんて、愚おろか者でもしないと思います」

　今度はわざとらしいまでに抑よく揚ようの少ない声で、挑ちよう発はつ的な言葉を送ってくる。

「……この俺を馬ば鹿か呼ばわりするとは、羽黒、上等だ」

　でも、それが演技ならば少し脅おどかせば俺達のよく知る羽黒の顔が覗のぞくかもしれない──たとえ、仮面をつけていても。そう考えて軽く拳を握ってみせる。

「お褒ほめ頂き光栄、とでも言いましょうか？」

　だが、仮面が剝はがれ落ちることはなかった。そこで思い出す。俺達はいま、俺達が知っている羽黒の姿を探すのではなく、知らない羽黒の、その願いを見み極きわめなければならないのだと。

　それが、俺達の決めたことだった。

「秋庭君、花南ちゃん、やめて」

　俺が本気でないことはわかっているはずだが、それでも止めに入った桑田を羽黒が仮面越ごしに見つめる。

「桑田さん、いつまで〝友達ごっこ〟のことを覚えているつもりなんです？」

　そして、ひどく冷たい、いままでの全すべてを壊こわそうとするような言葉を投げつける。それは桑田だけでなく、俺の思考すら止めてしまう台詞せりふだった。

「とりあえず、噓かどうかはこっちで判断するから聞いたことに答えてくれないか？」

　俺と桑田が呆ぼう然ぜんとする中、一人怯ひるまなかったのは尾田だった。再び口を開き、羽黒に視線を向ける。観察者にも似た静かな眼差しを受けて、一いつ瞬しゆん羽黒は怯んだように見えた。

「尾田さんは、少しは賢かしこいようですね。疑うことを知っているんですから」

　けれど、すぐにそんなことはなかったかのように、正面から尾田と対たい峙じする。

「では、その上で答えましょうか。情報源としての彩波さんは全まつたく役に立ちませんでした。ですが、私達が撤てつ退たいする際の人質になっていただく予定ですので、居場所は明かせません。まあ、あまりお元気ではないですよ」

　淡たん々たんと、初めから決まっていた台詞を言うように羽黒の口は滑なめらかだった。

「っ！　彩波はまだ子どもだぞ！」
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「人質なんてっ！」

「わたしは黒くろ猫ねこですから」

　勢い込んで眼前に迫せまる俺と桑田から、軽いステップで羽黒は距きよ離りを開けて、いなす。

「……二人とも、全部本当なのかはわからないんだ。……大分真実味はあるけどね」

　冷静を装よそおいながら、尾田の目は迷うように羽黒と自分の足あし下もとを行ったり来たりして。

　何が本当で何が噓なのか、俺の頭は再び混乱し迷走しそうになる。照明を弾はじいてなお黒光りしている、黒猫の仮面に惑まどわされるように。

　けれど、その時、俺の視界にソレが映る。

　真っ黒な装束の真ん中で、一ひと際きわ目立つ緑色。仄ほのかに光を放つ少しギザギザした葉。

「植物はな……」

「は、い？」

　たとえ羽黒が噓つきでも黒猫でも、その胸には植物がある。それだけは絶対に動かせない真実だ。

「でも、羽黒には願いの植物がある」

　自分に、羽黒に、桑田に尾田に聞こえるように、はっきりと口にする。俺達が決めたのは疑うことではなく、願いを知ること。

「あやうく、羽黒のペースに乗せられるとこだった」

　自じ嘲ちようするように俺が微かすかに口元を歪ゆがめれば、尾田と桑田も応じるように頰ほおの強こわばりを緩ゆるめた。

「そうだったわね」

「ああ、うっかり忘れるところだった」

　そして、植物が見えない二人も羽黒の胸に眼まな差ざしを注ぐ。

　羽黒もまた、自分の胸を覗き込むように頭を下げて、そうすればトレードマークの長い三つ編みが肩かたから落ちて。その先を弄もてあそぶ仕草。

　改めて俺達は羽黒花南に向き合った、向き合おうと顔を上げた、が。

　凄すさまじい勢いで床ゆかを滑すべってくるワカナに気付いて、俺と桑田は慌あわててその身体からだを受け止める体勢を作った。

　壁かべにぶつかる直前でなんとか止められたが、俺と桑田は勢いで壁に押しつけられて、一瞬息が詰つまった。

「けほッ」

　桑田が軽く咳せき込めば、

「も、申し訳……ありません」

　完全に乱れた呼吸の合間からワカナは詫わびて、すぐさま立ち上がろうとする。しかし、その側そばから崩くずれて膝ひざをついてしまう。

「最初よりは粘ねばったが、やはり羽黒凜音の敵ではなかったな」

　黒装しよう束ぞくに乱れがないどころか、仮面もずれていない。その実力に俺達は息を吞のんだ。

　そんな俺達を黒猫は──たったいま羽黒凜音と名乗ったその人間は見下ろしてくる。

「さて、と。次は誰だれだ？　マスターキーとやらを持っているヤツにしようか」

　余よ裕ゆうを見せつつも凜音に隙すきはない。だが、求められたからといってマスターキーを渡わたせば〝参の間〟を渡したも同然だ。

　足音を立てずに、凜音が歩み寄ってくるのに、俺達は身構えた。

「……マスターキーを、持っているんですね？」

　その緊きん張ちようが伝わっていないはずはないのに、羽黒はそれを確かめようとする。

「……ああ、持っている」

　迷った末に、俺は羽黒に答えを返した。そうすれば、羽黒は束つかの間ま俺を見上げて。仮面の下の白い顎あごが見えたと思ったらもう、くるりと身体を反転させて凜音と向かい合っていた。

「姉様」

「……なんだ？　何か有用なことでも聞き出せたか？」

　羽黒の呼びかけに応じはしたものの──姉、と呼んだことには驚おどろいたが、いまは会話の中身に集中すべく耳を澄すます──声にはそれを期待しているような響ひびきはない。

「いえ、ですが一つ提言してよろしいですか？」

　姉と呼んでおきながら、羽黒の口調に親しさを感じることは出来ない。だが、凜音は一応羽黒の話に耳を傾かたむける素そ振ぶりをみせる。

　そうしながらも、肌はだを突つき刺さすような視線を俺達は感じ続けていて、それはつまり、凜音のターゲットから俺達はまだ外されていないということだった。下手に動くことも出来ず、俺達は二人の会話を見守るしかない。

「彼らがマスターキーを持っているならば、ここはゲームをしませんか？」

「ゲーム？」

「ゲーム……って」

　明らかに剣けん吞のんな空気をはらんだ凜音の声と、半分呆あつ気けにとられた俺の声は偶ぐう然ぜんにも重なった。

　一体何を言い出すのかと問いつめたくて、俺は腰こしを浮うかしかける。

　だが、羽黒は俺の方は見ずに、目の前の凜音に集中したままだ。その背中は動かない。

「〝参の間〟にたどり着く為ためには、どうやらマスターキーで部屋の鍵かぎを開けなければなりません。でも五十近くある部屋を、ただ開けていくのもつまらないでしょう？」

「ふざけているのか？　つまるもつまらないもない。大体鍵など無くとも我々には開けられる。それとも、お前はまだそいつらの〝お友達〟のつもりでいるのか？」

　羽黒の台詞せりふに、先程よりも凜音の声に怒ど気きが増す。

「なるほど……鍵をかけても無む駄だでした、か」

　それに反応するように、ワカナは再び立ち上がろうとするが、

「無理です、ワカナさん」

　尾田がそれを止めようと軽く腕うでを引いただけで身体のバランスを崩し、結局ワカナはまた座り込んだ。

「いいえ、わたしは黒くろ猫ねこです。でも、一部屋見る度たびにいちいち妨ぼう害がいされるのは面めん倒どうではありませんか？　姉様でも、まだ〝参の間〟の位置は捉とらえられないのでしょう？」

　そんなワカナを無視して、羽黒が更さらに言い募つのれば、

「花南……私を侮あなどるつもりか？」

　凜音の黒猫の仮面に更に濃こい影かげが落ちる。不ふ穏おんな雰囲気に桑田は思わず前に出そうになる。

　けれど、それより先に羽黒が一歩前に踏ふみ込む。

「二人とも、行かない方がいい。一生懸けん命めいな人の邪じや魔まをすることになる」

　そして、真まっ直すぐに羽黒の小さな背中を見つめる尾田に止められれば、俺達に動くという選せん択たくは出来なかった。尾田がその背中に何を見ようとしているのかはわからない。

　でも、その真しん摯しな眼差しに応こたえるように──それが羽黒の目に映っているはずもないのに──一段と背筋の伸のびた背中にもう守らなければならないような弱さは無かった。

「いいえ、姉様が優すぐれているからこそ、です。ここで無駄な体力を使うことはありません。……わたし達は〝かのう様〟を手に入れたら、持ち帰らなければならないでしょう？　だからここはわたしに任せて、姉様は楽をされればいいんです」

「お前に任せろだと？」

「はい──必ず勝ちますから」

　羽黒は一歩近くなった姉に更に言葉を尽つくし、強く訴えた。

「……わかった。ただし、向こうがこの提案を吞まない場合は即そく実力行使だ」

　凜音は深く一度だけ頷うなずいて──その瞬しゆん間かん、ある意味で羽黒花南は勝ったと、俺は思った。

「さあ、どうしますか、皆みなさん。ゲームはお好きでしょう？　最後にわたしとゲームをしましょう」

　くるりと、再び俺達の方へと身体からだを返し、羽黒は誘さそうように、大きく両腕を広げた。

　黒猫の仮面がその瞬間だけ、どこかのテーマパークのキャラクターのように見える。

　でも、それはやはり羽黒の素す顔がおではないから、なぜいま羽黒がそんなことを言い出すのか、俺達にはわからない。けれど、凜音を説き伏ふせてまでゲームを求めるのならば、羽黒にとって何か意味があるはずだ。

　その胸で揺ゆれる、願いの植物はなにとっても。

「……まず、どんなゲームをするのか、そのゲームの内容を聞いてからだ」

　だから、俺はゆっくりと立ち上がって、羽黒の前に歩み出た。

　わからなくても、いまは前へと、そう決めて。

　そして、尾田と桑田も俺に続いて立ち上がる。ワカナだけはまだ壁かべにもたれかかったまま、凜音を睨にらむようにしていたが、とりあえずそのままにする。

「そうですね、わたしはあまり遊びゲームを知らないので──じゃんけんはどうですか？」

　小さく首を傾かしげて、束つかの間ま思案した後、羽黒が提案したそれは、あまりにシンプルだった。

「じゃんけんって……それは勝負にはなってもすぐに終わってゲームには」

「そんなことはありません。じゃんけんをして、勝った方がその〝手〟の分だけ扉とびらを開けていく。そういうじゃんけんをしましょう」

　尾田の懸け念ねんを途と中ちゆうで遮さえぎって、羽黒は更にゲームの条件を告げた。

「つまり、グーで勝ったなら〝グリコ〟で三つ、チョキで勝ったら〝チヨコレイト〟で六つ」

「パーで勝ったら〝パイナツプル〟で六つ進める、みたいなこと？」

　俺の台詞を尾田が引き継ついで、確かめるように問えば、黒猫の仮面かおが大きく上下した。

「そうです」

　確かに、それならば大分ゲームらしくなる。

「……なんだか、小学校の帰りの道草を思い出すのは俺だけか？」

　のどかだが田んぼと畑ばかりの通学路を思い出しながら呟つぶやくと、隣となりで桑田が賛同を示して頷いてくれた。

「ランドセル持ちを兼かねてやったわ、私も。ちなみに私が最初に親に教わったグーは〝具ぐ志し堅けん〟なんだけど」

「え、だったら、他ほかの二人もボクサーじゃないとおかしくない？」

　桑田に尾田が微び妙みように突つっ込んでみるが、それはきっぱりと黙もく殺さつされた。

　まあ、具志堅はおいといて、桑田も言うように行えばやたらと下校にかかる時間が増したじゃんけんゲームの記き憶おくがいきなり鮮せん明めいになる。

「オーソドックスだけど、花南ちゃんらしいゲームね」

　どこかあどけないゲームの内容のせいか、桑田は少しほっとした声でそう言うと、羽黒に一歩近付いた。

「わたしらしい？　……ああ、そうかもしれませんね」

　でも、それを聞き留めた羽黒から返ってきた声は、自じ嘲ちようめいて冷たく、もう一歩近付こうとした桑田の足をその場に縫ぬい止めてしまった。

「そんな顔をしてもわたしは何も感じません」

　そのくせ、桑田のささやかな表情の変化を捉えてわざわざ告げる。自分の顔は仮面で隠かくしたままだというのに。

「……本当に、邪魔な仮面だな」

　なんだか妙に苛いら立だって、低く呟いてみたが、その声は誰だれの耳にも聞こえなかったらしい。

　ただ、少し離はなれた場所で佇たたずんでいた凜音が顔を上げたが、それは偶ぐう然ぜんだろう。

「それで、どうします？　わたしとゲームをしますか？」

　俺達はこのゲームを拒こばまない──仮面から唯ゆい一いつ見えてる羽黒の双そう眸ぼうはそんな確信に満ちているようだった。

　確かに俺達の側からしても、肉にく弾だん戦せんで鍵かぎを奪うばい合うよりは楽だ。多分、羽黒花南の願いと向き合うにも。

「ゲームなどしている場合ですか？　……それよりも、彩波様を」

　だが、ここでワカナが黙だまっているはずはなかった。彼女にとっては〝参の間〟よりも何よりも彩波なのだ。俺達とはまた違ちがう彩波との絆きずなが、凜音との戦いで傷ついたワカナをそれでも立ち上がらせる。

「まだ動くつもりなら、私が相手をするが？」

　羽黒の後ろでやや手持ちぶさたな様子だった凜音が、それを見て動き出そうとする。

「大だい丈じよう夫ぶです、姉様。……ならば、こういう条件をつけては？　皆さんがこのゲームに勝ったら彩波さんをお返しする」

「花南！　そこまでの勝手は許していない！」

　凜音の厳しい声に、羽黒は一瞬だけ首をすくめ、

「大丈夫です。負けるつもりはありません。それとこちらからも交こう換かん条件を出します」

　けれど引かなかった。何か、最初と二人の立場が逆転したような印象すら受ける。

「なら、言ってみろ。私を納なつ得とくさせられるならな」

　それでも硬こう質しつなアルトのその声が揺らぐことはなかった。あくまでも尊大に、上から羽黒を見下ろす態度も変わらない。

「交換条件とは？」

　羽黒の視線が凜音から外れると、ワカナは訝いぶかしがりつつも、羽黒に問い直した。気き概がいはあっても、もう一度凜音とやり合う体力は残っていないからだろう。

「ええ、わたし達がゲームをしている間、増ぞう援えんを呼ぶようなことはしないと約束してください」

　羽黒がそう言うと、ワカナは思考を読み取られたかのように、頰ほおを強こわばらせてその場で動きを止めた。

「ああ、やっぱりそうお考えでしたか」

　答えに詰つまるワカナの眼前にまで羽黒はその黒くろ猫ねこの仮面を近付けて、わざとらしく頷うなずいてみせる。

　俺達には違い和わ感かんだらけの動作。でも、凜音は当たり前のようにその姿を見つめている。

　これが、黒猫としての羽黒なのだろうか。

　それは逆に、顔を晒さらさないからこその行動の様な気がして、つるりとした黒猫の仮面の存在に俺はまた苛立ちを覚える。

「なるほど、一応お前も人を疑うことを知っていたか」

　凜音はおもしろくなさそうに呟き、遠回しに納得した、と言う。

「……当然の対処法でしょう」

　そして、ワカナはワカナで開き直りをみせる。まあ、確かに一理ある。凜音の強さの前にワカナ一人で敵かなわない以上、数で対たい抗こうするしかない。ただその場合〝参の間〟を任された俺達に一言あって然しかるべきとも思ったが。

「そうですね。だから、わたし達もそのような場合の予防策は打ってあります。もしもわたし達が捕とらえられた時……彩波さんが無事だといいですね？」

　しかし羽黒は落ち着いたもので、暗に彩波の身の安全を盾たてに取る。また、知らない黒猫の顔。

「……本当に、悪役らしい悪役ぶりだね」

　そんな二人のやりとりを見詰めながら、ふと尾田が呟つぶやく。

「悪役って……」

　桑田は聞き咎とがめたが、俺はそこに悪意を感じることはなかった。

「これが演技なら、アカデミー賞ものの熱演だと思わない？」

　その評価に桑田は首を傾かしげ、俺は、

「仮面劇部門があったらな」

　とりあえず、そんな風に応じてみた。

「……尾田君は、いま花南ちゃんが演技しているとでも？」

「そうとは言い切れないけど……ただ、必死に頑がん張ばっているよねって話」

　続く言葉に宿っていたのも、皮肉ではなく純じゆん粋すいな感かん嘆たんの響ひびきで。俺は尾田がいま羽黒に、その仮面の上に何を見ているのか知りたくなって、その横顔をじっと見つめた。

　だけど、当然そこには何も書いてない。

　ただ、何かを計ろうとする眼まな差ざしがあるだけだ。

　俺はその何かについて尋たずねようと口を開きかけて──やめた。

　きっと、そこにあるのは尾田の見たいもの、知りたいことで、俺のそれとは違う。

　俺が見たいのは羽黒の演技でも仮面でもなく、本当の素す顔がおだから。ふと隣となりを見れば、桑田も同じ考えにたどり着いたのか、言葉を発するかわりに口を閉じたところだった。

「彩波様の安全には換かえられません。わかりました。その条件吞のみましょう」

　そして、俺達が束つかの間まそれぞれの思考に走っている間に、ワカナは決断していた。

　次いで、己おのれの言葉が噓うそではないと証明するように、マスターキーについているのと同じキーホルダーを羽黒の足あし下もとに放った。

「なかなか良く出来た通信機だ」

　羽黒の足下を通り過ぎた某ぼうオヤジを、代わりに凜音の足が潰つぶす。

「ああ、それとワカナさんは審しん判ぱんをお願いします」

「……わかりました」

　軽い調子で羽黒が言い足すと、それにもワカナは頷いた。ただし、血が滲にじむほどに唇くちびるを嚙かみしめていたけれど。

「では、もう一度お聞きします。わたしとゲームをしますか？」

　そうして、万ばん難なんを排はいして羽黒は三み度たび俺達に問う。仮面の眼がん窩かから俺達を見み据すえながら、答えを待つ。

「尾田、桑田、いいか？」

　俺は二人に眼差しを送って、もう一度確かめる。答えはわかっているけれど、多分いまの俺達は一つ一つ確かめなければ動けない。

　全すべてを確かめるために、知るために、やっと動いているのだから。

「うん」

「……ええ」

　きっちり二人の答えを受け取って、俺もまた頷き返す。

「羽黒、このゲームを受ける。そして、受ける以上俺は負けない」

　そして、はっきりと告げた。

「わたしも……負けません。わたし達の願いのために。それと……」

　最後の呟きは俺の耳に届く前に消えた。

　けれど、その瞬しゆん間かん、仮面の奥の黒い瞳ひとみは力を増して、それに呼応するように胸の植物はなは揺ゆれた。

　その葉を揺らしたのは、〝わたし達の願い〟ではないはずなのに、〝羽黒花南の願い〟は仮面の下から見えない。

　それなら俺は、無理にでもあの仮面を剝はがすだけだと思う。

　その術すべは知らないけれど、俺の知りたいことがそこにあるのならば、やるしかない。

　何もせずに諦あきらめたら、きっと笑われる。

　物もの凄すごく腹が立つような笑え顔がおでもって笑われる、あいつに──かのう、に。

　だから、

「さあ、ゲームを始めよう」

　他ほかの誰だれに譲ゆずることなく、ゲームの開始を宣言した。




　勝負は先に〝参の間〟を発見した方の勝ちとし、黒くろ猫ねこ側は羽黒花南が、俺達の方にはメンバーチェンジを認めつつも、原則一対一での対戦形式ということがその後決まった。

　マスターキーをワカナに預けると、俺達はゲームの前に順番を決める時間を貰もらった。

　窓まど際ぎわに立つ羽黒達から離はなれて、俺達は壁かべ際ぎわに場所をとった。

「ここは、俺から行こう」

　が、わざわざ時間を貰ったものの、俺の気持ちは既すでに決まっていた。

　俺の意気込みに、尾田と桑田は一瞬戸と惑まどいを見せたが、すぐに頷うなずき返す。

「多加良がトップを切るっていうならそれはそれでいいけど、一応全員に回るようにしようよ」

「そうね。原則、階が変わるごとに交代っていう風にすれば、全員に回るわ」

　ただ、それぞれ自分にも順番が来るように希望した。

　それぞれが羽黒と対たい峙じする決心をしている以上、それは妥だ当とうな注文だったから、今度は二人に代わって俺が頷きを返す。

「じゃあ、一階は俺ということでいいな？」

「うん。で、僕と桑田さんの順番はどうする？」

「私は出来れば二番手がいいわ」

　少し思案した後、桑田が希望を告げれば、

「じゃあ僕は三階でいい」

　尾田も了りよう承しようして、まったく揉もめずに順番は決まった。

「こっちの用意は出来た」

　そうすればもう、ぐずぐずしている必要はない。俺はさっさと最初の部屋の前に立って、羽黒に声をかけた。

「こちらの準備はとうに出来ている……花南、行け」

「はい」

　が、俺の呼びかけに応じたのは凜音で、その大きな声を聞いて羽黒は初めて歩き出す。

　少しも表情のない仮面の顔と相まって、俺は羽黒を人形のようだと思ってしまう。凜音の操あやつり人形のようだと。

「さあ、始めるぞ」

「ええ。最初は秋庭さんですか。相手にとって不足はありません」

　けれど、間近で向き合えば、羽黒が選ぶ言葉は挑戦的ちようせんでなんだかちぐはぐな印象を受ける。

「それでは、試合開始」

　しかし、俺が羽黒に言うべきことを探している間に、ワカナの声がゲームのスタートを告げた。

　それを合図に、俺も羽黒も両手を自分の背中に隠かくす。

「秋庭さん……そういえば、ハンデの話をし忘れましたね」

　だが、かけ声を発しようと俺が息を吸い込んだところで、羽黒はそんなことを言い出した。

「ハンデ？　じゃんけんにそんなものいらないだろうが」

　つるりとした仮面の奥から羽黒の目を見つけて、俺は首を捻ひねる。

「そうですか？　お忘れのようですが、わたしには霊能力ちからがある分、皆みなさんよりも勘かんがいいんですよ？」

　忘れていたわけではないが、改めて自己申告されれば、若じやつ干かん俺達が不利な気はする。

「そうか。でもじゃんけんで重要なのは〝勘〟より〝運〟だ」

　そう考えて、俺は羽黒の申し出を断る。

「ハンデをくれるっていうなら貰ってもいいと思うんだけれど」

　傍かたわらで桑田が小さくぼやいたのが聞こえたが、ここは無視させて貰う。いま、この瞬間は俺のゲームだから。

「いらないというのなら、それで構いません」

　どこか残念そうな響ひびきを声に残しながらも、羽黒はそれ以上言い募つのることはない。

「花南、早く始めろ」

　その代わりに、凜音が急せかす。アルトの声は綺き麗れいだが、口調が硬こう質しつなせいで温かみにかけている。まあ、温かくないのは声ばかりではない気もするが。

「はい」

　そして、羽黒はわざわざ姉の方へ顔を向けて頷き返す。

「では、今度こそ」

「ああ……じゃんけん」

『ほいっ！』

　互たがいの声に合わせて手を前へ出す。

　最初の勝負は、羽黒がグーで俺はチョキ、だった。

「思った通り……。私の勝ちです」

　黒猫の仮面が、やや大げさにも見える動きを見せ、羽黒は自分の勝利を確かめた。

「……最初、だからな」

　俺の小さな負け惜おしみは、羽黒の耳には届いたはずだが、羽黒はそれをきっぱりと無視してワカナの許もとへ向かう。案外、いい根こん性じようをしているなぁ、羽黒。

「ワカナさん。グリコです。三部屋あけてください」

「……はい」

　軽く俺を睨にらみつけてから、ワカナはマスターキーをエプロンのポケットから取り出して、鍵かぎ穴あなに差し込む。

「おい、中の検分は私も一いつ緒しよで構わないんだろうな？　ここは、花南に任せて見落としがあってはかなわない」

　すると、凜音は近付いてきてそう言った。完全には羽黒を信じていない、そんな言葉。

「ええと……」

　でもそれに怒いかりを見せるでもなく、ただ答えあぐねる羽黒に凜音が苛いら立だつ前に、

「構わない。でも俺達も同じようにするが」

　俺がそう言い、桑田と尾田も頷うなずいた。

「よし……さすがに中に入れば、うるさい雑音も無いし、よく聞こえるはずだ」

　一つ頷くと、凜音は羽黒を押しのけるようにして最初の部屋に入っていった。羽黒はそれに文句の一つさえ言わずについていく。

　やっぱり、あの二人の関係はこちらの方が正解なのだろうか。だとしたらそれは、俺をひどく苛立たせる。

　羽黒のすべての表情を隠してしまう、黒くろ猫ねこの仮面と同じように。

「さっそく、負けましたね」

　勝者が部屋を検あらためている間、敗者はそれを覗のぞかない、妨ぼう害がいしない、というルールに則のつとって扉とびらから離はなれた俺の背中にワカナがそんな声をかける。

「まだ、最初だろう」

「……その最初で当たりが出ないといいね」

　さっき最初で当たりが出たらありがたいと言っていた口で尾田はそんなことを言う。

「その、いまは普ふ段だん出し惜しみしている〝運〟を使っていいと思うわ」

　そして桑田はフォローなのかなんなのかよくわからないことを言って、逆に俺を困こん惑わくさせる。

「とにかく、この三部屋が当たりとも限らない！」

　ほんの少しだけ、初戦に負けた責任を感じつつ、俺が拳こぶしを振ふり上げれば、一つ目の部屋から二人は出てきた。

「早いね」

　俺達は息を吞のみ、まず羽黒達が手に何も持っていないことを確かく認にんし、続いて二人が１０２のプレートの部屋に入っていくのを見て、ひとまず胸を撫なで下ろした。

「……意外と心臓に悪いゲームね」

　桑田の感想は恐おそらく、その場の全員の声を代弁していた。

「この三つの部屋は違ちがいます」

　凜音の舌打ちの後に、１０３号室から出てきた羽黒がそう告げれば、ゲームは再開となった。

「次は、俺達が開ける」

　橡館の狭せまい廊ろう下かで再び向かい合うと、俺はまず羽黒に宣言した。そう、人間思い込みが肝かん心じんだ。

「意気込みは結構ですが、やっぱりハンデが必要では？」

　が、羽黒は俺のやる気を挫くじくように、もう一度その話を持ち出す。

「……いい。いらない」

　黒猫の仮面から、ついと目を外して、俺はやはり同じ答えを返した。

「困りましたね」

「……本当に困っているなら相談に乗る」

　羽黒の胸で濃こい緑を増す葉を見ながら、俺は言った。半分かまをかけるような気持ちで。

　けれど、羽黒から相談が持ちかけられることは無かった。

「わたしは……次はパーを出します」

　黒猫の仮面が少し上を向き、羽黒が次に告げた台詞せりふに、俺は耳を疑った。

「な……、それじゃ勝負にならないだろうが」

「花南？」

　俺だけでなく、凜音からも訝いぶかしむ声が送られてくる。けれど、羽黒は今度はそちらを向かなかった。

「ハンデですよ。さあ、じゃんけんしましょう。じゃんけんほいっ！」

　そして、有う無むを言わさぬ勢いでかけ声を発して。

　俺は条件反射的にチョキを出していた。羽黒の手がパーならば、勝つのは俺。

「グー。またグリコです」

　でも、羽黒の手は、握にぎられた拳の形だった。羽黒を除く全員が呆あつ気けにとられていた。

「……心理作戦？」

　この驚おどろきから最初に醒さめたのは、尾田だった。まだじゃんけんの形のまま固まっている、俺と羽黒の手を見比べてそう言った。

「……なるほどな」

　尾田の推理を受けて納なつ得とくしたように、鷹おう揚ように頷いたのは凜音。

「でも、ハンデって言ったのに」

　怒りよりは、困惑の表情で、桑田は羽黒と俺の顔をそれぞれ見て、途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。

「ええ、ハンデです。でも、皆みなさん。わたしは噓うそつきなので本当に言った通りの手を出すとは限りません」

　少しの罪悪感も滲にじませず、抑よく揚ようの欠けた声で羽黒はそう言い放った。

「……ルール違い反はんとしますか？」

「いや、いい」

　黒猫の仮面に向けて、何を言っても手て応ごたえが無さそうで、俺はただ拳を固く握った。

「でも、羽黒はこれでいいのか？」

「わたしは……公平なつもりです」

　俺は仮面越ごしにでも羽黒の真意を図ろうと、アーモンド形に開いた二つの穴から羽黒の目を見ようとした。けれど、少し角度を変えられただけで、羽黒の目は全まつたく見えなくなっていた。

「勝負だから、心理戦もありだ。けどアンフェアだ。俺にはお前の表情かおすら見せないくせに！」

　苛いら立だちは怒いかりに、それから虚むなしさになって、とうとう俺はそう言った。

「……それは、仮面を外せということですか？」

　そして羽黒は、正確に俺の言いたいことを読み取ってみせた。

「ああ、そうだ」

「それは出来ません」

　そうして、返ってきたのははっきりとした拒きよ否ひの意志。

「……外せ。俺はお前の顔が見えなければ勝負をしない」

「……多加良。ちょっと落ち着いて」

　尾田の手がなだめるように肩かたに置かれたが、さっきからたびたび堪こらえてきた仮面への苛立ちはもう限界だった。

「わたし達はあなたの顔を知っているんだから、外してもいいんじゃない？」

　桑田が俺と羽黒の間を取りなそうとするが、

「……わたしの顔を知っているからこそです」

　低く答えて、羽黒は再び拒きよ絶ぜつを示した。

「だったら、無理矢理にでも外させて貰もらう！」

　埒らちの明かない遣やり取りに、俺は実力行使に出ることにした。

　銀色の稲いな妻ずまの走る、羽黒の仮面をはぎ取るために手を伸のばす。

　この仮面に隠かくされている限り、どうしても本当の羽黒花南を確かめることは出来ない。

　けれど、俺の手はそれに届く寸前で阻はばまれ、押しとどめられてしまう。

「……仮面は、我らが長おさから一生に一つだけ賜たまわるものだ。一族が一人と認められて初めて手にするもの。その仮面に粗そ野やな手で触ふれることは許さない」

　俺の手首をきつい力で縛いましめながら、厳然と告げたのは凜音だった。すぐ近くで話しているのに、その声は必要以上に大きい気がする。

「くそっ、放せっ」

　俺も男だから、仮に体術で劣おとっても、力で負けるはずは無いと思っていた。しかし、骨が軋きしむほどの力を加えられ、俺は凜音の手から逃のがれられない。目の端はしに何とか凜音の間合いに入ろうとする桑田の姿が見えたが、多分無理だ。

　いっそ、骨が折れればこの縛めから逃れられるかもしれない。既すでに手首はかなり痛くて、俺は少々乱暴な方法の検討に入る。

「勝負が出来ないというならそれでもいい。他ほかの手段に出ればいいだけだ。私にはそれも可能だからな」

　が、俺がするまでもなく、凜音の力は一方向に加えられる。

「姉様、それはだめです！」

　それまで黙もくしていた羽黒は突とつ如じよとして大声を上げた。次いで、俺を押しのけるようにして凜音の前に立つ。

　凜音はその声に驚き、一いつ瞬しゆんだが力が緩ゆるむ。そして俺はその一瞬を逃すほど間ま抜ぬけではなかった。

「秋庭君、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……折れてはいない」

　桑田が駆かけ寄ってきて気き遣づかうが、返事はおざなりなものになった。代わりに、俺と凜音の間に割って入った羽黒の小さな背中を見ていた。

「勝負は……ゲームは続けます」

「花南、何を考えている？　まさか、組織を……私を裏切るつもりか？」

　俺がいま問いたい内容を、凜音はそのまま口にした。羽黒を圧おすような圧力を身体から発しながら。

「わたしは……一族のことを考えています」

　でも羽黒の口から出たのは、凜音の望む台詞せりふで、俺の期待した言葉とは違ちがった。

「だったら、ゲームなど時間の無む駄だだと思うだろう」

「でも、姉様ほど特別な力の無いわたしに出来ることはそんなにありません。……例えば噓をつくこととか」

　既に驚きよう愕がくから立ち直った凜音は改めて羽黒に自身の考えを押しつけようとするが、羽黒はそう言いながら、それを拒こばむ。

「確かに、お前に出来るのはせいぜいそれ位だな。私とお前は違うとわかってもいるようだ」

　凜音は羽黒を見下ろして、どこか拍ひよう子し抜ぬけしたように、身体からだから力を抜いた。

「……うそをつく、か」

　いつの間にか俺と同じように羽黒の背中を眺ながめていた尾田が呟つぶやく。

「でも、花南ちゃんは、誰だれかのために噓うそをつくってことかしら？」

　桑田はなぜか優やさしいような、苦しいような目でやっぱり羽黒の背中を見つめて。

「僕達も、ゲームを続けたいんですが」

「ええ、私もです。お願いします」

　そして二人は、俺を置いて前に歩み出た。

　ほんの一日前のように、三人の背中が並ぶ。けれど俺はその背中を追っていけなかった。

　まだ混乱していた。ぶっちゃけて言うと、バツが悪かった。俺に出来たのは俯うつむいて、ただ三人に反対しないことだけだった。

「酔すい狂きようだな……」

　三人に懇こん願がんされる形になった凜音は、一言呟いて、いかにも面めん倒どうだという風に彼らに頷うなずき返した。

「だが、そこの勝負を拒否した奴やつは外せ」

　しかし俺の存在を目こぼししてくれるほど甘くは無かった。

　凜音の言葉を受けて、尾田と桑田は数秒目で会話して──いつの間にそんなことが出来るようになったのか俺は知らない──それから俺に少々同情的な目を向ける。

「ちょっと多加良は意気込みすぎたっていうか、自じ業ごう自得だし……」

「ええと、その、一応一ターンは回ったわよ、ね」

　奥歯に物の挟はさまったような言い方をしながらも、二人の意思は決定していた。

「……わかった。二人の決定に従う」

　頭が冷えてくれば、自分でも変な突つっ走り方をした自覚があったから、俺はごねずに頷いた。

「羽黒、悪かった」

　そして、けじめとして詫わびておく。

　すると、弾はじかれたように黒くろ猫ねこの仮面は俺を見て──今度はその奥の瞳ひとみがちゃんと見えた。それだけ、だったけれど。

　羽黒は少しずれたとでもいうのか、仮面の下の方を押さえると一度足あし下もとを見て、それからまた顔を上げて、黒猫の仮面を大きく上下させた。

「……では、ゲーム再開ということで、よろしいですか？」

　静観を決め込んでいたワカナが問えば、首を横に振ふる者はおらず、再びじゃんけん勝負は始まった。




「さっき決めた通り、二番手は私でいいかしら？」

「うん。残りは……三十九部屋だからその半分、２１０号室辺りで交代しよう」

　俺の二回戦は、勝負として成立していたとみなされ、羽黒と凜音はいま三部屋を順に確かく認にんしている。俺達としては、今度もその三部屋に当たりが出ないことを祈いのるしかない。その間に桑田と尾田は、順番についての話を詰つめて、俺はほんの少しだけ蚊帳かやの外だ。

「問題は、この後も彼女が〝噓つきじゃんけん〟で攻せめてくるかどうかだね」

『〝噓つきじゃんけん〟？』

　俺と桑田は尾田のネーミングに声を揃そろえて首を傾かしげた。が、首を傾げた方向がお互たがいに違っていたせいで、

『い、痛っ』

　頭をぶつけて、また揃って声を上げた。

「……何やってんの？　コント？」

　尾田の冷たい視線の前に、俺達は反論の言葉もなく、俯いた。一瞬見えた桑田の耳は真っ赤に染まっていたから、よほど恥はずかしかったようだ──尾田もたまには女心が計れないらしい。

「と、とにかく、〝噓つきじゃんけん〟って何だ？」

　半分取り繕つくろうように、説明を求めれば、尾田は鷹おう揚ように頷いた。

「さっきみたいに彼女が次の手を言っておいて、でも違う手を出せばそれは噓ってことだろ。だから〝噓つきじゃんけん〟」

「なるほど。……俺がいったん認めた以上、噓でももうルール違い反はんにはならないな」

　聞いてみれば、シンプルな命名だったが、俺は自分の前言を反省する。それでも今更撤てつ回かいはしないが。

「でも、宣言通りの手を出す可能性もある、のよね」

「本人の談によればね。心理戦ならかなり面倒だよ」

　これから勝負に臨のぞむ二人の表情は難しいものになり、俺はまた少々肩かた身みの狭せまい思いをする。

「噓をついているかどうかを見み極きわめて、その上で勝てる手を考える必要があるってわけか」

　だが、勝負の方はだめでも、こうして共に考えることは出来るのだから、ここで汚お名めい返上するしかない。

「……同時に私達を試ためす気なのかも」

「試す？」

　それはどういう意味かと訊きけば、頰ほおに右手をあてて、桑田は暫しばらく黙だまり込んで、

「私達が花南ちゃんの言葉を信じるかどうかを、試されるようなものじゃない？」

　そう言った。

　俺と尾田は、ほぼ逆側からの見方に気付かされて、同時に桑田の沈ちん黙もくの意味を知る。

「羽黒は、どっちを望んでいると思う？」

　俺は思わず二人に尋たずねていたが、すぐに答えが返ってくるはずもなかった。そう、羽黒に対してはまだ一つの答えも出ていないのだ。

「ごめん。それぞれゆっくり考えよう」

「……私はゆっくりもしてられないみたいだけど」

　二部屋の検分を終えて、三つ目の部屋に入っていく羽黒と凜音を目で追いながら桑田は小さくため息を吐ついた。

　疑うだけではだめだと、それはもう全員わかっている。でもだからといって羽黒をもう一度信じられるのかと問われれば、それはまた別の問題で。

　俺個人のことを言えば〝信じる〟ことの定義も揺ゆらいでいて、俺はさっきの迷走の原因に今いま更さらながら気付く。

　いつも身体からだの中心にあったそれ──信じる、ことが、いま欠けてしまっている。

　もしかしたら、俺は最初に無くしたそれを探さなければならなかったのだろうか。

「でも、花南ちゃんにもゲームをする理由があるのは確かね」

　自分の思考に浸ひたりかけていた俺を引き戻もどしたのは、桑田の凜りんとした声だった。凜音と同じアルトの声は、でも向こうにはない柔やわらかな響ひびきを持っている。

「それはそうだろうね」

　桑田の言葉に、先に同意を示したのは尾田だった。

「そうじゃなきゃ、あんなに必死に頼たのまないはずだ」

　先刻の羽黒の行動を思い出して、俺も頷うなずいてみせる。あの姿を見られたという点では、俺の行動もまあ、無む駄だではなかった。

「表向きの理由は、羽黒一族のため、らしいけど」

　尾田は肩かたを竦すくめて見せたが、声に茶化すような響きはない。

「あるのなら……別の理由も知りたいわ」

　羽黒がいまいる部屋の扉とびらを見つめながら、桑田はそう言った。その眼まな差ざしは真しん摯しな光を宿していて、俺も尾田もこれから桑田が話すことを聞き漏もらすまいと、集中した。

「そうね、私は確かめたいの。花南ちゃんの優やさしさを」

「……優しさ？」

　鸚鵡おうむ返しに言えば、桑田は深く頷いた。その動きに合わせて、髪かみが顎あごのラインで揺れる。でも本人はそんなことは気に留めず、言葉を繫つなげる。

「ねえ、もし話がこのじゃんけんゲームの方に転がらなかったらどうなっていたと思う？」

「どうって……」

「高確率で、救急車で病院送りだ」

　赤く手形が残り、まだ痛む手首に触ふれながら、俺は確信をもって答えた。ただし、その場合は桑田と尾田は俺が意地でも守っただろうが。

「やっぱり、そんなに強いんだ」

　結果的に身をもって知ってしまった俺とは違ちがい、凜音の実力を尾田は今一つ理解できないでいたようだ。若じやつ干かん好こう奇き心しんの交ざった目でもって、桑田に話の続きを促うながす。

「ええ。ワカナさんでも歯が立たなかったのも道理。そんな人と私達が力勝負でやり合うことになっていたら、負ける以前に大けがをするのがオチよ」

　桑田万能流の師し範はん代だいで、俺よりも確実に腕うでの立つ桑田の言葉に、ようやく凜音の強さを理解した尾田は、今更ながら顔色を失う。

「……だから、少なくとも花南ちゃんは、ゲームをじゃんけんとか、危険のないものにしたかったんじゃないかしら？　花南ちゃんは優しいから、私達が傷つかない方法を選んでくれたんだと思う。……私の願望かもしれないけど」

　それは、桑田の推論を脱だつしていない。そして、本人も言う通り、多分に願望の混ざった考えだった。

「でも、最初から勝負を有利にする為に〝噓うそつきじゃんけん〟に持ち込みたかったのかもしれない」

　だから、当然尾田のような考え方もある。

「それに、さっきも桑田が自分で言った通り、俺達のことを試したいだけかもしれない」

　下手をすれば押し問答になり兼かねなかったが、俺は敢あえてそれを桑田に思い出させる。

「……でも、さっきだって花南ちゃんは秋庭君を庇かばったんだと思う」

　けれどそれにも逃にげず、桑田は真まっ直すぐに俺を見返してそう言った。

　そして俺は、俺と凜音の間に割って入った、羽黒の背中を思い出して一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

　好意的に取るならば、そうなのかもしれない。そうならばいいと、思う。

「偶ぐう然ぜんタイミングが重なっただけかもしれない」

　尾田はそう言ったが、実際に手首を折られる寸前だった俺としては、偶然のタイミングにしてはかなり絶ぜつ妙みようだったと思う。でも、やはりそれも確かめようのないことだ。

「少なくとも私はいまそういう風に考えたくて、だから、確かめたいの」

「何を？　羽黒のゲームの理由か？」

　そうでは無いと思ったけれど、桑田の考えを更さらに鮮せん明めいにするために、俺は敢えて問うた。

「いいえ。そうじゃなくて、私は花南ちゃんの優しさを……確かめたい。いままでの分はもう全部チャラになってしまったんだとしても、確かめたい」

　背筋をピンと伸のばして。ちゃんと前に通る声でもって桑田は言い切った。

「いまなら、それが出来るのか？」

　俺の問いに桑田は首を縦に振ふり、

「多分……私は今しか花南ちゃんと向き合えない」

　決然と俺達に告げた。その覚かく悟ごは出来たと桑田は全身で伝えていた。それならもう、俺と尾田が口を挟はさむ隙すき間まはない。

「わかった。頑がん張ばれ」

「うん、応おう援えんする」

　俺達がそう言えば、桑田は微かすかに口元を緩ゆるめて、静かに頷いた。

「だから、その目的の方が優先で、もし勝負にならなかった時は、尾田君よろしくね」

「いいけど、ね。でもとりあえず初戦だけは勝ってくれる？　そうしないと僕にターンが回ってこなくなるかもしれない」

　尾田が苦く笑しようしつつも請うけ負うのを見て、俺は自分が任せろと、胸を叩たたけないことが今いま更さらながら歯がゆく思った。だが、落ち込んでいる暇ひまはない。

「そうだな、まず一勝しないと、本ほん末まつ転てん倒とうだ」

　羽黒のことも重要だけれど〝参の間〟が先に見つかって悪いということもない。〝参の間〟の件が片付けば、一気に色々なことが解決に向かうのだから。

「わかったわ。最初はなんとかしてみる」

　俺もそう言えば、桑田はやる気を見せるように腕まくりをしてみせた。そして、

「違うな。音は小さいし気配が薄うすすぎる」

　俺達にはわからない呟つぶやきと共に、凜音が部屋から出てきた。その苛いら立だった声からして、ハズレだったのだろう。

　続いて羽黒が、親おや猫ねこに付き従う子猫のごとく現れる。

「この三つは、〝参の間〟とは関係ありません」

　言われるまでもなくわかっていたのだが、羽黒の伝達に俺達は頷うなずいた。

「じゃあ、次は私とご勝負願うわ」

　桑田が軽い調子で宣戦布告すれば、

「わかりました」

　仮面の奥で羽黒の目が光る。なぜか、近くで見るよりもその双そう眸ぼうは雄ゆう弁べんな気がして、俺は首を傾かしげた。

「……たまには、こうやって外れてみるのもいいよ」

　そんな俺の様子に、尾田は眼まな差ざしと言葉をくれて、そうしてまた羽黒と桑田に視線を戻もどす。

「……そうかも、な」

　尾田の声は穏おだやかで、ゲームに入れない負け惜おしみではなく、俺は素す直なおにそう言えた。

「では、ゲーム再開」

　ワカナの声に二人は改めて正面で向かい合い、お互たがいの目から手を隠かくす。

「ルール上も問題ないとのことなので」

　その前置きがあれば、続く台詞せりふは決まったも同然だった。俺達三人だけでなく、ワカナと凜音も微かに反応をみせる。

「わたしは、次はパーを出します」

　確信の響ひびきを宿して、羽黒は桑田にそう告げた。

　凜音はそれを聞いて、だが今度は作戦と割り切ったのか、仕方がないというように窓まど枠わくに寄りかかったまま黙だまっていた。ワカナも何やら不満そうではあったが、結局黙っている。

　そして、桑田も俺達もそれを受け止める。

「……わかったわ」

　そうすれば、羽黒はほんの少し身体からだから力を抜ぬいたように見えた。気のせいかもしれなかったけれど。

　何パターンも状じよう況きようを考えている為ためか、桑田は隠していた手を知らず頰ほおにあてる。しかし、あまり時間を与あたえるつもりのない羽黒は桑田を急せかす。

「さあ、いいですか。じゃんけん」

『ぽん』

　桑田が出したのはチョキだった。対する羽黒は予告通りパー。

「宣言通りだったわね」

　桑田は手を引っ込めながら、少し嬉うれしそうに言って羽黒を見た。いまの手を桑田は羽黒を信じて出したのだろう、多分。

「…裏の裏をかいたつもりだったんですが」

　しかし、羽黒はそれを否定するようなことを言いながら、桑田の顔を見返す。

「……花南、来い」

　だが、凜音は全勝を当たり前とでも思っていたのか、単純に結果が気に入らなかったのかわざわざ自分の許もとに呼び寄せる。

「申し訳ありません」

　深く羽黒が凜音に頭を下げるのを見ていると、勝っても喜びは半減どころか、それ以下に目減りした。

「桑田さんの勝ちです。桑田さん、六部屋開けます」

　一方、ワカナは審しん判ぱんだというのに、嬉き々きとして鍵かぎを開けていく。

「これで、責任は果たせたわね」

　そう言いながらも、凜音の前で小さくなっている羽黒を視界の端はしに入れて、桑田はため息を吐ついた。ゲームであり勝負だから仕方ないことは桑田もわかっているはずだが、その肩かたは小さく落ちる。

「さすが、桑田さん」

「一気に六部屋で並んだな」

　だから、なるべく明るい声で俺達は桑田を迎むかえた。

「ねえ、いまのは本当に裏の裏をかいたのかしら？」

　俺達にとって最初の部屋のドアノブに手をかけながら、桑田は呟いた。

「出来ればそうじゃない方が、いい」

「……僕は、彼女が考えて出した手だと思うよ」

　俺の希望的観測に対して、尾田は中立的というか、どっちつかずな答えを返す。でも、三人いるんだから、見方は色々で当たり前なのだ。だから桑田はそれ以上、いまのゲームについては触ふれなかった。

「……開けるわ」

　そうして、何はともあれ、俺達はようやく一部屋目に入った。

　１０７号室は、ほどほど片付いた部屋だった。広さは八畳じようほどで、ベッドと机が半分近く部屋を占せん領りようしていた。窓の外には小さいがベランダがある。キッチンとバスは無いが、風ふ呂ろが共同で食事は本館で摂とるのならば、寝しん室しつ兼けんプライベートルームとしては十分足りる。

「寮りようとしてはいい方なのかな」

「俺はそう思う。じゃあ、始めるか」

　許可が出ているとはいえ、他人の部屋だ。あまり長居するべきではないと考えて、俺達は早々に〝参の間〟への手がかりを探し始めた。

　壁かべの音の返り方、はずれそうな床ゆかはないか。電気の笠かさの中。一通り探したが〝参の間〟への手がかりのようなものは無かった。

　和家の家か紋もんや、わかりやすくかのうの肖しよう像ぞう画がなども無いかと探してみたが、どれも見当たらなかった。

　そんな中、俺達三人が唯ゆい一いつ注目したものといえば、

「これ……サイよね。動物の」

　抽ちゆう象しよう画がのような一枚の絵だった。部屋の主の趣しゆ味みか淡あわいグリーンでベッドカバーや小物関係は統一されている中で、壁に掛かけられた絵だけは目が痛くなるような鮮あざやかなピンクの色しき彩さいで、正直浮ういていた。

「サイは、フラメンコを踊おどるのか？」

　よくよく目を凝こらして、ポーズを確かく認にんすれば、バラの花らしきものを咥くわえて直立しているようだ。

「まあ、絵だからね」

　とりあえず、尾田のその一言に納なつ得とくして、俺達は１０７号室を後にした。

「遅おそい。もっと急げ」

　そして、部屋を出た途と端たんに凜音から苛いら立だった声をぶつけられた。凜音の声は相変わらず大きくて、俺達の耳は遠いものと思いこんでいるようだった。

「こちらは、五感のみで探しているので勘かん弁べんしてください」

　俺はその声を黙もく殺さつしたのだが、尾田はなんだか如じよ才さいない感じで応じる。

「五感だけか……普ふ通つうの人間とは不便なものだな」

　そうすれば、凜音は喉のどの奥で笑い、それ以上は何も言ってこなかった。

　不ふ愉ゆ快かいではあったが、怒おこるほどのことでもない。それよりもと羽黒の姿を探せば、羽黒は凜音から離はなれて、廊ろう下かの窓から空を見上げていた。まだ星が瞬またたく空を。

　何となく、声を掛けにくくて、俺達は羽黒を横目に見ながら、次の１０８号室に入るしかなかった。




「この六部屋は、〝参の間〟には繫つながらないわ」

　六部屋全すべてを見終わって、でも俺達の結果もまた空から振ぶりだった。

　その時には、羽黒はもう空を見ておらず、凜音の隣となりに大人しく控ひかえて待っていた。

「そうですか。では、もう一度じゃんけんですね」

「ええ」

　一勝はした。だから、次からは桑田は完全に自分の意志だけで勝負を進めるだろう。

　でも、どうやって優やさしさを確かめるつもりなのかはわからない。

「桑田はわざと負けるつもりなのか？」

　羽黒の許もとへ近付いていく桑田を目で追いながら、俺は小さく尾田に尋たずねた。

「さあ、どうだろ」

　が、尾田の答えは素っ気ない。けれど、考え事をする時の癖くせで、ポケットに手を入れたり出したりしているのを見れば、無関心というわけでもないようだ。

　とりあえず、尾田との相談は諦あきらめて、俺は俺で考えをまとめることにした。

　まだ仮定の話だけれど、桑田が負け続けたら、〝参の間〟探しには不利になる。羽黒の願いを知る、という目的には近付けるかもしれないけれど。

　桑田の考えを了りよう承しようした以上、文句を言う気はない。だから、俺が出来るのはいまある情報から、更さらに〝参の間〟への手がかりを見つけることだ。

　その為ためには黒くろ猫ねこ側の発言も多少は参考にするべきかもしれない。凜音の羽黒を常に見下しているような喋しやべりは腹立たしいのだが、思考の中で反はん芻すうしてみる。

　確か、聞こえるとか聞こえないとか、言っていた記き憶おくがある。とすると、羽黒達は何か音のするものを手がかりとして探していたのだろうか。

　だけどその割には、一部屋一部屋から出てくるのは早かった。先の知ち暁あきや維い芳ほうのことを考えれば、それは第六感──つまりは凜音の能力に関係する発言とも捉とらえられる。

「……やっぱり、まだ情報不足だ、な」

　思考の終わりは、声になっていて、それを耳にした尾田が不思議そうに俺を見た。

「なんでもない」

　俺が首を振ふれば、

「そう。けど、なんでもないなら桑田さんと羽黒さんをよく見てなよ」

　簡単に納得して、次いで珍めずらしく忠告めいたことを言う。そして、尾田は有言実行とばかりに再び向かい合う二人に視線を移す。

「……たまには外から見ろ、か」

「そうそう」

　さっきの尾田の台詞せりふを思い出して繰くり返せば、今度は俺の方を見ないまま頷うなずく。

　ほんの少し考えて、結局俺は尾田の言葉に従ってみようと決めて、二人の会話に意識を向け直した。

「さっき、花南ちゃんはパーを出したわよね。知ってる？　最初にパーを出す人は優しい人、なんだって」

　桑田は──話の内容の真しん偽ぎはわからないが──やっぱりいままで通りに羽黒に話しかけた。いつも生徒会室でお喋りしていたように。

「パーを出したら優しい？……そんな噓うそは通用しませんよ。特にわたしのような噓つきには」

　でも、鈴木のバレバレの噓にも騙だまされていた羽黒は冷静に応じる。言葉遣づかいが丁てい寧ねいなのはそのままだけれど、そこから柔やわらかさというものが抜け落ちていた。意識してなのか、こちらが地なのかは微び妙みようで判断がつかない。

「噓つきは、あんまり自分のことをそう呼ばないと思うけど？」

「それは、わたしの勝手です。さあ、じゃんけんをしましょう。わたしは、次は……チョキを出します」

　肩かたを竦すくめ、無む駄だ話は終わりだというように首を大きく振ると、羽黒はまた、自分の出す手を宣言した。

「そう。じゃあ私もチョキを出すわ」

　それに対たい抗こうするように桑田が言うと、羽黒は電流が流れたように、ぴくりと肩を震ふるわせた。

「どういうつもりですか？　それじゃあ、あいこになってしまいます」

　少し慌あわてて、桑田の顔をしっかり見上げて抗こう議ぎする。相変わらず仮面で隠かくれているけれど、その下の羽黒の表情が想像出来そうな、動きだった。

　その動きを見てなのか、くすりと桑田は笑った。

「ねえ、いつか最後の一個のクッキーを賭かけてじゃんけんしたの覚えてる？　期間限定商品で叶野市には入荷が一度だけっていうの」

　でも、続く言葉を聞けば、それは思い出し笑いなのかもしれない。

「……忘れました」

　桑田の問いに、羽黒はそう答えたが、微妙な間が覚えていると言ったも同然だった。

「僕達はそんなクッキー食べた記憶がないよね」

「ないな」

　俺が同意すれば、尾田は少しだけ恨うらみがましい視線を──別に甘党というわけではないが、分け与あたえられなかったというのが不満なのだろう──二人に送った。それに桑田達が気付くことはなかったけれど。

「三回連続あいこになって……だから私は手を変えたのに、でも花南ちゃんは四回目も同じ手だった。それで最後のクッキーは私のものになっちゃった」

　珍しく饒じよう舌ぜつな桑田の回想は、俺にも女子二人の小さな熱戦を想像させてくれる。

「それが、どうかしましたか？　わたしはたまたま負けただけ、ですよ」

「そう……たまたま負けたの。でも……その時のクッキーはとっても優しい味がしたから、覚えているの」

　羽黒は否定したけれど、桑田は羽黒がわざと負けてくれたと思ったのだろう。話を聞く限りでは、俺もそう思う。

　そして、桑田は羽黒の言葉を待つように、小さく首を傾かしげてみせる。

　羽黒は首を左へ動かして、桑田から顔を背そむけた。でも、束つかの間まの沈ちん黙もくの後、再び口を開く。

「……忘れた方がいいですよ。羽黒花南のことなんて全部。特に優やさしさなんてそんなもの、いくらでも〝ふり〟が出来ます」

「いままでのは優しい、ふりだったって言いたいの？」

　羽黒の言い様に、桑田の声と眼まな差ざしが僅わずかに揺ゆれる。

「ええ」

　それでも羽黒は頷いて──黒くろ猫ねこの仮面に一いつ瞬しゆん濃こい影かげが落ちた。

「……花南、いつまでくだらないお喋しやべりを続けているつもりだ？　……惑まどわされるな」

　そして、このタイミングで凜音が言葉を挟はさむ。羽黒にとって、それが助けとなったのかはわからない。だが勝負のきっかけとしては十分だった。

「喋り、すぎました。さあ、じゃんけんです。わたしはチョキを出します」

　もう一度それを告げ、

「じゃんけん、ほいっ！」

　半ば強ごう引いんに羽黒は桑田を勝負へと誘いざなって──噓をついた、その手はグーだった。

　そして、桑田の手はチョキだった。羽黒が宣言通りにチョキだったらあいこになる、手。

「……グリコ。わたしの勝ちです」

「そうね」

　平へい坦たんな声で羽黒は自分の勝利を告げ、桑田は穏おだやかにその結果を受け入れた。

「……なんで」

「花南、ぐずぐずするな」

　羽黒は桑田に何事か尋たずねようとしたのに、その腕うでを凜音が摑つかんで連れていってしまう。

　俺は凜音のその行動に歯は嚙がみしたが、止めることは出来なかった。

「……一生懸けん命めい、だね。なんであんなに一生懸命なんだろ」

　だが、姉に腕を引かれて１１３号室に消えていく羽黒を見送りながら尾田はそんな風に呟つぶやく。

「一生懸命？」

「黒猫の為ために一生懸命。勝つために一生懸命。噓うそをつくのも一生懸命」

　尾田は呪じゆ文もんのようにその単語を繰くり返した。ポケットに手を入れたり出したりしながら。でも、それ以上のことを口にはしなかった。

　だから、俺は自分で考える。確かに羽黒は一生懸命に動いている。

「やっぱり全部、誰だれかの為、ね」

　けれど、俺が答えに行きつく前に、桑田の呟きが俺の耳に届く。

　それが嬉うれしいような、悲しいような声に振ふり返れば、表情も目を伏ふせて、口元は僅かに持ち上がっているという、ささやかだけど複雑な変化を見せていた。

「……全部、誰かのため。誰かのための優しさ。じゃあ……誰が花南ちゃんに優しくしてあげるのかしら？」

　それだけ言うと、桑田は口を結んで、後は羽黒達が三つの部屋を検分し終わるまで黙もくしたままだった。

　そして俺もまた、桑田の問いに答えを見み出いだせないまま時間が過ぎた。

　一階の全すべての部屋が開けられて、ゲームの舞ぶ台たいは二階へと移った。

「次は、パーを出します」

　二階に上がると同時に、羽黒はさっきの会話をなかったものとするように、静かに告げた。

　桑田は、羽黒の顔を覆おおうつるりとした仮面を正面から見返して、一つ頷うなずくと、

「じゃあ、私もパーを出すわ」

　至し極ごく当然という風に、言った。

　それを受けて、羽黒の手がきつく握にぎられて、小さく震ふるえるのがわかる。

「っていうか、次もその次も、私はずっとあいこになるようにじゃんけんをするわ」

「……何を、言っているんですか？　私を混乱させる作戦ですか？」

「別に、作戦じゃないわ。いつかのあいこのやり直し、かしら」

　本当に桑田がそうするのなら、羽黒はこの先、容易に勝ち続けることが出来る。自分が最初に言った手に勝つ手を出せばいいのだから。

　無意味な勝負だと、言ってしまうのは簡単だ。

　でも多分、これが桑田の選んだ「羽黒に優しさを返す」方法、なのだ。

　たとえ振ふりだったと言われても、自分はそのことを忘れないと伝えて。思い出して欲しいと希こいねがう気持ち。

「……わかりました。じゃんけん、ほい」

　だから、次も羽黒が勝って桑田は負けた。

　そして、黒猫の二人は無言で２０１号室の中に消えていった。







　十五分程で、羽黒達は六部屋を調べて出てきた。

　どうやらここでも何も出なかったようだが、２０６号室から出てきた凜音はしきりに首を傾かしげていた。

「……音も気配も、決して近くはない。だから、違ちがう、はずだ、な」

「姉様、もう一度調べ直しますか？」

「もう一度？　花南、それは私を信用していないということか？」

　羽黒はそんな凜音を見て尋ねたというのに、凜音が羽黒に見せたのは、自分の能力を疑われたというような過か剰じような反応だった。苛いら立だったように、つま先が床ゆかを叩たたく。

「いえ、そうではありません。わたしは姉様を信じています」

　だが、羽黒がそう言えば、凜音のつま先は途と端たんに床を打つのを止やめて、

「……信じる、か。どれだけ安い言葉か知っているだろうに、それを使うか」

　呆あきれた口調で呟くと、凜音は羽黒に背を向けた。羽黒はその背中に手を伸のばそうとして、でも結局引っ込めてしまった。

　凜音の台詞せりふは俺の胸にも棘とげを刺さすものだったが、反論の言葉はいまの俺の中には見つからなかった。

「……２０１号室から２０６号室は〝参の間〟とは関係ありません」

　代わりに羽黒は、俺達が既すでに理解している情報を律りち儀ぎに伝えてくれた。

「……わたしは、次はチョキを、出します」

　それから、顔を下に向けて、羽黒はやけに事務的な口調で告げた。

「じゃあ、私もチョキを出すわ」

　桑田は短く答え、今度の二人の会話はそれだけで終わり、桑田はじゃんけんに負けた。

　途と中ちゆう、２０８号室を検あらためている時に何やら物音がして、俺達は少々慌あわてたのだが、すぐに羽黒達は２０９号室へと移ったので〝参の間〟はまだ見つかっていないと判断して、胸を撫なで下ろした。

「花南、あんな妙みような置物に気をとられて転ぶなど、未熟な証しよう拠こだ。能力に自信が持てぬとしても、常に一族の模も範はんたることは忘れるな」

「……はい。以後気をつけます」

　２０９号室から出てきた凜音は羽黒にきつい調子で注意をしていたが、俺には八つ当たりのようにしか見えなかった。と同時に、何となく羽黒の黒くろ猫ねこの組織内での微び妙みような立場も窺うかがえて、また少し不ふ愉ゆ快かいになった。

　でも、当の羽黒は素す直なおに姉に頭を下げると、そのままゆっくりとした足取りで進み、また桑田と向かい合う。

　けれど、そこから羽黒は無言だった。桑田もそんな羽黒が、次の手を告げるのを待ち、黙だまっている。

「……花南、下手に時間をかけるな」

　凜音からそんな声が飛んでも、今度は羽黒は反応しなかった。ひたすらに、目の前の、少し背の高い桑田を見上げ続ける。

「花南、私の声が聞こえないか？」

　すると、凜音の声の調子は僅わずかに変じた。

「……聞こえて、います」

「ならば、もう聞こえぬ振ふりはするな」

　凜音の厳しい声こわ音ねに羽黒は頷いた。でも、それでも羽黒はじゃんけんを始めようとしない。

「では、じゃんけんを」

　一分以上ただ向かい合ったまま、互たがいに言葉を発しない二人を見かねて、結局、ワカナが審しん判ぱんとして二人を促うながす。

「花南ちゃん、次は……」

　そこで、桑田もようやく口を開いたが、

「桑田さんも、勝負を放ほう棄きする気ですか？」

　羽黒は最後まで言わせず、自分の問いを被かぶせた。

「そんな気は、ないわ」

「じゃあ、次はあいこにならない手を出すんですね」

「いいえ、次も花南ちゃんと同じ手を出すわ」

　桑田は真まっ直すぐに羽黒を見返した。その目に噓うそはない。

　でも、その眼まな差ざしをはね返すように、銀色の稲いな妻ずまが軌き跡せきを描えがいて、羽黒の顔は横を向く。

「それは試合放棄です！　こんな、ばかげた、つまらない勝負はやっていられません。審判、ワカナさん！　桑田さんを失格にしてください!!」

　俺達は、羽黒の苛立った声を殆ほとんど初めて聞いた。けれど、自分に向けられている視線など気にもとめずに、羽黒はワカナに強く訴うつたえる。

「花南、どうした？　勝ちが転がり込んでくるんだからいいだろう」

　凜音の声にも若じやつ干かんの戸と惑まどいが窺える。多分、それ位珍めずらしい事態なのだ。

「いいえ、よくありません！　わたしは黒猫の誇ほこりをかけてこの勝負に挑いどんでいます。ですから、相手にもそれを望みます」

「花南ちゃん、私も真しん剣けんよ」

　強く硬かたい羽黒の声に、しなやかだけど強い声が返される。

　もう揺ゆらがない桑田に、焦じれたように羽黒は手を伸ばしかけ──慌てて後ろに引っ込めた。

　けれど、それより先に桑田の手が、羽黒の細い手首を摑つかんでいた。

「この傷、どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　どうやら羽黒の手に赤く走る傷を見つけて、反射的に桑田はその手をとってしまったらしい。そして、目を傷口に近付けて、気き遣づかうようにそっと、その手を包み込む。

　恐おそらく、予想外だったろう桑田の行動に羽黒は、何か惚ほうけてしまったように、数秒固まったまま動かない。

「あ……。離してください。わたしの手は冷たいので、早く離してください」

　そして、我に返ると同時に羽黒は桑田の手を拒こばみ、振り払はらう。

　桑田の手はゆっくりと羽黒のそれから離れて戻もどった。

　でも、己おのれの手を拒まれたというのに、二人の手が完全に離れたその時、桑田は眩まぶしいものを見るように目を細めて、とてもとても嬉うれしそうに、そっと微笑ほほえんだ。

　その場の全員が思わず声を失い、息を吞む程に優しい笑え顔がおだった。

「やっぱり、花南ちゃんは優やさしい」

　そして、嚙かみしめるように言って、もう一度羽黒にその微笑みを向ける。

「な……にを、言って」

　動どう揺ようなのか、仮面越ごしに発せられた羽黒の声は震ふるえ、掠かすれていた。俺達と同様に、桑田がなぜ自分にそんな笑顔を向けるのかがわからないから。

「あのね、手を握にぎられても、自分の手の冷たさなんて、殆どの人は気にしないのよ？　でも、前にも花南ちゃんはそう言って、握あく手しゆしてくれなかったことがあるの……いまも、同じだった。やっぱり優しいね」
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　そう告げる桑田の声音も、包み込むような優しさに溢あふれて、静かな喜びに満ちていた。

「……たまたま、手が冷たかった、だけです」

「うん」

「手を、離して欲しかった、だけ、です」

　聞いただけで、噓だとわかるような声で、羽黒は反論を試みたが、無む駄だだ。

　桑田はもう決めてしまった。自分だけの答えを出してしまった。

「うん。噓を言ってもいいわよ。確かに花南ちゃんが黒くろ猫ねこだってわかった時は、すごくショックだったけどね」

「わたしは、いまも黒猫です」

　もう、桑田にはあまり意味を持たないだろう台詞せりふを、両手を握って震わせたまま、羽黒は言う。

「ええ。それで……噓つきなのね。でも、それでいいの。花南ちゃんが黒猫でも噓つきでも、私はその優しいところだけは何があっても信じるから」

　桑田の声は水すい晶しようのように澄すんでいて、そしてその微笑みに噓はなく。

　それが、桑田の〝信じること〟だった。

　羽黒花南を信じることだった。

　でも、自分に向けられる気持ちに、耐たえきれなくなったように、仮面をしっかりと押さえ、羽黒花南は桑田に背を向けた。

　その時に一いつ瞬しゆん見えた胸の植物はなは、さっきよりも大きく育っていた。そして、一気に花か茎けいを伸のばして、小さな蕾つぼみをつけていた。

「噓つきの黒猫を信じるなんて、無駄です」

　背を向けたまま、告げる。

「無駄でもいいの」

「意味が、わかりません。そんな人とゲームは続けられません」

「今すぐ、わからなくてもいいわ」

　桑田は、凪ないだ湖面の様な眼差しを向けて、やわらかく羽黒を受けとめる。

「花南、続けられないなら私が出るぞ」

　事態を見かねたのか、それとも苛いら立だちからか、凜音が身を乗り出してくる。

「いいえ、姉様、あの大丈夫です！」

　そうすれば、羽黒は我に返り、自分は問題ないというように、無駄に腕うでを振ふり回すという示じ威い行こう為いにでる。

　俺達がローテーションで順番を回している以上、凜音の申し出はルール違い反はんにはならない。でも、俺達は羽黒花南と勝負するのでなければ意味がない。

　そして、誰だれよりも羽黒がそう思っている。ゲームをするのは自分でなければならないと。

　桑田の答えは〝優しさを信じる〟ことだけど、でも俺と尾田の答えはまだ見つかっていない。羽黒の願いもまだわからないのに、ここで羽黒とのゲームを終わらせるわけにはいかない。

「お前の大丈夫は、どうも信じられない」

「……わたしは自分が黒猫だとわかっています。だから、大丈夫です」

　だが凜音も今度は中々引き下がる様子を見せない。このままでは二人の会話はいつまでも平行線を辿たどっていそうだった。

「うん……私はもう大丈夫だから、選手交代しましょうか。それなら、花南ちゃんも……凜音さんもいいでしょう？」

　そこでうまく事態の収拾を図る提案をしたのは桑田だった。その白い面おもてからは既すでにさっきの微笑みは消えていたけれど、憂うれいの影かげは消えて清すが々すがしい顔をしていた。

「このままだと私達も〝参の間〟を見つけられないままになってしまいそうだし。尾田君、選手交代してくれる？」

　そう言って、桑田は尾田に後を委ゆだね、桑田が向けてきた掌てのひらに、自分のそれをぶつけて、尾田はしっかり頷うなずいた。

「……了りよう解かい。相手が僕なら問題ないね？」

　そのまま桑田の言葉の続きも引き受けて、羽黒の同意を求めれば、黒猫の仮面は大きく上下に動いて、

「姉様。わたしが続けます。続けさせてください」

　羽黒ははっきりと姉に告げた。

「……。花南、やる以上力の出し惜おしみはするな。羽黒一族の誇ほこりを掲かかげるなら、尚なお更さらな」

　それでなんとか凜音も、納得して引き下がり、勝負は対戦相手を尾田に変えて続行されることになった。

「勝手を許してくれて、ありがとう。花南ちゃんの願いは見つけられなかったけど、私の確かめたかったことは、確かめられたわ」

　改めて俺と尾田に報告すると、桑田は深く頭を下げた。

「そうか。ああ……俺達の知らない羽黒の願いは、俺が見つけるから、大だい丈じよう夫ぶだ」

「僕もできるだけ頑がん張ばってみるし」

　俺は、桑田にそう請うけ負っておいてから、尾田が言うのを聞いて、勝負には参加出来ない自分を思い出して、こっそり歯は嚙がみした。

「尾田様は、ちゃんと勝ってくださいますね？　じゃんけんに勝って〝参の間〟を見つけて、彩波様を取り返す助けをしてくださいますね？」

　ふいに俺達の会話に割って入ってきたのはワカナだった。ワカナも俺と同じように直接ゲームには参加できない。一心に彩波を思っているというのに。それでも、さっきは桑田と羽黒の勝負を見守ってくれた、ワカナの心中を今いま更さらながらに思う。

　だから、ワカナの真しん摯しな問いに、桑田は申し訳なさそうに目を伏ふせた。彩波のことも〝参の間〟のことも忘れてはいなくても、それでも自分の思いを優先させてしまった事実は動かせない。そんな桑田の様子を見て、

「別に桑田様を責めるつもりはありません」

　ワカナは感情を抑おさえた声でそう言って。

「……ですが、彩波様のこともどうかよろしくお願いいたします」

　そして、ワカナは俺達に深々と頭を下げた。本来ならば、彩波以外には垂れる必要のない頭こうべを下げて切願する。

「……精せい一いつ杯ぱい、努力します」

　尾田は、ワカナをじっと見つめた後、ゆっくりと頷いた。それは、いつもと同じほんの少し、自信のない顔だったけれど、それでも十分な言葉だった。

　そう、俺がゲームに参加出来なくなった以上、尾田は頑張ってくれるはずだ。

　だから、俺はせめて尾田と羽黒の勝負を一生懸けん命めいに見つめて、何かを見つけなければいけない。それが、いまの俺に出来ることだから。

「あのさ、多加良、彼女の……願いの植物はなは？」

　そう決めたところで、尾田に問われ、

「たったいま、蕾をつけた」

　俺は見たままを尾田に伝える。

「そう、か」

　かつてそこにあった存在を懐なつかしむように尾田は自分の心臓の辺りに触ふれた。尾田自身は見ることも触れることも叶かなわなかった願いの植物があった場所に。

「ちょっとは粘ねばってみるから、みんな見ててよ」

　ほんの少し軽い調子で、でも真しん剣けんな表情で俺達に言い置くと、尾田は羽黒の許もとへ向かった。

　そして、今度は尾田が羽黒の前に立つ。

「準備は出来ましたか？」

「うん。……僕は君に対してかなり怒おこっているから、そのつもりでよろしく」

　怒っている、という割に尾田は落ち着いた様子で羽黒と対たい峙じする。

「それなら真剣、ということですね。その方がいいですよ。桑田さんのように自分の勝手な願望おもいこみで目が曇くもらない」

　羽黒もまた、少しの間に落ち着きを取り戻もどして、冷静に声を返す。逆に、そんな風に評された桑田はどうかと隣となりを見れば、気にした様子はない。

　ただ、背筋を伸のばして、真まっ直すぐに羽黒を見ているその双そう眸ぼうは、決して曇ってはいなかった。

「〝噓うそつきじゃんけん〟は続行？」

「……噓つきじゃんけん？　ああ、なかなか上手うまいネーミングですね」

「どうもありがとう。噓でもそう言っておく」

　尾田の言葉の意味を理解すると同時に、感心した風に羽黒が言えば、尾田はほんの少し皮肉を混ぜて返した。でも、羽黒はその台詞せりふを当然のように受け入れる。

「そうですね、〝噓つきじゃんけん〟は続行、ですよ。わたしは何をしても勝ちたいですから。一族の為ために勝たなければいけませんから」

　そうして、続く言葉はもう何度もなぞられたそれ──一族の為。そして代わり映ばえのしない黒くろ猫ねこの仮面でもって対峙する。

　その下に隠かくれていた〝優やさしさ〟を桑田が見つけたと言っても、なお外されない仮面を見み据すえ。

「そう。……じゃあ、僕は羽黒さんの裏の裏をかくことに専念する」

　尾田は静かに宣言して、

「最初は何を出すの？」

　続けて、ごく自然に羽黒にそれを尋たずねる。

「次はチョキです」

　対する羽黒も、迷うことなく答えを返す──噓かもしれない答えを。

「わかった」

「では、始めてください」

　ワカナの声を合図に二人は両手をそれぞれ背中に隠し、

『じゃんけん、ほい』

　こうして、二人の勝負は、淡たん々たんとスタートした。

　尾田対羽黒の一回戦。チョキを出すと言った羽黒はグーを出し──どうやら宣言通りに裏の裏を読んだ──尾田はパーを出した。

　結果、三戦ぶりの勝利を俺達は摑つかんだ。

「僕の勝ちだ」

「……ええ。尾田さんはもう噓つきを信じていないということですね。これなら、勝負を楽しめます」

　尾田が自分の勝ちを告げれば、羽黒は小さく頷うなずき、負け惜おしみとも思えない言葉を口にした。でも、さっきの震ふるえる声の後に、作ったような抑よく揚ようのない声を聞かされても、却かえって白々しいような気がしてしまう。

「それでも、やっぱり〝噓つき〟なのか？」

　小さく呟つぶやいた声に、誰だれからも返事はなかった。けれど、自分の耳にだけは確実に届いて、さっきとは違ちがう視点で羽黒を見ている自分に気付かされる。

　羽黒を〝信じた〟のは桑田で、俺ではないのに。俺はまだ、その単語を口にすることも出来ないのに。

　一方、状じよう況きよう的には俺と近いはずの尾田は、俺の迷いを知ってか知らずか、

「そうだね。羽黒さんが自分で自分を噓つきって言っている間は……信じない」

　迷いのない声で羽黒にそう答えていた。冷たくさえある台詞に、羽黒はもう一度黙だまって頷いて、尾田に背を向けた。

「……本当に、尾田君はまだ、花南ちゃんのことを怒っているのかしら？」

「さあ、な」

　俺にもそれはよくわからない。ただ、俺達の中で唯ゆい一いつ、願いの植物はなが咲さいたことのあるのは尾田で。だから、言葉にしないだけで、俺に見えないものが尾田には見えているのかもしれないと、ほんの少し思った。

「ふう、何とか一勝。さあ、部屋を探しに行こう」

　数歩で、俺達のところまで戻ると尾田は、早さつ速そく俺達を促うながした。この様子を見る限り、怒いかりは感じられず、あくまで〝参の間〟と彩波の件で動いているように見える。

　でも、それでも尾田は動いているのだ。だったら、少なくとも俺は置いて行かれるつもりはない。

「ああ、行こう。これで二階は終わりになるな」

　歩を前に進めながら、ちらりと羽黒の様子を窺うかがえば、その仮面が俺達を見ていて、なぜか一いつ瞬しゆん、目が合ったような気がした。けれど、その身体からだはすぐに凜音の蔭かげに隠れてしまい、俺は声を掛かけるタイミングを逸いつして、結局そのまま２１０号室の中に入ったのだった。




「また……変な物があるわよ」

　２１０号室、２１１号室と収しゆう穫かくが無いまま移った２１２号室で、すぐに桑田が見つけたのは、

「それはカメレオンの……」

「花か瓶びん、か？」

　だった。カメレオンの形は正確に再現されていたが、その色は生き物としてのカメレオンを無視した紫むらさき色いろ。綺き麗れいなバラの花が活いけられていた為、その用よう途とはわかったものの、

「却ってシュールよね」

　桑田の言う通りだった。なんというか、花を飾かざってあるというより、食わせているという感じで。

「でも、やっぱり個人の趣しゆ味みとしては浮ういているね」

　カントリー調にまとめられた部屋を見回しながら、尾田が言えば桑田も頷く。

「どっちかっていうと、これは和家の趣味じゃないか？　このわけのわからない感じは」

　壁かべをコツコツと叩たたきながら、俺は言ったが、経験からしてほぼ間違いない気がする。

「そうかもしれないわね。ここが和家の建物ものっていうのは間違えようがない事実だし」

「例によって収まりきらなくなったものを置いてるのかも……」

　桑田と尾田もそこそこ経験値を積んでいるので、和家の趣味に揃そろって呆あきれたようなため息を吐ついた。

　和邸ていに和家のものがある、それ自体には俺も納なつ得とくしたが、ただ何となくひっかかりを覚えたのだ。でも結局その違い和わ感かんの正体は摑めなかった。

「……花か。彼女にはどんな植物はなが咲くんだろう？」

　そして、尾田がバラの花に視線を注いで、ふとそんな呟きを落とす。

　仮に咲いても、尾田にその植物は見えないというのに。

「きっと、小さくて可愛かわいい花よ」

　そんな尾田の問いに答えたのは、桑田だった。首を傾かしげて、自信ありげにそう言う。

　植物が咲くことを疑っていない、そんな表情だった。それを見て、まだ羽黒の願いは疎おろか、その植物の姿さえ想像できない俺は、曖あい昧まいに頷き返すしかなかった。

「もしも、彼女の植物がちゃんと咲いたら、どんな花に似ているか教えてよ」

　でも、尾田から真しん摯しな眼まな差ざしと声を向けられて、

「尾田、もう羽黒のこと、怒おこってないのか？」

　思わず俺はそう訊きいていた。

　突とつ然ぜんの問いに尾田は軽く目を見開いて、それから、答えがそこにあるというようにまた胸の辺りに触ふれた。

「……うん、多分」

　手を胸に置いたまま、尾田は肯こう定ていした。

「どうして？」

「疑うことをやめたら、ちょっとは見えた、ってことかな？」

　続けて桑田が問えば、苦く笑しよう混じりに肩かたを竦すくめてみせる。それは、羽黒とは違い、自然に見える仕草だった。

「何が、見えた？」

　半分は好こう奇き心しん、もう半分は何らかの「答え」に近付いている尾田への焦あせりが、俺に尋たずねさせたのだろう。

「知りたい？」

「もったいぶるような、大発見か？」

　軽く睨にらむようにすれば、尾田はすぐに口を開いた。

「一生懸けん命めいな、背中」

　答えは短かった。そして、俺にとっては新しい情報でもない。さっきから再三尾田はその台詞せりふを呟つぶやいていたから。

「一生懸命……そうね」

　桑田は納得したように、繰くり返し、それから俺の顔を見た。

「確かにそうだ」

　俺もそれを否定する気はないから、頷うなずき返す。でも、それが尾田の怒いかりを解いた理由まではわからない。

「だから、確かめたくなったんだ、僕も」

「確かめる？　何を？」

　さっきから聞いてばかりだと思いながらも、俺は尾田の顔を見た。静かな、でも内側に強い意志が窺える顔。

「……いままで一生懸命だったのは本当なのか。本当は何のために一生懸命なのか。僕が本気で一生懸命勝負に挑いどんだら、やっぱり一生懸命が返ってくるのか」

　尾田は一気に、でも言葉を誤ることなくそう言って、俺と桑田の顔を交こう互ごに見た。

「それを確かめるって決めたら、怒りはとりあえず保留になったってわけ」

　最後にほんの少しだけおどけてみせたが、尾田が真しん剣けんなことはもう俺にも桑田にもわかっていた。

「だから、じゃんけんの方は手加減なしか」

　それが、尾田の決めたやり方、なのだろう。

「そういうこと。あと、彩波さんのことをワカナさんにも頼たのまれたことだしね」

　そういう尾田は、なんだか頼もしくて、俺はすっかり自分の株を奪うばわれたような気持ちになった。でも、不思議と不ふ愉ゆ快かいさはなくて、

「わかった。だったら俺は、尾田の勝負をしっかりと見届ける」

　俺は唇くちびるの端はしで、笑ってみせた。

「うん。僕はなるべくたくさんの部屋を開けられるように考えるから、多加良は一生懸命〝参の間〟の手がかりを探してよ」

　すると、尾田も笑い返し、俺は勢いで頷きそうになった。

「あ、ら？　そこは秋庭君まかせなの？」

　が、からかうような桑田の声に我に返り、首の動きを途と中ちゆうで止めた。

「そうだよなあ、尾田。どうせなら両方頑がん張ばってくれ」

　そして、ちょっと桑田に便乗してみる。

「そこは、分業制ってことでひとつ」

　でも、結局尾田のちゃっかりには敵かなわなかった。




　そんなこんなで２１５号室までを調べ終えたが──途中、鈴木の写真が部屋の至るところに飾かざられている、という世にも恐おそろしく、悪あく趣しゆ味みな部屋に遭そう遇ぐうし、俺達は一日も早くその部屋の存在を忘れることを互たがいに誓ちかい合った──やはり目につくのは和家蒐しゆう集しゆうの奇き妙みような美術品ばかりで、肝かん心じんの〝参の間〟の手がかりは見つからなかった。

　凜音の「音」発言を思い出して、何か音がするような仕し掛かけでもないかと目を配ってみたが、それでも何もなく、２１５号室を出たとき、俺達の肩は多少落ちていたと思う。

　そして、その結果を伝えるべく、二階の廊ろう下かに羽黒の姿を探せば、羽黒は窓まど際ぎわでまた空を見上げていた。

　つられるように俺も外に目をやれば、真っ黒だった空は群ぐん青じようにまで薄うすまっていた。だが、まだ星の瞬またたきは残っていて、夜明けには届いていない。

　そんな空を羽黒は仮面をつけたまま、黙だまって見上げていた。

　半分以上仮面で覆おおわれた横顔。白く細い顎あごと首。

　一人佇たたずむその姿は、なんだか、ひどく寂さびしそうに見えた。声を掛かけようかと思い、でも話題が無いことに気付いて、一いつ瞬しゆん躊躇ためらう。

「どうだったんだ？」

　そして、その一いつ拍ぱくに凜音の言葉が入り込んで、俺はまたも機会を逸いつした。なんか、呪のろいとかいう非科学的な物にでもやられている気分だ。

「〝参の間〟も、手がかりも見つからなかった」

「またか？　お前達は普ふ通つうだからな。見落としているんじゃないか？　ああそうだ、こいつらが見落としていた場合はどうするんだ？　初めからやり直しなんてことはごめん被こうむるぞ」

　俺が正直に答えれば、凜音は続け様に疑ぎ惑わくと疑問をワカナにぶつけた。

「その場合は……」

　だが、ワカナはその問いに答えあぐねて、意見を求めるように俺を見た。

「見落としてなんかいない。俺達の調べ方は確かにお前達と違ちがうだろうけどな、どっちも人間が調べてるんだから同じだろ」

　俺達への明らかな言いがかりに、俺は少々腹を立てながら応じる。

「人間？　それは違う。我々はお前達普通の人間には見えぬ物を見、聞こえぬ音を聞き、感じぬ物を感じる、そういう存在を特別と言いはしても」

「同じ人間とは言いません」

　俺には大おお袈げ裟さに聞こえることを、凜音と──その後を引き取った羽黒はきっぱりと言い切った。いつの間にか空を見るのを止やめ、凜音の傍かたわらに立ち、いまは俺を見ている。

　自分と他人の間にわざわざ線を引くようなもの言いに俺は反発を覚えずにはいられない。

「そんなのは、ちょっと器用なのと変わらないだろ」

　その能力の存在自体を疑うつもりは俺にはもう無い。けれど変に特別扱あつかいするのはおかしいと俺は思う。それに、羽黒も少し前に自分自身で人間だと言い切ったはずだ。

「……ちょっと器用、ですか。もしわたしを基準にそうおっしゃっているなら考えを改めた方がいいですよ。わたしは一族の中では不器用で、姉とは比べものになりませんから」

　けれど、返された羽黒の声には微かすかだが自じ嘲ちようの響ひびきがあって、俺は自分が羽黒を傷つけた気がした。

「そういう意味じゃないけど、気を悪くしたなら謝る。ごめん」

　頭を下げれば、羽黒の両手が視界に入って、俺はその拳こぶしが握にぎられた形からとけるのをみた。

「べつに、謝られる覚えはありません」

　それは、俺の知っている羽黒より硬かたい言い方だったけれど、すぐに相手を許してしまうところは同じだった。

「羽黒……」

「とにかく、本当に見落としはないんですね？」

　だが、そのことに触ふれようとする前に、まるでそれを察知したがごとく、羽黒は話題を元に戻もどした。

「ああ」

　でも、なぜか羽黒がそうするのに納なつ得とくして、俺は頷うなずきを返す。

「信じるのか、花南？　怪あやしい話だと思わないか？」

　せっかく俺と羽黒で話をまとめかけたのに、凜音がそれを混ぜ返そうとする。凜音の声の大きさに耳は慣れたが、いちいち人を疑うような台詞せりふには、どうにも苛いら々いらさせられる。

「怪しいっていったら、そっちこそもう見つけているのに隠かくしたりしていないだろうな」

　この様子では、黒くろ猫ねこ達は本当に〝かのう様〟を手にしていなそうだが、そう思いつつ俺は凜音に嚙かみついていた。そろそろかのうが茶々を入れに来そうな頃ころなのに、未いまだその気配はない、そんな不安からかもしれなかった。

「なんだと？　我々は目当ての物を手に入れたらさっさと立ち去るに決まっている！」

　それに凜音が言い返せば、また睨にらみ合いが始まる。

「ここまで、僕達は真しん剣けんにゲームをやってきました。少なくとも双そう方ほう不正はしていません。その上で、まだ〝参の間〟は見つからない」

「そして、ゲームは終わってみるまでわからないわ」

　堂々巡めぐりの言い合いに発展しそうになったところで、すかさず助け船を出してくれたのは尾田と桑田だった。

「そうです。とにかく早くこの勝負を終わらせましょう、姉様」

　そして、凜音を羽黒がなだめて、俺がその場から離はなれれば、

「では、三階の部屋をすべて検あらためても何も出なかったら、その時にどうするか話し合うということで、よろしいですね」

　審しん判ぱんのワカナが最後にそう取りなして、凜音も渋しぶ々しぶとだがそれを受け入れた。

　そうして俺達はひとまずゲームの場を三階に移すことにした。




　二階から三階に続く階段が、一階から二階に行くよりも少し長く感じられたのは、多分、それなりに疲つかれが溜たまってきているからだろう。

「腹減った……」

　呟つぶやきと共にさっき桑田に貰もらった飴あめを口に入れるが、燃料切れは時間の問題だ。とりあえず省エネを図って、階段はゆっくり上ってみる。

　が、その脇わきを羽黒が物もの凄すごい勢いで駆かけ上がっていく。

「花南、体力の温存も……無む駄だか」

　後ろから凜音が声を送ったが既すでに羽黒には届かない。

「……じゃあ、僕も先に行く」

　そして、それを見た尾田も階段を上るペースを上げて、先に立つ。

「尾田君も、本当に一生懸けん命めいね」

「ああ、俺も負けてられない」

　俺はぐっと拳に力を入れた。自分の手を見て、ついでにさっき見た羽黒の手を思い出す。

　怒いかりの解けていく拳を。それは、仮面をつけていても羽黒は羽黒だということを見たような気分で。つまり俺の知っている羽黒だった。

　でも、まだ、わからないのだ。それだけで、羽黒のことをわかったとは思えない。

　だから、俺はひとまず省エネモードを止めて、

「追いかけるか」

　宣言と共に、階段を一段抜ぬかして上がった。

「了りよう解かい」

　桑田の短い声を背に受けて、俺達もまた階段を駆け上がったのだった。

　そうして、上りきってみれば、先に着いた尾田と羽黒は、二人して肩かたで息をしていた。

「ちょっと、鍛きたえた方がいいかもな？」

「……そう、だね。最近腹筋は始めたんだけど、まだ効果は出ないみたい、だ」

　尾田の肩に手を置きながら俺が言えば、苦しい息の中から素す直なおな答えが返ってきた。

「鍛たん錬れんが足りないな」

　少し離れた場所で、羽黒も凜音に同じようなことを言われている。

「お二人とも、よろしいですか？」

　そんな二名に、準備はいいかとワカナから声がかかる。

「はい、大だい丈じよう夫ぶ、です」

　その割に声が掠かすれていたが、羽黒は一歩前へと踏ふみ出して、それに応じて尾田も前へ出る。

「一生懸命だね。でも、そんなに一生懸命で疲れない？」

　そして、向かい合うと同時に、羽黒に問いかける。

「……疲れません。それに、他で劣おとる人間は一生懸命やるしかないと思いませんか？」

　静かな尾田の声に返ってきたのは、同じように静かな声。でも、息切れだけが理由でなく、その声にはさっきよりも感情が宿っているような気がした。

「そうだね。僕もそう思ってた。そうやって自分に一生懸命に噓うそをついて、すごく疲れた」

　それに呼応するように、尾田が内心を吐と露ろする。でも、羽黒を見つめる眼まな差ざしはあくまで穏おだやかだった。

「わたしは、自分に噓なんてついていませんし、それでもわたしは疲れません。噓つき、ですから」

　またも、羽黒は自分を噓つきと称しようして、反論する。でも、それはまるで自分と他人の間に線を引いているようだと、今いま更さらながら思う。

「だったら……どうして自分の教室くらすではいつも一人だったの？」

　じゃんけんを始めずに、尾田は更に問いを続けた。なぜ、いまそれを問うのかは俺達にもわからなかった。

「いま、学校のことは関係ないと思いますが」

　だから、素直に質問に答えていた羽黒もそこで躊ちゆう躇ちよし、軽く首を傾かしげた。

「これ以上、対象が増えると疲れてしまうと思ったんじゃない。無意識にでも」

　にもかかわらず、尾田は今度は問いの代わりに推論を向ける。

「対象？　なんの、ですか？」

　羽黒の声に戸と惑まどいが混ざる。でもそれも無理はないと思う。俺にだって尾田の思惑おもわくはまだわからないのだから。

「一生懸命、噓をつく対象。それでもって、いつか別れる対象」

「面めん倒どうだった、だけです」

「そう。じゃあ、僕達といるのも面倒だった？」

「それは、作戦の一部でしたから」

　次々と発せられる尾田の言葉に、押されるようにしながら、それでも羽黒は退かない。

「作戦か……でも、やっぱり、一生懸命だったよね。だって、いつも生徒会室に向かう時は走ってた」

　けれど、尾田のその指し摘てきに、一いつ瞬しゆん羽黒の肩はびくりと震ふるえて跳はねた。

　尾田と羽黒の教室は、生徒会室に来るには少し不便な位置にあって、だから遅おくれないように羽黒が走るのは、当たり前のように思えた。

　でも、まるで隠かくしていた秘密を知られたような反応を羽黒は見せ、そして、ぐっ、と羽黒は仮面を顔に押しつける。その内側へ更に何かを隠すように。

「いまだって、わたしは走りましたよ。そんなことに、何の意味もないんです」

　その上、言葉で覆おおいをかけて、ようやく羽黒は自分を持ち直したように、俺には見えた。

「……心理戦だよ」

　そこで、尾田は何事もなかったかのようにそんなことを言って、羽黒を見み詰つめた。

「そう、ですか」

　そんなわけが無いのに、羽黒はそれで納なつ得とくしてみせる。多分、それ以上尾田に踏み込まれないように。

　羽黒が引いた線の内側に、入ってこられないように。

「花南、のせられるな。我々は、一族のために、神を持ち帰ることだけを考えていればいいんだ」

　その羽黒の背中に、凜音は今になって忠告を送る。

「……そう、ですね。みんなの為ためにわたし達は手に入れなければいけない」

　凜音の言葉を羽黒は繰くり返した。「みんなの為」その一言にだけ、力を込こめて、真まっ直すぐに尾田を見る。

「早く、じゃんけんを始めましょう。わたしは今度はチョキを出します」

　そして、さっきまでと同じように宣言をして、

「わかった、チョキだね」

「……でも、もしかしたらグーを出すかもしれません」

　けれど、尾田が了解した直後に、更にそういった。

「これは、ダブル噓つきじゃんけん、とでも言えばいいのかしら？」

　本人茶化したつもりはないのだろうが、桑田のネーミングは、正直微び妙みようだった。

　だが、いま問題なのはネーミングよりも、羽黒の作戦に若じやつ干かんの変へん更こうが加わったことだ。

「なるほど、心理戦には心理戦ってことか」

　しかし、尾田は落ち着いていて、一人納得して頷うなずいている。

「そうです……このゲームは噓つきが勝つんです」

「うん。繰り返さなくてもわかってる」

　羽黒がまた繰り返して、線を引けば尾田はその内側に踏ふみ込もうとはしなかった。ただ、その手はジャケットのポケットを忙いそがしく出入りして、次の勝負を考えている。

「それ、尾田さんの考え事をする時の癖くせですね」

「え……あ、あ」

　無意識の癖を指摘されて、尾田は一瞬焦あせりをみせた。

「じゃんけん、ほい」

　羽黒はその焦りを見み逃のがさず、かけ声を発した。尾田が何も考えられずに手を出したとしても仕方がなかった。だから、多分、ポケットの中に入っていたそのままの形だったのだろう。

　尾田の手はグー。対して、羽黒の手はチョキだった。

「ええと、策士策に溺おぼれる？」

　悪気は無いと思うが、勝敗が決した瞬間、尾田はそう呟つぶやいた。

　数秒、チョキの形で静止していた羽黒の手は、その台詞せりふを受けるやいなや、背中へと隠された。

　あまりに羽黒らしい行動に──俺の隣となりで二人を見詰めていた桑田の喉のどがひゅうっという奇き妙みような音を立てた。込み上げる笑いを飲み込もうと苦心した結果らしい。次いで、歪ゆがむ口元を隠すために俯うつむく。

　凜音は、もう呆あきれて言葉も出ないのか、仮面の額を押さえてそのまま動かない。

「なんだかな……」

　俺も、自然に呟きを落としていた。なんだか、肩かたに入っていた変な力がその瞬間抜ぬけたような気がした。

「……早く、部屋に入ったらどうですか？」

　そんな中、たった一人冷静を貫つらぬいていたワカナに促うながされて、俺達は従うことにした。

「そ、そうね。花南ちゃんもいたたまれ、ないだ、ろうし」

　桑田の言う通り、それがいま最善の策に思われたからだが……ちょっと、桑田笑いすぎだろう？




「あ、危あやうく呼吸困難に陥おちいるところだった」

　３０１号室のドアが完全に閉じると、尾田は肺から全部の空気を吐はき出すような息をついた。

　どうやら、尾田は尾田であの真しん剣けんな空気を守るために苦心していたらしい。

「途と中ちゆうまでは、ダブル噓うそつき、うまくいっていたのに、ね」

　桑田の方は先に笑いの発ほつ作さを鎮しずめたようで、羽黒に同情的な意見を寄せる。

「俺達にはラッキーだったけど、もう、あんまり笑うなよ」

　本人がこの場にいないとはいえ、さすがに憐あわれになって、肩を震ふるわせてその場にうずくまって笑い声を抑おさえている、尾田に声をかける。

「あ、あと一分」

　だが、寝ね起おきのような言い訳をして、尾田は立ち上がらない。

「仕方ないな。桑田、とにかく俺達だけで始めよう」

「ええ、そうね」

　尾田はもう放っておいて、俺と桑田は部屋を調べ始めた。ベッドの下、机の下、天てん井じようまで、何か手がかりはないかと探す。

　しかし、例によって見つかったのは、

「林檎りんごと熊くまの置物か？」

　熊の置物といえば、鮭さけを咥くわえているのがスタンダードだが、この熊は林檎をかじっていた。しかも、そのかじり方が微妙にさわやか路線を狙ねらっているように見えるのは、作者の明確な意図によるものか。

「多分、この手の物は全室にあると見ていいわね」

　桑田が確信を持って言うのに、間ま違ちがいはないだろう。しかし、これが〝参の間〟への手がかりというのは考えにくい。それでも、念のために持ち上げて振ふってみたが、鳴き声一つしなかった。

「他ほかの共通点としては、全部果物くだものとかとセットの作り……」

　これまで見た物を頭の中で再現してみたが、それもやはり〝参の間〟とは結びつかなかった。

「どうも引っかかるのは、変な物だからか？」

「可能性としては、そっちの方が高いんじゃない？」

　やっと、笑いの発作から復活した尾田が、一転して真顔で言ってくるのが、俺としてはおかしかったが、ここで俺が笑うと多分すねるので、今度は俺が笑いを嚙かみ殺す。

「でも、三階まできて収しゆう穫かく無しって、さすがに焦るわね」

　こぼれる髪かみを耳にかけながら、桑田はそう言って俺を見た。

「そうだな。何も見落としていないとは思うが……」

　叶野学園のように、学校のエンブレムが至るところに刻印されているのも問題だが、いまは少しでもわかりやすい手がかりが欲しいと、つい思ってしまう。

「和家のやることだから、どこか遊んでそうだけれど」

「うーん、あり得うる」

　桑田の台詞に、尾田は苦く笑しよう混じりに頷いた。

「確かに、学園のダストシュートの仕し掛かけといういい例もあるしな」

　俺が時たま使わせてもらっているダストシュートは便利だが、遊び感覚で設置されたとしか思えない代しろ物ものだ。

「でも、とりあえずダストシュートは橡館にはないみたいだよ」

　それを報告すると、尾田は小さくため息を吐ついた。

「とにかく、まだ十四部屋あるからな。ここはひとまず無し、ってことで次に行くか」

「とりあえず、賛成」

「私も、賛成」

　こうして俺達は３０２号室に移ることを決めた。

　が、続く３０２号室も成果はゼロ。俺達は黙だまって、３０３号室へと移動した。

　３０３号室は、いわゆるアジアンテイストでまとめられた部屋だった。部屋作りの一いつ環かんか、お香こうの匂においが狭せまい部屋に充じゆう満まんしていた。

「ちょっと、独特の匂いがするわね」

　この種類の香かおりは苦手なのか、桑田は鼻から下を手で覆おおう。

「確かに、長時間いたら匂いが移りそうだ」

　桑田ほどではないにしろ、俺もあまり好きな匂いではない。

「この部屋は、いままでの部屋に比べると、物が多いね」

「……変な物がな」

　確かに、尾田の台詞せりふに思わず補足してしまうほど、妙みような物に溢あふれた部屋だった。

「この仏像とかもアジアンテイスト、なのかな？」

　それ故に〝参の間〟から一いつ瞬しゆん気が逸それてしまうのもわかる気はしたが、

「尾田、遊ぶのは調べ終わってからだ」

　俺はそう言って、尾田を促うながした。

「ああ、うん。ごめん」

　そして、〝参の間〟探しに集中し始めたのだが、どうにも邪じや魔まな物が多くて、苦労する。無む秩ちつ序じよに床ゆかに置かれた仏像もさることながら、壁かべにも色々な物がレイアウトされていて、いちいち外しては元に戻もどさなければならないのが、面めん倒どうだった。

　だが、そこにふいに、仮面を見つけて、俺は思わず手に取っていた。ぎょろりと大きな目玉に耳まで裂さけた大きな口の仮面は、恐おそろしくもあり、それでいてどこか愛あい嬌きようがある。

　羽黒の着けている黒くろ猫ねこの仮面とは随ずい分ぶん違っていたが、俺はそれを自分の顔に押し当てていた。

　途と端たん、視界は狭せばまり、閉へい塞そく感かんに襲おそわれる。だが、それを無視して周りを見回してみる。部屋がそう広くないことはわかっているのに、桑田が俺の視界に入るまでに随分と時間がかかった気がした。

「秋庭君？」

　俺のそんな行動を見み咎とがめて、桑田から声がかかる。

「何してるの、多加良。人には遊ぶなって言ったくせに」

　続いて尾田の声がした。声がした方向はすぐにわかったけれど、やはり尾田の姿が見えるまでには時間がかかった。

「おー、尾田。ちょっとな、羽黒にはどういう風に物が見えるのか気になって、な」

　俺が弁解をすれば、尾田は一応納なつ得とくしたという風に頷うなずいた。

「それで、どんな発見があったのかしら？」

　そう尋たずねながら桑田は尾田の隣となりに立ち、ようやく俺は二人の姿を同時に見ることが出来る。

「……うん。むこうの仮面はまあ、それなりに工夫されているんだろうけど、これを着けたまま動くっていうのはかなり不便だ」

　率直な感想を述べれば、二人は揃そろって頷いた。

「それに、すごく息苦しい」

　言いながら、俺は仮面を外した。

　その途端、視界が開けて、今度は自分がすごく自由になった気がした。ほんの数十秒しか着けていなかったというのに。

　俺は不思議な思いで、手の中の仮面を見つめた。

「……こんなに不自由なのに、それでも羽黒は仮面を大事にする。なんでだろう、な」

　着けてみれば、少しは羽黒の気持ちがわかるかと期待したのだが、残念ながら却かえってわからなくなった気がする。

　外したくなる気持ちなら、いくらでも理解を示せたと思うが。

「それは、もう少し考えてみるしかないんじゃない？」

「それか、本人にもう一度、聞くしかないわね」

「……そうだな」

　尾田も桑田も、答えを示してはくれなかった。でも、俺はそれでいいと思った。自分でそれが理解出来なければ意味がない、そう思ったから。

「それにしても、この香り。もう限界だわ。ちょっと、窓開けるわね」

　桑田はそう言うとそのまま窓辺へ向かい、窓を開け放った。

　すると、春の靄もやのかかったような、独特な空気が部屋の中に滑すべり込んでくる。だが、余程この香りに辟へき易えきとしていたのか、桑田はそれでは満足せずに、窓の外に身を乗りだして、空気を吸い込む。

「ああ、生き返るわ。……あら、この建物の周りの木って橡くぬぎだったのね」

「クヌギ？　ってことはどんぐりが落ちているのか？」

「どんぐりが落ちるのは秋だと思うけど？　でも明るくなってから探せば少しは見つかるかもしれないわね」

「そういえば、この建物は〝橡館つるばみ〟だったか」

　俺が一人納得していると、尾田と桑田は揃ってきょとんと首を傾かしげている。

「ええと、だな。ツルバミっていう読み方は馴な染じみがないけど、クヌギの古い呼び方で、漢字だと橡と同じ字を書くんだ。だからいまも、どんぐりを使った茶色い染め物はつるばみって呼ばれてる」

『なるほど！』

　尾田と桑田は狙ねらったように同じタイミングで手を打った。

「まあ……だからどうってことも無いけど」

　基本的に褒ほめられることは大好きだが、あまりに真まっ直すぐな称しよう賛さんは少々照れくさくて、俺はそんな風に話を切った。

「……ん？　いや、待てよ」

　だが、ふいに俺の頭をある考えがよぎる。

「もしかしたら、手がかりは家か紋もんとかじゃなくて、意外と〝橡〟に関係した物とか？」

　あまり期待はせずに俺は、桑田と尾田の顔を交こう互ごに見た。

「う……ん。無いとは言い切れないわね」

「でも、記き憶おくにある限りでは、今までの部屋には〝橡〟関係のものはなかった」

「ああ。だから、まだこれから探しても間に合うはずだ。次からは〝橡〟も気にしながら探してみよう」

　意外と賛成寄りの意見が得られたので、俺は二人にそう告げた。

「そうね、了りよう解かい。でも、それでも今までの部屋にひっかからないのよね」

「ここまで来ると、意外に、最後の部屋かもしれないよ？」

　尾田は自分でそう言って、重いため息を吐ついた。

「だったら、尾田君にはじゃんけんに勝ち続けて貰もらわないと」

　尾田が示した可能性に、桑田は簡単なことのように言ってみせたが、口で言う程容易なはずがない。当然尾田は困った顔で応じた。

「勝ち続けるのはさすがに、無理」

　そして、あっさりと不可能宣言をする。でも、俯うつむいたりはせず、真っ直ぐに桑田と俺を見て自分の言葉を伝える。

「彼女も、一生懸けん命めいだから、その裏をかくのに僕も一生懸命頭を使ってる。ちゃんと、一生懸命が返ってきたから、だから……勝ち続けるのは難しいし、やっぱりこの勝負はしんどい。それは羽黒さんも同じだと思うけど、ね」

「そうね。花南ちゃん、一生懸命だものね。ごめんなさい」

　尾田の言葉を聞いて、桑田が詫わびれば、尾田は軽く首を振ふって、謝罪を受け入れる。

　多分、以前の尾田ならば、限界まで無理をして逆に弱音を吐かなかっただろう。でも、そうやって自分の弱さをさらせるようになって、尾田は逆に少しずつ強くなっているのかもしれないと、ふと思う。

「ねえ、多加良。噓うそを吐くってしんどいよ」

「ああ」

　改めて、尾田に水を向けられて、俺は一つ頷うなずいた。確かに噓も方便と考える時もある。でも、一つ噓を吐いたら、それを補う為ための噓をもう十個は考えておかなければならない。噓を吐くというのは、物もの凄すごく割に合わないことだ。消費者金きん融ゆうの利率並みに。

「噓を吐いても何も感じない人間もいるけど、多分、羽黒さんは違ちがうと思う。僕は……願いの植物はなはそんな人間には咲さかないと思うんだ」

　その原石たねを人々に蒔まく、約一名は噓などいとわないが、でも俺は尾田の言葉を否定しようと思わなかった。それは、尾田が考えた、懸命に考えた過程だから。

「だから、いままでもたとえ噓を吐いていたとしても、羽黒さんが一生懸命だったことまで噓だとは、思わない。とりあえず僕はそう決めた」

　さっきの問いに、尾田はもう答えを出したらしい。ちゃんと羽黒と向きあうことで。それで、こんなに強い目で俺に語ってみせたのだ。

「そうか」

　また少し、置いていかれたような気がしたけれど、俺は尾田の言葉を受け入れることが出来た。

「後は、俺だけか」

　自然に口からこぼれた呟つぶやきに、尾田は少しだけ意地悪に唇くちびるを持ち上げて笑った。

「そう、多加良だけ。だから、僕は多少憎にくまれ役になってもいいから、多加良は……羽黒さんの植物はなを摘つんで」

　もう一度、俺に羽黒の植物を摘めと、そう言う尾田の顔は、迷いの吹ふっ切れた、少しだけ不敵な、でもいつもの尾田の表情だった。

「ああ、わかった」

　だから、俺が返す答えはそれしかなかった。




「どうだった？」

　３０３号室を出ると、一段と不ふ機き嫌げんさを増した凜音に低く声をかけられた。

「三部屋とも違うようだ」

　声がした方に顔を向ければ、凜音は３０５号室の近くにいて、俺は少々不ふ審しんを抱いだいてワカナを見る。

「黒くろ猫ねこは部屋の中には入っていません。ですが、ギリギリまで扉とびらに近付いて、何か探さぐっているようでした」

　そうすれば、ワカナは小声で教えてくれた。その顔にも凜音の行動への疑念は表れていたが、ドアに触ふれたのでなければ、ルール違い反はんを勧かん告こくすることも出来なかったのだろう。

「扉は開けていない」

　ワカナの声は随ずい分ぶん小さくて、俺の近くにいた尾田と桑田にも届いた様子はないのに、凜音はそれが聞こえたかのように俺達に言葉を向けた。

「……というか、開けようとした凜音を花南、さんが止めました」

「羽黒が？」

「ええ」

　ワカナは羽黒の名前を呼び捨てにしかけて、それでも敬けい称しようをとってつけた。

「まだ、勝負がついていないなどと、本当に甘いことを言うようになった。帰ったら、一から鍛きたえ直しだ」

　更さらにワカナは声を潜ひそめたというのに、凜音は俺達の会話がそれでも聞こえたような素そ振ぶりを見せながら、顔と言葉は羽黒に向けた。

「……はい」

　そして、羽黒は俯きながらも、従順に凜音に答える。

「そうか。花南ちゃんはもし、〝かのう様〟を手に入れたら、帰る、のよね」

　凜音の言葉を聞いた桑田が、いま気付いたみたいにそう言った。それは、俺も同じだった。

　この勝負に俺達が勝っても負けても、羽黒は叶野市を去って、帰る──本当にいま、それに気付いて、俺は思いがけず大きな衝しよう撃げきを受けていた。

「羽黒は、叶野市からいなくなるのか……」

　なぜか、ずっと羽黒はこの町にいると思っていた自分に気付いて、俺は驚おどろいた。それ程に、羽黒はこの町に馴な染じんでいたのだろうか。

　だから、忘れろと、そう言ったのだろうか。ふいに、そんな考えが頭を掠かすめて、俺は羽黒を見た。

　その胸には、ぎざぎざの葉が繁しげって、細い茎くきが伸のびて、蕾つぼみをつけた植物がある。

　俺が摘むべき、花を咲かせて摘まなければならない、植物。

「もし、そうだとしても、多加良のやることは決まってる」

　俺の視線がどこに定められているか、それを見み極きわめた上で、尾田は断言してくれた。

「ああ、そうだな。俺は羽黒の植物を摘む」

　それだけは最初から決めていた。迷っていても、答えが何一つ無くても。

　そして、俺の返事に満足した尾田は、俺の肩かたを軽く叩たたいて、そのまま羽黒のところまで歩いていく。

「……尾田、ちょっとかっこつけすぎだ」

「そうね」

　俺が文句をつければ、桑田は同意してくれたけど、その肩が小さく震ふるえている理由については後でじっくり聞かせて貰もらうとしよう。でも、いまは尾田と羽黒の勝負だ。

「準備はいい？　ゲームの続きをしよう」

「大だい丈じよう夫ぶです。もう、負けません」

　あくまで静かな尾田の声に対して、羽黒の声は低く重かった。その背中に向けられている凜音のプレッシャーを思えば無理もない。

「次は何を？」

「わたしは……」

「花南！」

　尾田の問いに、いままで通り羽黒が答えようとした時だった。凜音から鋭するどい声が飛び、羽黒は、呼吸と同時に声を止めた。

「どうしたの？」

　凜音は無視して、尾田は目の前の羽黒にだけ尋たずねる。

「作戦変へん更こうです。もう、わたしの手は内ない緒しよです」

　仮面に手をやりながら、羽黒は淡たん々たんとそう告げた。でも、それが凜音に命じられたことだというのは、わかりきっていた。

「そう。わかった」

　けれど、尾田もまたあっさりとそれを受け入れる。

「じゃあ、僕は何を出したらいい？」

　代わりに、尾田は今日の天気を聞くみたいに、さらりと羽黒に訊きいた。

「な、にを？」

　羽黒の戸と惑まどいは、仮面越ごしでも十分俺に伝わった。

「……困っているわね、花南ちゃん」

　もちろん、俺の隣となりの桑田にも。

「また、心理戦ですか？」

　そうして、数秒後に羽黒は問い返した。

「君はどう思う？」

　尾田は、本人の前ではまだ名前で呼んでやらない。多分、憎にくまれ役を買って出るようなつもりで。

　そんな風に言っても、穏おだやかすぎるその表情がすべてを裏切っていることに気付いていないのだろうか。

「僕は、君と違ちがって仮面が無くても、ちゃんと噓うそがつけるけど？」

　そして、さらに羽黒の心を揺ゆさぶろうとする。そうすることで、羽黒の噓が、その身を覆おおう噓が剝はがれてしまうように、と。

「……では、チョキを出してください」

「わかった、いいよ」

『じゃんけんほい』

　出された手はチョキとパー。

　また、一枚、噓が剝がれて、羽黒は負けて、尾田は勝った。

「また、引っかかってしまいました」

　自じ嘲ちようする羽黒の声は、暗く、

「うん。でも、今度は僕も君も噓を吐つかなかった。これが、本当の真しん剣けん勝負だ」

　答える尾田の声は、静かだった。多分、本当に尾田が一番望んだ形の、一生懸けん命めいな勝負、だったからだろう。

　だから、見ている俺達の気持ちもひどく静かに凪ないでいた。

　だが、しかし、この羽黒の負けを笑って見過ごせない人間がこの場に一人だけいた。

「……何を、やっている。本当にお前は羽黒家の人間か？」

　ひどくきつい言葉を、浴びせかけられて、羽黒は身を縮こまらせた。

「さっきから、生なま温ぬるいことばかりやって、お前には本当に一族を想おもう気持ちがあるのか？」

「申し訳……」

「それとも、こいつらがお前を役立たずに変えたか!!」

「違っ……」

　弁解の為ために羽黒は慌てて半身を翻ひるがえした。

　その時にはもう、凜音は拳こぶしを振ふり上げていて、羽黒がそれをかわすのは無理だった。

　だけど、羽黒の身体からだを突つき飛ばすようにして、凜音の前に立ちはだかる人ひと影かげがあって。

　なんの手加減もない凜音の拳は、その人影──尾田の顔を直ちよく撃げきした。

　その衝しよう撃げきに尾田は体ごと持っていかれ、床ゆかを滑すべっていく。まるで、軽い荷物のように転がって、廊ろう下かの終わり、ギリギリ階段の手前の壁かべで止まった。

　しかし、壁に額を強く打ち付ける。額から血が流れ始める。

　右の目で早回しを、左の目でスローモーションを見ているようで、俺は、何が起こったのか一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

「尾田君っ！」

「っ！　尾田っ！」

　桑田の声ですぐさま我に返ると、俺は尾田の許もとへ駆かけ寄った。

　でも、俺は一足遅おそかった。その時には、誰だれよりも先に羽黒が尾田の許にたどり着いていた。

「尾田さん、尾田さん、尾田さん」

　その傍かたわらにしゃがみ込んで、一心不乱に尾田の名前を呼んで、着ている物の中を探さぐってようやく見つけ出したハンカチを、ぱっくりと開いた傷口に押し当てる。

「尾田、大だい丈じよう夫ぶか？」

　羽黒の慌あわて振ぶりに、俺は一気に冷静になって、近くにかがみ込むと、意識の有う無むを確かめる。

「う……痛た」

「尾田さんっ！」

　応答があったことに、羽黒は声を上げて喜ぶ。

「尾田、痛みだけか？　吐き気は？」

「ん……ちょっと、くらくらする」

　羽黒のハンカチの隙すき間まから俺の顔を見て、尾田は言った。焦しよう点てんも合っているようだ。

「そうか。桑田っ！　医者か救急車を頼たのむ」

　凜音を牽けん制せいしながらも、青ざめてこちらの様子を窺うかがっていた桑田に一声かければ、桑田は脇わき目めもふらずに駆け出した。

　尾田の額を押さえているハンカチはどんどん血を吸っている。頭の傷は出血が多いものだという知識があっても不安は不安だ。

「尾田さん、大丈夫です、か？」

　嗚お咽えつ混じりの羽黒の問いに、

「大丈夫だ。意識はあるし、焦点も合っている。医者は念のためだ」

「……ってことだから、大丈夫」

　言いながら、尾田は無理矢理に笑ってみせる。

「あ、痛たた」

「頰ほおの内側なかも切れているのか？　……腫はれるぞ、これは」

「うー、初体験、だ」

　茶化そうとして、尾田はまた痛みに顔を歪ゆがめた。思い切り凜音の拳を受けた左頰は既すでに右の倍以上になっている。

「かっこつけるからだ」

　だが、いまは冗じよう談だんめかそうとする尾田に付き合ってやる。会話することで、医者が来るまでどうにか意識を保っていて貰もらうためだ。

　それと、もう一つ。

　尾田の額を押さえるその手が、肩かたが震ふるえている、羽黒の為に。

　俺の視界の一番端はしで、ワカナに留とどめられている凜音は──後回しだ。

「どうし、て。どうして、わたしなんかを、庇かばうんですかっ？」

「んん？　ええかっこしい？　その割に、まあ弱すぎて却かえって、アレだけど」

　羽黒の問いに、尾田は自じ嘲ちようするようにそう言った。

「十分、格好はついたと思う」

　だから、俺は褒ほめてやる。けれど、羽黒はそれでは納なつ得とくしない。

「尾田さんが、わたしなんかの為に、殴なぐられる必要、ない」

　そして、似たような言葉を繰くり返す。せっかく体を張った尾田には、ある意味無礼な台詞せりふを。

「理由が……欲しい？」

「欲し、い……です」

　だから、尾田は茶化すのを止やめて、羽黒の顔を見た。そこにあるのは黒くろ猫ねこの仮面だけれど。

「……願いの植物はなが自分の胸にあるって、羽黒さんにはわかる？　見える？」

　尾田の問いは、羽黒にとって唐とう突とつだっただろう。ついでに言えば、額から血を流しながら言うことではない。

「……わかりませんし、見えません」

　涙なみだに濡ぬれた声で、それでも羽黒は答える。しっかりと言葉を返そうとしている。だから、俺はその間に割って入ろうと思わなかった。黙だまって見つめるだけだ。

「願いの植物、だと？　それは願いが叶かなう者に咲くのだろう？」

　だが、尾田の突然の台詞に、羽黒よりも凜音が驚きを見せて、誰ともなく問いを発する。

「ああ、そうだ。願いの原石たねは、その人間の一番の願いに反応して芽吹き、咲く。そしていま──羽黒の胸には蕾のままの植物がある」

　二人の会話を邪魔させたくなくて、俺はなおざりな答えを凜音に与えた。

「そうか……ならば花南に植物が咲くのは、道理だな」

　そうすれば、凜音は何やら納得して黙ったので、俺は尾田と羽黒に再び意識を向ける。

「僕も、そう言われても実感はわかなかった。だって、〝願いの植物〟なんて言われているのに、苦しいばかりだったから」

　目め眩まいでもするのか、自分でも額を押さえて尾田は語る。

「……苦し、い？」

　羽黒はよくわからないと言うように、小さく小さく首を傾かしげて、尾田の顔を覗のぞき込む。

「だから、羽黒さんも苦しむといいよ」

　残ざん酷こくな言葉を、けれど尾田はひどく優やさしい顔をして、優しい声で言う。やっと、その名前を呼んでやりながら。

「いまよりもっともっと一生懸けん命めい苦しむといい。願うって、苦しいことだから。でも、そうしたらきっと、多加良は羽黒花南の願いを見つけてくれるよ。そして、僕はその時に羽黒花南が一生懸命に願うと……信じる」

　それはきっと、願いの植物はなが咲さいた──否いな、咲かせたことのある尾田だから言える言葉だった。

「わたしは……わたしの願いをあなた達には言いません！　絶対に言いません!!」

　羽黒はその尾田の言葉を受け止めようとして、受け止め切れずにはね返そうとする。

「それでも、いいよ。でも花が咲いたときのあの感覚を、羽黒花南は知るべきだ。一生懸命に生きてきたことへのご褒ほう美びだから」

　けれど、尾田は言葉を続けた。しっかりと、羽黒の仮面から覗いている、涙の溜たまった目を見つめながら。

「あー、ごめん。貧血でもうほんとにくらくらする……限界。多加良、僕はここまでしか動かないし、動けない。彩波さんの為ためにもこれが精せい一いつ杯ぱいだ。あとは……任せた」

　それだけ言い置いて、尾田は今度こそ本当に気を失った。

「尾田さんっ！」

　慌あわてて羽黒が、その肩を揺ゆらす。

「ちょ、羽黒、落ち着けっ！　頭を打ってるんだから下手に動かすのが、一番まずいっ」

　俺は必死で羽黒を羽は交がい締じめにして止めた。そうして、なんとか羽黒が落ち着いたところで、ようやく桑田と医者と担たん架かを持った黒服が到とう着ちやくし、尾田は桑田に付き添そわれて運ばれていった。




「また時間を喰くった」

　尾田に怪け我がを負わせたにもかかわらず、凜音からは謝罪の言葉もない。期待はしていなかったが、不ふ愉ゆ快かいは不愉快だ。ものすごく。

　向かい合う凜音を俺は遠えん慮りよ無く睨にらみつけた。そうすれば、仮面の中で双そう眸ぼうがぎらりと光って、睨み返されたのがわかった。

「そっちは一人だ。信じるだの信じ無いだの言いながら、くだらないゲームを続けるとはもう言わないだろうな？」

　心の迷いをそのままに、俺と凜音の中間で佇たたずむ羽黒を完全に無視して、凜音は俺に言った。

　尾田と桑田の二人がいなくなって、橡館に残されたのは四人。だが、ワカナを中立として数に入れなければ残されたのは三人。だけど、俺はゲームの初めで退場扱あつかいになっているから、実質こちらのメンバーはいないに等しい。

　ここで、凜音の言う通りにゲームを止めて、怒いかりのままに凜音を殴ることは簡単だ。たとえ倍返しにされるとしても、尾田を殴った方の腕うでくらいは、折れるかもしれない。

　でも、それはいままでのすべてを台無しにする行こう為いだ。桑田と尾田が積み上げた勝ちと、羽黒への思いを。

　二人が見つけた、俺達が知っている羽黒花南、をまた見失うのだ。

　二人の羽黒花南を信じる気持ちと共に。

　だから、俺は爪つめが食い込むほど強く拳こぶしを握にぎって、折れそうな程強く奥歯を嚙かみしめてでも、いまは怒りを抑おさえる──ああ、あくまでも今は、だけどな。

　が、この俺がそうして、無理をしてまで堪こらえているというのに、怒りを抑えきれない人間がこの場には一人、いた。

「姉様、なぜ尾田さんを傷つけたのですか？」

　それは、羽黒だった。二人の距きよ離りはそのまま、怒りに震ふるえる声で凜音に問う。

「花南、お前はもう下がっていろ」

「いいえ、下がりません。姉様なら途と中ちゆうであの腕を止めることが出来たはずです」

「ああ、そうだ。面めん倒どうだからそうしなかっただけだ」

　だが、まるで意に介かいしていない様子で凜音はうるさそうに声を返す。

「面倒？　失敗したのはわたしやとに。それがなんで？　なんで面倒で尾田さんを殴なぐると！」

　その態度に羽黒の声は更さらに高くなり、言葉のイントネーションまでも変わった。多分地元の言葉に戻もどったのだろう。

「花南、いまお前とくだらない口論をするつもりはない」

「くだらないって？　尾田さんは怪我したっちゃろ！」

「何を言う？　いままでの任務でも人が怪我することはあったろう！」

「……それは、そうやけど……でも！」

　尚なおも引き下がらない、羽黒に対して、凜音は再び掌てのひらを閃ひらめかせようと構えた。だが、今度はその前に俺がその手を押さえ込む。

「姉妹喧げん嘩かにしては、さっきも今も力が入りすぎだ」

　尾田を殴った手だったが、気持ちを抑え込んで振ふり払はらうだけに留とどめておく。

「お前達は、さっきから邪じや魔まするばかりだ」

　そう言いながらも、同じ轍てつを踏ふむつもりは凜音にもなかったらしく、そのまま退く。

「……なんで？　なんで秋庭さんまでわたしを庇かばうようなことすると？」

　しかし、今度は羽黒の怒りの矛ほこ先さきが俺の方へと向けられていた。

「そんなの、勝手に動いてたんだから理由なんてない」

　その言葉に噓うそは無い。勝手に動いた。自然に動いた。多分、無意識という名の意志で。

「……そうやって、当然みたいに庇ったりして、わたしを許すようなつもり、やっちゃろ？」

「？　羽黒？」

　でも、羽黒はそれでは納なつ得とくせず、肩かたを拳を震わせる。

「桑田さんも、尾田さんも、わたしを〝信じる〟だなんて言って、それはなんやと？　噓つきは、そうやって裁かれて、許されたり、罰ばつを受けたりしないといけないと!!」

　羽黒が感情の波に流されているのはわかった。でも、決して聞き逃のがしてはならないことをいま言った。

「俺が、羽黒を……裁く？」

　裁く──それは、どういうことだろうか。ただ辞書を引けば裁判をする、是ぜ非ひを決める、そんな数行の記述だろう。

　だけど、問われて思う。俺がしたかったことは羽黒を裁くことだったのか、と。

　確かに、本当の羽黒花南と、噓をついていた黒くろ猫ねこの羽黒花南の区別をつけようとしていたかもしれない。

　そうやって、はっきりと線が引かれれば、何かがわかると思っていたかもしれない。

　けど、それは──それこそが羽黒のしようとしていたことじゃ、ないのか？

　まるで、目と心から汚よごれた鱗うろこが剝はがれ落ちていくようだった。そう、剝がれ落ちるべきは羽黒の噓ではなかった。剝がれ落ちる必要があったのは、俺の視界にかかっていた汚れたフィルター。

「……なあ、羽黒お前は何のために噓をつく？」

　俺と桑田と尾田でどんなに考えてもそれはわからなかった。だからいま、羽黒に問う。

「何のため？　それも判決材料にするつもりやと？　でも、いいよ。教えてあげるわ。そんなの生きる為ためやもん。みんなが生きていくためやもん」

「そうか」

　その噓もやっぱり〝人の為〟だった。俺が知りたかったのは噓を吐くことの是非ではない。答えはそれで十分だ。

「それに、かのう様のことを組織に伝えたのもわたしです！　みんなを騙だまして、組織に情報を流して、素知らぬ顔で仲間の振りをしていた、大噓つきです！　だから、こんな噓つきのことなんて忘れればいいんです！」

　けれど、羽黒は尚も言葉を連ねた。

　噓を吐いていたのは一族のため。

　でも、いまはもう俺達のため。

　それは、優やさしい絶ぜつ叫きようだった。

　羽黒は、俺達がそうしたように、俺達を試ためそうなんてしていなかった。そんなことを欠片かけらも思いはしなかった。

　誰だれも羽黒花南のことを信じていなくても、羽黒は俺達のことを信じていた。

　桑田が気付いていたかはわからない。でも、あの勝負があいこで終わらなかったのは、少なくとも羽黒は桑田を信じていたと、いうことで。

　尾田が知っていたかはわからない。あんなにも羽黒が一生懸けん命めいだったのは、裏切られたと知っても、それでも俺達が簡単には諦あきらめないと信じていたからで。

　羽黒はずっと、俺達を信じていた、んだ。

　俺が、ぐらついている間も。桑田が悲しんでいる間も。尾田が迷っている間も。

　羽黒花南は、ずっと、俺達を信じていたんだ。

　だから、羽黒は噓つきにならないといけなかった。普ふ通つうではなく特別だというように、噓つきという言葉で俺達との間に線を引こうとした。そうすれば、俺達が羽黒のことを思っても傷つくことはないと。

　俺達のために線を引こうとした。そうでないと、どこまでも俺達は追っていくから。

　でも、そこまでわかっていたけど、羽黒は一つだけ、わかっていない。

「羽黒、俺は怒おこっている」

「そうですか。変に同情されるよりずっといいですよ」

「けど、それはお前が俺達に噓を吐いていたからじゃない」

「だったら……なんだっていうんです？」

「お前が、自分を噓つきにして、それで全部無かったことにして、俺達の前から消えようとした、逃にげようとしたことに怒ってるんだよっ!!」

　俺が叫さけべば、羽黒は息を止めて、そこに立ちすくんだ。

　そう。俺は羽黒の噓よりも、そっちに怒っていたのだ。

　一いつ瞬しゆんでも、羽黒を信じることの出来なかった自分への怒いかりと、それが混ざって、混乱していた。俺としたことが、相当に鈍にぶくなっていたようだ。

　そうだ。仮面をつけているから羽黒花南は黒猫なのではなく、ましてや、黒猫の仮面が羽黒だということもない。

　いつだって、羽黒花南はそこにいる。まだ、俺の前から消えていない。

　どじで、人の言うことをすぐに信じて、目に見えない存在ものにまで優しい羽黒花南がそこにいる。俺の知らない羽黒花南を探す必要なんかなかった。

　だったら、俺がするべきなのは、羽黒の仮面をはぎ取ることではなくて、羽黒を〝噓つき〟から解放してやることだ。

「じゃあ、羽黒、聞こうか。お前の願いは？」

　眼まな差ざしで、その場に羽黒を縫ぬい止めて、俺は問う。もう逃がす気はない。

　羽黒はいつだって、誰かのために動いていた。誰かのために喜んで、誰かのために泣いていた。

　でも、それじゃあ羽黒の胸の植物はなは咲さかない。当たり前だけど他人の願いは、羽黒花南の願いではないから。

「わたしの……願い、は」

　ゆっくりと羽黒の言葉が紡つむがれようとしている。

「花南の願いは決まっている。〝かのう様〟を、神を手に入れることだ。一族のために。……花南、お前が黒くろ猫ねこをやめると言うなら別だがな。だが、黒猫でないお前に価値はない。生きている意味を自ら無くす気か？」

　それを、氷よりも冷たい凜音の声が断ち切る。呪のろいの言葉のように。

「お前っ！」

　とうとう凜音に摑つかみかかろうとした俺の服の裾すそを、羽黒が引いて留とどめる。

「放せっ！　……羽黒？」

　その手を振ふりほどこうとして、でも次の瞬間目にした羽黒の姿に俺は力を失った。

　羽黒の空いている片方の手は、強く仮面を顔に押し当てていた。仮面の下方。簡略化された猫の口が描えがかれたその場所を押さえていた。

　やっと、その仕草の意味がわかった。

　それは、仮面を直しているのではなくて、そこにあることを確かめているのでもなくて、口を塞ふさいでいたのだ。声を押し殺していたのだ。

　仮面が俺達から表情を、感情を隠かくすだけの物ならば、それはただの道具だ。だから、これからずっと羽黒がそれをつけていようと、それでも、羽黒花南の言葉が聞けるのなら問題ないはずだった。

　だけど、言葉までも、その声までも仮面が奪うばうというのなら、羽黒を否定するなら、それはいらないものだ。黒猫である前に羽黒は一人の人間なのだから。

「……だったら、羽黒花南はこの俺が、叶野学園高校生徒会執しつ行こう部ぶに貰もらい受ける」

　そう告げることに迷いは無かった。

「秋庭……さん。何を言っているんです、か？」

　けれど、俺の服の裾を摑んだまま、羽黒は戸と惑まどいの声を上げる。

「はっ。要いらぬなら花南を寄よ越こせと？　まったく笑わせてくれる」

　口ではそう言いながら、凜音の声は少しも笑っていなかった。

「冗じよう談だんを言ったつもりはない。羽黒花南は俺達に必要な人材だ。だから要らないなら、遠えん慮りよ無く貰う」

　羽黒を物のように遣やり取りするつもりはない。でも今は、そんな風にでも羽黒花南に価値があると聞かせる必要があると、俺は判断した。

　そうしなければ、羽黒のその腕うでの震ふるえを止めることは出来ないと思ったから。

「冗談ではないと？　だが、花南も能力はそれ程でもないが、それでも羽黒の名を持ち、組織の中では上位にいるのだが？　それを譲ゆずれと言うのなら、〝かのう様〟と交こう換かんでもして貰わねばな」

　そして、俺は凜音にそう言わせることに成功した。

　だが、それもまた、飲める話ではなかったが。

　脳をフル回転させて、俺は思考を働かせる。

　三階にはまだ開けられていない部屋が十二ある。さっきの尾田の勝ちが成立しているなら、俺は六部屋開けられる。

　だが、凜音のあの態度、怒おこり方だ。確かに三連敗すれば怒りたくもなるだろうが、あそこまで激しい怒りは、単なる機き嫌げんの問題で片付けられるか？

　それにその前、凜音は扉とびら越ごしにだが、部屋を調べるような素そ振ぶりをみせている。

　そこで、何か見つけていたとすれば──それがチヨコレイト、で開けられる六部屋の一つだったとすれば、焦あせりにも似た、あの怒りは余程理解できる。そして、いま勝負をうやむやにしようとしていることにも合が点てんがいく。

　でも、本当にこの部屋だという確証があったなら、凜音はたとえ羽黒が止めても強ごう引いんに開けてしまう気がする。それを開けなかったということは……俺の推論はつたりに凜音が乗ってくる、可能性はゼロではない。

「それなら、俺と……取引をしないか？」

　眼鏡めがねのフレームを撫なでながら、俺は殊こと更さらにゆっくりと言葉を紡ぎ出した。

「は？　取引、だと？　それは何かを持っている人間が使う常じよう套とう句くだぞ？」

　当然、凜音は鼻で笑っていて応じようとしない。〝参の間〟にいま一番近いのは自分だと確信しているのだろう。だが、無関心ではなかった。それなら、まだ風向きは変わる、変えられる。

「ああ、もちろん、持っている」

　羽黒の視線が俺と凜音の間を交こう互ごに行き来しているのを感じつつ、俺は大おお袈げ裟さになりすぎないように気をつけながらも、鷹おう揚ように見えるよう頷うなずいた。

「ほう？　仮に持っていたとして見返りに何を求めるつもりだ？　やはり花南を寄越せと言うか？」

　取引材料があると聞いて、凜音は俺の顔色を窺うかがうように斜ななめに見上げてくる。その声はさっきよりは確実に、興味を示している。

「ああそうだ。こちらが要求するのは羽黒花南を黒猫の組織から自由にすること……そして和彩波の解放」

「……秋庭さん。それ、は」

　俺の服を摑む羽黒の手に、再度力が籠こもる。

「〝かのう様〟から手を引けとは言わないな？」

　揶や揄ゆするような言葉を凜音は向けてきたが、

「それは、俺が護まもるからな」

　俺は最初から決めていた台詞せりふを真まっ直すぐに返すだけだった。

「それでは、取引にならないだろう」

　凜音の意見は至し極ごく同然のものだった。でも、ここからが俺の腕の見せどころだ。

「なるさ。俺は確実に〝参の間〟だと確かめられる印を見つけた。俺がお前にそれを教えて、お前はいま目をつけている部屋を俺に教える」

「……目印、か。なるほど、本当ならばそれなりの交こう渉しよう条件にはなる。だが、互たがいに噓うそを吐つく可能性もある……」

　俺の方は半分かまかけだったが、凜音はいまそれに乗ったも同然だ。

「俺は噓は言わない」

「はっ。そう言う人間が私は一番信用ならないのだが？　まあ、仮に信用したとして、それでも有利なのは我々だと思うが？」

　しかし、凜音はまだ同じ土俵に上がってこない。もう一押しが必要だ。

「そうでもありません」

　そう思った次の瞬しゆん間かん、思いがけないタイミングで声を上げたのはワカナだ。

「なんだと？」

　凜音が、低く問えば、

「先程、連れん絡らくがありまして、あなた方のお仲間は既すでに半数以上我々の手に……穴に落ちました。おかげで、こちらにも警備が増強されるそうです」

　すらすらとワカナは答えた。静観を決め込んでいるのかと思ったら、外とそんな遣り取りをしていたらしい。

「たばかったな！」

　当然、最初の約束に反していると凜音は怒いかりの声を上げた。

「謀たばかる？　ご冗じよう談だんを。私は約束を守って、増員を呼んでいません。あなた方の陽動部隊が失敗しただけです」

　対して、ワカナは冷静に答える。初めと立場が逆だった。

「くっ、やはり私が指揮せねばだめだったか。……つまり、こちらも時間をおけば囲まれて不利になるというわけだな？」

　完全に予想外でも無いはずだが、微かすかに凜音の声には動どう揺ようがあった。

「姉様……」

　羽黒が小さく呼んだが、凜音はその声には反応を返さなかった。

「そういうことになったな」

「……もう一度、説明してもらおうか？」

　もう、凜音は話に乗ったも同然だった。俺はワカナに内心で感謝を述べながら、

「お互いの持っている情報を交こう換かんした上で、〝参の間〟をかけて一対一の勝負を行う。俺が勝った場合はさっき言ったように、彩波と羽黒花南を解放して貰もらう。お前が勝てば……かのうはお前達のものだ」

　渡わたす気はさらさら無かったが、俺はそう言って、凜音に勝負を挑いどむ。

「いいだろう、受けて立つ」

　かくして、はったり半分の取引は成立した。




　確証が無いとはいえ、具体的に部屋の番号がわかっている凜音の方がやはり有利だ。

　だからこそ、俺はもうワンゲームを提案した。

　廊ろう下かの右みぎ端はしには俺と凜音が並んで立ち、壁かべにむかって手をついている。だが、俺達は二人とも上半身だけは捻ひねって、反対側の廊下に視線を注いでいた。

　その視線の先、廊下の左端にはワカナと羽黒。ワカナの手にはマスターキー。

　俺と凜音が同時にそれぞれの情報を公開した瞬間に、ワカナはその鍵かぎを床ゆかに落とすことになっている。

　その後はビーチフラッグスの要領で、先に旗ならぬ、鍵を拾った方が〝参の間〟へ入れる、というわけだ。

「自分の分の悪さ、わかっているか？」

　牽けん制せいか挑ちよう発はつか、凜音が話しかけてきたのに、

「ああ。でもな、普ふ段だん節約している分、ここぞって時の運には自信がある……そっちこそ、仮面は外さないのか？」

　さっき仮面をつけてみた感じを思い出すと、俺は逆に質問してやった。

「……ああ。その必要はない。これは我々の顔も同然だからな」

　だが、凜音は仮面をハンデとは思っていないようだ。

「用意はいいですか？」

　ワカナの声に、俺と凜音はそれぞれ頷いた。

「では、お互いの情報を交換してください」

「目印は橡つるばみ。クヌギを使った美術品だ」

「私が微かな音を聞き、何者かの気配を感じ取った部屋は……３０６号室だ」

　三人の声が殆ほとんど重なって、ワカナの手を鍵は離はなれて、落ちる。

　俺は多分、これまでの人生で一番速く走った。呼吸をするのも忘れて走った。

　凜音も走った。物もの凄すごいスピードでもって。

　もしも十回、凜音と走ったら、九回は負けていたかもしれない。

　だけど、俺は負けるわけにいかない、負けてはいけないゲームに負けたことはない。

　羽黒と、彩波と──かのうの為ために、俺は負けるわけにはいかなかった。

　ほんの小指の爪つめの先くらい、僅わずかに速く、俺の手がマスターキーにかかった。

　手が完全にそれを握にぎり込む前に、俺は駆かけ出していた。３０６号室を目指して。もしも、俺の予想通りなら、〝参の間〟への手がかりだけでなく、そこを開ける鍵までも美術品の中にあるかもしれない。だからまず、それを確かめる必要がある。

　マスターキーを手にしたのは俺だというのに、凜音は更さらに俺を追ってくる。マスターキーを奪うばう気かもしれない。

　３０６号室は既に目の前だ。勝つのは俺だと、そう思った次の瞬間、凜音は俺を追い越こして行き、先に扉とびらに手をかけた。

「言っただろう、鍵など無くても開けられる」

　そんな大言と共に細いピンを鍵穴に差し込めば、十秒かけずに凜音は鍵を開けて、俺より先に室内へ入る。

「くそっ」

　凜音がそういう手に出るならば、俺もそれに倣ならうしかない。後を追って、俺も室内に足を踏ふみ入れた。

　凜音は、布ふ団とんを剝はいだり、机の引き出しを探ったりと既すでに忙いそがしく動いている。

　だが、俺は黙だまって部屋の中を見回した。そうして、窓辺に見つけたのは、ぱんぱんに頰ほお袋ぶくろを膨ふくらませて、それでもまだ手にはどんぐり──橡の実を抱かかえた、深しん紅くのリスの置物。

　手にとって、振ふってみれば、小さいが中の空くう洞どうで何かが動く音がした。

「……金五千円以下でありますように」

　ぼそりと呟つぶやきながら、俺はその置物を床に叩たたきつけた。

　そうして、粉々に砕くだけたリスの残ざん骸がいの中から、親指程の大きさの鍵を見つける。

「羽黒っ！　俺の勝ちだ！」

　俺は部屋から飛び出すと、迂う闊かつにも大声で快かい哉さいを叫さけんだ。

「っ！　秋庭さんっ！」

「ちいっ！」

　羽黒の声が俺の耳に届いた時には、もう凜音は眼前に迫せまっていた。耳の横を拳こぶしが唸うなりをあげて掠かすめていく。それをぎりぎりでかわして、バックステップのまま、間合いをはかろうとした俺は、だがそれに失敗する。

　凜音は既に俺の懐ふところに入り込んでいた。しかし、その目的はあくまで、俺の手の中にある小さな鍵だった。腹部をガードしようとした俺の肘ひじに、凜音は拳を当てた。途と端たん、腕うではしびれて握り締しめた手指は緩ゆるみ。そこを無理矢理こじ開けて、凜音は俺の手から鍵を奪い去った。

「かえせっ！」

　だが、それを聞き入れる代わりに、凜音は俺の足に蹴けりを叩き込む。反射的に動いて、衝しよう撃げきは和やわらげたものの、俺は床に膝ひざをつかざるを得なかった。

　そして、凜音は、殆ど迷うことなく、部屋の隅すみに向かい、そこの床ゆか板いたを一枚剝がした。

　凜音が板を剝がした場所には鍵穴があった。

「今度こそ、間ま違ちがいない。音は、この下から」

　確信に満ちた呟きと共に、凜音は鍵穴に俺から奪ったそれを差し込むと、ゆっくりと回した。

　束つかの間まの、静せい寂じやく。

　その後に、微かすかな振しん動どうと共に床板は大きくずれ始め、ぎしぎしという音を伴ともないながら床下に階段が現れる。

「よし！」

　呆あつ気けにとられて、俺が動きを止めていた、その間に凜音は迷うことなく階段の下に降りていく。

「秋庭様、はやく、追ってください！」

　その時、ワカナの声が飛んで、俺は我に返ると同時に、凜音の後を追った。

　最初は滑り込むようにして降りた狭せまい階段は、数段降りればすぐに身をかがめなくても十分な広さになり、そして更に数段降りれば、そこには空間が現れていた──正確には〝参の間〟という部屋が。

　仄ほのかな灯あかりに照らされた部屋は、今度はあらゆる物が銀色で占しめられていた。まるで、かのうの髪かみのような銀色で。

　部屋の中央の机には、様々な色の糸で織られた豪ごう奢しやな帯があった。でも、それだけだった。

〝かのう様〟も……そしてかのうもこの部屋にはいなかった。

　そうして、俺の耳には、またあの音が、届く。

　でぃいいいぃん　　ごぅおんん　でぃん

　やはりかのうの姿は見えない。

　だけど、この音が、もしもかのうの持っていたあの銅どう鐸たくもどきの音ならば──俺にはこれがかのうの送っているサインのように思えた。

　けれど、参の間の中に凜音の姿は無い。たとえいまは無事でも〝かのう様〟を奪われた時には、かのうは無事でなくなるかもしれない。

　それに気付いて、俺の心に不安という染しみがまた広がりかけた、次の瞬しゆん間かん。

「くそっ、さっきまであった濃のう密みつな気配はどこだ？　この音は残ざん響きようか？　ここにも〝かのう様〟はないのかっ!!」

　潜もぐって探していたのか、寝しん台だいの下から凜音が現れた。そして凜音はその言葉と共に、床ゆかに拳を叩きつけた。

「秋庭さん……姉様」

　そこに、羽黒と共にワカナが到とう着ちやくする。羽黒は俺と凜音を交こう互ごに見て、だが項うな垂だれる姉にかける言葉がないのか口を噤つぐむ。

「……何か奪うばわれたものは、ありませんか？」

　凜音の様子を気にしながらも、ワカナに問われ俺は見たままを告げようと、口を開けた。

「奪われた物、だと？　ここには奪うような物は何もなかった！　どこだ！　一体〝かのう様〟はどこにあるっ！　私には、我々には本物の神が必要だ！」

　凜音は更さらに叫び、俺の声をかき消した。

　そして、その声に共鳴するような痛みが、俺の目を襲おそう。

「ぐっう……」

　低く呻うめきながら両目を押さえれば、

「秋庭様？」

　俺のこの発ほつ作さのような痛みを知らない、ワカナは訝いぶかしげに首を傾かしげる。一方、わかっている羽黒は弾はじかれたように駆かけ寄ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　病気の類たぐいでは無いとわかっている癖くせに、心配そうな声をかけながら、支えきれるはずもないのに、俺の傍かたわらに立って気き遣づかう。

「あ……？　音が音がまた、聞こえる。鐘かねのような……」

　そして、俺の耳にそんな凜音の掠かすれた呟つぶやきが届いた次の瞬間、一段と大きな痛みの波が俺を襲い──それを合図にすべての痛みは引き潮のごとく消えた。

「大丈夫、ですか？」

　俺が顔を上げると、羽黒はもう一度そう尋たずねた。その顔を覆おおう黒くろ猫ねこの仮面は、何かの拍ひよう子しにずれてしまったらしく、半分位その素す顔がおが現れていた。

　八の字に歪ゆがんだ眉は、やっぱり羽黒で、本当に羽黒で、俺はなんだか、とても安心した。

　だが、そんな心の平安は長くは続いてくれなかった。

「……そうか。そういうことか」

　小さく呟きながら、立ち上がる凜音のその胸に、見覚えのありすぎる、緑色の小さな双ふた葉ばを見つけてしまったから。

　この状じよう況きようで、凜音に植物が芽生える。この嫌いやがらせにも似たタイミングに、俺はまたかのうの存在を強く意識した。あとで、再びまみえたその時には、うんざりするほど文句を言ってやると心に決める。

「発芽したのは、誰だれですか？」

　でも、その前にいまは羽黒の問いに答えるかどうか、だった。もし、この事実を告げたら、羽黒はまた自分の願いを、それを喉のどの奥に、胸の奥に飲み込んでしまう──ほとんど確信を持ってそう思う。

　俺の知っている羽黒花南は、そういう人間だから。

　だからこそ、俺は黙だまっておくことは出来なかった。

「羽黒、いま、発芽したのは凜音だ」

　俺は羽黒が動どう揺ようしないよう、なるべく静かに告げた。

「姉様が……。やっぱり、そうですか」

　羽黒は一瞬息をつまらせて、だが、俺が予想していたよりもずっと冷静に凜音の発芽を受け止めた。

「私にも、願いの植物はなが芽生えた、だと？」

　そして、それを聞きとがめた凜音は、俺達に問いを向ける。

「ああ、そうだ」

　短く返せば、凜音もまた、その事実を静かに受け止め、見えるはずのないそれを確かめるように、胸に視線を落とした。

「私にも咲いた……か。ならばもう、間違いない」

　何事か呟く凜音を見つめ、

「本当に、ここは願いを持つ人間が、吸い寄せられるように集まる、場所なんですね……」

　そう小さな声で言いながら、羽黒もまた、自分の心臓の辺りに手を置いた。

　その視線を受けて、凜音も羽黒を見みつめ返し、そして、呼ぶ。

「花南、来い。ここに長居する必要はない……ここは偽にせの〝参の間〟だからな」

「どういうこと、ですか？」

　妙みような確信に満ちた凜音の言葉に羽黒と共に俺も首を傾げる。

「簡単な話だ。条件を満たしていないのに、この〝参の間〟は開いた」

「条件……二人しか開けられない、という？」

「ああ。だが、ここは私一人で開けられた。それに、確かにさっきまでは気配も音もこの建物の中が一番濃のう密みつで、大きかった。だが、いま、音は別の場所で鳴り始めている。まだ、遠いけれど私の耳には聞こえた。ここではないどこからか、な」

「それは、〝かのう様〟が移されているということ、ですね？」

「ああ、どういう仕し掛かけかはわからないが。ここはその通過点に過ぎない場所だ。だからこれから探すぞ。本物の〝参の間〟を、な。まだ黒猫のつもりなら……来い花南」

　強い、逃にげることを許さない眼まな差ざしで凜音は羽黒に告げる。そうして、顔を覆う仮面にその感触を確かめるように触れる。

　その一連の動きを目で追って、そして羽黒も、自分の顔を半分覆っているそれに、再び触ふれる。

　現れていた顔の半分を、再びその内に隠かくして。

「……かのう様を、ください。それがわたしの願いです」

　羽黒は予想通りの選せん択たくをした。凜音の願いを叶かなえる、その為ために黒猫側に戻もどるという道を選んだ。

「羽黒、お前もいい加減にしろよっ！　そんなこと、出来るかっ！」

　だけど、羽黒の胸には既すでに蕾つぼみをつけた植物がある。俺がここで納なつ得とくするわけにはいかない。

「そうですね。秋庭さんの植物のゲームの為にも必要な存在ですからね。でも……秋庭さんは、たとえ叶野市から出られなくても、光の下に立っていられる。それで満足してくれませんか？　わたしは黒猫だから、同じ黒猫の皆みなさんを、いまの暗くら闇やみの世界から、光溢あふれる世界に押し出したい。その為にみんなが神を望むのならば、それがわたしの願いです！」

　強い信念が羽黒にはある。それは決して神への信しん仰こうではない。

　でも、羽黒をきつく縛しばっている。

〝みんなの為に〟。ひどく優やさしいその言葉が、羽黒を縛って放さない。

「ふざけん……なっ！　〝かのう様〟をかのうを手に入れるのが羽黒の願い？　ああ、確かに黒猫の悲願とやらは達成されるだろうなっ！　でも、だったら死んでもお前らには渡さない！　かのうを渡したら、羽黒の願いは永遠に叶わないだろうからなっ！」

　羽黒の本当の願い──それを叶えられるのは俺達だけだと、それだけは羽黒に伝えたくて叫さけぶ。

「花南の願いなら叶うだろう。我々の願いは間違いなく、神を手に入れることだ。神さえ手に入れば、花南の植物も、私の植物も咲く」

　思い込みで喋しやべる凜音の言葉には、当然のように迷いがない。羽黒は凜音の為に、その胸で揺れる植物の為に、また黒猫に戻ろうとしているのに。

「違うっ！　それは絶対に羽黒花南の願いじゃないっ！　だから羽黒、行くなっ!!」

「いい加減にしろっ！　お前の声はうるさくて耳みみ障ざわりだっ!!」

　引き下がらない俺に焦じれて、とうとう凜音も叫び返す。

　もっとも俺が、その程度で怯ひるむはずもない。

「うるさいなら、耳を塞ふさいでいろっ！　俺はいま、羽黒と話しているんだっ!!」

「耳を塞ぐ？　それは無理な相談だ。私は誰の声も聞き漏らすわけにいかない。私は、羽黒の上に立つ者だからなっ！」

　羽黒の代わりに凜音は更に声を張り上げ、羽黒の腕を引いた。

　自分もその胸で願いの植物はなの芽を揺ゆらしているというのに、凜音の言葉には迷いがない。

「そうです。わたしの願いは……一族の願いです」

　そして、羽黒は──花の咲さかなかった人間がどうなるかを知っているのに、穏おだやかに言って凜音に従う。

「お前達がいかなる手段で神を護まもろうとも、我々はそれを奪うばう！　私は、必ず神を手に入れる！」

　そして、凜音と羽黒は踵きびすを返すと、降りてきた階段を一気に駆かけ上がった。

「ここで逃がすわけにはっ！」

　ワカナがすぐに後を追い、俺もそれに倣ならう。だが、再び３０６号室に出た時には、部屋の窓は大きく開け放たれていて。

　僅わずかな時間に白けきった春の朝の中に、二人の黒くろ猫ねこは消えていた。
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　キリキリと絞しぼられるような痛みの後に訪おとずれたのは、己おのれの境界が曖あい昧まいになっていく感覚だった。

　揺らぎ、揺さぶられ、震ふるえ、浸しん食しよくされ。

　そうして、世界の中に保っていた形はゆっくりと壊こわされて、大した抵てい抗こうも出来ぬまま──一度、昏闇くらやみの淵ふちにまで堕おちたと思う。

　おぼろげに崩れ、次いで透とう明めいになった形をもう一度成して、そこに意識を移すまでにどれ程の時が経たったのかはわからないし、知ろうとも思わなかった。

　ただ、やけに重たい瞼まぶたを開けたその時、そこにその男がいたことが、たまらなく不ふ愉ゆ快かいで、すぐさま視界から消す。

　断りもなく女の領域に土足で踏ふみ入ることに躊躇ためらいを覚えない、その男の存在が不快でならなかったから。

　故にその前でいつまでも力なく倒たおれているわけにはいかないと、ゆるゆると身体からだを起こせば、髪かみは背に肩かたに流れていくが、それもまた少々うっとうしい。面めん倒どうだと思いながらもかき上げて、一度は逸そらした眼差しを据すえ直す。

「……妾わらわに何をした？」

　柳りゆう眉びを歪ゆがめて問うたが、

「何、という程のことは何もしていませんが。そう……少々はしゃぎすぎでしたのでお諫いさめしたまでです」

　男の答えは慇いん懃ぎんかつ白々しいことこの上ない。

「諫めた、と？　〝祭り〟を妨さまたげてはおらぬし、己の務めを怠おこたった覚えもないが？」

「そうですか？　屋や敷しきは大おお騒さわぎで、彩波まで賊ぞくの手に落ちましたが？」

「はん、すべては余興だのう……」

　睨にらむように男を見やれば、束つかの間ま二人の視線は交こう錯さくする。

　幼い頃ころから何ひとつ不自由なく育ったというのに、男の双そう眸ぼうには時折どうしようもない飢き渇かつが浮うかぶ。

　いまも一いつ瞬しゆん、それがよぎり──目め敏ざとくそれを見つけた女は、微かすかに口元を歪めて嗤わらった。

　そして、ひとまず溜りゆう飲いんを下げる。

「妾を縛ったのは、それか？」

　男の手の中にあるモノの存在に気付くと、まるで怒いかりを忘れたように問う。否いな、既すでに黄金の瞳ひとみに怒りの色はない。

「ええ。和は霊れい能のうの血筋ではありませんので。その代わり、便利な道具を手に入れるための金を惜おしむことはありません」

　男が手にしていたのは銅どう鐸たくだった。ただしその色は青さび色でも赤せつ褐かつ色しよくでもなく、白金。

　女の両手両足に嵌はまった連環わと同じ色をしていた。

「……これと対ついになるのかの？」

　女は着物の袂たもとから、男の手にあるのとまったく同じ銅鐸もどきを取り出すと首を傾かしげながら二つを見比べる。

「対にはなりませんが、それを模して造らせた逸いつ品ぴんです」

　悪びれず、男はあくの強い笑えみで返す。互たがいに相手に胸きよう襟きんを開くつもりはない。これから先も、続くのは化かし合い。

「まったく油断ならぬのう」

「それは、お互い様でしょう？」

　そして、男はそれを一つ、鳴らす。

「さあ、祭りの余興はこれにて終わりにいたしましょう」

　もう一つ、鳴らされれば、まるで耳元で大音声を立てられたような、目め眩まいが女を襲おそう。

　けれど、女にも意地がある。ここで、膝ひざをつくような醜しゆう態たいを晒さらすわけにはいかない。

「まだ……終しまいには出来ぬのう」

　黄金色の双眸に強い光を宿らせて、告げる。

「……では、どうなさると？　私としても大切な貴女あなた様を苦しめることは本意ではないのです」

　眉まゆを寄せて悲しげに、加えて気き遣づかうような言葉。だが実を感じることは出来ない。それもまた今いま更さらではあったが。

「心配せずとも、妾に自由がないことはようくわかったからのう。今度はその上で……そなたの掌てのひらで遊んでいればよいのだろう？」

　女の本心を探さぐるような眼まな差ざしが向けられる。だがそれを堂々と見返してやれば、今度は男がため息を吐ついた。

「仕方のない御お方かたですね。わかりました。〝祭り〟ですから、もう少しだけ大目にみましょう」

　物わかりのいい、大人の顔を作って見せて、その表情のまま、

「ですが、此こ度たびのことはお忘れなきよう、お願いいたします」

　けれど脅おどしをかけることを忘れなかった。

「わかっておるよ。妾は……げーむが出来れば満足だからのう」

　だから、女もまた従順な振ふりで、微笑ほほえみ返し、その姿を再び虚こ空くうの中に沈しずめたのだった。
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　小さな窓から、目を射さすような朝日が差し込めば、それを合図と決めていたように、少女はゆっくりと目を開けた。

　そして、緩かん慢まんな動作で身体を起こし、伸のびるだけ手足を伸ばしていく。ベッド以外で眠ねむった経験は皆かい無むではないけれど、片手で数えられる程度だったから、全身が軋きしんでいるような気分はいかんともしがたかった。それでも可能な限り身体をほぐす。

「うーん、やっぱり一番痛いのは首かなぁ？」

　小さく呟つぶやけば、

「首が痛いの？　大だい丈じよう夫ぶかい？」

　独り言に答えがあって、少女は──和彩波は驚おどろいた。けれどそれは、覚えがあるというよりもよく知った声だったので、まだ強こわばった感じの残る首を静かに廻めぐらせた。

「……ええと、それは何のポーズなの？」

　振り向いたそこには、予想通り彼がいたのだが、その姿勢が立っているのとも座っているのとも違ちがっていたので、つい尋たずねてしまう。その状態を簡単に説明するなら、四つん這ばいなのだが、背中の反りが微び妙みように辛つらそうな体勢だ。

「これはね、猫ねこのポーズです。にゃおーん、とねっ」

　問いに律りち儀ぎに答えながらも、鈴木はポーズを崩くずさない。

　直前まで、まるで気配を感じなかったけれど、もしかしたらずっと猫のポーズでいたのかもしれない。彼の両りよう腕うでがぷるぷると痙けい攣れんしているのを見て、彩波は少々吞のん気きな推理をした。

「えーと、おはようっ、山口さん家ちの三軒げん隣となりの鈴木君！」

「はい、おはよう、彩波っち」

　彩波がいつも通りの笑顔を送れば、鈴木は彩波と同じように挨あい拶さつを返す。でも、その顔に浮かぶ笑顔はぎこちなく、どこか沈んだものだった。

　それを疑問に思って、鈴木の視線をたどってみれば、理由の一つが自分にあることを彩波は知った。鈴木が見ているのは、縛しばり上げられた彩波の両手と両足だった。ついでに、今更ながら、自分の口のガムテープが剝はがされていることに気付く。多分、鈴木の仕し業わざだろう。

「えーとね、手とかはそんなに痛くないんだよっ！」

　多少は強がりだったが、実際、ロープは肌はだに当たる部分には布が巻かれていて、皮ひ膚ふが擦すれてしまわないようになっていた。これは花南が工夫してくれたものだ。

　だが、それを告げても鈴木の顔から憂うれいは消えず、不自然なポーズを解くこともない。

「……ごめんね。ぼくはその縛いましめを解いてあげられない」

　やがて発せられた声は、とても苦しそうだった。

「大丈夫だよっ！　もうすぐ多加良ちゃんか、ワカナちゃんが助けに来てくれるからっ！」

「……多加良」

　その名前を繰くり返して、鈴木はなお一層苦しげに、眉を歪ゆがめた。それは、不自然な体勢のせいではなくて。

「この町で、人間として生きる為ためには、ぼくはかのう様のゲームに手を出せない。せっかく人を救うと決めたのに、一番手を貸したい人間達にはそれが出来ない。……ぼくの方こそ動けない偶像かみだ」

「……そうかぁ。それで色々なポーズをしてみてるんだね？」

　彩波がようやく悟さとって問えば、鈴木は頷うなずいた。

「でもそれがとっても苦しいってことはね、鈴木君にも特別が出来たってことだよ」

「特別？」

　その単語が不思議なものであるかのように鈴木は繰り返したが、彩波はそれには答えない。

「けど、見ているだけっていうのは、彩波も同じだよ」

「同じ？　でも彩波ちゃんとぼくじゃ……」

「違わないんだよ」

　鈴木の言葉の先を制して、彩波はゆっくりと首を振った。

「多加良ちゃんを助けてあげたいなって、彩波も思うよ。でもそう思っても、彩波の手も足もかのう様のものだから、勝手に動かすことは出来ないんだよ。彩波はそれを選んだから……」

　彩波の言葉に、鈴木は一いつ瞬しゆん目を見開き、その意味を正確に理解すると目を伏ふせた。否いな、瞑つむろうとした。

「だけど、目は閉じないんだよ」

　けれど、その強い声に阻はばまれて、再び開く。

「何にも出来ないけど、だけど目を開けて見つめていることをやめちゃいけないんだよ」

　彩波はそう言って、真まっ直すぐに鈴木の目を見つめた。

　ただ、見つめ続ける──それを人は傍ぼう観かん者しやと言うかもしれない。でも、見つめることは記き憶おくに刻みつけることだ。

「……そうだね、目を閉じたら楽にはなるけど、きっと見ていなかったことを後こう悔かいする」

　苦しむ人に、もがく人に、手を差しのべることは叶かなわずとも、それでも〝ここで見ている〟と想おもいを送ることは出来る。目を閉じることは、そのたった一つの術すべさえ放ほう棄きすること。

　小さな人間の少女にそう気付かされて、〝鈴木朔〟は目を開ける。

「……本当に、人間は不思議だね……ぼくも少しは近付いているのかな」

「ふふっ。そうだねっ。〝特別〟が出来たならそうかもしれないね」

　彩波はやっと微笑ほほえみを取り戻もどした鈴木に、更さらに微笑みを向けて言った。

「特別……か」

　自分にとってそれはきっと、毎朝おはようと、毎晩おやすみと言ってくれる、あの二人で。

「ねえ、特別と大好きは違うのかな？」

「うん。少し違うよね。彩波にとっての特別は、かのう様」

　その名を呼ぶ彩波に迷いは無かった。もうずっと、心にそう定めているのだろう。

「だから……彩波と鈴木君は、目を開けてないといけないんだよ」

　それは、大好きな人のために、だ。何もしてあげられないけれど大好きな人のために。

「……ああ。どんなに苦しくても、ぼく達は目を開けていよう」

「うん、約束だね！」

　そうして、彩波と鈴木は二人だけの約束を交かわした。

「ってことでね、鈴木君のにゃんこタイム終しゆう了りよう」

　が、直後彩波はつま先で鈴木の腕うでに衝しよう撃げきを与あたえ、限界を迎むかえていた鈴木の腕は床ゆかの上を滑すべり、身体からだは見事に倒たおれて。

「ぐ、ぐはあ」

　苦鳴と共に、鈴木は撃げき沈ちんした。

「あはははっ」

　後には彩波の無む邪じや気きな笑い声が響ひびいた。
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「おっはよーごっざいまーす！　みんなのアイドル、いつでもスマイル鈴木朔、ただいま帰りましたー。温泉成分でちょーつるつるすべすべお肌で戻ってきました！」

　凜音と羽黒を結果的に逃のがしてしまった後、殆ほとんど朝食のような夜食を食べて、黒くろ猫ねこ対策本部で仮か眠みんをとっていた俺達を起こしたのは、鈴木の最高に能天気な声だった。

　朝日がやや黄色く見える目を無理矢理にこじ開けて最初に見る顔が鈴木の顔──自己申告通り本当にいつもよりつやつやぴかぴかしてやがった──というのは、俺の中では最悪の目覚めだった。

　隣となりのソファで眠ねむっていた、桑田も目を擦こすりながらゆっくりと身体を起こし、見る間に不ふ機き嫌げんになっていく。

「温泉でね、おとーさんとお猿さるさんとぼくで背中の流し合いっこをしたんだけど、でもぼくが背中と思っていたのがお猿さんのお腹だったんだよ！　いやーでも楽しかった！」

　ああ、いまこの場の雰ふん囲い気きとかこいつは全まつたく読んでませんよ。なんだろうな、本当に新年度も任期期間ってことで本当にこいつが生徒会長なんですか？

　いやまあ、俺が無事に進級すれば問題ない──四月になったら即そくリコール手続きを始めよう。

「それでね、お料理にはキノコがたくさん出たんだけど」

　だが、それでもまだ鈴木の温泉の土産みやげ話は続こうとしていた。誰だれも求めていないのに、だ。

「……るさい」

「え？　なになに尾田っち？」

「うるっさいんだよ、鈴木ぃ。いますぐ黙だまれ。黙らないならその口ホチキスでばっちんばっちん留めてやる」

　低く低く鈴木を脅おどしつけたのは、もちろん寝ね起おきの悪い尾田、だった。

　尾田は真夜中にもかかわらず、往おう診しんを受けてくれた和家の主治医の手によって、結局額を何針か縫ぬわれた。ＣＴでは異常は見つからず、六時過ぎに和邸の医務室──といいつつ、設備は普ふ通つうの病院並みに整っていたらしい──から戻ってきていた。

　ただ、額に巻かれた包帯は痛々しく、頰にはまだ腫はれが残っている。でも、まあ寝起きでこれだけ言葉のブローを鈴木に浴びせられるなら大だい丈じよう夫ぶだと思う。

「ホ、ホチキスはやだなー、尾田っちー」

「鈴木君、尾田君を犯罪者にしたくないなら黙りなさい」

　そこで、桑田が畳たたみかければ鈴木も命は惜おしいらしく、素す直なおに従った。その際に、子どものように「お口にチャックー」みたいな仕草を見せたのはこの際黙もく殺さつだ。

「……いま、何時だ？」

「もうすぐ九時ね」

　眼鏡めがねを探しながら問えば、桑田が先に時計を見て教えてくれた。どうやら三時間くらいは眠れたらしい。

　羽黒達を見失った後、俺は状じよう況きようを把は握あく整理した上で、休息をとることを決めた。

　その時点での状況を再び振ふり返ると、和邸ていから外に出た者はいない。尾田の治ち療りようを行った医者も、邸内に入るには問題なかったが、この厳げん戒かい態勢の中では帰宅を許されず、尾田の経過観察も含ふくめてまだ和邸に留とどまっているそうだ。

　もちろん、羽黒と凜音が外に出た様子はない。陽動と思われる黒猫達は、ほぼ半分捕ほ獲かくされた。笹世がやけに自信を持っていた「穴」は本当にその罠わなとしての性能を発揮したらしい。対策本部に戻る道すがら、俺達も穴から引き上げられる黒猫、というシュールなものを目にしていた。

　だが、彩波は未いまだに見つかっていない。

　そして、凜音は〝かのう様〟を手に入れられず、〝橡館〟の〝参の間〟を偽にせの参の間と判断した。

　まだ目的を達していない以上、凜音の撤てつ退たいは無いと考えていい。しかし、すぐにまた仕し掛かけてくるとも思えない。少なくとも〝真の参の間〟の目星をつけ、戦せん況きようを確かく認にんするまでは動かない。

　そう判断して、俺は休息をとることに決めたのだった。

　僅わずかとはいえ睡すい眠みんをとった頭はすっきりとしていた。本当に、寝起きに最初に見る顔が鈴木でさえなければ、最高だった。

「えーと、おみやげおみやげっと」

　その鈴木は、部屋の一画で、一人マイペースに旅行鞄かばんを開けて、土産物の振り分けを始めている。

　それでも、予定よりも早く、温泉から和邸に直行したことくらいは褒ほめてやるべきなのか？

「この旅館の裏手に生えてたきのこは……毒キノコっぽいから多加良っちにあげよう！」

　いや、絶対にそんな必要はない。

「す・ず・き・く・ん──そのキノコはぜひともお前が食えっ！」

「む、むがーっ！」

　生のまま水玉模様の怪あやしいキノコを、俺が親切にも鈴木の口に押し込んでやれば、鈴木はなぜか眠ってしまった。

「あら……眠ねむり茸だけだったのね」

　おそらく、桑田が判じた通りの菌きん糸し類だったのだろう。

「……あ、鈴木くん、おはよう。いつ温泉から戻もどったの？　あ、でも床ゆかで寝ねたら風邪かぜひくと思うよ？」

　ようやくしっかり目が覚めた尾田は、声をかけても鈴木が起きないので、親切にも自分が寝ていたソファに寝かせてやる。

　そう、寝起き以外の尾田は基本的に善良で、親切だ。

「何か食べ物を頼たのむ？」

　眠る前に食べることは食べたが、桑田に聞かれれば、俺と尾田は揃そろって頷うなずいた。育ち盛りだし、食べられる時にしっかり食べておくべきだと、俺達は昨日改めて学習したのだ。

「三十分位で一通り運んでくれるそうよ」

　内線電話で桑田が廚ちゆう房ぼうに頼み終えれば、その間、俺達は今後のことについて話し合うことにした。

「結局〝参の間〟にも〝かのう様〟は無かったんだね？」

「ああ。羽黒と凜音が姿を消した後、念の為ため調べ直したけど、それらしき物は無かった」

　怪け我がの治療で途と中ちゆう退場した尾田に、俺はもう一度それを伝えた。

　仮か眠みんに入る前に、〝参の間〟でのゲームを含めた顚てん末まつは語ってあったが、尾田が見ていなかった部分を再度確認されるのは、俺の思考を整理する意味でも有効なので問題ない。

「それで、凜音はそこを〝偽の参の間〟って言ったのよね」

　尾田と同じく、その場にいなかった桑田に問われて、俺は頷き返した。

「凜音の能力と……黒くろ猫ねこが集めていた情報を総合して考えると、そうなるらしい」

　まだ、どこからか音が聞こえる、そして〝参の間〟を開けられるのは二人だけ──凜音の言っていたことを俺もあの後考えてみたのだ。

「凜音の能力はどうも『音』を聞くようなことらしいけど……それよりも注目したいのは〝参の間〟は『二人しか開けられない』ってところだ」

　俺が語りかけると、尾田と桑田はそれぞれ頷いた。

「普ふ通つうに考えると、この二人っていうのは、彩波さんと理事長、かな」

　テーブルを指でコツコツと叩たたきながら、尾田は言った。

「でも、〝橡つるばみ館の参の間〟は見つけた鍵かぎで開いたのよね」

「ああ。リスの置物の中から見つけた。橡だけにどんぐりと引っかけてあったんだな」

　和家の微び妙みようなセンスに俺達は軽くため息をついた。

「ようするに〝二人〟がいなくても開けられた。故ゆえにその部屋は本当の〝参の間〟にあらず、と」

　気を取り直して、尾田が示した解答に俺は頷きを返した。

　つまり橡館の〝参の間〟はダミーという結論だ。恐おそらくそれは〝壱いちの間〟〝弐にの間〟にも言える。

　結局重要視されていた三つの部屋には〝かのう様〟は無かったのだから。

「或あるいは、彩波の言っていた通り、この三部屋は通過点で、最終目的地として〝真の参の間〟があるか、だと思う。ついでに言っておくと、凜音はそう考えているようだった」

　尾田と桑田の顔を交こう互ごに見ながら、俺は自分の考えを二人に伝えた。

　そうすれば、二人はそれぞれに考える素そ振ぶりを見せる。

　ただ、ここに来て俺が本当に気になるのは〝かのう様〟が真実〝偶ぐう像ぞう〟という形のある物かどうかという点だ。

　違ちがう形──偶像ではない御ご神しん体たいの可能性ももしかしたら視野に入れなければならないのだろうか。

　かのうは、きっとどこかで存在していると、思う。あの鐘かねの音を俺は再び聞いたのだから。でも、〝かのう様〟もかのうも現状で俺達の感知できる範はん疇ちゆうに無いのも事実だ。

　そして、もしかしたら、かのうを一時的にでも拘こう束そくできた──或いはしている──黒猫以外の第三者がいる可能性も無くはない。だが、そこまで考こう慮りよに入れてしまうと、事態はとりとめもなく複雑化してしまいそうで、俺は結局まだ尾田と桑田にはかのうのことを話していない。

「でも……花南ちゃんは〝真の参の間〟を目指して、また来るのよね。凜音の目的が〝かのう様〟なら、その願いを叶かなえてあげる為に」

　自分自身の考えをまとめて、そこでまず口を開いたのは桑田だった。

　凜音の発芽と、羽黒の選せん択たくについても隠かくさずに俺は二人に伝えた。

　それを聞いたとき、桑田は泣きそうな顔をして、それから「やっぱり」と言って小さく微笑ほほえんだ。

　尾田は半分呆あきれて、「どこまで一人で頑がん張ばるつもりなんだろう」と悔くやしそうに拳こぶしを握にぎった。

「だったら僕達は〝真の参の間〟で羽黒さんを待ち伏ぶせないと」

　いま、尾田はそう言って、やっぱり拳を握り締しめた。

「そうだな。羽黒の植物はなを咲さかせて、ちゃんと摘つんでやる為には、この方法が一番だ」

　俺も二人と同じ考えだった。

　というか、既すでにもう羽黒に対する俺達の想おもいは固まっていた。

　俺達は羽黒花南の願いの植物を咲かせたい。

　羽黒がちゃんと自分の為に願うには、その為に必要なのはまず、黒猫から離はなれることだ。自由になることだ。

　それには凜音の植物をまず咲かせて、摘まなければならない。多分逆の順番では、羽黒の植物が咲くことはないから。

　凜音は〝かのう様〟を手に入れれば、願いの植物が咲くと思い込んでいるようだった。

　確かにそれが凜音の一番の願いならば、本人が言ったように、〝かのう様〟を渡わたすのは一つの手段かもしれない。でも、それはやはり違う気がする。

　羽黒凜音が、羽黒花南が願う為に必要なのは、もっと別の物だと俺は思うのだ。それが何かはまだわからないけれど。

　そして、〝かのう様〟を手に入れても、羽黒がまた黒猫に戻るというのは、何かが違う。

　黒猫の組織は、少なくとも俺達は羽黒の居場所ではないと思うから。

　だからといって羽黒に相応ふさわしい場所が、俺達の住む叶野市だとも、今はまだ言えないけれど。

「とにかく、ターゲットは〝真の参の間〟だ。必ずそこに凜音と羽黒はやってくる」

「……彩波さんも連れてくるかしら？」

　そして、もう一つの名前を口にしたのは桑田だった。

「凜音が、〝真の参の間〟を開ける条件として考えているなら、きっと連れてくるな。……彩波もここで絶対に助けよう」

　俺は彩波の顔を思い出して、拳を固めた。すぐにでも助け出そうと皆みなが動いていたのに、結局それが出来ないまま朝を迎むかえてしまったのが、なんだか情けなく思えた。

「少しは眠ねむったかしら？」

「食事や飲み物はきっと、羽黒さんがあげてるはずだよ、ね」

　口々に彩波を心配する二人の不安を少しでも払はらおうと、俺は大きく頷うなずいて見せた。

「〝真の参の間〟さえ見つけられれば、彩波は大だい丈じよう夫ぶだ」

　強い声で俺が言えば、尾田と桑田は少し頰ほおを緩ゆるめた。

「じゃあ、もう一回、屋や敷しきの見取り図を……」

「いや、いい」

　尾田はそれをスクリーンに映そうとしたが、俺は止めた。

「その見取り図を見ても、無む駄だだ」

「確かに〝参の間〟は書いて無いけど、でも手がかりくらいには」

　尾田は尚なおもそう言ったが、俺は首を振ふった。

「尾田、聞いてくれ。橡館の〝参の間〟……凜音曰いわく〝偽にせの参の間〟は二階と三階の間にあった。いわば中二階だな」

　どうも二階から三階に上がるまでに時間がかかった気がしたのは、気のせいではなく間の中二階のせいだったようだ。

「だけど、その見取り図にはそうとわかるような空間さえ描えがかれてない」

「……じゃあ、この見取り図もダミーの一いつ環かんってこと？」

「少なくとも、それで正確な情報を得るのは諦あきらめた方がいい」

　俺がそう結論づけると、尾田は肩かたを落として、項うな垂だれた。

「でも、そうしたら私達は何を手がかりにすれば？」

　俺の説明に納なつ得とくはしたようだが、それで問題は解決しないと、桑田は俺に視線を向けてくる。

「……建物がそういう風に作られているからには、ちゃんとした図面もあるはずだ」

「設計図とか？」

　尾田の発言に、俺と桑田は揃そろって手を打った。

「設計図……そうね、それならきっと。でも、どこにあるのかしら？」

　桑田は頰に手を添そえて、考え込む。確かに、どこにあるかわからなければ無いに等しい。

「……そういえば、笹世は、俺達が部屋に来たとき何か隠さなかったか？」

　だが、俺のスペシャルな記き憶おく力はその不ふ審しんな行動をしっかりと覚えていた。

「あ……うん、思い出した」

「私達が部屋の中に入っていったら、仕し舞まってしまった紙があったわよ、ね」

　尾田と桑田もどうやら引っかかりを覚えていたらしい。さすが俺の友人だ。

「それだな」

　つまり、俺達に見せたくなかったから隠したのだと、確信を持てば、二人は揃って頷いた。

「問題はどうやってその設計図を手に入れるかだ」

「笹世さんは……いやらしい戦い方をしそうよね」

　桑田はうんざりした口調で言いながら、自分の肩を自分で抱だいた。多分、相手をしたくないのだろうが、それを確実に持っているのは竹隊隊長だという事実は動かせない。

「あー、この際もう、理事長に聞いちゃうとか？　だって、彩波さんは人質にとられたままなんだから、さすがに理事長も……」

　桑田が戦いたくない相手として笹世を認にん識しきした尾田は、思い切った方向転てん換かんを図ろうとして、その名を出した。

　確かに、ここまで来たら、理事長に直じか談だん判ぱんするのも手かもしれないと、俺の気持ちも傾かたむきかけたが、

「あー、尾田っち、それだめみたいだよ。なんかね、理事長といま連れん絡らくとれないんだってさ。飛行機で移動中とからしいよ。ぼく、温泉まんじゅう持っていったらメイドさんにそう言われたー。あー、羽黒っちのおみやげもねぇ、おまんじゅうだよぅ」

　ふいに眠りから覚めた鈴木がソファから起きあがって、言った。そして、それだけ言うとまた倒たおれ込んで寝ね息いきを立て始める。

「寝言……じゃない、ね」

　不思議な生き物を見る目を鈴木に向けつつ、だが鈴木にしては確実性のある情報だと尾田は判断した。

「……だったら、やっぱり直接笹世さんに？」

　桑田が覚かく悟ごを決めようとした、その時だった。

「笹世隊長は多分、見せません」

　背後からかけられた声に、慌あわてて振り返れば、そこにはワカナがいた。俺達と違ちがい仮か眠みんもとっていないのか、目の下にはクマがあった。けれど、そこに睡すい魔まの影かげを見て取ることは出来ない。

「それじゃあ一体どうしたら……」

　ワカナの断言に、尾田は戸と惑まどいを口にしかけた、

「……でも、心配はいりません。私が持ってきましたから」

　が、それはワカナに途と中ちゆうで封ふうじられた。そして、ワカナは腕うでに抱かかえていた、少し変色している紙の束を机の上に落とした。

「ワカナ、これは？」

「和邸ていの設計図です」

　抑よく揚ようも少なくワカナはそう言ったが、そう聞いた俺達は、その瞬しゆん間かんに息を吞のんだ。

　そして、桑田は扉とびらの方へと向かうと、入口を背中で塞ふさいだ。それは当然の動きだった。

　これが本物なら──おそらく本物だろう──和家への背反行こう為いだ。

「ワカナ、いいのか？」

　だから、俺はその双そう眸ぼうを真まっ直すぐに見み据すえて、真しん摯しに問うた。

「黒くろ猫ねこが〝真の参の間〟を開けようとするなら、今度は必ず彩波様を伴ともなって来るんですね？」

「ああ、きっと」

「ならば、ご覧くださいませ。私の仕事は……彩波様をお守りすることです」

　一ミリの迷いもなく、ワカナは自分の信念でそう言い切った。

「……わかった。だったら、遠えん慮りよなく見せて貰もらう」

　その覚悟に報むくいる方法は、必ず彩波を助けること。そう決めて、俺は少し古びた設計図を広げた。




　本館から順に、俺達は和邸の設計図を見ていった。先に渡わたされていた見取り図にあった、いわば穴と言うべき場所は、この図によって次々に埋うまった。

〝壱いちの間〟〝弐にの間〟〝参の間〟もすべて描えがかれていて──だけど、一カ所だけ名前の無い空間があった。

「〝蘇芳館〟の、ここ、か」

　俺が指さしたのは彩波や理事長が寝しん室しつとして使うその館やかたの、ある一点だった。

　最初の見取り図には当然描かれていない。けれど不自然この上ない空間──〝真の参の間〟はそこにある。

「一石三鳥を、狙ねらうぞ」

　羽黒を自由に。彩波を取り戻もどして。〝かのう様〟を護まもる。

「三鳥か、なかなかすごいね」

「でも、ここまできたらやるしかないわね」

　俺達は手を重ねた。いまここにはいない羽黒の分は桑田がもう一つ手を重ねて、

「やるぞっ！」

　もう迷いはないから、俺は走るだけだ。
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　私は、静せい寂じやくを知らない。生まれた時から、私の世界は音で溢あふれていた。見えるモノ、見えないモノ、それらが奏かなでる音が、いつも聞こえていた。

　昼も夜も世界は雑多な音に満ちていて、人の声など、すぐにかき消されてしまう。

　だから、耳を澄すまし、人の声を聞いた。

　知りたくもない真実を、偽ぎ善ぜんの正体をもこの耳は拾い、暴いたけれど──それでも、私は決して耳を塞ふさがなかった。

　結果、信ずるべき者が自分ひとりになってもそれは仕方のないことだ。「信じる」などという言葉は、弱い、普ふ通つうの人間の戯たわ言ごとで、特別な人間の言葉ではない。

　そう、私は特別だから。共に行く誰だれかの足音で耳を塞がれてしまうくらいなら、独りで歩いていく方がいい。

　雨のように降り止やまず、雪のように降り積もる音に溢れたこの世界にも、私は独り立つ。

　それが、特別ということで、人の上に立つということだから。

　だから、特別な私が、神を奪うばうのだ──神を奪えと言う人々の声を聞き、誰よりも〝黒くろ猫ねこ〟である為ために。

　そうすればきっと、あの日の声は耳の奥から消え去るのだろうから。







　十分に気配を消して、部屋の中に入ったと思ったのに、花南がつま先を床ゆかについた瞬しゆん間かん、凜音は目を開けた。

「ただいま戻りました」

「ああ」

　花南の挨あい拶さつに短く応じると、凜音は再び目を閉じた。もうしばらく瞑めい想そうを続けるつもりらしい。

　瞳ひとみを閉じた、凜音の顔にいま、黒猫の仮面はない。常ならば瞑想の時こそ凜音は仮面を着けていたはずなのに。

　でも、そうして晒されている素す顔がおを、少し前までは似ているなどと思えなかった姉の顔を、花南はいま少しだけ自分と似ていると思えた。

　その胸に自分と同じように、願いの植物はながあると、ただそれを知っただけだというのに。

　いつも、自分とは違ちがう世界で、己おのれ以外の誰だれも信じていないというように、決然と立っていた人にも願いがあると、知っただけなのに。けれど、その願いを知りたいと思って、

「……なんだ？」

　あまりに見つめすぎれば、軽く睨にらまれて、花南は慌あわてて目を逸そらした。

「申し訳ありません」

　次いで、いつものように詫わびた。血の繫つながった姉妹だというのに、凜音と花南の間には肉親の親しさというべきものが殆ほとんどない。

　きっと、親しさという部分だけを見たら、いつも凜音の補ほ佐さを務めていた青年の方がずっと彼女と兄妹のようだった。

　能力的にも近いものを持っていた二人は年も近く、花南は仲のいい二人を遠巻きにしているだけだった。同じように仲良くしたいとか、そういう風には思わなかった。姉は特別な存在だったから。自分が近付いていいとは思わなかった。

「ダイスの10は、お元気ですか？」

　だから、半分無意識に尋たずねてしまって。

　弾はじかれたように顔を上げた凜音のその表情を見て、花南は自分の失敗を悟さとった。

「申し訳ありませんっ！」

　花南が頭を下げれば、凜音はその一瞬に、さっきまで浮うかべていた動どう揺ようを消し去っていた。少なくともその面からは。

「……あれのことは、早く忘れろ」

　そして、冷たい声で告げた。常に凜音の傍かたわらにあって、彼女を助けていた青年のことを言うにしては、冷たすぎる声だった。
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　そう、花南が叶野市に派は遣けんされてしばらく経たった後、彼は──ダイスの10というコードネームで呼ばれていた青年は組織を抜ぬけたのだ。彼は自分達と同じ「羽黒」の名を持っていたから、その際に上層部は揉もめたらしい。結果として、彼の脱退は上層部で内密に処理されて、脱退の理由は明らかにされていない。

　ただ、もう組織にいない彼が、凜音の部下だったという事実は組織内の彼女の立場に何らかの影えい響きようをもたらしたはずだ。

　それを、すっかり忘れて問うてしまったのは、どうしようもない失敗だった。

「……花南、顔を上げろ」

　だが、項うな垂だれていれば、凜音から声がかかり、彼女はおずおずと顔を上げた。しかし、凜音と目を合わせにくく、自おのずと視線が下を向けば、花南の視界に入ったのは凜音の手の中の仮面だった。

　凜音の細い手が受け止めるそれは、なぜだかいつもより重そうに見えた。

「花南、お前に言っておくことがある」

　けれど、その理由を考え始める前に、凜音が口を開く。

「いいか。どれ程お前が能力で劣おとっていようと、普通にはなれない。我々は黒くろ猫ねこだ。たとえ仮面を外しても、それで普通の人間になれるわけもない」

　責めるのではなく、諭さとすような凜音の言葉は重く花南の心にのしかかった。

「……はい」

「だから、もしもまたあいつらに、信じるなどと言われても決して、その言葉に酔ような。人を信じるなど……愚かなことだとわかっているだろう？　お前もさんざん噓うそを重ねてきた身なのだから」

「はい……」

　自分が重ねてきた噓の数など、凜音に言われるまでもなく、わかっている。

　そう、だから。どれ程彼らが彼女を呼ぼうと、もう戻もどる場所はないのだ。戻ってはいけない。凜音の言葉を正しいと感じたからではなく、多加良達が自分に向けてくれた気持ちを思って、花南は頷うなずいた。

　だけど、多分……自分が彼らを「信じない」というのはもう無理だろう。どれだけ離はなれてもきっと、彼らのことを忘れずに、何度も何度も記き憶おくをなぞり続けるだろう。

　かつて、飽あきることなく、空を見上げ続けていたように。

　花南は凜音から顔を逸らすと、小さな窓から空を見上げた。この叶野市まちの空は今日も青い。

「……花南」

「え、あ、はいっ」

　話の途と中ちゆうで惚ほうけてしまったことを叱しつ責せきされると思って、花南は肩かたを竦すくめた。

「まだ、その癖くせはなくしていなかったか」

「え……と、癖ですか？」

「そうやって、空を見上げる癖だ。よくやっていただろう」

　言われて、羽黒は驚おどろきながらも頷いた。凜音がそれを覚えていたのは意外だったけれど、空を見上げるのは確かに自分の癖だった──ただ、叶野市に来てからすっかりなりを潜ひそめていた癖だったけれど。

　空を見上げている暇ひまがない位、ここでは毎日色々なことが起こって忙いそがしかったから。

「そうですね。直します」

　でも、凜音はそれが気に入らないだろうと思ってそう言えば、

「……別に直せとは言っていない。ただ、空などいくら見上げたところで、手は届かない。時間の無む駄だだ」

　彼女らしい言葉が返ってきて、花南は仮面の中で目を伏ふせた。

「……そうですね、ただ、この町の空は少し違ちがって見えた、ので」

　そうして、凜音の言葉に納得して見せたつもりだった。知らず、言い訳じみた台詞せりふを口にしてしまったとしても、凜音がそれに反応を示すとは思わなかった。

「この町の空が……違う？　空などどこで見ても同じだと思うが、どう違う？」

　問われて、どうにか凜音の満足するような答えを花南は自分の内に探したのだが、うまく言葉に出来ずに二人の間には沈ちん黙もくが落ちる。

　いつも、そうだった。凜音に話しかけられても、花南は上手うまく答えを返せずに、そのまま会話は途と切ぎれ、凜音が席を立って終わってしまう。でも、今日の凜音は違っていた。立ち上がらずに、花南の答えを待っている。

「わたし達の町の空より……少し、青く見えます」

　だから、花南はそう答えを返すことが出来た。

「私はそうは、思わないがな」

　続く台詞は相変わらずの凜音であったけれど、その視線が自分の胸の辺りに注がれているのを見て、花南は何となく理解する。きっと、凜音は自分の胸と花南の胸に咲さく、願いの植物はなが同じであると──一番の願いが同じだと考えているから、それに僅わずかながら親しみを覚えているのだろう。

　本当は、違うのに。花南の願いは凜音の思っているものではなく、神を手に入れても植物は咲かないのに。けれど、頑かたくなにそうと信じている凜音の誤解を解く気はない。自分の願いは叶かなわないと知っているから。

　ただ、凜音が、その一番の願いが〝一族のために神を手に入れること〟だというのなら、花南は全力を尽つくそうと思う。その為ために、自分は凜音について来たのだから。

　そんなことを考えながら、無意識に自分の仮面に指先で触ふれれば、

「いいか、花南、忘れるな。この仮面は……重い、ものだ。一族の願いの分だけ重くなる、そういうものだ」

　凜音は見み咎とがめてそう言い、手の中の仮面をじっと見つめる。

　その声は、いつもと同じ硬こう質しつのアルトで、見つめるその表情も落ち着き払はらっている。だというのに、花南には凜音の手の中の仮面はとても重そうに見えた──否いな、凜音の両の掌てのひらからはみ出す仮面は、凜音にとって、本当に重いものなのだ。自分のそれとは比べものにならない程に。

「……では、姉様は仮面を捨てたい、と思ったことがありますか？」

　だから、花南は思い切って、凜音にそう尋たずねた。凜音とこんな風に話せるのは、いましかないと、覚かく悟ごを決めて。

「なんの冗じよう談だんだ？　お前はどうか知らないが、私はこの仮面に恥はじぬ人間でいようと思っても、捨てたいなどと思ったことはない。……私にはこの仮面の他ほかに信じるものなどない」

　たちまち凜音の声は厳しさを増し、眼光鋭するどく花南を睨にらみつける。

　だというのに、その答えに、花南は急に泣きたくなった。どうしようもなく胸が苦しくなって──いま、願いの植物が咲いているというその場所に手を押し当てる。

　なぜか、唐とう突とつに花南は凜音の世界に触れたと、思った。

　凜音は常に周囲の期待に応こたえ、一族に望まれる存在で在り続けた。いつもいつも、自分以外は誰だれも信じていないような顔で、一人で立ち続けていた。自分にも他人にも常に厳しくあった。花南が遅おくれても、凜音は決して待ってはくれなかった。いつも背筋を凜と伸のばして、自分の先をどんどん歩いて行ってしまう。影かげを踏ふむことさえ敵かなわなかった。

　だから、凜音は一人で大だい丈じよう夫ぶなのだと、勝手に思いこんでいた。独りが怖こわいのは自分だけだと信じ込んでいた。そんなわけが、ないのに。

　凜音も望んで一人だったのでは、ないのだ──そうでなければ、仮面の他に信じるものが無いなどと、悲しいことを言うはずがなかった。

　黒くろ猫ねこの仮面は確かに羽黒の一員であることを証明してくれる。でも、孤こ独どくを埋うめてはくれないと、それは責任ではなくて、寂さびしさの分だけ重くなると花南は知っていたのに。

　そんな簡単なことにいまさら気付く──いや、いまだからこそ、花南はそれに気付くことが出来た。

　笑ってみるまで知らなかった。自分が本当には笑ったことがなかったなんて。

　恋こいをしてみるまで知らなかった。自分が恋をしたことがなかったなんて。

　教えて貰もらうまで知らなかった。自分が知らないということを知らなかった。

　そんな自分ではなく、叶野市で、たくさんの物事を知ったいまの羽黒花南だから、気付いたのだとわかる。

　だから、いま花南の目に映る凜音が寂しそうなのは、気のせいではなくて──たとえ凜音本人が気付いていなくとも真実で。

　花南は凜音の願いを叶えてあげたいと思う。願いの植物を咲かせてあげたいと思う。

　本当に、心の底からいま、そう思った。

　凜音の願いはきっと、一族のために神を手に入れることではないだろう。けれど、〝かのう様〟を手に入れなければならないなら、全力を尽くそう。そうすれば、束つかの間まだけでも、凜音は黒猫であることを忘れられるかもしれないから。神を求める一族の声から、一いつ瞬しゆんでも解放されて。

　そうして、自分の願いを見つめて欲しい。一族の願いを忘れて、この町で、凜音にも見つけて欲しい、花南が見つけたものを。

　たとえ、最初の目的が何であったとしても、自分をこの町に──叶野市に送り出してくれたのは、ここで過ごす時間をくれたのは凜音。もう一人の羽黒花南だから。

　ならば、次は凜音の番だ。花南が決して得るつもりのない、一番の願いが叶う瞬しゆん間かんは、凜音のものだ。

　そう決めて、花南は膝ひざの上で拳こぶしを握にぎった。

「それで……仲間の様子はわかったか？」

　静かに問われ、我に返り、花南は一度頷うなずき、それからすぐに首を振ふった。

「どういう、意味だ？」

　形のいい凜音の眉まゆが怪け訝げんそうに歪んだのを見て、花南は慌あわてて言葉を付け足した。

「陽動部隊は……全員、和家の使用人の手によって捕とらえられました」

　花南が仕草で伝えようとしたのは、そういうことだった。

「な、に？　全員？　間違いないのか？」

　ギリギリ取り乱しはしなかったが、それでも凜音は動どう揺ようまでは隠かくしきれなかった。

「間ま違ちがいありません。邸てい内ないにわたし達の調査出来なかった罠わながあったようで、それにことごとく搦からめ捕とられました。……この場所と彩波さんが見つからなかったことはせめてもの僥ぎよう倖こうでしょう」

　だから逆に花南は平静を装よそおい、凜音に語りかけた。

「……そうだな。そういう考え方も出来る。あの娘むすめがこちらの手にある以上、まだ風向きは変わる」

　高く結ゆった髪かみの、その先の方に触れながら凜音は何度か頷いた。自分と似たような癖くせを見て、やはり自分と凜音は姉妹なのだと、何となく感かん慨がいを覚えて、花南は小さく笑った。

「凜音姉様……姉様の願いはなんですか？」

　そして、問う。その胸の辺りに眼まな差ざしを落としながら。

　そこに、願いの植物はなは咲くのだと聞いている、その場所に。

　静かに静かに、花南が問いかければ、凜音はゆっくりと、顔を上げた。ほんの僅わずか、戸と惑まどいがその面に表れて、消える。

「聞くまでも、ないだろう？」

　次いで、怪け訝げんな表情で凜音は花南を見上げる。ずっと見上げるばかりだった人が、自分を見上げているのは少しおかしいと思いながら、またそれがくすぐったくなって、花南は黒猫の仮面を外すと、凜音と同じ高さに視線を合わせた。

「あなたの願いは何ですか？」

「私の願いは……一族の為ために神を得ること、だ」

　そうして、もう一度問えば、そう信じて疑わない凜音は真まっ直すぐに花南を見み据すえ、答える。「では、わたしはその願いが叶うように、全力を尽くします」

「ああ。……だが、たとえ一人になろうとも、私は神を奪うばうぞ」

　花南の言葉に凜音は深く頷いて、宣言した。

「もう、一人にはしませんよ……」

　凜音にも聞こえぬ位、花南は小さく口の中で呟つぶやいた。

「では……〝真の参の間〟はおわかりになったのですか？」

　そして、凜音の能力への信しん頼らいを込こめて問えば、

「ああ。やはり、〝かのう様〟は動かされていたのだろうな。また音が移った」

　確信に満ちた声が返ってきた。

「場所は〝蘇芳館〟だ」

「承知しました」

「……もう、時間はあまり無い」

　凜音の言葉に花南はまた一つ頷いた。和家の祭りとは神との結びつきを年に一度強化する、そういう性質のものだろう。故ゆえに、一年の内で最も結びつきが弱くなる祭りの直前が絶好の機会と凜音は睨にらんで、襲しゆう撃げきを敢かん行こうした。

　逆に言えば〝祭り〟の本番が始まってしまったらもう〝かのう様〟を奪うことは敵わない、そう考えている。少なくとも一年は。だが、凜音にはもう一年待つことは出来ないだろう。その胸には願いの植物もある。

「我々の勝利という決着を、必ずつけるぞ」

　強い声を受けて、花南は深く頷いた。強い決意を持って。







　昼前に、黒猫全員捕ほ獲かくの報を聞いた時、正直俺達は焦あせった。

　ちょうど、笹世をはじめとするメイド隊に気付かれないように、蘇芳館に侵しん入にゆうする計画を練っていたところだったから、尚なお更さらだ。

　だが、数分と待たずに凜音と羽黒の二名はその中にいないと知らされて、おかしな話だが、俺達はほっと胸を撫なで下ろした。

「……問題は、どこから入るかだな」

　そして、安心したところで、再びワカナを含ふくむ全員で設計図に目を落としたのだが、同時に沈ちん黙もくまでも紙の上に落ちてしまった。

　正直に言えば、俺達はずっとそれで躓つまずいているのだ。ある意味、陽動部隊の黒猫が全員捕つかまってしまったのは俺達にとってマイナスに働いた。

　これで、メイドの半分は祭りの準備に戻もどったが、もう半分はまだ邸内で彩波の捜そう索さく及および警備を続行中だ。笹世達が〝真の参の間〟の場所を承知しているのであれば、当然かなりの人数が蘇芳館に回されていることだろう。

「どこから入るって……やっぱり入口しかないわよね」

　そして、沈黙を破ったのは桑田だった。

「……だよな」

　どれだけ図面を睨んでみても、答えは変わらなかった。蘇芳館の名前のない空間へやは三階と屋根のその間にあって、だが、上からの侵入経路は図面には描えがかれていない。

　しかし、蘇芳館の正しい入口から、正しいルートで上がっていけば、ちゃんと扉とびらがあって入れるようになっている。

「裏口はないし」

　尾田が包帯の巻かれた額を軽く押さえながらまた唸うなる。

「どうやったら目立たずに入れる、か」

　結局、俺達が問題としているのはその一点だけだった。

「……夜まで待つなら話は別だけど」

「仲間が捕まって向こうが慎しん重ちようになるならいいけど、逆に開き直られたら、昼だろうが何だろうが仕し掛かけてくると思うぞ」

　とにかく、先に侵入されたら待ち伏ぶせも何も無くなる。だからといって、何の策もなく正面入口に回っても、警備についているメイド達に道を阻はばまれることは、目に見えている。

〝真の参の間〟を知るのは三隊長のみだとして、それでも〝蘇芳館〟の警備が増やされただろういま、気付かれずに中に侵入するのは難しい。

　というか、先程、堂々と正面切って中に入ろうとして、叶かなわなかったから、いまこうして考えているわけだ。

「……目立たない方法か」

　と、俺が呟いてみた時だった。ばたばたと大きく忙せわしない足音が響ひびいたかと思えば、なんの遠えん慮りよもなく部屋の扉は大きく開け放たれていた。

「じゃんじゃじゃじゃーん！　鈴木朔の春の最新ファッションのお披ひ露ろ目めです!!」

　絶対に、そっちを見たら負けだ。絶対に絶対に鈴木は珍ちん妙みような格好をしているに違ちがいないのだ。だから、見た方が負けなのだ。

「……あら、鈴木様。お似合いですわ」

　ワカナは淡たん々たんと、それだけを称しようした。

「でしょー！　この春の流行色は白。白なんだけど、鈴木はその一歩先を行くことにしたんですよ、奥さん」

　いない、ここには奥さんはいない。だから誰だれも振ふり向くな。俺と尾田と桑田は懸けん命めいに黙もく殺さつする努力をする。

「白の先をいく流行色っていったら黒！　しかしそこにエレガンスというポイントを取り入れるべくつけられたのが、このフリフリフリルなんです。なーんと取り外し可能！」

「……フリフリフリルって、何？　普ふ通つうのフリルと何が違うって？」

　そして、まず尾田が誘ゆう惑わくに屈くつした。

「うーわー。フリフリフリル、恐おそるべし。何そのボリューム。フリルじゃなくてアフロじゃないの？」

　振り向くと同時に、尾田は思う存分突つっ込みを入れている。

「ふっふっふっ、驚おどろくのはまだ早いよ尾田っち。第二のエレガンスポイントはこの腰こしのベルト、と見せかけて、何でも束ネールくんです！　ほらこのように、伸しん縮しゆく自在。小さく折りたためばマッチ箱の中にも入っちゃう！」

　その存在は四次元鞄かばんを持つ桑田の心に小さな火を点ともしてしまったらしい。

「桑田、堪こらえろ！」

　しかし、桑田もまた鈴木の妙みように達者なセールストークにあらがえなかった。

「何でも束ネールくん。伸縮自在。あちらの端はしからこちらの端までのびーて、ちぢむーあるよー」

「束ネールくん。確かにマッチ箱の中に収まっているわね。でも、どこまで伸のびるの？」

「君の心まで！　うおわっ、美み名な人とっち、急に離はなしたら痛いって！　で、まあ、フリフリフリルと何でも束ネールくんをとると、フォーマルシーンにも対応出来る、鈴木くんになるわけです。例えば仮面舞ぶ踏とう会かいなんかもＯＫ!!」

「へえ、仮面舞踏会……って、あれ？　鈴木君、その仮面どうしたの？」

　意地でも振り向かないつもりの、俺の背中に尾田の純じゆん粋すいな驚きの声が突き刺ささる。

「ああ、これね。温泉で買ってきたんだ」

「何温泉に行ってきたかはこの際置いておくとして、秋庭君、ちょっと見て」

　更さらに、桑田も俺を振り向かせようとする。なぜだ。

「いいから、多加良、ちょっと振り向いて」

　それでも俺は抵てい抗こうしたのだが、尾田と桑田の二人に無理矢理腕うでを引かれて、結局見たくもない鈴木を見るはめに陥おちいった。

「ん？　すごく普通だ、な」

　そう、あれだけの前振りの割に、俺の目には鈴木はいたく普通に映った。

「うん。アフロがなければね」

「……でも、この仮面をつけると」

「あら、まるで黒くろ猫ねこに見えますね」

　最後にワカナがまとめた通りだった。

　余計な装そう飾しよく品を外した鈴木の服は、ただの黒装しよう束ぞくで、鈴木が温泉で買ったという仮面は、そのまま黒猫を模したものだった。

「……これは、使えるか？」

「ええ。最後に一匹ぴき捕とらえ損ねた黒猫としては十分だと思うわ」

「それに、鈴木君の足の速さは陽動向きだと思う」

　俺達は顔を見合わせて、互たがいに考えていることを確かく認にんし合った。

「ははは！　足には自信があるよ！　なんたって、多加良っちに日々追いかけられ、鍛きたえられているから！」

「ほほう。ならばさぞ体力もついていることだろうな、鈴木」

　腰に手を当ててふんぞり返る鈴木に、俺はあくまで平和的に話を持ちかける。

「まあね！」

「ああ、じゃあこれからすごくお前向きの仕事をやるよ」

「えー、仕事？」

　鈴木は仕事という単語を聞いた瞬しゆん間かん、明らかに不満顔を見せたが、普ふ段だん生徒会の仕事をさんざんさぼっているのだから、こんな時くらい役に立って貰もらう。

「その格好で、和邸ていの中を走り回ってこい」

　俺は、はっきりと鈴木にそう命じた。




　結果だけを言えば、鈴木を使った陽動作戦は妙に上手うまく成功した。もちろん作戦立案者が優すぐれていたから成功したのだが、それとは別にもう一つ、ワカナが陽動に加わったことがあげられる。ワカナが率先して鈴木を追いかけることで他ほかのメイドもつられて持ち場を離れてくれた、というわけだ。

　本当は自分自身で彩波を助け出したいはずだが、ワカナはそれを俺達に委ゆだねて、陽動を引き受けてくれたのだった。

　そこまでされたからには、必ず彩波を助けると、俺達は改めて心に強く刻んだ。

「と……、この部屋が屋根裏に上がれる部屋だな」

　蘇芳館の三階の角部屋、その前で俺は立ち止まると、しっかり頭に入れた設計図面を、もう一度頭の中で再現して頷うなずいた。

「……ワカナさんの話では、常時鍵かぎがかかっていない、のよね。今日もかしら？」

「不用心っていうよりは、逆に誰だれにも見つからないだろうっていう自信の表れかな」

　周囲に人がいないのは確認済みだが、桑田と尾田は声を潜ひそめて、それぞれ考えを口にする。

「鍵は開けてみればわかる。で、開いていた場合は、多分自信があった、ってことだな」

　彩波や理事長の私室は蘇芳館の二階にあって、三階は物置のように使われている部屋ばかりだから、メイド達はもちろん、彩波も滅めつ多たなことでは三階まで上がらないらしい。ただし、この物置が和家の物置である以上、泥どろ棒ぼうの類たぐいにはよく狙ねらわれているだろう。

　そんな部屋に鍵をかけないのは、わざと隙すきを作り、逆にその上にある物に興味を抱いだかせない為ため、というところだろうか。

「とにかく、開けるぞ」

　俺は二人に一言告げると、扉とびらに手をかけた──ドアノブは至し極ごくあっさりと回り、扉は簡単に開いた。

「……自信満々、か」

「みたいだね」

「でも、きっと明日からは鍵がかかるわね」

　とりあえずそれが今日でないことをありがたく思いながら、俺達はその部屋に足を踏ふみ入れた。




　物置に無造作に置かれていた和家の蒐しゆう集しゆう物──その蒐集範はん囲いはおそらく世界である──を上手く積み上げて、俺達は屋根裏に上がるための足場とした。

「総額いくらを足あし蹴げにしたかは、考えないことにする」

「そうね、その方が精神衛生上いいわね」

　尾田と桑田はその方向で意見の一いつ致ちをみたらしい。うん、俺もそれには賛成だ。

「それはそれとして……暗いな」

　三人とも無事に上がったはいいが、屋根裏は明かり取りの窓すらなくて、昼にもかかわらず暗かった。持ってきた懐かい中ちゆう電灯一本ではそのスペースをすべて照らすには足りなかった。

「……〝真の参の間〟の前に電気のスイッチから探すか」

　近くにいるお互いの顔もよく見えない状じよう況きようでは何かを探すどころではないから、俺達はそうすることに決めた。

「……あのさ、まず壁かべらしきものに手が触さわらないんだけど」

「っていうか、灯あかりも当たっていないわね」

「屋根裏っていっても、一部屋分じゃなくて、蘇芳館を覆おおっている屋根の下、だからな」

　ようするに、かなり広いスペースでは、電気のスイッチを一つ探すだけでも一苦労というわけだ。

「俺は、将来どんなに金持ちになっても、無む駄だにでかい家は建てない」

「ああ、うん。賛成」

　俺が呟つぶやけば、尾田はため息混じりに賛同の票を入れた。

「……何だか、歩きにくいのは、この箱のせいかしら？」

　桑田の声に床ゆかを照らせば、そこには数個、木箱のような物が転がっていた。

「うん？　箱、か？」

「……あと、何かさっきからカチコチって感じの音がしてるけど、なんだろ？」

　尾田の言葉に耳を澄すませば、確かにそんな音が聞こえたが、やはり暗くら闇やみでは判然としない。

「とにかく、早くどうにかしないと、ここに花南ちゃん達が来たら、待ち伏ぶせっていうより、単なる鉢はち合あわせよね」

「ああ、それはさすがに格好つかないな」

　下手をすれば、本当にそんな状況になりかねないのだが、俺は桑田の言葉に肩かたを竦すくめてみせて、再び暗闇に手を伸のばした。

　そうして、やっと手を壁につくことが出来ると俺達は一息ついた。後は、この壁をゆっくりと伝っていけば、その内電気のスイッチに触ふれるだろう──照明が無いというオチがないことを祈いのらずにはいられないが。

「しかし、この屋根本当に八角形だな」

　懐中電灯を上に向けながら、俺は一角一角数えてみた。

　が、数え終わる前に、ガタンッ、と何かを外す音が俺の耳に届いた。それと同時に下の方から微かすかな明かりが漏もれだした。

　屋根裏に入る時に俺達が外した天てん井じよう板はすぐにはめ直したのだから、その部分がもう一度開くということはつまり。

「姉様、こちらで間ま違ちがいないようです」

　声を聞くまでもなく、羽黒達が来た、そういうことだった。

　どうせすぐに気付かれるとわかっていたが、反射的に俺達は口を閉じて息を詰つめた。

「……黙だまっていても、呼吸の音から何から筒つつ抜ぬけだ」

　しかし、すぐに凜音に暴かれて、俺達は一つ息を吐はき出した。

「ああ、悪いが先に入らせて貰もらってるぞ」

　微かな光が照らし出すその姿に目を凝こらしながら、俺は声を返した。

「悪くは無いですよ。まだ〝真の参の間〟も〝かのう様〟もあなた方の手に落ちていないのですから」

　そうすれば、今度は凜音ではなく、羽黒が答えて寄よ越こす。もう、不自然に作った声ではなく、羽黒らしい柔やわらかな声だった。内容はともかくとして。

「んー、んーん」

　次いで、呻うめくような声と同時に、何かが床に置かれた音がして、

「……彩波、か？」

　俺が問いかければ、ばたばたと足あし踏ぶみで答えが返ってくる。

「お静かに」

　羽黒が言えば、その音は止やんだが、二人の黒くろ猫ねこがこの場に彩波を伴ともなってきたことは間違いなさそうだ。

「彩波さんを、放しなさい」

　桑田が、静かにそう要求したが、羽黒達が答えることはなかった。

「なんだ？　どうもこの空間へやは騒さわがしいな？」

　羽黒が再び天井板をはめ直すと、また屋根裏が暗闇に戻もどると共に、凜音はそう呟いた。

「騒がしい？」

「騒がしいのですか？」

　俺と羽黒の声は偶ぐう然ぜんにも重なる。

「ああ、でもお前達にはこの騒がしさはわかるまい」

　だが、凜音は、俺達の言葉を軽く切って捨てる。

「……そうですね。彩波さん、このお部屋の明かりはどこです？」

　羽黒はそんな凜音に気を悪くした風もなく、彩波に問いかける。

「……え、と、電気は左の隅すみの方、かな？」

　いささか掠かすれ、頼たよりない声が羽黒にそれを告げると、俺達よりずっと暗闇に慣れている為ため視界が利きくのか、羽黒が動いたのがわかる。

「彩波？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　どうやら声を発することを許されたらしい彩波に、その姿は見えないけれど語りかければ、

「あー、多加良ちゃんの声だっ！　やっぱり多加良ちゃんは彩波を助けに来てくれたんだねっ！　信じてたよっ！」

「どちらかというと、助けられにそっちから来たって感じよね？」

　彩波の声が思いの外元気だったのに安心したのか、桑田はほんの少しだけからかうような台詞せりふを彩波に向けた。

「違うもんっ！　これから助けて貰うんだもんっ！」

　彩波も素す直なおに反応してそう声を返してくる。

「……まずは、一安心ってとこかな」

　尾田が言えば、俺は黙って頷うなずいた。

「信じるの、信じないのと……小こ娘むすめまでも言うか」

　しかし、そこに水を差すような凜音の声。

「あ、ありました、スイッチ！」

　そこに更さらに電気のスイッチを見つけたらしい羽黒の声が被かぶさり、それと共にようやく屋根裏は明るくなった。

　そして、目の前に広がる光景に、俺達も羽黒達も一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　俺達がそこで目にしたのは、広い床ゆかを殆ほとんど埋うめ尽つくす無数の箱と、壁かべを埋め尽くす時計だった。その箱に混ざって、陶とう器きの人形といったものがやはり無造作に床の上に置かれていた。

　そうして、その箱と時計に囲まれるようにして、中央──八角形の屋根の丁ちよう度ど真下──には一ひと際きわ大きな箱──縦横三メートルはある立方体──があった。

「……こんなに、時計があっては、うるさくてしようがない」

　しかし、考えを廻めぐらそうとすれば、凜音が更に不快そうな声を上げる。確かに凜音の能力が耳の良さにあるとすれば、この部屋の多すぎる時計の音は騒そう音おんなのかもしれない。

　けれど凜音は耳を塞ごうとはしなかったし、その素振りさえ見せない──誰の声も聞き漏らさないという言葉はどうやら本物だ。

「姉様、大丈夫ですか。明かりはつけました」

「ああ、別に暗くとも不自由はなかったが」

　羽黒が傍かたわらに戻ってそう言っても、凜音は何でもなかったように答える。

　黒猫の仮面は相変わらず羽黒の顔を覆おおっている。でも、ほんの少しだけその表情が穏おだやかに見えるのは気のせい、だろうか。

　その胸の植物はなは未いまだ蕾つぼみを付けたところで成長が止まっているというのに。

　一方、凜音の植物は、既すでにたくさんの葉を繁しげらせていた。

「お待たせしました」

　改めて俺達の前に立った、羽黒は律りち儀ぎな言葉を俺達に向けて、一つ頭を下げた。凜音の分まで。

「ああ……。待った分、色々と彩波に聞きたいことがある。いいか？」

「姉様、いいですか？」

「実のある話をすると言うならばな」

　相変わらずの物言いだったが、凜音もこの部屋のことは聞いておきたいのだろう、特に反対の声は上げない。

「彩波、これは、なんだ？」

　時計はそれとわかっているから、敢あえて尋たずねず、床だけを示して問う。その腕うでは羽黒がしっかりと摑つかんでいる。

　彩波は部屋の時計と箱をぐるりと見回した後、口を開いた。

「えっとね、オルゴール」

「そこら辺の、人形もか？」

「うん、そうだよ。試ためしにねじを巻いてみてもいいけど」

　俺達の問いに、彩波は至って無む邪じや気きに応じる。〝真の参の間〟を前にしているはずなのに、落ち着いていて、俺は逆にそれを不ふ審しんに思う。

「オルゴール、だと？　我々が求めているのは〝かのう様〟だ」

「……わかっているよ。だからね、この中にそこのかのう様のお部屋を開けられる鍵かぎになっているオルゴールがあるんだよ」

　そして彩波は、この屋根裏に〝真の参の間〟があることを認めてしまう。

　だが、俺達にはそれがわからない。唯ゆい一いつ可能性がありそうなのは、中央に鎮座する、ひときわ大きな──大きすぎる──木の箱だ。

「あのでかい箱もオルゴールか？　それとも、部屋っていうのはもしかして、あれか？」

　俺はあまり期待せずに屋根裏の中央にある巨きよ大だいな箱を指さしながら、彩波に眼まな差ざしを向けた。

「うん。多分そうだよ」

　彩波はあっさりと、実に落ち着いた様子で頷いた。

「本当なのか？」

「うん。お父様の話ではね」

　念のために繰り返し尋ねれば、彩波は再度頷いた、

「あれが〝真の参の間〟か。では、教えて貰もらおうか、どれが鍵のオルゴールなのかを」

　黒くろ猫ねこの仮面に指先で触ふれながら、凜音は視線を落として彩波に問う。恐おそらく、その為ために凜音はここまで彩波を伴ともなってきたのだろう。

「知らないよ」

「なんだと？　ここまできて噓うそを言うな！」

　凜音が声を荒あららげると、彩波は反射的に羽黒の蔭かげに隠かくれた。でも、俺には彩波が噓を言っているようには見えなかった。

「だって、彩波もここに来るのは初めてだもん。それでもって、まだお父様にどれがその鍵なのか教えて貰ってないんだもん」

　俺達は「二人」の内の一人を勝手に彩波としてカウントしていたが、

「お父様以外に知っている人はいないと思うよ」

　その場の全員が、さっきとは別の意味で絶句していた。

「……ならばそれで、いいさ。この中からそこの扉とびらに合う鍵を探し出せばいいんだろう」

　凜音は自分を鼓こ舞ぶするように言ったが、多分そんなに単純ではない。

「彩波。鍵がオルゴールの中に入っているのか？　それともオルゴールすべてが鍵になるのか？」

「うーん、彩波もよくわからないんだよ？　だって多加良ちゃん、そのお部屋の扉を見てよ」

　言われるままに、俺は三メートルの立方体という風ふ情ぜいの〝真の参の間〟に改めて目を凝こらした。

「……なんだ、これ」

　だが、口を突ついて出た俺の声は大いに戸と惑まどっていた。

　床のオルゴールを避さけて近付き、近くで四方から確かく認にんする。俺に倣ならって、桑田と尾田、羽黒に凜音もこの箱の観察に加わる。

　木製の箱のような〝真の参の間〟の外側にはまったく装そう飾しよくがない。ましてドアノブや扉とわかるような溝みぞもなく──つまり、この〝真の参の間〟には鍵穴はおろか、開けるべき扉さえも無かった。

「扉が無い？　それをどうやって開ける？」

　凜音が勢い込んで彩波の襟えり首くびを摑もうとするのを、羽黒が間に入って柔やわらかく止める。だが、黒猫の仮面には更さらに影が落ちて、

「どういうことですか、彩波さん？」

　困こん惑わくと共に問いかける。

「うーん、だから彩波もよくわからないんだよぅ」

　しかし、返される彩波の答えも相変わらず要領を得ない。

「ここまで来て、中から音もする、気配も漂ただよっているというのに、諦あきらめられるか」

　凜音はそう言いながら〝真の参の間〟を叩たたいたがそれで扉は開きもしないし、姿を現すこともない。

　扉はない。でも、鍵はある。それはこの床ゆか一面に置かれたオルゴールの中にある。

「でも……鍵があるってことは、どうにかすれば、開くってことだ」

　結局、答えはそれしかない。その可能性に賭かけてみるしかない。

「うん。そうなんじゃないかなぁ？　でも見つけるのはとっても大変だと思うよ」

　彩波の言葉の前半は微び妙みように心こころ許もとなく、後半はどうしようもない事実だった。

「……とにかく、一つ一つ鳴らしたり、調べてみたりすれば」

「いつかは終わるわよ」

　尾田と桑田の言葉に、それぞれ肩かたを叩かれて、俺は覚かく悟ごを決めた。

「そういうことだ、羽黒」

「……ようするに、先に鍵となるオルゴールを見つけ出した方が〝かのう様〟を得る、ということですね」

　銀色の線の走る仮面にゆっくりと触れながら、羽黒は俺達に目を向けた。

「ああ。先に鍵を探し出したら俺達の勝ちで、逆に開けられたらそっちの勝ち、ってことだ」

　俺がそう言えば、二人の黒猫は頷うなずいた。

「勝ちは必ず我らが貰う。そして、我ら一族は神を手に入れる」

「彩波さんも、それで構いませんね。あとで泣かれても知りません」

「泣かないよっ！　多加良ちゃん達はきっとかのう様を護まもってくれるもん！」

　それが、自分の余よ裕ゆうの理由だと言うように、彩波は羽黒に言い返した。

「ついでに、ちょっと伺うかがっておきたいのですが、姉の……凜音の植物はどうですか？」

「羽黒、もう、お前の植物と同じくらい育っている」

　正面から尋たずねてきたから、俺は正直に教えてやった。

「そうですか。わかりました」

　そして、頷くと、頭を下げた。

　それだけで、羽黒の中での優先順位ははっきりしていた。まず、凜音の願いを叶かなえることで〝かのう様〟を手に入れることはその次だろう。

　でも、植物を咲さかせるのは俺の仕事だ。たとえ羽黒が凜音の植物を咲かせられたとしても、その花を摘つむのは俺にしかできない。

「羽黒……俺達が勝ったら、絶対にお前と凜音の植物を摘むぞ」

「……そうですか。覚えておきます」

　羽黒はそう言って、再び俺達に背を向けた。いまは、その背中は追わないと、俺は拳を握りしめた。

「よし、とにかく手当たり次し第だいだ」

「原始的な方法だけど、一番確実だね」

「そういうことね」




　俺達は、とにかく手当たり次第にオルゴールのねじを巻いていくことにした。

　動かしてみることによって、中から何か出てくるかもしれないし、聞こえる音楽の中に何かヒントが隠かくされているかもしれない、そう思って。

「花南、まずはその辺に置かれているもの、すべてを持ってこい」

　凜音の声は相変わらず大きくて、花南に指示を与あたえる声は俺達のところまで届く。

　ねじを巻きながら、そっちの方を見てみれば、凜音は顔は羽黒の姿を追い、手は近くのオルゴールに伸のばしている。

　羽黒から視線を外して、意識を凜音に向けてみると、俺はその仕草が羽黒に似ていることに気付いた。

　顔を覆おおう黒くろ猫ねこの仮面に時折手をやってみるところや、結んだ髪かみの先に触ふれる仕草。

「ああ、やっぱり姉妹なのか」

　何となく、呟つぶやいてしまう。

「姉妹？　ああ、そのオルゴールの絵と私の持っているこのオルゴールの絵、左右対たい称しようになるみたいね」

　俺の台詞せりふを勝手に解かい釈しやくして、桑田は自分の腕うでの中に抱かかえていたオルゴールと、俺がねじを巻いたばかりのオルゴールを並べてみせる。

「……この鳥の絵は姉妹っていうより、夫婦だな」

　俺は桑田の誤解を特に訂てい正せいせず、二つのオルゴールを見比べて、そんな感想を持った。

「夫婦、ああ、そうね」

　そうすれば桑田も納なつ得とくして頷く。

「じゃあ、同じメロディーが鳴るのかしら？」

「それは、どうだろうな。俺もまだ聞いてないし」

「それなら、一いつ緒しよに鳴らしてみましょう？」

　桑田の提案に頷くと、俺達は同時に箱形のオルゴールの蓋ふたを開けた。果たして、流れ出した旋せん律りつは見事に同じで、

「〝歌の翼つばさに乗せて〟。なるほど、良く出来ているわね」

　この曲を知っていた桑田は感心したような目を二つのオルゴールに向けた。

「よく出来ていようと、鍵かぎでなければ意味はない」

　だが、そんな俺達に聞かせるように、凜音は大きな声を発していた。

「はい、姉様」

　でもそれは俺達にではなく、羽黒に向けられた台詞だった。爪つめでひっかくように仮面に触れながら、凜音は羽黒の腕から宝石箱のようなオルゴールを奪うばうと、床に投げた。投げつけられたオルゴールからはいくつか飾かざりの宝石が剝はがれ落ちる。

「……僕いま、あれの金額想像した」

「俺もだ」

　俺と尾田はその光景を目にして、他人ひと事ごとながら冷ひや汗あせをかいた。

「きっといま、花南ちゃんも仮面の中で青くなってるわよ」

　一方、桑田は幾いく分ぶん冷静に、そんな分ぶん析せきをしてくれた。

　そして、俺と尾田はその分析に至し極ごく納得してしまう。

「とにかく、これ以上破は壊かいされる前に、当たりのオルゴールを見つけないとな」

「うん、そうしよう」

　そうして、俺達はまた分散して探し始めた。

　けれど、百以上もある中から、鍵らしいモノを見つけ出すのは困難だった。逆を返せばすべてがそれらしく見える。

　しかし、状じよう況きようは羽黒達に有利というわけでもなかった。〝真の参の間〟も含ふくめ和邸ていは凜音と羽黒の能力を不調にしているようで、二人もオルゴールを近くに集めては地道にその音を聞いている。

　そうやって、双そう方ほうでねじを巻いている内に、空間は様々な音楽で埋うめ尽つくされていった。オルゴール一つ一つの音色は軽やかで美しくても、いくつも重なり合えばやがて騒音じみてくる。凜音ではないが、

「これは、うるさくなってきたな」

　思わず愚ぐ痴ちれば、同じように感じたらしく、桑田は両手で耳を塞ふさぐ仕草をしながら頷うなずいた。

　俺や桑田でこうなのだから、凜音はどうかと再び目を向ければ、

「くそっ、集中できない！」

　案の定、苛いら立だちを込めて床ゆかを踏ふみならす。そんな凜音を見て、羽黒はオルゴールを探す手を止めて、駆かけ寄っていく。

「姉様、あの……しばらく私に任せて休まれては？」

「休む？　休んでいる暇ひまなどない。花南、私の心配をする時間があるなら、早くオルゴールを探し出せ──一族のために」

　だが、凜音は羽黒の優やさしさを拒こばみ、更さらに背を向ける。

　優しい羽黒と、厳しい凜音。人を信じている羽黒と、人を信じようとしない凜音。対照的な姉妹はまるで水と油のようで。

「あの……辛つらくなったら言ってください。わたしはすぐそばにいますから」

　俺は、凜音はその言葉も拒むだろうと思った。

　けれど凜音は、不思議そうに小さく首を傾かしげた後で、小さく頷いて、再びオルゴール探しへと戻もどった。

「多加良、手が止まってるよ」

　知らず、二人の観察に没ぼつ頭とうしていた俺を、尾田の声が呼び戻す。俺は軽く頭を振ふって、意識を切り替かえると、

「次はこれ行ってみるか……」

　少し離はなれた場所から、箱の上にビスクドールがついているオルゴールを選びねじを巻いた。

「……ん？」

　だが、そういう曲なのか、壊こわれているのか流れ出したのは低い単調な旋律だけだった。

「なんていうか、見た目を裏切る感じだね」

　尾田が言う通り、拍ひよう子し抜ぬけだった。

　だが、次の瞬しゆん間かん、どこからかカチリッという、錠じようが動くような音が聞こえて、俺達は目を瞠みはった。

　その音に反応したのは、もちろん俺達だけではない。二つの黒猫の顔が俺の腕の中のオルゴールをじっと見つめていた。

　だが、すぐに距きよ離りを詰つめてくることはしないで、まず羽黒がゆっくりと立ち上がった。でも、床ゆかが埋うめ尽つくされているのだから、自由に動くことはお互たがいかなわない。

「ここで下手に動くのは危ないと思うわよ、花南ちゃん」

　俺と羽黒を結ぶ線上に桑田が割って入る。

「そうですね。でももう引き分けは、だめですから」

「そうね」

　羽黒も桑田もお互いの気持ちはわかっている。植物を咲さかせたいというところでは共通しているのに、想おもう対象が異なるだけで。

「花南、そっちは任せたぞ」

　そして、凜音は羽黒にそう言うと、自分は再びオルゴールの探たん索さくに戻もどる。ようするに、俺の持っているオルゴールに興味はあるものの、これが鍵だという確証は向こうの能力をもっても感じ取れない、ということだ。

　でも、羽黒は凜音の言葉を聞いた瞬間、弾はじかれたように凜音の方を見た。仮面をしていても羽黒の驚おどろきは伝わってきた。

「何を驚いているの？」

「……姉が、わたしに無条件で物事を任せてくれたのは、初めてなんですよ」

　驚きから醒さめやらなかった為ためか、羽黒は桑田の問いに正直に答えた。

「そう……良かったわね」

「ええ。でも、だからこそ、そのオルゴールは渡わたしていただきます」

　そして、羽黒は改めて桑田と向かい合う。

「いま持ってるそれに、この部屋の何かが反応したなら、やっぱり似ているのを探すべきだよね」

　尾田は尾田で、二人の様子を気にしながらも一刻も早く当たりのオルゴールを手に入れようと、床の隙すき間まを縫ぬうようにして歩く。

　俺もオルゴールを抱かかえたままで、同じようにビスクドールのついた物を探し始める。

　が、捜そう索さくを再開した凜音の姿を見つけて一瞬固まる。凜音は怒ど濤とうのスピードでオルゴールを選えり分けていた。俺達の様にねじを回すことなく、ただそれに耳を押し当てて判じていく。

「尾田、急ぐぞ」

　もはや凜音に余よ裕ゆうというものはなく、あるのはただ本気だ。一心不乱にオルゴールを探している。

「さっきのは、低音パートだ。だとすれば後は高音パート」

　そして、その本気故ゆえに、無意識の呟つぶやきは唇くちびるから零こぼれ、俺達の耳にまで届く。

「低音パートと、高音パート……」

　言葉を受けて、俺は脳みそをフル回転させた。

　なるほど凜音の推測には一理ある。低音パートならばあの単調なリズムにも納なつ得とく出来る。

　ただ、低音パートから推測出来るほど、あれはメジャーな曲ではない。だったら、他ほかにも何かヒントがあるはずだ。

　低音と高音。男声と女声──一瞬、脳のう裏りを掠かすめたのはさっきの左右対たい称しようになるつがいの鳥のオルゴール。

「……でも、二人しか開けられない、っていうのは何だろう？」

　ずっと引っかかっていたその点を、改めて尾田の呟きで聞かされて、俺は閃ひらめいた。

　高音と低音。二つのパートに分かれているのは偶ぐう然ぜんではない。あの二羽の鳥が同じ音を奏かなでたのとは逆に、二つで一曲になるオルゴールがあると仮定して。

　でも正解を知るのは一人で、なのに二人しか開けられない。

　ようするにそこがずっとヒントだったわけだ。

「尾田、ドレスを着たビスクドールを探せ！」

「え、え？　どういうこと？」

「……理り屈くつは後だ」

　そして、俺の言葉に同じく何かを悟さとったらしい凜音が動き出す。

　二人しか開けられない──つまり、それは生身の人間とは限らなかったのだ。

　男のビスクドールのついたオルゴールと対ついになるのは女のビスクドール。すなわち「二人」しか開けられない。二つのパートの音楽。

　俺の推理が間ま違ちがっていなければ、そういうことだ。

　凜音が人形付きのオルゴールを拾っていく。俺達も近くにあったオルゴールを確保して。

　後は賭かけだった。

　尾田と俺は忙いそがしくねじを巻いて、そして二つのオルゴールを同時に鳴らす。

「重なれっ！」

　そうすれば、二つの音色は見事に重なって、調和のとれた美しい音楽を奏で始める。初めはゆっくりと、だんだんと速く、そしてまたゆっくりと。

　けれど、何も起こらないまま、ゼンマイは切れて音楽は途と切ぎれる。

「どういうことだ、違うのか？」

　凜音は呆ぼう然ぜんと呟く。答えはないと、知りながら。

「ううん、当たりだと思うよっ！」

　だが、弾はずんだ声が俺の考えを肯こう定ていしようとする。

「……彩波？」

「ええと……あと三分」

　どれも同じ時刻を指している壁かべの時計を見て、小さく呟くと、彩波は再び俺達に視線を戻もどすと笑った。

「多分、二人で一つ、っていうのは当たり。でもね、あと一つ必要なことがあるんだよっ」

　最後の最後で彩波が繰くり出した言葉に、俺と凜音は暫しばらく思考を奪うばわれて、その場に停止した。

「彩波さん？　今になってそれを言い出すっていうのは、いったいどういうことかしら？」

　常よりは優やさしい口調ながら、桑田の眼まな差ざしはやや厳しく、彩波を捉とらえる。

「だって、いま思い出したんだもんっ！」

　しかし、彩波は場の空気をことごとく壊こわすように無む邪じや気きに言い切ると、口を尖とがらせた。

「……それで、何が必要だ？」

　彩波のペースに巻きこまれまいと、凜音が低く問う。

「彩波が歌って踊おどるんだよっ！」

　彩波の表情は真面目まじめではあったが、告げられた内容に、俺達は首を傾かしげずにはいられない。

「歌って踊るって……」

「ここは、カラオケボックスじゃないわよ？」

　尾田と桑田が呆あきれたように問いを向けるが、彩波は逆に憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべる。

「そんなことはわかってるもん。歌って……舞まうんだよ。かのう様の為の舞を、ね。お父様は扉とびらを開けるときにそうするって言っていたから」

　そして、核かく心しんに触ふれた言葉に、俺達はようやく納得した。

「それで、彩波さんは踊るんですか、踊らないんですか？」

　ひたと、彩波に視線を据すえて、羽黒が真しん剣けんに問いかける。そう、彩波はあくまで和家の者で、〝かのう様〟を護まもる側にいる。ここでそれを拒きよ否ひすれば、羽黒達は万事休すだ。

「踊るよ。……彩波は多加良ちゃん達を信じているから」

　真しん摯しな表情と声。それは俺達がいままで殆ほとんど見たことのない彩波の姿だった。

「ただね、彩波の舞を見るなら、花南ちゃん達は黒くろ猫ねこの仮面を外さないとだめだよ」

「……なぜだ？」

　凜音が問えば、

「扉が開いて、そこにかのう様がいらっしゃったら？　かのう様の前でもそうやって、顔を隠かくしておくつもり？　失礼でしょう」

　凜りんとした声で告げる。逆らうことを許さない、厳然とした響ひびきがそこにはあった。

「よかろう。神には礼を尽つくす」

　そうすれば、凜音は静かに黒猫の仮面を外した。羽黒もまた、凜音に倣ならいゆっくりと仮面を外した。

　そうして、並べば、なるほど二人は姉妹だと納なつ得とくできる、似た顔立ちをしていた。ただし、眉まゆも目も凜音はややきつい印象で、羽黒を可愛かわいらしい部類に入れるなら、凜音は綺き麗れいといわれるべき顔立ちだった。仮面を外し露あらわになった額には、薄うすく汗あせをかいていた。

「これで、いいか？」

「うん、いいよ。あとは、彩波の手と足を自由にして」

　言われるままに、羽黒が彩波の手と足を結んでいた紐ひもを解く。

「ふあー、やっと自由になったよ」

　手足を伸のばしたり、回したりしながら彩波はまたどこか吞のん気きに呟つぶやく。

「大だい丈じよう夫ぶか、どこか痛いところは？」

「うん、大丈夫だよ。多加良ちゃん心配してくれてありがとうっ！　あとは……見ててね」

　俺が気き遣づかえば、彩波はそう言って、いつものようにツインテールの髪かみを揺ゆらして笑った。

「……では、皆みな様さま。静せい粛しゆくにねがいます」

　そして、俺達に背を向けると、彩波は件くだんの箱の一面の前で膝ひざをつき頭こうべを垂れた。




　奥山の大いなる神の樹よ
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　とてもゆったりとした調子で、節をつけ、彩波は喉のどから声を絞しぼるようにして謡うたう。

　身体からだの動きは、手に何かを持つ仕草。右手を左に左手を右に、二本の腕を交差させ、足は静かに大地を踏ふむ。

　腕を開き、今度はその腕を頭上で交差させる。それを繰り返しながら、彩波は〝真の参の間〟の周囲を回っていく。

　厳おごそかな儀ぎ式しきのように──否いな、厳げん粛しゆくな儀式として。

　俺達は、その舞を息を詰つめて、見守り、その声に耳を澄すますことしか出来なかった。

　誰も、その静せい寂じやくを破ることは許されないと、そう信じて。

　けれど、静寂は突とつ如じよとして、破は壊かいされる。

　ボーンボーンボーンボーンボーン

　でぃんぐ　どん　でぃんぐ　どん

　破壊したのは、壁を埋うめ尽くしていた、すべての時計だった。すべてが五時という時刻を指して、すべてがその時を告げるために鳴っていた。

　八角形の屋根に反はん響きようして、その音の重なり合いは俺達の耳を突つき刺さすほどに、大きく痛かった。そして、身体には震ふるえるほどの振しん動どうが伝わる。

　俺も、尾田も桑田も、羽黒も、ついさっきまで舞を舞っていた彩波までも、その音に動きを止めて、ただ耳を塞ふさぐことしか出来ない──ただ一人、苦く悶もんに顔を歪め、それでも耳を塞がない凜音を除いて。

　けれど、それは時間にして、三十秒にも満たなかった。

　そうして、時計の音が止やんだ時、俺達の耳に届いたのは、再びあの静かで軽やかな、オルゴールの音色。どこか鈴すずの音にも似たそれは、一つは俺の腕うでの中で、もう一つは尾田の腕の中で鳴っていた。

　少年と少女──二人のビスクドールは、俺達の腕の中で、それぞれくるりくるりと回りながら、声を合わせて歌っていた。

「それが……正解の、鍵かぎのオルゴールか」

　喧けん騒そうから一転して、美しい調べが流れる中、誰だれよりも早く自失から醒さめたのは、凜音だった。そして、その声に俺と尾田も我に返り、それぞれオルゴールを抱える腕に力を込めた。

　オルゴールはゼンマイが切れていたのに、勝手に動き出した。だとすれば、その引き金となったのは、彩波の舞まいと唄うた。或あるいは、時計の合唱という事態。

「……オルゴールは俺達の腕の中だ。俺達の勝ちだ」

「ああ。勝ちは譲ゆずろう。だが……神までは譲れないっ！」

　案の定、狙ねらいを定めて、凜音は腰こしを低く落とす。

「わたしも、まだ諦あきらめるわけにはいきません」

　そして、羽黒も凜音に倣って、構える。

　凜音の胸の植物は、葉の中から花か茎けいを伸ばし、蕾つぼみを付けている。羽黒の植物は、さっきよりも僅わずかだが蕾が膨ふくらみ始めて。

　二本の植物は、俺の方を向いていた。

「だったら、俺達も死ぬ気で護まもる」

　この腕の中にあるそれが〝かのう様〟であるかのように。

「やめた方が良いよ。だって多加良ちゃん達も、黒くろ猫ねこさん達も、もう時間切れなんだから」

　彩波がそう告げなければ、俺達はオルゴールの奪うばい合いを始めていただろう。

「ごめんね、みんな。でも、これでもう〝かのう様〟は誰にも奪えないよ。少なくとも一年間はね」

　その、本当に一いつ瞬しゆん前に、彩波は俺達にそう宣言した。

「彩波？　言っていることがわからない」

「……小こ娘むすめ、何を言っている？　我らを謀たばかったと、そういうことか？」

　いわば、彩波の勝利宣言に、俺も凜音も、呆ぼう然ぜんと問う。まだ、その他の感情が追いついてこないために、いまこの場は嵐あらしの前のように静まりかえっていた。

「いまの、五時の時報とけいはね、お祭りの準備は全部終わった、っていう合図だったんだよ。一年に一回だけのね」

　口調はいつものまま、でもほんの少し大人びた表情で彩波は俺達に告げる。

「かのう様の準備も終わったっていう、合図。だからね、もうこの部屋を開けても誰もいないし、何にもないよ」

　それは、俺達には事態の収束を告げる言葉だったけれど、羽黒と凜音には絶望への誘いざないに等しかった。

「彩波、さん？　何を言っているんですか？　扉とびらはまだ開いてないじゃないですか。あなたの唄と舞も終わっていないでしょう？」

　困こん惑わくを隠かくしもせずに、羽黒が信じられないと、いまにも泣き出しそうな顔で、彩波に問いかける。

「うん。花南ちゃんごめんね。彩波も噓うそを吐ついたよ。彩波が踊おどらなくても、五時になれば全部終わりだったんだ。みんなもごめんね。でも、彩波はどうしても、かのう様を護りたかったんだ……よ」

　深く深く彩波は頭を下げて、己おのれの噓を詫わびた。

「彩波さん、じゃあ、このオルゴールも噓？」

　事情が事情だけに、ただ怒おこることも責めることも出来ず、その戸と惑まどいのままに尾田は彩波に尋たずねた。

「ううん。確かにそれは鍵の一部だと思うよ。でも、それも時間がくれば勝手に動く仕し掛かけだったんだ。やっぱり、一年に一回だけだけど」

　彩波は首を振ふりながら、オルゴールが鍵であるということは肯こう定ていする。申し訳なさそうに、俺達から目を逸そらしながら。

「勝手に動く仕掛け……彩波、もしかして、もうその箱は、開いているって、ことか？」

　相変わらず、扉らしきものは少しも見えない。だが、時計とオルゴールの二つが連動した仕掛けならば、俺の考えはそう不自然ではないと思う。

　本当に、空の部屋ならば、もう鍵がかかっている必要は無いのだから。

「うん、多分もう、どこかを押せば開くよ……かのう様はいないけど」

　そして、俺の推測に、彩波はバツが悪そうにしながらも、深く大きく頷うなずいたのだった。

「……もう、神がいないだと？　我々は小娘の時間稼かせぎにまんまと乗せられたと？　馬ば鹿かにするのもいい加減にしろっ！」

　叫さけぶと同時に、凜音は黒猫の仮面を床へと叩たたきつけた。

「ふざけるな、まだ……まだ音は消えて、いない！」

　そして、仮面が床で跳はね返るのを合図に、〝真の参の間〟に──いまはただの大きな空き箱に過ぎないというそれに──走り寄っていった。そのまま、硬かたい木の壁かべを拳こぶしで手当たり次し第だい叩いていく。箱そのものを壊こわしてしまいそうな勢いで、腕を身体からだをぶつけていく。

　そうして、やがて一面が、パズルのピースが抜ぬけるように緩ゆるんで、箱に隙すき間まのような線が生じる。

　それを、同じように壁を叩いて回っていた羽黒が内側へと押し込めば、本当にあっさりと、その部屋は開いてしまった。

「本当に……開いたわ」

　俺の隣となりで、桑田が憮ぶ然ぜんとしたような、釈しやく然ぜんとしないというような顔で呟つぶやく。

「オルゴールは止まったよ」

　俺と自分の腕の中を見ながら、尾田はそう言って、やけに重たい疲つかれたようなため息をついた。

「……俺達も、中を確かめよう」

　結果は見なくてもわかるような気がしたが、オルゴールを床ゆかに置いて、俺達は部屋の中へ向かおうとした。

「……多加良ちゃん、怒ってる？」

　そのまま行こうとすれば、背中にさっきまでが噓のように頼たよりない彩波の声がかかった。

「そうだな……全然怒ってないと言ったら噓になる。でも、その前にな。彩波、よく頑がん張ばったな」

　俺は振り返って腰こしをかがめると、彩波の頭をくしゃくしゃと撫なでた。

「多加良ちゃん……。彩波、頑張ったかなぁ？」

「ああ、人質なんて怖こわかっただろう」

「うん。ちょっとだけ、怖かったよ」

　俺が気き遣づかえば、彩波は気き丈じようにもそう言って、笑って見せようとする。でもそれは、残念ながら失敗して、口元は歪ゆがんだ形で震ふるえる。

「俺は彩波が自分に出来ることを一生懸けん命めいやった、ってわかってる。だから、大だい丈じよう夫ぶだ」

　目線を彩波に合わせると、いま思っているそのままを告げた。

「うん。ごめんね」

　彩波はもう一度俺達に頭を下げて、込こみ上げてくる涙なみだを見せまいと、懸けん命めいに手の甲こうで拭ぬぐう。

「彩波さん、これでワカナさんに連れん絡らくとって、迎むかえに来て貰もらうといいよ」

　そんな彩波に、尾田は自分の携けい帯たい電話を渡わたして、そう言った。

「うん。ごめんね、尾田ちゃん」

「いいよ、わかってる。本当に頑張ったね。ご苦労様。ああ、怪け我がは無い？」

「大丈夫……だ、よ。尾田ちゃんこそその包帯大丈夫？」

　尾田は彩波を労ねぎらったが、逆に額の包帯を心配されて苦く笑しようした。

「うん、僕は大丈夫」

「……よかった」

「喉のどは渇かわいていない？　お腹なかはどう？　ワカナさんが来るまで、よかったらこれどうぞ」

　桑田は彩波の隣にしゃがみ込むと、ポケットから大量の飴あめを取り出して、それを彩波の小さな手に無理矢理に握にぎらせた。

「美名人……ちゃん。ごめん、ね」

「私には謝らなくてもいいわ。でも、後で花南ちゃんには、謝るのよ」

　彩波が詫びれば、桑田はそう言って、軽くその頭を撫でた。

「……花南ちゃんにも、謝れるの？」

「ああ、大丈夫だ。羽黒はもうすぐ……戻もどってくる」

　その言い方が正しいのかはよくわからなかったが、俺は彩波にそう伝えた。

「だから、彩波。この先は俺達に任せて、お前は一足先にワカナに元気な顔を見せてやれ」

　俺がそう言えば、ようやく彩波は笑って、素す直なおに頷いたのだった。




　開け放たれた部屋の中は、とてもシンプルだった。あるものといえば、部屋の中央に机が一つ。

　真っ白く、ただ清潔に保たれた部屋の中には、やはりかのうの姿も〝かのう様〟も、何も無かった。

　空の部屋の中で、凜音は膝ひざからその場に崩くずれ落ちていく。そんな凜音を支えるように、羽黒もまた真っ白い床に膝をつく。

「……なぜだ、なぜ我々はこうも神に見放されている？　私に何が足りない？　信じる心か？　それとも、私の声は神にも、誰だれにも届かないのかっ？」

　凜音の絶ぜつ叫きようは、部屋の壁に跳ね返る。だが、その声に応こたえはない。

「……姉様。大丈夫です。わたしにはちゃんと姉様の声が聞こえていますから」

　羽黒は凜音の背中を撫でるが、それでも凜音の感情は静まらない。長い間押さえ込んでいたものをすべて解き放とうとする勢いで、叫ぶ。

「声が……私の声が聞こえているなら、せめて姿を見せろ、神っ！」

　だが、どれ程叫ぼうと凜音に応える声はないだろう、そう思った、次の瞬しゆん間かん。

　しゃらん　しゃらしゃら　しゃんしゃん

　と、聞き覚えのあるあの音が耳じ朶だを掠かすめて、

「さて、そなたが再三呼んだは妾わらわかのう？」

　銀糸の髪かみの放つ光が一瞬俺の視界を奪うばい。黄金色の瞳ひとみは、俺を通り越こして、凜音を見つめ。

「…………あ、あああ」

　目の前に現れたあいつに──求めてやまなかったその姿を目にした凜音は声を失う。

　そして、俺もまた声を失っていた。

　実体ではないはずだが、その輪りん郭かくは融とけてもいなければ透すけてもいない。しっかりと存在感を感じることの出来る姿だった。

「うん？　待たせすぎたかのう？　妾も祭りの支し度たくに手間取ってしまってのう。だが、美しかろう？　のう、多加良」

　そして、黄金色の双そう眸ぼうは俺を見て、紅あかい唇くちびるが俺の名を紡つむいだのに──俺は、ひどく安心していた。

「…………俺は、妖よう怪かいもどきを、綺き麗れいだとか思う感性を持ち合わせていない」

　喉から絞しぼり出した声が掠れていないことを祈いのりながら、俺はようやく真まっ直すぐにあいつを見た──かのう、を。

　本人が祭りの支度というように、銀糸の髪は高く結ゆい上げられ、金銀のかんざしで飾かざられて。黒を基調としながらも様々な模様の着物を肌はだに重ねて羽織り、帯も常になく豪ごう奢しやなそれ。そして、祭りの装よそおいの仕上げは目の縁ふちと唇にひかれた赤い紅べに。

　ただ、桑田も尾田も羽黒も言葉を失っているところを見ると、もしかしたら、いつもより少しは綺麗なのかもしれない。

「……貴女あなたが、神なのか？」

　ようやく、最初の衝しよう撃げきから醒さめて、凜音がゆっくりと問えば、

「うん？　まあそんなものかのう。とりあえず、かのう様というのは妾のことだのう」

　かのうはいつもの様に鷹おう揚ように頷うなずいた。

「うむ。祭りの折とはいえ、妾の姿が見えるとは、やはり羽黒というのはなかなかのものだのう」

「あ……ありがとうございます」

　そんなに深々と頭を下げる必要は全まつたくないと思うのだが、凜音は床ゆかにつかんばかりに頭を下げた。

「ほれ。多加良も美名人も一かず哉やもこの作法を見習うがいいぞ」

　かのうだけは機き嫌げんが良かったが、俺達はうんざりとしたため息で反はん抗こうの意を示した。

「まったくのう。まあよいかのう。して、何故なぜ妾を呼んでいたのかのう？」

　理由などもう十分にわかっているはずなのに、今更の問いをかのうはわざわざ繰くり返す。相変わらずの悪あく趣しゆ味みだ。

「どうか……どうか我らの住まう地へ、共に来ていただけませんか？　そして、我らの神となり、皆みなの願いを叶かなえてくださいませ」

　凜音はかのうの前に全身を投げ出すようにして請こうた。

「お願いいたします。一族の皆のために」

　そして、羽黒もそれに倣ならい、かのうの前に額ぬかずく。二人とも、自分の為ためにとは言わなかった。

「ほう？　それは中々に楽しそうだのう」

　かのうが興味を示せば、凜音の背中は微かに震える。

「だがのう。そなた達はどのように妾を連れていくつもりなのかの？」

　かのうは無む邪じや気きを装って、小さく首を傾かしげて見せたが、床に伏ふしたままの凜音と羽黒は見ていないのだから無意味だ。

「いや、ちと顔を上げたらどうかのう？」

　狙ねらった効果を得られなかったからだろう、かのうがそう言い出せば、凜音と羽黒はゆっくりと顔を上げた。

「うむ、それでよし。して、どうやって？」

「それは……あなた様に相応ふさわしい社に御ご神しん体たいをお移ししてと」

　凜音はかのうの問いに戸と惑まどいながらもそう返した。

「妾の身体からだを移すと……」

　そうすれば、かのうは胸の前で腕うでを組み、いかにも思し索さくしているような素そ振ぶりを見せた後で、

「それは無理だのう」

　あっさりと言い切った。
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「なっ！　なぜ、ですか。我々には手厚く迎むかえる用意がありますっ！」

「そうです！　きちんとお祀まつりします」

　さすがに凜音と羽黒も勢い込んで、かのうににじり寄る。

「妾の本体はのう……もう、それは深く叶野の地と結びついている故ゆえ、移せぬ」

「そんなっ！　ですが貴女は確かに移動されてっ！」

「うん？　確かに祭りの間に妾は部屋から部屋へと移り儀ぎ式しきを行うのだがのう。本体はそのまま、少しも動いてはおらぬよ──いや、動かせぬからのう」

「ですが、気配の他ほかにも！」

「それはおそらく祭りの儀式の道具……これかのう？」

　言いながら、かのうは着物の袂たもとから、例の白金色の銅どう鐸たくもどきを取り出した。

　俺達には感じ取れない何かを感知した羽黒と凜音は、それを前に軽く怯ひるむ。

「確かに……貴女様の気配が濃こく漂ただよいますが。でも、これは御神体では、ないと？」

　震ふるえる凜音の問いに、かのうは黙だまって首を振ふった。髪の飾りがその動きに合わせてしゃらしゃらと音を立てたが、それは誰だれの心の慰なぐさめにもならなかった。

「……そうだ、かのう。お前は奪うばわれて困るようなモノがあるって！」

「いや、それを言うたは登生だのう。妾わらわはこの者達がいかにも自信ありげだったからそのような手段があるのかと、思うていたのだがのう」

　力なく項うな垂だれる羽黒と凜音を見て、まるで期待はずれだったといわんばかりに、かのうは肩かたを竦すくめた。

「そん……な。私は、私達の胸には、あなたが欲しくて欲しくて、植物はなが咲いているのです、よ？　あなたを得られぬのなら、我々はどうすればいい？」

　訴えながら、凜音は自分の胸を叩いたが、かのうはちらりと一いち瞥べつしただけで、

「そんなことは知らぬのう……。まあ、そなた達の植物は多加良に摘つんでもらっておくれ」

　そして、凜音にしてみれば、拒絶でしかないことをさらりと告げた。

「……ということでのう、妾も祭りの本番に向けていま少し用意があるので、の。後は任せた、多加良」

「なっ！　言いたいことだけ言って逃にげる気かっ！」

「まあのう。それに……その者の願いの植物はなを摘むは多加良の仕事であろう」

　そうして、いつもより赤い唇くちびるを笑えみの形にすると、かのうは現れた時と同じく、しゃらんという連環わの鳴る音だけを残して消えた。

　後に残された凜音と羽黒は、憐あわれなほどに肩を落としていた。

「……今回ばかりは、物もの凄すごく理り不ふ尽じん、だ」

「……そうね。最悪だわ」

　尾田と桑田が怒いかりに震えるのも無理のない状じよう況きようだった。

　だが、それでも。

　羽黒の胸の植物も、凜音の胸の植物もまだ、枯かれることなくその胸にある。

　だから、まだ一番の願いは失われていないはずだ。

「……残念だったな」

「は、ははっ！　滑こつ稽けいもいいところだ！　とんだ道化だ!!　笑いたければ笑うがいい」

　凜音の哄こう笑しようは、虚むなしくこだました。

「もう……どうでもいい。神を手に入れられなかった私は一族の面つら汚よごしだ。もう、誰も私を特別だとは思わないな……」

　投げやりな言葉と態度は、目的を失った人間そのものでしかなく、見ていて不ふ愉ゆ快かいだった。

「なぜ、神が欲しかった？」

　俺は凜音の前で膝ひざをつくと、その力を失った黒い瞳ひとみをじっと見み据すえた。

「はっ、今いま更さら聞いてどうする？　一族の悲願と言っても手に入らない事実は変わらないだろう」

「ああ、変わらない」

　自じ嘲ちようの声に、俺は淡たん々たんと応じる。同時に羽黒の視線が自分に注がれているのも感じていたが、そこに込こめられた感情を理解した上で無視する。

「……願いを叶かなえて貰もらうためだ」

　凜音は俺から視線を外して、目を伏せたまま投げやりに答える。

「どんな、願いを？　願いっていうのはな、一人一人違ちがうんだ」

「どんな、だと？　私の願いは決まって、いる。神を手に入れて、一族にとって特別な私でい続けるんだ。そして……」

　だが、凜音の言葉は途と中ちゆうで掠かすれ、笑おうとしていた唇はそれに失敗して歪ゆがむ。

「あ、れ？　私は私の願いを……知らない。私にあるのは一族の願いで、私自身の願いなど、ないのか？　ああ、それも道理か。人の声にかき消されて、私には自分の声など聞こえない」

　そして、凜音は掌てのひらに顔を埋うずめて、そのまま床ゆかに伏ふせてしまう。

　俺は、本当は、羽黒と凜音は似ているのだと、ようやく気付いた。

　顔以上にその中身こころが似ていたことに。

　どちらも、自分より他人を優先し過ぎて、いつしか自分の願いを言えなくなってしまった。忘れてしまった。

「……大だい丈じよう夫ぶ、ですよ。姉様、大丈夫です」

　そんな凜音の背中を、優やさしく撫なでながら羽黒は同じ台詞せりふを繰くり返す。

「花南？」

　半分だけ顔を上げて、凜音は指の間から羽黒の顔を見つめる。幼い子どものように。

「……羽黒」

　俺が名を呼べば、羽黒は黙って頷うなずいて。

「わたしは……姉様は特別だから、誰の助けも必要としないのだと、そう思っていました。でも、そんなわけがありません。姉様も人間なのですから助けが必要です。普ふ通つうの人間と同じように」

　そして、羽黒はすべて悟さとった顔を俺ではなく凜音に向けて、優しく微笑ほほえむ。

「ふつ……う？　羽黒に生まれた我々に普通なんか、あり得んと、言ったやろう。お前とは違って特別な私に、普通なんかないっ！　誰も信じない、誰からも信じられない私にはっ!!」

　だが、羽黒の言葉に凜音は逆に感情を高ぶらせ、摑つかみかかる。

「花南ちゃん！」

　桑田が二人の間に割って入ろうとしたが、羽黒は首を振ふって、それを断る。

「わたしは平気です」

　そして、襟えり元もとを締しめ付ける凜音の手に自分の手をそっと重ねる。

「そんなことはありません。姉様は……特別な方です。でも、ちゃんと姉様の声は私に届いていますよ。だから、大丈夫です」

　静かに、子どもに聞かせるように語りかけながら、羽黒は自分の両手を、そっと凜音の耳にあてた。優しく、塞ふさぐように。

「……花南、やめんか。お前まで、私の耳が聞こえんければいいって、いうとか？」

　けれど、凜音は身をよじり、その手から逃のがれようとする。

「違います。こうすると……自分の声がよく聞こえませんか？　そして、わたしにも姉様の声がちゃんと聞こえるんです。だから、姉様は自分の願いをちゃんと聞くことが出来ます」

　ヘッドホンの要領だろうか、確かにいま、凜音には自分の声も羽黒の声も少し良く聞こえているだろう──そう、羽黒は塞いだのではなく、覆おおったのだ。

「もういいですよ。無理して頑がん張ばらなくても。今度はわたしが、頑張る番です。だから……ゆっくり休んでください。仮面はわたしに預けてしまえばいいですよ」

　羽黒の言うことは、すべてはわからない。それはきっと、羽黒だけが気付いた凜音の姿だから。でも、少しはわかる気がした。

　そして、羽黒の真しん摯しでひたむきな眼まな差ざしを信じようと、思う。

「わたしを信じてください」

「ゆっくり休む？　仮面を外す？　……花南を信じる？　無理や。言葉なんか、いくら尽つくしても人間は容易にそれを翻ひるがえす！」

　だが、凜音には羽黒の想おもいが上手うまく伝わらない。

「凜音。羽黒は言葉を信じろなんて、言っていない。ただの言葉を信じる必要は無い。いま、お前が信じるのは羽黒花南っていう人間だ」

「それでも、無理や。だって、私は特別やもん。私と人の間にはいつも見えない壁かべがある。私とお前の間にだってある……いまさら、人を信じることなんか、出来ん」

　でも、優しい羽黒の言葉に凜音は尚なおも抵てい抗こうする。だから、羽黒の代わりに凜音のその頑かたくなな背中を押すのは俺だ。

「見えない壁？　見えないのに壁があるのか？　見えないモノを信じているのに、どうしてその目に映るモノを信じない？」

「揚あげ足をとるなっ！」

「そんなんじゃない。いいか、人間と人間の間に壁なんか無い。そんなのは地図の上の国境みたいなもんだ。特別だ、普通だって勝手に線を引いているのは人間なんだよ」

　そう、人間はとても窮きゆう屈くつな世界の中に自分を押し込めようとする。でも、それは知っているからだ。

　独りぼっちの世界は寂さびしいから。自由は寂しいと怯おびえているから。

「違う、私は……」

「それでも、もしもそんな壁が見えるって言うなら、そんなものは俺が壊こわしてやる！　だから、もう自分を特別だなんて思うのは止やめろ。そうしたら、お前は一人じゃなくなる」

　でも、凜音は本当に自分の周りだけにその線を、壁を築いてしまった。誰だれも入れない独りぼっちの王国の出来上がりだ。そして、いま、その壁の中から外の世界を窺うかがっている。

　そこに、信じられるものがあるかを窺いながら、探している。偶像かみさまなんかじゃない、ちゃんと手に触ふれられるものを。

「まずは、羽黒花南を信じるところから始めればいい」

　だから、俺は教えてやる。誰だれよりも近くにいる、その名前を凜音の耳にしっかりと刻み込んでやる。大きな声で呼ばなくても、必ず応こたえる人間の名を。

「花南を信じろだと？　お前達のようにか？　私には無理だ……」

「本当に無理か？　じゃあ聞くけどな、お前はさんざん誰の声も聞き漏もらさないって言いながら、羽黒の声を聞こうとしたことがあったか？」

　どんな時にも耳を塞がなかった凜音の姿を思い出しながら俺は問う。自分の声が聞こえなくなる位、人の声に耳を傾かたむけていた人間に、どれが自分の声かわからずに信じることを見失っている凜音に敢あえて問いかける。俺の目に見えていた真実を。

「花南の……言葉？　そんなもの聞かずとも、わかっていた」

「聞かなくてもわかる、か。なあ、それが、信じるってことじゃないのか？　信じていたから敢えて聞いたりしなかったんじゃないのか？」

　きっと半分は凜音の思い込みで、それは羽黒を苦しめただろう。でも、それでもいま羽黒は凜音の傍かたわらにいる。

「私が花南を信じて、いた？　わから……ない。だって、私は花南を疑ったり、していたんだ、ぞ？」

　凜音の声は震ふるえ、掠かすれていた。まるで、それを恥はじるように凜音の声は小さかった。

「ああ、当然だ。誰かを信じることは難しい。他人の心は見えなくて、不可解で、定形じゃないからな」

　だから、俺がそう言えば、凜音は怪け訝げんな顔で俺を見上げる。でも、それが俺の偽いつわらざる本心だから、しっかりと凜音の目を見つめ返す。

「でも〝信じる〟ってそれでいいと、俺は思う。〝信じる〟なんて、ただ言葉だけで人間は満たされないからな。迷ったり、疑ったり、揺ゆらいだりする。だから、そういう気持ちを全部ひっくるめて、〝信じる〟ってことでいいと俺は思う」

　信じることは難しくて、曖あい昧まいで、不確かだけど、それでも人の手をとることはできるから。誰かが信じていれば、諦あきらめずに信じていれば、きっといつか一ミリの迷いもなく、誰かを「信じる」ことにたどり着けるはずだ。だから、その可能性に賭かけて、俺は人を信じたいと思う。

　それで、いいのならば──きっと、それで構わない。少なくとも、この秋庭多加良の「信じる」は。それが、羽黒を、尾田を、桑田を通して見つけた、いまの俺の答え。

　だから、俺はいまもう一度、その言葉を言うと決める。二人の羽黒の為ために。

　俺は、凜音の前に立ちはだかると、その頰ほおを掠めるように、まっすぐな蹴けりを放った。

「羽黒凜音！　お前が作った壁は、たったいまこの俺がぶっ壊した！　俺が壊してやった！　だからな、お前はいまから俺を信じろ！　神様なんかよりも、お前の壁を壊してやった、この俺を、俺が信じる羽黒花南を信じろ！　それと！」

　凜音に宣言し、そのまま俺は身を翻ひるがえすと、この場の全員の顔を睥へい睨げいして、言葉を続ける。

「羽黒も、尾田も、桑田も、もしも今度迷って、自分を信じられなくなったら、俺を信じろ！　絶対にお前達のことを信じている俺のことを信じろ!!」

「……うん。わかった」

「りょうか……い、しました」

　尾田と桑田は一いつ瞬しゆん目を瞠みはり、それから、なぜか二人とも泣きそうな顔で大きく頷うなずいた。

　そして、二人にやや遅おくれて、羽黒もまた頷く。

「花南……私もお前のように、誰かを信じてもいいと？　この、秋庭多加良を信じて……お前を信じることが出来ると思うと？」

　そんな凜音の問いに、その顔を覗のぞき込むようにしながら羽黒がもう一度頷けば、凜音の羽黒によく似た黒い双そう眸ぼうからは、大おお粒つぶの涙なみだが、まるで昔の映画の女優みたいに、ゆっくりとこぼれ落ちた。

「信じられます、きっと。秋庭さんを信じる姉様をわたしは、信じます。ずっと、信じ続けます」

　そして、凜音の涙は、二人の間に転がる黒くろ猫ねこの仮面の上に、静かに降り注いだ。

「なら……私も……信じよう。花南」

　小さな小さな、呟きと共に。




　　　　＊＊＊




　もしも、君の耳が聞こえなかったら、どんなに良かっただろう。少なくとも僕は、少しは凜音を信じられたかもしれない。そして、凜音もほんの少しだけ僕を信じてくれたかもしれない。そして……僕達はお互たがいの言葉を信じることが出来たかもしれない。




　あの日──この冬の始まりのある日。彼はそう言いながら私の耳を、自分の両手でそっと塞ふさいだ。

　そうされても、私の耳には彼の血潮の音が流れ込んで、彼の望むような静せい寂じやくは訪おとずれなかった。

　ただ、彼の手の冷たさばかりが耳に伝わって──それは、彼が手を離はなしても私の耳に残った。

　なぜ、彼が組織を去っていったのか、いまもわからない。最後に名前を呼んだけれど、黒猫になってから初めて、彼の名前を呼んだけれど、振ふり向いてはくれなかった。私の声は誰にも届かないと。誰も信じていない私の声は誰にも聞こえないというように。

　その日から、ずっと、彼の言葉は耳の奥で鳴り続けた。その手の冷たさと共に、ずっとずっと消えてくれなかった。

　だけど、今いま更さら信じろと言われても、困った。だって、私は特別だったから、だから、誰もそんなことを教えてくれなかった。どうしたら人を信じられるのかも、信じて貰もらえるのかもわからなかった。

　私はずっと、独りだったから。特別な黒猫である自分だけしか信じてこなかったから。

　それで良かったはずなのに、あの日から急に仮面は重くなった。

　気付いてしまったから。自分の中にも人を信じたい気持ちがあると。でも、それでも特別な自分をやめることは出来なかった。

　だから、一族の為に神を求めるしかなかった。本当に求めているのはそれでは無いかもしれないと思いながら、神を欲するしかなかった。

　だけど、本当の本当は、ただ優やさしくして欲しかった。誰かに、信じられる誰かに、優しく耳を塞いで欲しかった。

　もう、あの声が聞こえないように。

　そして、私が求めていたのは妹のその手だったのだと、いまやっと気がついた。




　　　　＊＊＊




　ゆっくりゆっくりと開いていった凜音の植物はなはスミレの花に似ていた。小さいけれど、踏ふまれても決して枯かれることのない花。

　そしてその花は、決して俯うつむいていないで、上を見ていた。空を見ていた。

　そうして、咲さいた花は見る間に、水すい晶しようのように結晶化して、輝かがやきを放つ。

　俺は、それにそっと手を伸のばして、折りとった。

　そうすれば、小さな花は粉々に砕くだけて、空気の中に溶とけて消えた。

「姉様はもう、大だい丈じよう夫ぶですね？」

　俺の仕草でそれと読み取った羽黒に訊きかれて、俺は一つ頷いた。

「次は、羽黒。お前の植物だ」

　そう、凜音の花は摘つみ取った。だから、次は絶対に羽黒だ。

　俺はその胸の植物を見つめながら、羽黒に宣言した。

「……言いましたよね。わたしの植物は摘まなくていいんです」

　だが、羽黒は自分と凜音の二つの黒猫の仮面を拾い上げ、胸むな元もとに仕し舞まい込みながら、またそう言う。

「花南？」

「姉様、わたしは先に戻もどって、報告をします。ですから、申し訳ありませんが、捕つかまった仲間のことはお願いしますね」

　まだどこか惚ほうけている凜音を壁かべにもたれさせると、羽黒は踵きびすを返して駆かけ出した。

「羽黒っ！　待て！」

「羽黒さんっ!!」

「花南ちゃん！」

　羽黒は、最後の抵てい抗こうとばかりに、もの凄すごい勢いで走り出した。

　だから、俺達は当然その後を追うことになった。
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　自由という言葉に憧あこがれていました。

　それは、普ふ通つうという言葉に似ていました。

　だから、思っていました。みんなが神様に憧れるのは、自由になりたいからだと。きっとそれを願うのだろうと思っていました。

　でも違ちがっていました。それは、わたしだけの願いで、祈いのりでした。でもみんなと一いつ緒しよにいたいから、自由でもそれが独りならば寂さびしいから、わたしは「私達」の願いを叶かなえてくれる神様を探しました。

　そうして、かのう様に出会いました。でも、かのう様もみんなの願いは叶えてくれないのです。だったら、わたしの願いも叶わなくていいのです。わたしの願いは秘密にします。

　噓うそつきの願いは、叶わなくて、いいんです。







　羽黒を追いかけて、外に出てみれば、日は西に傾かたむき、西の空は夕焼けに染まり始めていた。

　視界もオレンジ色に染まりそうな、その中を羽黒は振ふり向きもせずに、一心不乱に駆けていく。

「いい度胸だ、羽黒。この俺に足で勝負を挑いどむとはな！」

「多分、勝負じゃ無いと思うわ」

　走りながら、俺が叫さけべば、桑田は妙みように冷静にそう言ってくれた。話しながらも俺達の速度が落ちることはない。

　だが、尾田は俺達に付いてくるのがやっとで、既すでに呼吸が苦しそうだ。でも、俺も桑田もそんな尾田を気き遣づかってスピードを緩ゆるめることはしなかった。

　尾田は、絶対にそんなことを望んでいなかったから。歯を食いしばってでも、走り続けるだろう。羽黒に追いつくまで。

「尾田、あと少しだ」

　振り向かないまま、俺は尾田に告げた。実際、羽黒の背中はあと数メートルの範はん疇ちゆうまで迫せまっている。

　小さな背中が、だんだんと大きくなる。近くなる。

「花南ちゃん、待って！」

　それでも、俺達が追いかけていることを知らせるために、桑田は羽黒の名前を呼んだ。

　羽黒は振り返らない。そして、更さらに加速しようと足に力を込こめる。でも、既に限界ギリギリで走っているその速度が上がることはなかった。

「和邸ていの広さを、なめんなよ」

　自分の所有地ものでないのは承知の上で、俺は呟つぶやくと、ラストスパートをかける。

　このまま羽黒を行かせる気はないから。その胸にある植物はなをまだ摘んでいないから。絶対に叶野市から出すわけにはいかない。

「もう、追いかけて、来ないでくだ、さい」

　俺の足音を背後に聞いて、羽黒は苦しい呼吸の合間に言葉を寄よ越こす。

「そんなわけ、いくかっ」

　そう、それを聞くわけにはいかなかった。絶対に。俺達は絶対に羽黒花南の願いを聞かなければならないから。

　残りの距きよ離りは一メートル。その細い肩かたに手をかければ、羽黒は抵抗するように身をよじった。そうしながらも、なお前に進もうとする。

　俺は後ろに桑田が来ていることを確かく認にんすると、肩を摑つかむ手に更に力を込めて、半ば倒たおすように足を止めた。

「桑田っ！」

　そうすれば、予想通りに羽黒の身体からだは背中から転ぶような形になって、でもそれを桑田がしっかりと抱だき留めて捕つかまえる。

　羽黒の数分にも満たない逃とう亡ぼう劇はこうしてひとまず終わりとなった。

「桑田、さん。離はなしてください」

「もう逃にげないって約束してくれるならいいわよ」

　桑田は羽黒の肩をしっかりと抱いたまま、言げん質ちを取ろうとしたが、羽黒はそれに応じようとしなかった。

「離してください。わたしの任務は終わったんです。だからもう叶野市にいる理由はないんです！」

　そう言って、桑田の腕うでを振り払はらおうとするが、羽黒が桑田に敵かなうわけがなかった。

「だけど、俺はまだ羽黒の植物を咲さかせてもいないし、摘つんでもいない。このまま行かせるわけにはいかない」

　羽黒も俺達が追いかける理由の一つとして、それを理解しているはずだ。

「……わたしの植物は咲かなくていいんです。摘んで貰もらわなくていいんです」

　だというのに、羽黒はまたその台詞せりふを繰くり返した。

「羽黒さん、どうして？　植物を摘まなければどうなるかって、再三聞いて知ってるだろう？」

　ようやく息の整った尾田が問いかける。

「いいんです。もし眠ねむり続けることになってもいいんです。わたしは一人でもいいんです」

「羽黒っ！　お前がいいと言っても、俺は絶対にそれを許さないぞ!!」

　まるで、それを望んでいるような口ぶりに、頭に血が上って、俺は思わず羽黒を怒ど鳴なりつけていた。

「許される必要はありません」

　だが、羽黒は俺の目を真まっ直すぐに見返して、そんなことを言った。

「わたしは皆みなさんにたくさん噓うそを吐つきました。だから、せめてそうすることで償つぐないたいと思います」

　どれ程、噓が羽黒を苦しめていたかを、俺は今いま更さらながら知る。でも、それでも羽黒は一族の願いの為ために、俺達に噓を吐いていたのだ。

「……噓を吐いていたことなんて、もういいのよ？」

「いいえ、よくありません」

「僕達には羽黒さんを裁こうとか、そんな気持ちは無い。だから、もういいんだ」

「いいえ、よくありません」

　桑田も尾田も口々にそう言ったが、羽黒は頑かたくなに首を振る。

　噓で人は死なない。

　噓を吐いたことのない人間なんてまだ言葉を知らない赤あかん坊ぼうくらいで、人間は噓を吐く。羽黒が言ったように、それすらも生きていくための一つの術すべだから。悪意からではなく、善意から出る噓、誰だれかを救う噓もあるだろう。

　でも、羽黒の噓はじわじわと身を蝕むしばんで、いつしか本当のことさえも言えなくしてしまうもので。そして、たった一つの願いを言うことすら躊躇ためらわせる。

「羽黒……願いを言え」

　だからこそ、いまここで俺は羽黒の願いを聞きたい。噓を許すのではなくて、ただ、羽黒の願いを聞きたいと思う。

「言いません。わたしの願いは秘密です」

「羽黒っ！」

　その肩を摑んで揺ゆらしても、羽黒は答えようとしない。身体と共に胸の植物はなは揺れて、その存在を主張しているのに。

「……わかった。いつも通り、ゲームで決着といこう」

　だから俺は、羽黒にそう持ちかける。

「ゲームですか。何を、するんです？」

　羽黒は首を傾かしげるが、拒きよ否ひはしなかった。となればここは畳たたみかけるしかない。

「花いちもんめ、とか知ってるか？」

「いえ、知りません。でも、そちらが三人で、わたしが一人でもゲームになるんですか？」

「ああ、問題ない。それに……羽黒は、一人でいいって言ったんだから、いいじゃないか」

　さっきの言葉尻じりを捉とらえて、俺は横暴な台詞を敢あえて口にする。だが、羽黒がこの遊びを知らないなら尚なお更さらいいのだ。

「……わかりました。それで気が済むのなら、ゲームをしましょう。けれど、わたしが勝ったらもう、放って置いてください」

「わかった」

　絶対に勝ちを譲ゆずるつもりはなかったが、俺はしっかりと頷うなずいた。

「……ちょっと、多加良。花いちもんめ、ってどういうこと？」

「それに、花南ちゃんの知らない遊びだなんて、その、少しずるいような気がするわ」

　尾田と桑田は声を潜ひそめてそれぞれ俺に忠告めいたことを言った。

「いいんだ。羽黒に、俺達がどれだけ羽黒を必要としているのか、わかって貰いたいだけだからな」

　だから、たとえ羽黒を騙だますようなことになっても、俺の中にそれを躊躇う気持ちはなかった。

「羽黒、いいか。最初に俺達がかけ声みたいなものを歌うから、お前はそれを繰り返せ」

「まずは、練習ですか？」

「いや、練習しなくても、それでわかるはずだ」

「……はい、わかりました」

　羽黒は俺を少しも疑わず、ひたすら素す直なおに頷いた。もし、俺に騙されたとわかっても、羽黒は許すだろう。羽黒が許せないのはきっと、自分自身の噓だけだ。

「尾田、桑田、いいか？」

「ええ」

「うん」

　俺を真ん中にして、俺達は手を繫つないだ。

「……本当に、一人でもいいんですか？」

「問題ないわ」

　さすがに羽黒が首を傾げるが、桑田が強く言い切れば圧おされて口を噤つぐむ。

「よし、じゃあ、行くぞ！」

『勝ーってうれしい花いちもんめ　負けーてくやしい花いちもんめ』

「ええと、うれしい花いちもんめ　負けてくやしい、花いちもんめ」

　俺達が歌えば、たどたどしくも、羽黒はそれを繰くり返してみる。

『あの子が欲しい　あの子じゃわからん　この子が欲しい　この子じゃわからん　相談しよう　そうしよう！』

「相談……ええと、何を相談すれば？」

　そして、唄うたが途と切ぎれると同時に首を横に倒たおして、眉まゆを八の字に寄せる。

「僕達の中から、誰を自分の仲間にするか、決めるんだよ。で、そのあとに指名された人間同士でじゃんけんをする」

　尾田が最後に詳しよう細さいを説明すれば、今度は羽黒は目を見開いた。

「なっ、そんなのっ、わたしが負けたら終わりじゃないですかっ！　不公平なゲームです!!　中止にしてください！」

　さすがに声を荒あららげて、羽黒は抗こう議ぎの声を上げる。

「だめだ。ゲームはもう始まっている。止やめるなら、このゲームは羽黒の負けだ」

　けれど、俺もここで折れるわけにはいかない。アンフェアだとわかった上でやっているのだから。

　俺の言葉に羽黒は唇くちびるを嚙かんだ。

「……噓には噓、というわけですね」

　そして、何かを悟さとった気になって呟つぶやく。

　でも、羽黒、悪いがそれは読み間ま違ちがいだ。

「羽黒、決めたか？」

　ゲームの続行と、指名する人間、二重の意味を込こめて俺が問えば、羽黒は迷うように数秒視線をさまよわせ、それから頷いた。

「じゃあ、続けよう」

　そして、俺達三人も顔を見合わせて、お互たがいの意思を確かく認にんする。まあ、はっきり言ってその必要は無かったが。

『羽黒が欲しい！』

　俺と桑田と尾田の声は見事に揃そろった。

「……桑田、さんが欲しい」

　小さな声で、羽黒はそう言った。それを受けて、桑田はわかるかわからないかの小さな笑えみを口元に乗せて、俺の手を解くと一歩前へと踏ふみ出した。

「最初に選ばれるなんて光栄だわ」

「……別に、ゲームに勝つ為ためですから」

　桑田がそう言えば、羽黒は目を逸そらしながら、そう言った。

「……やっぱり、仮面が無いと、噓うそが下手だね」

　尾田が少し呆あきれたみたいに、小さく呟く。でも、羽黒を見つめるその目は穏おだやかで優やさしい。

「今度は、普ふ通つうのじゃんけんよ」

「はい、わかっています」

『じゃんけん、ほい』

　お互いに噓も予告もないじゃんけんの結果、勝ったのは羽黒だった。

「負けちゃった。ということで、私は花南ちゃんの仲間になりました。よろしくね」

「……噓の、仲間ですよ」

　桑田にしてはおどけた調子で言ったが、それを受けて、羽黒は弾はじかれたように、桑田の顔を見た後、どこか沈しずんだ声で言い返した。

「まあ、これでバランスは良くなったね。じゃあ、続けようか」

　そして、尾田の先導で俺達は再びゲームを始める。

『羽黒が欲しい！』

『尾田くんが欲しい！』

　次も俺達の指名は変わらず、羽黒達が指名したのは尾田だった。

「……俺は不人気か？」

「いや、まあ、たまたまだと思うよ」

　俺の問いに軽く答えながらも、尾田の声には若じやつ干かんの優ゆう越えつ感かんが滲にじんでいた。俺はちょっと本気で悔くやしい思いをしながら、尾田の背中を見送った。

「まあ、お手て柔やわらかに」

「……傷はもう、いいんですか？」

　尾田の額の包帯を見て、羽黒が尋たずねれば、

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。多分傷きず跡あとも残らないって」

　尾田は医者の見立てのままに答える。そうすれば、羽黒は心の底からの安あん堵どの表情を浮うかべた。

「大丈夫、心配ない」

　そんな羽黒の表情を見て、尾田はもう一度そう言って笑って見せた。

「では、じゃんけんしましょうか」

　でも、羽黒はその笑顔からも目を逸らして、事務的にゲームを進める。

『じゃんけん、ほい』

　そして、次もじゃんけんに勝ったのは羽黒だった。

「負けた。うん、でもこっちのチームの方が潤うるおいがあっていいね」

　そんなことを言いながら、尾田は羽黒の空いている右手をとった。

「これで、そっちは秋庭君ひとりね。形勢逆転よ、花南ちゃん」

「……これで、ゲームは終わりになるんですか？」

　ルールを知らない羽黒は、桑田と俺の顔を交こう互ごに見ながらそう尋ねる。

「ああ、次に羽黒が俺に勝てば終わり、俺が勝てばもう少し続行だな」

　実際は、ここでゲーム終しゆう了りようになっても良いのだが、それでは格好がつかないから、俺は羽黒にそう告げた。

「わかりました。では、早く再開して、日が沈む前に決着をつけましょう」

　俺の答えを聞いた羽黒は、ここに来てようやく積極的な姿勢をみせる──その先にこそ、俺の仕し掛かけた罠わなが待っているというのに。

「羽黒が欲しい」

『秋庭君が欲しい』

　そうして、俺と羽黒は再び対たい峙じする。

　羽黒は随ずい分ぶんと疲つかれて見える。恐おそらく単純な肉体疲ひ労ろうに加えて、願いの植物はながその胸に在り続けているからだろう。

　早く、咲かせて摘つんでやりたいと、思う。

　尾田ではないけれど、この花が咲くことは、ずっとずっと誰だれかの為にばかり願ってきた、羽黒花南への褒ほう美びであって欲しいと思うから。

「羽黒、俺のチームに入りたいならわざと負けてもいいぞ」

「……そんなことしません」

　俺がそう言えば、羽黒は軽く目を伏ふせて、俺の目から逃にげる。

　それでも、いい。いまは。でも羽黒、もうすぐ俺は、俺達はお前を捕つかまえるぞ。

　でも、とりあえずは、じゃんけんだ。正直、勝敗はどっちでもいいのだが、この展開だと、俺がとるべき道は決まっている。

　羽黒は、連続してグーで二人に勝っているから、無意識に出していたとしても、さすがに次は変えてくるだろう。だとすると。

「うん、わかった。よし、羽黒、じゃんけんだ」

「はい。これで終わりにしましょう」

　羽黒はそう言ったが、俺の方にはその気はない。背後に次の手を隠して、勝負に備える。

『じゃんけん、ほい』

　そうして、じゃんけんに勝ったのは、パーを出した羽黒だった。

「……わたしの勝ちですね」

「ああ、ゲームはな。でも、勝負は俺の勝ちだと思うけどな」

　言いながら、俺は回り込んで尾田の手をとった。そうすれば、四人で一つの列が出来上がる。

「何を言っているんですか？　わたしの勝ちです」

「ああ。でも、羽黒、お前は俺達の手を振ふり解ほどけるか？」

　ようやく真まっ直すぐに俺を見た羽黒を、しっかりと見み据すえて、俺はそう言った。

　尾田も、桑田も同じように羽黒を見み詰つめていた。それぞれの手は羽黒の手をきつく握にぎり締しめている。

「離はなしてください」

「離さない。このまま一いつ緒しよに歩き続けることはあっても、離さないわよ、花南ちゃん」

　桑田の細い指が、羽黒の手を握り締める。その手と、桑田の顔を交互に見て、羽黒は唇くちびるを震ふるわせる。

　それが、俺の仕掛けた罠だった。俺達が勝っても羽黒が勝っても、絶対に羽黒が逃げ出せない罠──羽黒は俺達の手を自分からは振り解けないと、そう信じて。

「わたしは、皆みなさんを連れていく気はありません。手を、離してください！」

　震える声で、羽黒は俺達に訴うつたえかける。でも、それでも羽黒は俺達の腕うでを離せない。

「あのね、この間買ったティーセット、カップが五客なの。一人足りなくなると、おいしいお茶を淹いれるのにとても困るわ」

「羽黒さんがいると、運動部のあたりが柔やわらかいんだよね。予算を組む時にすごく助かる」

　他愛たわいもない話の振りをして、桑田と尾田は、羽黒が必要だと伝える。この町にいてくれと訴える。

「……わたしは、帰るだけですよ。自分の家に。噓うそつきの居場所に」

　冷静に考えれば、羽黒の言うことには一理ある。俺達に理由があっても、羽黒には無くて、自分の家に帰りたい、それだけかもしれなかった。

「噓つきの居場所は暗くて光の届かないところです。朝の来ない夜です。そこがわたしのいるべき場所なんです」

　だから、もしも、羽黒がそう言わなかったら、ほんの少しだけ俺は迷っただろう。

　羽黒の家が……平屋なのに俺の家よりずっと広い羽黒の家が、光に溢あふれた場所で、そこには温かい家族がいて、ものすごく寝ね心地ごこちのいい布ふ団とんと枕まくらがあって、幸せな場所だというのなら。

　叶野市よりも、そこが羽黒に相応ふさわしい場所ならば。

　願いの植物はなが、蕾つぼみのままでその胸で光っていなければ。

「朝が来ない夜？　朝の来ない場所？」

　俺が低く問い返せば、

「ええ。わたしに相応しいのは夜の闇やみです」

　いまにも泣き出しそうな声で羽黒はそう言った。でも、それが俺の我が慢まんの限界だった。

「ふざっっっけんな！」

「……真しん剣けんやもん！」

　俺が感情のままに叫さけべば、同じく感情にまかせた声が返ってくる。

「寝ぼけたこと言うなよっ！　俺様の記き憶おく力をなめてるのか？　お前、叶野市に来てから、俺達と出会ってから、朝が来るのが楽しみだって言っただろうがっ！」

　そう、確かに羽黒は俺にそう言った。絶対に、間ま違ちがいなくそう言った。だから、俺の言葉を受けて、羽黒は一いつ瞬しゆん声を失う。

「……そんなの、覚えちょらん。忘れて！」

　そして、羽黒は俺達に忘れろと言う。噓よりもよほど残ざん酷こくな言葉だとも知らずに。

　俺達だけ、すべて無かったことにしろと言う。

「羽黒さんは、忘れないのに？」

　そう、羽黒は一言も俺達のことを忘れると言わないのに。

「それは、不公平だと思うわ」

　そうだ、不公平だ。

　桑田の目には涙なみだがあふれ出していて、尾田は何かを堪こらえるように、きつく唇を嚙かんでいる。

　でも、それでも、誰も羽黒の手を離さない。

「だけど、みんなと、一緒にいるのは……行き先のわからんバスに乗るようなもんやと」

　羽黒は尚なおも言い募つのる。

「はっ！　行き先のわからないバス結構!!　楽しいだろう、毎日が予測もつかなくて！　朝が来るのが、楽しみだろう!!」

　だから、俺も容よう赦しやはせずに言い返す。

「朝なんて……朝なんてまた訪おとずれる夜の準備期間やもん！　夜の終わりじゃ無いもん!!」

「だからって、昼の世界をなかったことにするのか？　いいか、朝も夜も確かに人の手を経ることなく訪れる。だけどなっ、朝、窓を開けるのは、カーテンを開けるのは、人間だっ！　晩に明かりを点ともすのも人間の手だ！　朝も夜も、人の手の中にあるんだ」

　朝が、昼が、夜が羽黒にとってどういうものだったのか、俺にはまだわからない。でも、その思いに迷いは無い。

「でも、空に手が届かん様に、わたしが羽黒家の……羽黒花南で、黒くろ猫ねこであることは変えられんし捨てられん」

「それがなんだ？　俺は生まれ変われなんて言ってない。すべてをリセットしてこいなんて言わないぞ！　全部持ったままでいい。荷物かことか思い出とか、その程度の重さ、俺には羽と変わらない」

　そう、俺達が求めているのは、ありのままの羽黒花南でしかない。噓の一つも吐いたことのない羽黒なんて、求めてはいない。

「だけど、わたしは、噓つきやと！」

「わかってる。噓つきだっていい。そんなもん神が許さなくても俺が許す。必要なら、何度だって騙だまされてやる！」

　それでいいと、思う。それが俺の信じることで、いい。

「だから羽黒、お前は神なんかじゃなく、まず俺を信じろ!!　俺に願えっ!!」

　噓も迷いもなく、俺は羽黒に声を、想おもいをぶつける。

「羽黒……お前の願いは何だ？　何だって聞いてやる。何だって叶えてやる。でも、その前に言っておく。俺達の願いは、来年も再来年もその先も、羽黒花南と一いつ緒しよにいることだ」

　そう告げれば、羽黒は膝ひざから崩くずれ落ちて。

「わたし、は……」







　──なぜ、この町が、見るものすべてが美しいのか、ずっとずっと考えていた。

　朝日が山やま際ぎわから昇のぼるところや。雲が色々に形を変えることや、夜の星がちかちかと瞬またたく理由を考えていた。

　それはきっと、見たことがなかったから、そんな景色を。

　だからきっと、見慣れたら色あせてしまうと思った。

　だったら、見み飽あきてしまう前に、キラキラと光り輝かがやいている内に、胸の中に、記憶の奥に閉じ込めて、仕し舞まい込んでしまうのがいいと思った。

　それなのに。せっかく胸の奥に沈しずめようとしていたのに、どうして、彼らはそこから引き出そうとするのだろう。

　見慣れない風景よりも、朝の光よりも、何よりも眩まぶしく見えた彼らは、どうして。

　わたしに、願いを言えと、言うんだろう──







　そして、やっと心を、口を開く。

「この町の春には……どんな花が咲さくのですか？　夏には？　秋には？　一体どんな景色が広がるのですか？　世界はどんな風に変わるのですか？　わたしは……それが見たい、です」

　ああ、まだ羽黒は叶野市の冬の景色しか知らないのだと思いながら、俺は深く頷うなずいて、

「そうか。だったら、ずっと叶野市にいればいい。凜音の一人や二人、俺が余よ裕ゆうで言いくるめてやる」

　そう請うけ負った。絶対に約束を違たがえないと誓ちかいながら。

「そして……毎朝皆みなさんに、おはようございます、と言いたいです」

　嗚お咽えつ混じりに告げられた、羽黒の初めての願いは──自分のための願いは、他愛たわいもない日々の暮らし。

「うん、じゃあまずは明日の朝、おはようっていいましょう？」

「明日は、頑がん張ばって早く……さわやかに起きるから」

「で、その後は追試対策だ」

　朝起きて。学校へ行く支し度たくをして。登校して、友達と話して、勉強をして。時々赤点に苦しんで。

　でも、長い間望んでも得られなかった、普ふ通つうの毎日。

　それは、空に手を伸のばすようなもので、決して触ふれられないものだと、羽黒は思っていた。

「みなさんが繫つないでくれた手を、離さなくても、いい……ですか？」

『もちろん』

　けれどいま、羽黒が願うなら、俺達はもう絶対に、ここまで伸ばされた手を離さない。

「本当に、わたしは、皆さんと一緒にいてもいいですか？」

　泣き濡ぬれた目で、でも俺達一人一人の目を見て、羽黒はもう一度問う。

『もちろん』

　答える俺達の声は寸分のずれもなく重なって、羽黒は眉まゆを八の字にして、でも本当にうれしそうに笑った。

　そして、羽黒の胸の植物はなはゆっくりと開き始める。夕暮れの中、昼の日の光を集めたようなその花は、タンポポによく似ていた。強くて愛らしい、羽黒花南によく似た花だった。

「尾田……羽黒の花はタンポポみたいだ」

　約束を守って伝えれば、尾田は見えないその花を羽黒の胸に見つけたみたいに笑った。

「タンポポ……」

　桑田も呟きながら、優しく微笑む。

　そうして、開ききると同時に、その花は結けつ晶しよう化かを始め、どこまでも透とう明めいに透すき通っていく。

　いま、羽黒の頰ほおを伝い落ちていく、涙なみだのように透明に。

　いつまでも眺ながめていたいほど、美しいその花は、残照を映して更に橙だいだい色いろに染まり。

　俺は、ゆっくりとその花を手た折おった。

　その側そばから、キラキラと粉々にはじけて、やがて羽黒花南の植物は完全に消えた。
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〝かのう様の祭り〟は日付が変わると同時に始まった。

　夕食後に仮か眠みんをとろうとしたのだが、俺達にも祭りの衣い裳しようがある、と告げられるのと同時に拉ら致ちされた。そして、そのまま白い着物に白い袴はかまという、神職の様な出いで立ちに仕立て上げられ、次いで外庭に放り出された。

　当然、尾田も同じ支度で、別の部屋で着き替がえさせられた桑田も袴が緋ひ袴ばかまという以外は同じ出で立ちで、俺達三人は顔を合わせることになった。

「ああ、やっぱり桑田さんは似合ってるね、多加良」

　そうすれば、まず尾田に賛同を求められて、

「うん、似合うな」

　実際そう思ったから俺は頷いた。

「そ……そそそう？　あ、秋庭君も、尾田君も似合ってるわよ」

　桑田はなぜか少し声を上うわ擦ずらせて応こたえると、目を伏ふせて俯うつむいてしまった。

「多加良は似合ってるけど、僕は着られちゃってる、って感じ」

　尾田はそんな桑田を横目に見ながら軽く笑って、それから自分にそんな評価を下した。

「そうでもないと思うぞ？　中々様になってる」

　俺は本心からそう言ったのだが、尾田はそれに肩かたを竦すくめて見せた。お世辞半分と受け取ったのだろう。

　でも、悪人顔の俺に比べたら、尾田は余程本物っぽく見える。俺は、下手をしたらその筋の人に見み間ま違ちがえられそうだ。まあ、いま外庭に集まっている人間は和一族を中心とする関係者ばかりだから、大だい丈じよう夫ぶだろうが。

「……羽黒さん、お姉さんとちゃんと話せてるかな？」

　人々の群れに暫しばらく目を向けていた尾田は、似たような支度の人間観察に飽あきたというように、ふいにそう言った。

　俺達が羽黒と話している間に、理事長は帰宅し、そして凜音と理事長はそのまま話し合いをすることになったらしい。もちろん、今回の一件の平和的落着を図るために。それはどうやら上手うまくいったようだが、その後に凜音は羽黒と話すことを求めた。だから、いま羽黒は話し合いの真っ最中でここにはいない。俺達は同席を求めたが、羽黒は大丈夫だと言い張り、直後俺達は拉致された。

　凜音に呼ばれなかったとしても、羽黒がこの祭りに参加することは無かっただろう。さすがに昨日の今日では各方面からの風当たりが強すぎる。

「きっと、大丈夫だ。羽黒は自分の願いをちゃんと凜音に伝えてる」

「それに、きっと凜音さんも花南ちゃんの話を聞いてくれるわよ」

　俺と桑田が確信に満ちてそう言えば、尾田は安心したように破顔した。

「で、俺達はこの後どうすればいいんだろうな？」

　庭に同じ格好で集まって、それで祭りとは言わないだろう。そう思いながら周囲を見回すが、今のところ忙いそがしく働くメイド以外──ただし、いまは彼女達も袴に着替えている──の人間は談笑中という以外に言いようがない。

「あ……初葉さんもいるね」

　その中に知った顔を見つけた尾田だが、いい印象の残っていない少女に近付いていくことはなかった。

　だが、ふいにざわめきが起こったかと思うと、庭は静まりかえり、人々の眼まな差ざしは一点に注がれる。

　その視線を辿たどっていけば、そこには神主よろしく束帯姿の理事長と、稚ち児ご装しよう束ぞく──白の千早に柄がらのある袴姿──の彩波がいた。彩波はいつもはツインテールの髪かみを一つにまとめ、天てん冠かんというのか小さな冠かんむりを被かぶっている。そして、顔には白く化け粧しようが施ほどこされている。

「ああいうのも、馬ま子ごにも衣裳っていうのかしら？」

　と、桑田が褒ほめているのかけなしているのかわからない一言を口にすれば、

「とてもお似合いだと、言えばいいだけですわ」

　音もなく現れたワカナに軽く咎とがめられた。そのワカナも今は桑田と同じ格好をしている。

　ワカナは最終的に彩波を助け出したことと、彩波が懸けん命めいに庇かばったことで、設計図の件に関しては何のお咎めも無しで済んだらしい。

「……これから、祭りが始まるのか？」

「ええ。儀ぎ式しきの部が始まります」

「あの、そう言われても、僕達何も知りませんよ」

　尾田が不安げに見れば、ワカナは安心させるように、わずかに笑えんでみせた。

「大丈夫ですわ。もうすぐ皆みなさん列を作って歩き始めますから、そうしたらその最さい後こう尾びに黙だまってついて行ってくださいませ。それと、これ」

　説明しながら、ワカナは俺達の手に檜ひ扇おうぎと、木の柄えに複数の小さな鈴すずがつけられたものを手て渡わたす。

「鈴を右手に、扇おうぎを左手に持っていて下さいませ」

　ワカナの目的はどうやらその業務連れん絡らくだったらしく、渡すものを渡すとまた自分の仕事──すなわち彩波の護衛──へと戻もどっていこうとした。

「あれ？　あの彩波さんの後ろに控ひかえてる綺き麗れいな人って誰だろ？」

　だが、尾田の疑問の声を聞き付ければ、足を止めて、

「ああ、あちらは玲れい子こ様……登生様の奥様で、彩波様のお母様です。いつも忙しくされているので、皆さん会ったことがなかったのですね」

　一人、留とめ袖そで姿の女性について説明してくれる。

「彩波さんのお母さん……」

　桑田は彼女を見つめ、少々呆ぼう然ぜんとした声でワカナから得た情報を繰くり返した。

　桑田が驚おどろくように、正直、あまり似ていない親子だった。彩波が可愛かわいらしい印象なのに対して、その母親は、尾田が言ったように綺麗、というタイプだった。

「それでは、失礼します」

　そして、説明を終えると、今度こそワカナは踵きびすを返して仕事に戻っていった。

「……あの人が彩波さんのお母さんなら、彩波さんも大人になればああいう美人になるのかな？」

「うーん、どうだろうな？　彩波はなんていうか、ずっといまみたいな感じがするけどな」

　尾田の夢見がちな台詞せりふに、俺が現実的に対応すれば、

「そう、そうよね。きっと彩波さんはずっとあのままよ」

　桑田は妙みように熱心に俺の言葉に賛同を示して、安あん堵どの表情を浮うかべていた。俺にはその表情の変化の意味がわからなかったけれど、尾田は例によってしたり顔で、一人頷うなずいていた。

「まあ、彩波さんのことは置いておいて……結局、僕達はこの二つを持ってただ、付いていけばいいの？」

「そういうことらしい」

「私達がお祭りに呼ばれた意味ってあるのかしら？」

　それぞれ首を傾かしげる尾田と桑田の間で、俺も腕うで組ぐみして考えるが、答えらしいものは頭に浮かんでこなかった。

「……とりあえず、始まってから考えよう」

　そう言って、再び視線を戻せば、庭に設しつらえられた壇だん上じように、理事長と彩波は並んで立っていた。

「皆さん、一年間息災で何よりでした。それでは、これより我々の更さらなる発展と幸福を願い、〝結びの行幸みゆき〟を始めます」

「皆様、列をお作りください」

　いつもの調子で理事長が集まった人々に告げ、少しかしこまった様子で彩波が言えば、毎年のことで慣れているのか、混乱も見せず、理事長と彩波を先頭に二本の列を作っていく。

　彩波の母親や、初葉達和かのう一族が前の方に並び、その後ろにメイドや黒服といった使用人が並ぶ。最後尾ということは、俺達はその後ろに並ぶのだろう。

　ワカナの説明に従って、最後尾に場所をとれば、誰だれからも咎められなかった。

「では、参りましょう」

　先頭の理事長の声は遠い。けれど、不思議によく通り、俺達のいる最後尾までしっかりと届いた。

　そうして、静かに、厳かに列は前へと動き始める。

　草履ぞうりで地面を踏ふみしめる度たびに、他ほかの幾いく十じゆうもの足音と重なり厚みのある音がする。そこにしゃんしゃんと軽やかな鈴の音が重なる。

　空には細い月と、輝かがやく星々。列を照らすのは二つの自然の光と、庭のあちらこちらに立てられた竿かん燈とうの灯あかり。

　前を歩く人の薄うすい影かげを見ながら、隣となりの桑田とも口を利きかずにただただ歩き続けて、やがて列が止まったのは、南門の前だった。

　同時に、鈴の音も止やんで、俺も慌あわててそれに倣ならい鈴を振ふる手を止めた。

　背伸びはしないまでも、懸けん命めいに目を凝こらせば、列の先頭の彩波と理事長が見えた。

　まず理事長が門の前に進み出る。そうすると、その手に側にいた男性──おそらく和家の親しん戚せきだろう──が一メートル程の木の棒を手渡す。

　だが、更に目を細めて見れば、その棒には鉄線の花と、唐から草くさのような蔓つる状じようの模様が丁てい寧ねいに彫ほり込まれていて、ただの棒と言うよりは、柱のように見える。

　そして、理事長はその柱を門の前の地面に立てると、別の男性から受け取った木き槌づちで叩たたき始める。槌音も高く、どんどんとそれは地面の中に深く入っていく。

　その柱が半分ほど地中に埋うまると、理事長はそこからいったん距きよ離りを置いた。

　代わって、今度は稚ち児ご装しよう束ぞく姿の彩波が前へと歩み出る。その手には、俺達と同じように鈴と扇おうぎ。ただし、俺達のものと比べて随ずい分ぶんと凝った拵こしらえになっていて、明らかに質の違う逸いつ品ぴんだとわかる。

　そして、彩波は頭上で扇を翻ひるがえすと、ゆっくりと回り始めた。

　くるりくるりと。くるくるくるりと。

　その動きに合わせて、鈴すずがしゃんしゃんと鳴る。軽やかに、軽く。やがて彩波の回転は加速し、回転しながら、更に柱の周りを回る。着物の重たそうな袖そでが軽やかに翻る。草履を履はいた足は、何度も地面を踏みしめる。

　いわゆる、旋せん舞ぶは柱の周りを八周したところで終わり、彩波はふらつきもせず、また理事長の傍かたわらへと戻もどる。

　そうして、二人は再び列の先頭に立ち、歩み始めた。けれど、それに続く人々はすぐには二人の後に続かなかった。一人一人、理事長が打ち込んだ柱の周りを一廻めぐりして、彩波の踏み固めた地面を更に踏み込んで、それから、再び列を成なす。

「……僕達も、ああすればいいんだよね？」

　儀ぎ式しきに見入っていた俺は、問いと共に後ろから尾田に肩かたを叩かれ、思わずビクっと震ふるえてしまった。

「多加良？」

「あ、いや、静電気だ静電気」

「はい？」

「……多分、前に倣ならえでいいのよ」

　俺が苦しい言い訳をする脇わきから、桑田がいつもの様に冷静に告げる。

「そうそう」

「うん、わかった」

　なんか色々と事なきを得て、俺達もまた、この厳げん粛しゆくな祭りに戻る。

　その後、列は和邸ていの八つの門すべてを廻り、理事長はその全部の門に柱を打ち込み、彩波は旋舞を行った。そして、その周りの地面を参加者全員で踏み固めて、南東の門を最後に、祭りの儀式は終しゆう了りようとなった。

「時間はそれなりにかかったけど、あんまり難しいことはしなかったね」

「そうね、祝詞のりとの一つも詠よまれなかったわ」

　庭から邸内へと引き上げる人々の波に流されながら、尾田と桑田はそれぞれ祭りに対する感想を口にした。

　尾田はほっとした様子で、武道の家に生まれたからか、それなりに神道の方に馴染みのある桑田は少し訝いぶかしげに。

　回収箱とやらを、抱かかえたメイドに檜ひ扇おうぎと鈴を渡わたしながら、俺は俺で考えていた。

「なんていうか、ちょっと地じ鎮ちん祭さいみたいだったな」

「地鎮祭って、いうのはアレでしょ、家を建てる時にやってもらうお祓はらい」

　俺の言葉に違い和わ感かんを持って、尾田は首を傾かしげる。

「まあ、確かにそれも地鎮祭なんだけど、彩波や俺達で何度も地面を踏み込んだだろう？　そうやってしっかりと地面を踏み固めるっていうのが、土地を鎮しずめる、って解かい釈しやくできるわけだ」

「……ふうん」

　俺の説明に、だが尾田は気のない返事だった。まあ、それも仕方がないといえば仕方ない。

　人の流れに流されてみれば、俺達はいつの間にか大広間へと移動していて──例の縁えん日にちコーナーとは別の大広間だ──テーブルの上には豪ごう華かな食事で溢あふれていて、一日中さんざん働き、かつ育ち盛りの尾田の目が吸い寄せられるのも無理はなかった。

「はーい、皆みなさんご注目くださーい！」

「……あ、鈴木くんだ」

　だが続く尾田の呟つぶやきを、俺の耳は受け入れることを拒きよ否ひした。

「何かしら、特設ステージとかそういう場所には必ず現れる決まりなのかしら？」

　桑田の声は氷の様に冷たい。凍こごえそうに冷たいが、やはり俺の脳はその情報を受け入れることを拒否する。

「皆さん、お祭りお疲つかれ様でしたっ！　えー、これからは宴えん会かいタイムです！　本日は僭せん越えつながらこの山口さん家ちの三軒げん隣となりに住まう鈴木朔が司会及および余興を担当しちゃいますっ！　みんな、ノリノリで楽しんでくださいっ！」

　これはきっと幻げん聴ちようだ。だいたいあいつはさっきの祭りにはいなかった。それがどうしてここにいるんだ？

　考えながらも、俺は頑かたくなに視線をステージの方向には向けなかった。だが、確かにそこに鈴木という生き物は存在しているようで、始めて目にする和家の皆さんは、ざわめき始める。きっとまた奇天烈きてれつな格好をしているのだろう。見なくてもわかるあたり、非常に不本意だ。

「な、なんだね？　何が始まるんだね？」

　戸と惑まどいに満ちた声が俺の耳にも届く。

　そうだ、ここはさくっと和家の皆さんに無視して貰もらうしかない。そうすればきっと、鈴木も諦あきらめるに違いない。

『きゃー、鈴木さん、頑がん張ばってー！』

『かわいー、かっこいいー！』

『私達の力作、フリフリフリルがとってもお似合いですー！』

　俺の儚はかない望みは、メイド達の黄色い声にかき消された。

「……やっぱり、フリフリフリルは、アフロだよね」

　疲れたように尾田が呟けば、

「そうね。心なしか昼間見た時より膨ふくらんでるわね」

　もう、何か悟さとりを開いた声で桑田が応じる。

「……俺は、食べる方に専念する」

　そう宣言して、俺は料理の溢れるテーブルに身体からだごと向き直り、ステージに背を向けた。

「僕も多加良に倣ならう」

「私もそうするわ。おいしいものは花南ちゃんへのおみやげに」

　それが、鈴木を知る俺達のささやかな抵てい抗こうだった。まあ、いい気になっていられるのも今のうちだ。進級が決まったからには、もうお前に春の訪おとずれはないと思え、鈴木!!

　俺は心の中で叫さけびながら、奥歯で肉を嚙かみしめた。




　　　　＊＊＊




「そろそろ上では宴会が始まっているかな？」

「うん、きっと鈴木君が盛り上げてくれてるよ！」

　時の流れからも、喧けん騒そうからも解き放たれたような薄うす闇やみの中、寄り添そう二つの影かげはそんな会話を交かわす。

「さて……準備はよろしいですか？」

「ああ、とうに出来ておるよ」

　男が中空に声を投げれば、そこから返ってきたのは艶つややかな女の声。けれど、この場所に落ちる影は変わらず二つだけ。

　先程の少女の声とは明らかに異なるそれに、だが二つの影が怯おびえることはない。

　声の主は、敬いこそすれ、怖おそれるべき対象ではないとよく知っていたから。

　そうして、薄闇の中から白い腕うでが伸のびてくれば、影──和彩波は躊躇ためらうことなくその手をとった。

　腕、脚あし、胸、首、そして最後に顔が闇の中から引き出される。

　月光を紡つむいだがごとき銀の髪かみと、優美な曲線を描えがく肢し体たいは、常になく美しく飾かざられていて、女が少し俯うつむけばそれに合わせて髪を飾る簪かんざしが音を立てる。

　黄金色の双そう眸ぼうが二人の姿を捉とらえれば、

「此こ度たびも美しゅうございますね」

　男──和登生は臆おく面めんもなくその美しさを称たたえた。

「世辞は結構だのう」

　だが、女はさして面おも白しろくも無さそうに、登生の言葉を切って捨てる。

「うん、とってもとっても綺き麗れい！」

　だが、彩波もそれに倣えば、女──かのう様と呼ばれる彼らの神は、ほんの僅わずか、紅い唇くちびるを持ち上げた。

「彩波は可愛かわいらしいのう」

「ありがとう！」

　幻まぼろしのようなその手には決して感かん触しよくは伝わらないのに、彩波はかのう様の手を握にぎるそれに力を込こめた。

「それでは、始めましょうか。我々の〝結びの儀ぎ式しき〟を」

「さして面白くもないのだがのう」

　言いながらも、かのう様はこの場の中央にある柱の前に彩波と共に進み出る。

　そして、数秒。何かに囚とらわれるようにその柱の中を見つめて……一つ吐と息いきを吐はき出した。

「では、彩波」

「はい、お父様」

　常とは違ちがう響ひびきで名を呼ばれ、彩波は唇を結ぶと頷うなずいた。

「かのう様、よろしいですか？」

「ああ、始めよう」

　そして、かのう様が頷けば、彩波は改めてその両手を取り、繫つないだまま頭上に伸ばす。

　しゃらん、とかのう様の手に嵌はめられた連環わがその動きを追って、鈴すずのような音を立て。

　二人、手をとりながら。二人はくるりくるりと柱の周りを廻めぐる。




　奥山の大いなる神の樹よ

　里に来たりて、我らが神となりたまえ




　ゆるりと、少女が詠うたえば、柱は仄ほのかに光を放ち始める。

　一廻めぐり、ふた廻り。手を取り合って人と神は舞まい踊おどる。

　三廻り、四、五、六、七廻り。

　神と人とは舞い踊る。

　そうして、八廻りしたところで、彩波はかのう様の手を、どこか名残なごり惜おしそうに離はなした。

「結びの、舞を」

　男の声が告げれば、かのう様と呼ばれる女は着物の襟えりを直し、そして扇おうぎを取り出し、開く。




　里人よ、我は大いなる神の樹なれど

　今日よりは人の願いを叶かなえよう

　願わくは願え　願わくは願え




　節を付けて詠いながら、銀糸の髪と金の双眸ひとみの神は舞い踊る。

　扇を天へかざし、かざしたかと思えば翻ひるがえり、大地に向ける。両の袖そでで面を隠かくし、そしてまた面を現す。

　秩ちつ序じよがあるようで、混こん沌とんとした神の舞。

　舞い踊る度たびに、手足の連環わがしゃらんしゃらんと音を立てる。

　そうして、最後に扇を返すと、そのままそれを捧ささげ持ち、かのう様は──神は膝ひざをつき、頭こうべを垂れた。

　和登生という、一人の人間の前に。

　登生はかのう様の手から扇を受け取ると、それを彩波に預ける。

　代わりに白金色をした銅どう鐸たくによく似たものを受け取る。

「手を」

　短く告げれば、かのう様はその幻と変わらぬ腕を躊躇わずに差し出す。

　その両りよう腕うでの連環に登生が銅鐸で触ふれれば、いかなる不思議か銅鐸と連環は同じ輝かがやきを放つ。

　と同時に、かのう様の背後にある柱もまた同じ色で輝き始める。

「脚を」

　同じく告げられて、かのう様は頭を垂れたまま、ゆるりと立ち上がり、脚を持ち上げる。

　そうすれば、次はその脚の連環に登生は銅鐸で触れ──また新しい輝きが薄うす闇やみの空間を明るく照らす。

　だが、その輝きが増すほどに、かのう様の伏ふせた顔には苦く悶もんが浮うかぶ。

　輝きを増す連環が、じりじりとその皮ひ膚ふを焦こがしているかのように。

　実体ではないが、それは確かに彼女の身体からだであるが故ゆえに、輝く連環は彼女を縛いましめる。

　だが、そんな苦悶は知らぬとばかりに、登生は淡たん々たんと儀式を推おし進める。

　かのう様の両手足に触れた、白金の銅鐸を再び彩波に預け、次に取り出したのはまた姿の異なる鈴。

　蕾つぼみが開き始めた花の姿をした鈴に花弁は八枚。その中に花か芯しんを表す舌が下がっている。

　それも色は白金で。美しい鈴の姿を一いつ瞬しゆん見上げて、けれど女は畏おそれるように、僅かに身を引いた。

「……かのう様、頭を」

　だが、決して強くない声こわ音ねでも、その名を呼ばれれば、女は目を閉じたまま、頭を上げるしかない。

　その額に、微かすかな音と共に花の鈴が近付いていき、触れると同時に、彼女の柳りゆう眉びは歪ゆがんだ。けれど、その矜きよう持じが決して苦鳴を上げさせない。

「今年も、我が一族の願いを叶え給たまうとお約束くださいますか？」

「ああ、今年も和の願い叶えよう」

　神の口から約定を取り出して、花の鈴は一層輝き、柱もまた輝いた。

　そうして、その光が消えた時、

「これにて、儀ぎ式しきは滞とどこおりなく終しゆう了りようです」

　登生の宣言と共に、二人の人と、一人の神の儀式は終わりとなった。

　神が人に頭を垂れる、裏の儀式は。




　　　　＊＊＊




　テーブルの上の料理を一通り制せい覇はして、腹がいっぱいになっても宴えん会かいは終わらなかった。

　着き替がえていたのか、遅おくれてやってきた彩波と理事長が加わると宴会は更さらに盛り上がりを見せた。ただ、彩波の母親の姿は会場のどこを探しても無かったのだが、誰だれもそれを気にする様子はなかった。

　そして、鈴木はいまや観客の心をばっちりと摑つかんでいた。ついでにいま、あいつの手には青せい竜りゆう刀とうが握にぎられている。

「鈴木朔マジックショーに協力してくださるお客様はいますか？」

　やたら照明で光って見えるそれを振ふり回しながら、生け贄にえを探している、というわけだ。

「はーい、はいはい！」

「なっ、彩波さんが行くなら私もっ！」

　彩波とその対たい抗こう意識から立候補する初葉の二人を、ワカナが懸けん命めいに留とどめている。

「ねえ、鈴木君は一体どこでマジックの技術を習得したのかな？」

「……尾田、かなりの確率でそんなものは習得していないと思うぞ」

「そうね。いまあの目に見つかることはものすごく危険だわ」

　桑田の言うことは至し極ごく的を射いている。

「つーか、いますぐ銃じゆう刀とう法ほう違い反はんで警察を呼ぶべきだ」

「ああ、ナイスアイディア。というわけで、僕は電話をかけに行ってきます」

　尾田は俺の言葉尻じりを捉とらえて、上手うまくこの場から逃にげる方法を見つけたらしい。

　いつものように穏おだやかに笑うと、その笑え顔がおのまま鮮あざやかに会場からフェードアウトしていった。

「……先を越こされた」

「そうね。でも、もうお祭り自体は終わったんだから各自抜ぬけていいんじゃないかしら。うん、そう思うから私は花南ちゃんにこのごちそうの数々を届けに行くことにする」

　桑田は自己完結で答えを出すと、羽黒の為ために山盛りに盛った皿を二つ抱かかえ上げた。

「部屋はわかっているか？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ。それじゃあ、また明日」

　そう言って、小さく笑うと桑田も大広間を後にした。

「さーて、さーてぼくのマジックの栄はえあるアシスタントはっ！　叶野学園高校でも僕の右足を務める……秋庭多加良っちだぁっ！」

　右足になった覚えはおろか、目さえ合わせていないのに、鈴木はよりによって俺の名前を呼んでくれた。

　だが、ここで馬ば鹿か正直にステージにあがる程俺は愚おろかではない。

「多加良っちー、どこー、いるのはわかっているんだぞっ！」

　そんなことを言われようと答える義理もない。ということで、俺は賢けん明めいにして英えい邁まいな決断を下した。

「俺も撤てつ収しゆうだ」







　無事に大広間を後にしたはいいが、俺はそのまま部屋に戻もどるのを少々躊躇ためらった。殆ほとんど徹てつ夜やで走り回った身体からだは確かに疲つかれているのだが、どうも頭は冴さえて眠ねむくない。多分眠るタイミングを逃のがしたんだろう。

「ちょっと、散歩でもするか」

　俺は独りごちると、大広間からそのまま中庭へ向かうことにした。

　外に出れば、初春の風はまだ頰ほおに冷たい。けれどその風が微び熱ねつを帯びた身体には心地ここちよく感じられて、俺は気が向くままに足を踏ふみ出した。

　ここ数日の喧けん騒そうの跡あとはもう殆ど見あたらない。ささやかな照明に照らされて、中庭はひどく静かだった。

　こうして、静けさの中に身を置くと、喧騒の中に埋うもれていた疑問がふと胸の奥から湧わきあがってくる。

　先程の祭りは、やっぱり地じ鎮ちん祭さいに似ていたと思う。それに〝かのうの祭り〟と言った癖くせに、その姿が少しも見受けられなかった。結局俺達が目にすることも出来なかった〝かのう様〟らしきものも、さっきの祭りには無かった。

　でも、一番の疑問は、結局俺達が護まもったモノは何だったのか、ということだ。理事長は、俺達は仕事を完かん遂すいしたといって、進級の承認及およびバイト代をはずむことを約束してくれたわけだが、どうもすっきりとしない。

　叶野市に住まう和氏という一族が敬い信しん仰こうする、かのう様。この三つは同じ音を持っているが、どうもその結び目がよく見えない。

　故に、かのうの例の消失も含めて、今回のゲームすべてがあいつの企たくらみだという可能性も、ここにきて急浮ふ上じようしている。

「かのうに訊いて、吐けばいいけどな……」

　独り呟つぶやくが、俺の声は春の闇やみの密ひそやかさの中に消えていった。

　だがふいに、その静せい寂じやくを微かすかに揺ゆらす音が、俺の耳に届く。

　初めは地面を低く這はうように。やがて、空気を揺らし始めたその音には聞き覚えがあった。

　でぃいぃん　ごぉぅん　でぃいん

　小さいけれど、鼓こ膜まくを震ふるわせる、鐘かねの音にも似た響ひびき。

「……どこから、するんだ？」

　軽く首を捻ひねりながら、俺はどうにもその音が気になって、耳を澄すます。

「向こうから、か？」

　俺はその音に誘いざなわれて、再び歩を進めることにした。

　そうして、細い音の糸をたぐるようにして行きついたのは前にも訪おとずれたことのある温室だった。けれど、そこまで来てもまだあの音は止やまない。

「……温室の中から？」

　でも、外から見たところ、中に人ひと影かげはない。

　俺はしばらく考えて、結局温室の中に入ってみることにした。

　季節に関係なく色とりどりの花で埋めつくされている温室は、入れば外より暖かく、空気が籠こもる感じが少々息苦しい。しかし、夜半過ぎとあって、花もまた静かに眠りについている。

　でぃぃぃん　　ごぉぅぅん

　微かな音は、俺の耳には絶えず聞こえているが、それは花の眠りを妨さまたげることはないらしい。

「……幻げん聴ちようか？」

　今いま更さらながらそんな気がしたものの、温室に足を踏み入れると同時に、その音が少し大きくなったような気がするのも事実だ。

　夜のせいか、一段濃こく深くなったような緑の植物の間を縫ぬうように、とにかく俺は足を進めてみる。

「とりあえず、中を一周してみて……」

　別に寂さびしくも怖こわくもないのだが、なんとなく独り言を続けながら俺は歩いた。育ちすぎてジャングルの様になっている繁しげみをかき分けて、

「何もなかったら部屋に……」

　戻ろうと、思ったのだが俺はそこに「何か」を見つけてしまった。

「……なんだ？」

　一見したところ、石いし枠わくというか、石で囲んだ花か壇だんのように見えた。でも、それを覆おおい隠かくすように雑草が茂しげっていて、何の植物もそこには植えられていない。

　なんだか引っかかりを覚えて、俺は熱帯植物をかき分けて、その場所に近付いた。

　そうして近付いて見れば、八角形に組まれた石枠がそこにはあった。しかし、その下に見えるのは地面ではなく、暗く大きな虚うろだった。

「随ずい分ぶん深いな……」

　よく見れば井い戸どみたいだが、余りに深そうなので、俺は慎しん重ちように腰こしを落としながら中を覗のぞき込んだ。

　そう、俺は慎重に行動したのだ。けれど。

　半分腰を落としたところで、軽い衝しよう撃げきが俺の背中を襲おそった──と思う。

　やばい、そう考えた瞬しゆん間かんには既すでに俺の身体は大きく傾かしいで、バランスを失っていた。

　そして、井戸の方へと俺は倒たおれ込み──暗くら闇やみに落ちていくのが身体なのか意識なのか判然としないまま、俺は落下していた。




　あまり、大きな衝撃は無かったと思う。

　どれくらい気を失っていたのかもわからないまま、そんなことを考えながら、俺はゆっくりと瞼まぶたを上げた。

　だが、視界は良好とは言えなかった。真まっ暗くら闇やみでは無かったが、薄うすい闇の幕は、眼鏡めがねを無くした状態ではさらにぼんやりとしか、世界を見せてくれない。

　腕うでをゆっくりと伸のばしてみた。次に足を。そうしてみたところ、特に痛い箇か所しよはない。

　確かに落下した記き憶おくはあるのだが、もしかするとさほど深い場所には落ちていないのかもしれない。俺は希望的観測を抱いだきながら、静かに身体を起こした。

「眼鏡……」

　小さく呟きながら、近くを手で探さぐれば、何かに手が当たった。摑つかんでみれば俺の眼鏡でそれをかけ直せば、闇に目が慣れたことと相まって、さっきよりも大分視界が明るくなった気がする。

「少なくとも、ものの輪りん郭かくはわかるな」

　言いながら自分の手を見れば、少し浮うき上がるように形を捉とらえることが出来た。

　だが、問題はここからだ。俺が散歩に出たことは誰だれも知らないし、祭りの時に着き替がえさせられたままだから、ポケットに携けい帯たいもない。

「……参ったな」

　珍めずらしく弱気な台詞せりふを口にしてしまう。

　まあ、さすがに朝になれば俺がいないことに気付いて探してくれるだろうが、ここは土がむき出しで、疲つかれた身体を休めるには向かない場所だということだ。

　とにかく落ち着いて脱だつ出しゆつ方法、或あるいは救難信号を出す方法を考えよう──未来の生徒会長はこの位で慌あわてないのだ──俺がそう胸に決めた時だった。

　ごぉぉん　でぃいん　でぃん

　またも、俺の耳に鐘かねの音が届く。それも、今までとは比べものにならない程はっきりと。

「この奥か？」

　闇に慣れた目を凝こらせば、奥の方に大分広い空間が広がっていることがわかる。

　それと共に、本当に微かすかだが光も見えた……気がする。

　俺はこのままじっとして助けを待つか、進んで他ほかの出口があるという可能性に賭かけるか、という二択たくに迫せまられて。

「とりあえず、行ってみるか」

　後者を選んだのだった。




　奥には広い空間があるようだったが、そこに至るまでのルートは隧すい道どうという感じで、壁へき面めんに手をつけば何とか進んで行けるという点で逆にありがたかった。

　ゆっくりと、でも確実に歩みを進めれば、幻まぼろしのようだった光はやがて現実味を増していく。

「……エレベーターとまでは言わないが、階段くらいあるといいな」

　ここが和邸ていであるということを考こう慮りよに入れて、俺はそんなささやかな希望を口にしてみた。

　けれど、その光の源にたどり着いた時、俺はすべてを忘れた。

　呼吸をする方法さえも忘れた。

　闇の中、光を放っていたのは一本の樹だった。氷の様に、水すい晶しようの様に透すき通っているそれを樹と呼んでもいいのなら。両りよう腕うでを回しても抱かかえきれない程太く、見上げても梢こずえが見えない位高い、大木──或いは氷の柱。

　けれど。

　その中心にいる存在はあまりに小さかった。

　琥こ珀はくに閉じ込められた蝶ちようのように。

　目を閉じて、微び動どうだにしない。

　見慣れているのに、初めて見るモノ。

　それは。

　かのう、の、その本体からだ。

　銀色の髪かみに、紅い唇くちびる。簡素なまでに黒一色の着物。

　黄金色の瞳は閉ざされていたが、そのすべてが二人といない〝かのう〟なのだと、考えなくても理解できた。

　目の前の光景に、かのうへの疑念も、何もかもすべて吹き飛んでいく。

「それがつまり〝かのう様〟だのう」

　だから、その声が、俺が見み詰つめている本体から発せられたものではないと気付くのに、数秒かかった。

「この様にのう、妾わらわは叶野の地と結ばれておる故ゆえのう。まあ、花南達について行きたいと思うても叶わなかったと、そういうわけだのう」

　まるで虜りよ囚しゆうの様な己おのれの躰からだを前にしても、かのうの声の調子はまったく変わっていなかった。どこか人を嗤わらっているような、いつも通りのもの言い。

「それにしても、このような場所で多加良に会うとは奇き遇ぐうだのう……。これは彩波の言うように運命とやらかのう？」

　そして、こちらが黙だまっていれば悪ふざけの度合いを増していくのもいつも通りのかのうで。

「うん？　多加良？　妾の美しさにいつまで惚ほうけておるのかのう？」

　ゆっくりと首を巡めぐらせれば、そこにはいつもと同じ黒を基調とした着物に身を包んだかのうの姿があった。

「……誰が惚けてるって？」

「多加良が」

　軽く睨にらむようにして問い質ただせば、含ふくみ笑いと共に俺の名前を呼ぶ。氷の中に閉じ込められた本体よりも余程生気に満ちた、本来ならば不可視まぼろしの姿。

「違ちがう、俺は驚おどろいていただけだ」

　内心の動どう揺ようを悟られないよう、俺は静かに声を返したが、結局その声は掠れてしまった。

「そうかの。まあ、妾の躰のぴちぴちっぷりに驚かぬはずはないのう」

「からだ？　……これは御神体にんぎようじゃないのか？　生きている、のか？」

「眠ってはおるがのう、一応生きてはいるのう……まあ、自由に動けぬのだし、人形のようなものかのう？」

「じゃあ、これは──これが、かのう……だって言うのか？」

　答えは既に出ているようなものなのに、驚きに思考を奪われたまま、俺は問いを重ねる。

「間違いなく、妾のないすばでぃー、だのう」

　けれど、あくまでいつもの様にふざけた態度を崩くずさないかのうに、なぜか俺は苛いら立だつ。

　俺はとても、かのうのようにふざけた気分になれないから。

　なぜなら俺には、かのうの〝本体〟が、その冷たそうな柱に閉じ込められているようにしか見えなかった。

「……おまえは、閉じ込められている、のか？」

　答えを心のどこかで怖れながら、結局俺が尋ねれば、

「……閉じ込められているように、見えるかの？」

　かのうは何の予告もなしに真しん摯しな声を俺に寄よ越こした。黄金色の眼まな差ざしまでも、ひどく静かな色に塗ぬり替かえて。

「違うのか？」

　だから、いましか機会は無いと、俺も心に決めて問い返す。

「いいや、正解だよ」

　呆あきれるくらいあっさりと、かのうはそれを肯こう定ていして頷うなずいた。答えながら額にこぼれた銀の髪をかき上げる。そうすれば、手首にはまっている連環わがしゃらんと鈴すずのような音をたてる。

「閉じ込めているのは……和家か？」

　俺は氷柱の中の、決して目を開けないかのうを見み据すえながら、更さらに問いを重ねた。

「ああ、そうだよ、多加良」

「何の為ために？」

「そんなことまで問うのかの？　多加良ならわかるであろう？」

　だが、闇やみ雲くもに問い続ければ己でも考えてみろと、突つき放されて、俺は軽く唇を嚙かんだ。かのうの存在理由──それは、人の願いを叶えること。深く考えるまでもなく、答えは一つに絞しぼられる。

「……お前に、願いを叶えさせる為か？」

「その通り」

　そうすれば、今度は一転、かのうはその唇に嬉うれしそうな笑えみを浮うかべる。少し子どもっぽい、無む邪じや気きとも言える微笑ほほえみ。

「妾はのう、叶野市に住まう人間の願いはもちろん叶える。だがの、和家の願いはそれとは別。願われた時に、何時いつでも何度でも叶える。そういう風に、妾と和家……そして叶野の地は結ばれている……否いな、囚とらわれておるのだのう」

　そして、無邪気なままに告げられた事実は、その分だけ残ざん酷こくに聞こえた。

　そうして、かのうは氷柱の中の、まるで標本のような自分の躰を覗のぞき込む。

　俺は、その横顔を直視することが出来なかった。その金の瞳ひとみに映るものを見る勇気がなかった。

　俺の推測と、かのうの言葉だけで、和家のしていることをわかったつもりになるのは危あやういと、理性ではわかっている。

「本体がこうってことは、かのうも叶野市の外には出られないってことか？」

　でも、俺はかのうに尋たずねることを終わりに出来ない。

「そうだのう。ふふ、妾と多加良はお揃そろいというわけだのう」

「茶化すな……」

「そう言われてものう……茶化して笑い飛ばしでもせねば、このような身で生きていることなど飽あいてしまうわ」

　眼差しをじっと、己の躰に注いだまま、かのうが投げて寄越した声は不思議なほど澄すんでいて──けれど、透とう明めいすぎる湖のように底がしれない。

「……どれくらい、ここにいる？」

「百を二つは廻めぐったと思うよ」

　それは、聞き間違いでなければ、二百年を超こえる歳とし月つきをかのうはこうして過ごしてきたということで。

　人であっても、そうでなくても心を捻ねじれさせてしまうには、十分な時間だと思う。

　俺は、静かに拳こぶしを握にぎり締しめた。怒いかりとも悲しみともつかない感情が胸の中で渦うずを巻く。

　閉じ込められていたのは、俺ではないのに。

　いまも閉じ込められているのは、かのうなのに。

「だがのう、それ程生きても……まあ、妾わらわの躰からだは眠ねむっているわけだが……妾とげーむが出来る人間と巡り遭おうたのは、初めてだったのだよ」

　そして、かのうはくるりと身を翻ひるがえすと、俺の顔を見上げるように覗き込む。いつものように見下ろすのではなくて、近くから、金色の双そう眸ぼうを突きつける。

「だから、の、これだけは、忘れないでおくれ……妾とげーむが出来るのはこの世でただ一人。秋庭多加良、そなただけということをのう」

　それは希こいねがうような、そんな錯さつ覚かくを覚えるような、ひたむきな眼差しと声だった。

　いままで一度も目にしたことのない、かのうの表情に、俺はまた、呼吸を止めた。

　長い年月を、かのうは何を考えて生きてきたのだろう。何を思って人の願いを叶かなえてきたのだろう。

　そうして、いま、この時、かのうは何を考えて、想おもって生きているのだろう。

　そして、俺は初めて、かのうのことを知りたいと思った。

　かのうのことを知って、それが何になるとか、そう言う理り屈くつは無しで、ただ心の底から、かのうのことを知りたいと思った。

「……多加良、踊おどろうか？」

　けれど、やはりかのうは気まぐれで、ふいにそんなことを言い出すと俺の手をとる。

　そうしたところで、俺とかのうの手は決して重ならないし、触ふれ合うこともないというのに。

　でも、俺はその手を振ふり払はらうことが出来なかった。

　初めて繫つながれた手を解くことは出来なかった。

　そして、俺達はゆっくりと回り始める。踊りと呼ぶにはあまりに拙つたない、子どもの遊ゆう戯ぎみたいなそれを、俺達は子どものように続けた。




　春の夜。ほんの束つかの間ま。俺は神と踊った。
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　世界が朝を迎むかえても、どこかが夜であるように、女がいるその虚こ空くうに、朝日が届くことはない。

　けれど、その時間の流れさえ忘れる世界に漂ただようのも時には楽しいと女は思う。

「ふむ……能力者の綺石かくというのは、存外に普ふ通つうだのう。でも、まあ、美しくはある」

　祭りを終えてみれば手に入った綺石は四つ。その質はともかく、数だけは満足のいくだけ揃っていた。

　それを大切に蒔まき絵えの小箱に仕し舞まい込めば、ここ数日で溜たまった疲つかれが少しは薄うすまっていく気がした。

「……それにしても、多加良はどこまで本気にしたかのう」

　途と中ちゆう思わぬ邪じや魔まも入ったが、女が祭りの為ために考こう慮りよした趣しゆ向こうはほぼ滞とどこおりなく行われた。

　ただ、自分の本体を見せることになるとまでは思っていなかったが。

「まあ、妾が囚われの身というのは事実だしの……」

　言いながら女は手足に嵌はめられた白金の連環わを見つめるが、その金色の双眸にはなんの感かん慨がいも、感情も見つけられない。諦てい観かんでさえも。

「自由など、さして意味もない」

　そう呟つぶやく声にさえ、何の感情の色も射ささなかった。

「願え願え、この世のものはすべからく。そして、妾わらわの願いを叶えておくれ」

　ただ、いつものように唄うたうその時だけ、女の眼まな差ざしはここではないどこかを見つめ、金色の双眸は深く沈しずんだ。

　やがて虚空には静せい寂じやくが落ちる。

「…………かのう様、かのう様」

　少女の声が、女の名を呼び、それでもって静寂を破るまで。

　その少女に呼ばれれば、女は虚空の外に出て行かざるを得ない。だが、そうして少女に呼ばれるのは、今いま更さら不快でも愉ゆ快かいでもない。

　そうして、呼ばれるままに応じてみれば、さっきまでは多加良のいた場所にいまは彩波が佇たたずんでいた。

「おや、ここまで降りてくるとは珍めずらしいのう」

「うん……お祭りだから、お父様が良いって」

「ふむ。玲子はどうした？　さすがに今日は帰っておるだろう？」

「うん。でも、お母様は疲れているから、お休みさせてあげないとね」

「相変わらず、というわけか」

　女が言えば、少女の顔に憂うれいの影かげが射す。いつもは明るいばかりの稚いとけない顔に。

「ならばのう、しばらく妾と過ごすがよいよ。それで朝あさ寝ねをするも良し」

　そして、女にしては優しい言葉を少女にかければ、一いつ瞬しゆんにしてその面に喜色が浮うかぶ。

「うんっ！」

「ほんに……そなたは幼く愛らしいのう」

「えへへっ、ありがとう」

「だからのう、彩波。大人になってくれるな。一日も長く子どもでいておくれ？」

　微笑ほほえみと共に女が願えば、少女は大きく頷うなずいた。

　そして……妾の役にたっておくれ。

　胸の内でそう続け、女は紅い唇くちびるを一層深い笑えみの形にした。
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　その日の空は、雲一つない、まさしく快晴。

　これ程までに青い空が、なぜ世界をその色に染め抜ぬいてしまわないのか、少しだけ不思議に思う。

　が、そんな感傷に浸ひたる間も俺には与あたえられなかった。

「あ、秋庭君っ！　朝起きたらっ、花南ちゃんのベッドが空っぽでっ！」

　けたたましいノックの音と共に、寝ね間ま着き代わりの浴衣ゆかた姿のまま、桑田が俺の部屋に駆かけ込んできたからだった。

「なにっ、本当かっ！」

「部屋に荷物もないのっ！」

「……荷物も、ない？」

　俺と桑田が慌てふためいた会話を続ければ、さすがに今朝は尾田も寝ね起おきの悪さを発揮せずに、俺の隣となりの部屋から出てくる。

「ふあー」

　そんな中、吞のん気きにあくびをしたのは鈴木。まあ、昨日一人であれだけ騒さわげば無理もない──なぜ、俺の部屋にいるのかは、この際もうどうでもいい。

　とにかく、俺達は羽黒の姿が和邸ていから消えたことに胸むな騒さわぎを覚えずにはいられなかった。

「とにかく、探しにいくぞっ！」

　そして、俺達は羽黒を探すべく駆かけ出した。




　やがて俺達は屋上で羽黒の姿を見つけた。

「よ、よか……た」

　が、屋上までの階段を駆け上がったせいで、俺達の呼吸は困難で、心臓は破は裂れつ寸前だ。その為ため、誰だれも羽黒に呼びかけることが出来ない。その場に座り込んだまま、とりあえず羽黒の動きを追うことしか出来なかった。

　羽黒は、首が痛くなるんじゃないかと心配になるくらい、目め一いつ杯ぱい首を反らせて空を見上げていた。

　今日の叶野市の青く青い空を。

　そして、その空に触ふれようとするように手を伸のばす。

　踵かかとを上げて、背せ伸のびをして、一生懸けん命めいに空に手を伸ばす。

「……羽黒、何してるんだ？」

「え、あっ、れ？　皆みなさんお揃そろいでどうしたんですか？　あ、おはようございます」

　俺達に心配をかけた自覚が無いのだから仕方ないが、羽黒は至って吞気だった。

「いや、あの僕達がここに揃っているのは、偶ぐう然ぜんじゃなくて……」

「花南ちゃんを、探してたのよ。ベッドは空だし、荷物はないし」

　尾田と桑田の声に責める響ひびきは無かったが、さすがに何も言わずにはいられなかった。

「え、あっ！　すみません！　昨夜は姉様と眠ねむったので、荷物も何もそっちへ」

　羽黒はようやく状じよう況きようを察知して、深々と頭を下げた。

「で……、なんで屋上に？」

「あ、はい。さっき姉様を送ってきたところでして、それでそのままふらふらと……」

　尾田が尋たずねれば、羽黒は少々バツが悪そうに説明をする。

「まあ、いい。羽黒はいまここにいるんだから、な」

　結局、俺はそう言って、この場を収める。

「そうね」

「羽黒さんが、いるなら、いいか」

　そして、桑田と尾田もそれに納なつ得とくすれば、羽黒はほっとしたように息を吐はいた。

「で……どうして空に手を伸ばしてたんだ？」

「ああ、影かげおくりをして……それで、その、自分の影に触さわれないかと、まあ」

　それを子どもっぽいと思ったのか、羽黒は途と中ちゆうから口ごもる。

「影おくり、か」

「ええと、確か地面に映った自分の影を何十秒か見つめてから、空を見るんだっけ？」

「そうです。ただ、影を見ている間は瞬まばたきをしてはいけないんですよ」

　尾田の説明に、羽黒が補足を加える。ここまで聞けば、やってみたくなるのが人情というものだ。

「よし、俺達もやるか！」

『もちろん！』

　尾田と桑田の声は重なって、俺達は朝の屋上で、プチ影おくり大会を決行した。

「問題は、あれだ。いかに瞬きを堪こらえるか」

「なるべく、風を受けないようにするといいですよ」

　俺の呟つぶやきに、羽黒は的確なアドバイスをくれた。俺はそれに従って、手を風よけ代わりにする。

「えっと……十秒位で、いいんだよね？」

「そうですよ」

　そうして、俺達は羽黒の声を合図に、いっせいに空を振ふり仰あおぐ。

『おおおー！』

　そうすれば、自分の影が空に映って、まるで空中を歩いているみたいだった。

　空に、届いたような錯さつ覚かくさえ覚えた。

「どうだ、羽黒。今日の空の色は？」

　空を仰いだまま、羽黒に問いかければ、

「……いままで、見た中で一番青いような気がします。本当に、触れないのが残念です」

　そう声が返ってきて、答えながらも、羽黒の顔は空を向いたままだった。

「やっぱり、触れないと思うか？」

　空の影から目と顔を戻もどして尋ねれば、羽黒もようやく俺の顔を見て、小さく首を傾かしげる。

「なあ、羽黒。どうして空が青いか知っているか？」

「あ……知りません」

　そして、さらに首を傾げて俺を見る。尾田と桑田もいつの間にか、俺を見つめていた。

「空が青いのは、空気中の塵ちりが光で反射するからなんだ。太陽の光で輝かがやいて、青く見える。だったら、尚なお更さら触れられないと、思うか？」

「はい……そんな気がします」

　羽黒は軽く目を伏ふせて、小さく頷うなずいた。本当に残念そうな顔をして。

「俺はそうは思わない。だってな、いつだって光は降り注いでいるんだ。そして俺達は光に触れている。……だったらそれは、空に触れているってことにはならないか？」

　羽黒はしばし言葉を失って、

　それから眉まゆを八の字に歪ゆがめて、泣き笑いの表情になると、大きく一つ頷いた。桑田と尾田もそんな羽黒を見て、嬉うれしいような泣きたいような顔になる。

「……そうですね。わたしの手は空に触っているんですね」

　言いながら、羽黒はもう一度、両手を空に伸ばした。全身で光を浴びるように──空に触れるために背を伸ばす。俺達は、そんな羽黒を黙だまってみつめた。

「手を……繫つないでもらえますか？」

　やがて、羽黒はそう言って、俺達に手を伸ばした。そして、俺達は昨日の約束通りに羽黒の小さく白い手を──今度は羽黒から伸ばされた手と手を、繫ぐ。

「ありがとうございます。ああ、本当に、綺き麗れいな空ですね……」

　言いながら、羽黒は今度こそ、泣きながら笑った。涙なみだが流れているのに、本当に嬉しそうに。

「……ねえ、このままで影おくりやってみようよ」

　そう言い出したのは尾田で、誰だれも反対しなかったから、俺達は手を繫いだままもう一度影おくりをした。

『せーーーのっ！』

　そうして、見上げた青い空には、手を繫いだ俺達五人の影が映っていて──

「ん？　五人？」

　数が合わないことに気付いて、俺は空に映っている影の形を改めてよく見た。尾田と、俺と羽黒と桑田の影を確認して、一番左ひだり端はしの影に物もの凄すごい違い和わ感かんを覚えた。

　まるで、雲のように膨ふくらんだその髪かみ型がたは、世に言うアフロヘアー。ここ数日でそんな髪型の人間は一人しか見ていない。

「……鈴木、いったいどこから湧わいて出た？」

「んー？　温泉から？　ということで、みなさん、夜明けの温泉まんじゅういかがですかー？」

　俺の問いに一応答えながら、鈴木は俺の口の中に思い切りまんじゅうを押し込んでくれやがった。ああ、うん、うまいな。でもな、それとこれとは話が別だ。

「……今日という今日は許さねぇっ！」

　しっかりとまんじゅうを咀そ嚼しやくし終えると同時に、青い空の下、俺は逃にげる鈴木を追って、全力でスタートを切った。
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　ＧＡＭＥ１　マヒルノヨビダシ／真昼の呼び出し

　ＳＡＶＥ１　ユウバエノスリル／夕ゆう映ばえのスリル
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　ＧＡＭＥ３　マヨナカノウソツキ／真夜中の噓うそつき






　まず３巻はこのようになります。プロローグの〝白い夜〟というのは、いわゆる白夜ではなく、というよりは英語のホワイト・ナイト──眠ねむれぬ夜という意味で捉え、使ってみました。もう一つのプロローグ〝黒い夜〟は単純に対比させて作っただけですが。そして、真昼、夕映えと進んで〝宵〟です。宵は夜のまだ更ふけていない頃ころになります。続く〝真夜中〟は夜が深くなる頃、ずっと闇やみの深い時間というわけです。何気なく使っていますが、日本語ってかなり繊せん細さいで難しいですね。




【第４巻】
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　では、いつものように謝辞を述べさせていただきます。

　とにかく、筆頭は担当の山口女史です。あなたの励はげましとアドバイス無しに、この４巻は完成しませんでした。もう足を向けて眠れません。本当にありがとうございました。

　イラストの七草様。私の原げん稿こうが遅おそかったせいで、たくさんご迷めい惑わくをおかけしたかと思います。にもかかわらず、今回も素す晴ばらしい絵をありがとうございました。七草さんにも、足を向けて眠れません。これからもよろしくお願いいたします。

　前巻に続き、宮みや崎ざき県方言のチェックをしてくれたＯ嬢じよう（……若い子にわかるかなぁ？）、ありがとうございました。また七輪バーベキューしましょうね。

　そして、執しつ筆ぴつ期間は過去最長だったのに、刊行ペースは過去最短、というミステリーで極悪な状じよう況きようでも、４巻刊行を可能にすべくご尽じん力りよくくださったすべての方に心からの謝罪と感謝を申し上げます。もう二度と『極悪』と言われぬよう、今後は心して精しよう進じんいたします。

　そしてそして、『神様ゲーム』を読んでくださる皆みな様さま、本当にありがとうございます。皆様からのお手紙やおハガキが宮﨑のガソリンです。これからもよろしくお願いします。




　この４巻で、『神様ゲーム』という物語は折り返し地点に立ちました。えー、でもまだまだ謎なぞと、私が書きたい物語はありますので、５巻もどうぞ楽しみにしていてください。ちょっと充じゆう電でんして、お届けします。

　あ、でもですね、５巻の前になんと、雑誌『ザ・スニーカー』に掲けい載さいされた短編に、書き下ろしを加えた『神様とゲーム』という短編集が刊行される予定です。担当女史曰いわく、「ポイントは〝と〟」だそうですよ。私も〝と〟がポイントならば、例の野望が叶かなうんじゃないかとこっそり期待しています。みなさんも次の表紙に「彼」がいることを一いつ緒しよに祈いのってください。

　これから季節は梅雨から初夏へ、初夏から夏へと移っていきますが、みなさん元気にお過ごしください。

　宮﨑は、海にも山にも行かず、みなさんに読んで貰もらう小説を、書いていきます。





宮﨑　柊羽　
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